


まえがき

漆戸邦夫（教育学部長）

学校教育の成否は、幼児 ・児童 ・生徒の教育に直接携わる教員の資質能

力に負うところが極めて大きいと言われます。今日の学校にはいじめや登

校拒否など深刻な問題が山積しており、教科指導の面でも、生徒指導や学

級経営の面でも、教員には新たな資質能力が求められています。特に教員

養成段階の学生や若い教員には、子どもや学校教育に対するしっかりした

ものの見方が必要であると考えられます。生きた幼児 ・児童 ・生徒観、教

育観を身に付けるためには、子どもたちと実際にふれあったり子どもたち

の様子を観察する機会が大切であります。

折りしも、本年度文部省により初めて国立の全教員養成系大学を対象に

「教員養成学部フレンドシップ事業」が導入されました。教職を志す学生

が種々の体験活動等において児童 ・生徒と直接ふれあい、ともに学ぶこと

は、教員としての実践的指導力の向上を図る上で大変有効であります。そ

のふれあいの場や機会を、教員養成大学と地元教育委員会等が連携 ・協力

して提供することがこの事業の主なねらいかと思われます。

このフレンドシッフ事業を成功させるために、本学教育学部学生を受け

入れていただいた、県下教育機関は実に 9機関以上に及びました。また、

シンポジウム「フレンドシッフ事業は優れた教師を生み出すか」を企画い

たしましたところ、長野県教育委員会をはじめ県下の関係教育機関から、

また大学関係では北は秋田大学や福島大学から、南は広島大学や大分大学

まで多数の大学からご参加いただき、盛大に開催することができました。

主催した信州大学としましては大変心強く、深く感謝申し上げる次第であ

ります。

このフレンドシッフ事業をきっかけにして、教員養成大学と地元教育機

関の閉の連携が今後益々深められ、地域と大学が一体となって学校教育の

指導者養成を行い、地域の期待に応えうる優れた教師が育つことを念願す

るものであります。

この冊子は、平成 9年度信州大学教育学部が実施いたしました「教員養成

学部フレンドシッフ事業j の実践報告書であります。先生方のご批正、ご

抱導をいただきたいと思います。
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1 .教員養成学部と地元教育機関との連携

あたたかいご支援に感謝

附属教育実践研究指導センター長

藤沢謙 一 郎

平成8年度に開設した f教育参加IJ も2年目を迎え、大学内外の多くの方のご協

}Jをいただき、無事終了することができました。ここに厚くお礼を申し上げます。

本年度は、教員養成学部フレンドシップ事業（文部省、平成9年度新規事業）の

助成を受け、地域の教育関連機関と連携をはかりご協力をいただく中で、多くのメ

ニュー（体験の場）を用意することができました。これにより、昨年の反省として

残された①学校教育機関だけでなく社会教育施設での体験、②ウイークデーだけで

なく、士 ・円曜日にも参加できる場を、といった課題が解決できました。

一方、学生を受け入れてくださいました関係機関では、入学問もない多機な学生

にとまどわれたこともあったとお聞きしていますが、参加学生のレポート等をみる

と、学生なりに多くのことを学んでいるように思われます。時間と空間を共にする

「参加Jを通して、そこに参加している自らの意義を問う常みが、学生の中に少し

ずつ見えてきているように感じられ、うれしく思います。この内らを問うことを出

発点として送る学生生活の日々に、教師としての力品の基礎が形成されていくので

はないかと考えます。

4年一賀の教員長成カリキュラムの中で、 l年次に位置づけられたこの「教育参

加J授業は、 ｜伺設してまだ2年目です。今年度ご協力くださいました関係諸機関と

の反省会では、この侵業に対する率直なご意見と評価に加え、 「教員養成に役立つ

ならば、お役に立ちたいJというありがたい言葉をいただきました。教育実践研究

指導センターでは、この混かい支援に感謝し、来年度以降、さ らに充実したものに

すべく取り組んでいるところです。 この冊子は、今年度の f教育参加j の実践記

録です。この教育実践記録に、学生が実践的指導力の基礎を身につけるもの（姿）

を、見つけることができるように思います。

省みて、改めてご協力、 ご支援くださいました関係諸機関の皆様にお礼を巾し k

げる次第です。

- 6 -



体験からの体得を願って

松下 倶子（国立信州高遠少年自然の家所長）

一年半前のことだ、ったか、信州大学教育学部に「教育参加j という授業が始まった

と聞き、大変興味を党えた。子どもたちの行動が問題になると、多くの場合「子ども

の体験不足j が指摘され、さらにその元には「教師の体験不足j があるとされる今日

であるが、その「教師の体験不足」のうちでも少子社会で育った教師および教師希望

の学生方の「子どもたちとともに活動する体験の不足Jは当然ながら非常に重大な問

題であろう。いま、教師希望の学生方が教師になる前に実際に子どもに触れるのは教

育実習の向週間かだけだと間れている。

少年自然の家は県立であれ国立であれ、子どもたちが豊かな大自然のなかで、仲間

と一緒に泊まりながら自然観察や実験、野外生活、制作活動を経験することを主な目

的とする社会教育施設である。仲間は学校のクラスメイトであったり団体のメンバ一

同志であったり家族だ、ったりするが、教室でエンピツとノートを持って机の前に緊張

してすわっている時とは全くちがう子どもたちの姿に出会うことができる。学校や団

体や家族が予め活動の予定を立てて、それに従って過ごす利用の仕方もあるが、少年

自然の家が、子どもたちのいわゆる現代的課題を解消または改良できるよう支援する

ことを願って、特別な目的で企画する主催事業に応募する形で利用する仕方もある。

主催事業は毎年年次計画を立て、職員、専門講師、ボランティア指導者、学生ボラン

ティアが事前からの準備を重ねて実施する。実施後は評価・反省を合わせて、次の機

会への課題とする。こうした過程を重ねていくのである。大学が「教育参加Jの場の

拡大を計っておられることを知り、私は必要であれば、少年自然の家を場の一つに加

えて頂くことにしようと考えた。大学と少年自然の家双方にとって、前進に役立つと

思われたからである。

大学のために

「教育参加Jの現場が一つ増える

－教室以外の場で子どもに触れる機会が得られる

－宿泊を含む生活の中で子どもをとらえることができる

－生活の流れの中で、不測の事態に出会い、対応しなければならない経験をする

－教育活動の場面を作り上げるためのさまざまな仕事があること、多くの人が仕事

を分担していることを知る経験をする

少年自然の家のために

・事業に参加する子どもが大人の指導者だけでなく 、年齢の近い兄、姉的な人と山

会う体験ができる

• J隊員など指導者層は若者の発想、！こ触れ、以後の事業計画に参考となる学びができ

る

「教育参加」への場の提供は第一年目を終えたばかりである。参加された学生方や

担当教官からどのような評価を頂くか少々緊張している。不十分な点は徐々に改良し

ていくとして、この提供が、学生方が実体験を経て「生きる力育てJに役立つノウハ

ウを一つでも体得してくださり、 「生きいき先生Jとなられるために多少なりとも役

立てば幸いだと思っている。
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信州大学との連携

長野県教育委員会生涯学習課長

本道亜紀子

信州大学教育学部の学生の皆さんが長野県青年の家 ・少年自然の家で実施する主催事業

にボランティアとして参加するという、この長野県フレンドシップ体験は、県教育行政と

教員養成機関との連携、さらには社会教育の推進や生涯学習の振興という点からも大きな

意義があると考えます。

平成 9年度は、松本青年の家、小諸青年の家、須坂背年の家、阿南少年自然の家の 4所

の主催事業に延べ 79名の学生の皆さんの参加をいただき、事業のスタッフとして、時に

は子どもたちのお兄さん、お姉さんとして活臆していただきました。

なかでも、阿南少年自然の家で実施した fふれあい自然体験キャンプJは、短期キャン

プと長期キャンプを合わせると 6泊 8日にわたって子どもたちと寝食を共にする長期のプ

ログラムであり、様々な共感や感動の体験があったことと思います。教育実習とはまた別

の意味で、学生の皆さんには学ぶところが多かったのではないでしょうか。

今、背少年教育は、いじめや不登校の問題をはじめとして様々な課題に直面しておりま

す。線題解決に向けて、 21世紀を担う子どもたちに生活のゆとりを確保し 「生きる力」

を醸成するためには、教員の資質向上、学校週 5日制への対応、学校のスリム化と体験学

習の重視といった方向が強く求められています。そのため、これからは、学校教育のみに

偏することなく社会教育での取り組みを含めて総合的に取り組んでいく必要があります。

青年の家、少年自然の家等の青少年教育施設は、教育における学校 ・家庭 ・地域社会の連

携と宵少年の体験活動の場としての役割が期待されています．

この長野県フレンドシップ体験事業はまだ始まったばかりであり、 10年度に向けて、

参加者へのオリエンテーション、事前研修、受入れ体制等、課題とすべき点も少なくあり

ません．

この事業を通して教育参加される学生の皆さんが背年の家 ・少年自然の家の事業のなか

でその若い力を遺憾なく発揮していただくとともに、本事業が優れた教員養成の一助とし

て、 また、学社融合の一つの方策として先見的な成果があがることを願ってやみません。
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感謝多謝

吉本隆行（教育学部附属松本地区学校園長）

今年2年目の「教育参加」は、松本地区の附属学校園や長野県松本盲学校に加え、本年度

は国立信州高速少年自然の家や長野県青年の家及び少年自然の家等 5カ所にもお願いし、

活動の舞台が拡がリました。一方、学生にとっては 2回以上参加することにより、多〈の

機会と継続性の観点から一層充実した科目になって参リました。延べ 800人にも及ぶ学生

を相手に、この「教育参加」に携わられた関係諸先生方の御心労に深〈感謝申しょげます。

今やこの「教育参加」については全国国立大学附属学校の全国大会や北信越地区の大会等

で、各大学や附属学校の参加者から高い興味と関心を頂いております。

教育学部の学生たちはこれまで、 3年生の教育実習の場で初めて教室における子どもた

ちと接し、子どもたちの純真さやその活動力に鮮烈な局動を受けてきました。それまでは

子どのたちと触れ合うこともなく、自分が何学部に所属しているか分からないような状態

でただ単位を修得し、教師を志すものとして何を勉強したらよ L、かもう一つしっかりした

目標が定まらないまま 2年余りを過ごしてきた学生が多いようです。 l年生の若〈柔軟な

時期に、子どもたちと関わりを持ち、子どもたちの行動や思いに触れ、教える先生の姿を

見、学校や社会施設での行事とその取り組み等の観察や考察を通して理解を深め、同時に

教育への関心や意欲を高めるきっかけを作るこの「教育参加」は、その後の学部での勉強に

大きな影響を与える貴重な機会であります。

学生の感想の中でよく言われていることは、子どもたちが元気で明るいこと、授業に積

極的に参加し、先生の質問にみんなが一斉に集中し、勉強のレベルが高いこと、また、子

どもたちが物事に一生懸命取り組み、各自が独自の意見を持ち、そうしていながら人の意

見もよく聞く姿に感心し驚いています。学生が関わっている子どもと同時代の頃の自分と

を比較して、授業がびっくりするほど生き生きしていること、それは大学の講義にも見ら

れないことであるという耳の痛いことを書いています。そして子どもたちの自立性の高さ

は学生を凌いでいると脱帽し、まさに子どもから学んでいる状況にあり 、教育参加への関

わリをより多〈持つことを望んでおります。

反省については、場に即した服装、礼儀、挨拶が出来なかったり、連絡もなく休むんだ

り、平気で遅刻する学生がいるなど、多 〈の先生方からご指摘を頂き、般に関する指導不

足は私たち自身の反省でもあります。

各学校・施設の先生におかれましては、どなたも好意的に学生受け入れにご協力下さり、

ご懇切なご指導に厚〈御礼申し上げます。 さまざまな反省に立ち、来年度も「教育参加Jが

計画されておりますが、今後とも教育学部学生の教育にご理解いただき、ご指導ご支援下

さるようよろしくお願い申し上げます。
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2.信州大学におけるフレンドシップ事業の構成

附属教育実践研究指導センター土井進

平成9年1月29日付の文部省高等教育局大学課教育大学室、高橋誠記室長名の「平成9年度教

員養成学部フレンドシッフ。事業促進等経貨要求書の提出について（照会） Jの留意事項にお

いて、

(1）教員の養成段階において、学生が種々の体験活動を通して、子どもたちとふれあい、子ど

もの気持ちゃ行動を理解し、実践的指導力の基礎を身につけることができるような機会を

設けるものであること。

(2）上記（1)の趣旨を内容とする授業科目を開設すること。

(3）都道府県・指定都市教育委員会等と連挑・協力すること。

の3点が提示されていた．この一言一句に接した時、信州大学教育学部において平成6年度か

ら実施してきでいる「信大YOU遊サタデーJや平成8年度から開設した授業科目 f教育参加J

の趣旨が、文部省においても高く評価され、政策化されるまでに至ったことに深い感動を覚

えた。それとともに教育委員会等との連携がまだできていないことが課題として浮かび上が

ってきた。

そこで、授業科目としては「教育参加Jをあて、土曜日、日曜日に学生が参加できる教育

活動を拡大する観点から、長野県教育委員会生涯学習課を訪ね、県内の6つの青年の家 ・少

年自然の家との連携 ・協力をお願いした。本道課長から温かいご理解をいただき、平成9年6

月12日（木）に附属教育実践研究指導センターで第1因企画運営協議会を開催することができ

た。出席者は、松本知恵子（生涯学習課社会教育係長） ・渡辺貴則（生涯学習課社会教育係 ・

指導主事） ・宵幡健夫（松本青年の家次長） ・浅井荘一郎（小諸行年の家次長） ・森山俊一

（須坂青年の家次長） ・佐藤恭博（望月少年自然の家次長） ・貝原京（阿南少年自然の家次

長） ・藤沢謙一郎（附属教育英践研究指導センター長） ・東原義訓 ・土井進（附属教育実践

研究指導センター）であった．この協議会の結果、 2年目を迎えた「教育参加Jの問題点であ

った土曜日、日曜日に学生が参加できる教育活動を拡大するという課題が一挙に解決される

ことになった。

文部省から提示された3つの条件を満たす

取り組みは「教育参加Jだけである。しか

し、 「信大YOU遊サタデーJも授業科目にこ

そなっていないが、フレンドシップ事業の趣

旨に卜分合致する取り組みであるので、これ

も含めて予算申請することにした。また、 今

年度から長野地区附属学校で4年次生を対象

とした「教育ボランティアJ （段業科目では

ない）を開始したが、これもフレンドシップ

事業のー探として申訪した。したがって、信

州大学教育学部における平成9年度のフ レンド

シップ事業は「教育参加j f信大YOU遊サタデ

ー」そして「教育ボランティアJの3つによっ

て構成されている。
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平成9年度「教育参加J実施計画

1 .授業の位置づけ
松本で開設する「教育参加J “Teaching Experience” ( 1単位）は、 「臨床経験」の科目と

して実施する。

2. 「教育参加Jの目的と意義

「教育参加Jは、教育に関心を抱いて教育学部に入学した 1年次生が、

①附属松本学校園、長野県松本盲学校で行われる教育活動に参加すること。

②附属松本学校園で行われる 3年次生による教育実習を参観すること。

③国立信州高速少年自然の家で行われる教育活動に参加すること。

④長野県青年の家 ・少年自然の家で仔われる教育活動に参加すること。

を通して、子ども理解、教師理解、学校理解を深め、教育への関心・意欲を高めることを目的と

する。

1年次生が、学校や社会教育施設で行われる教育活動の実際場面に参加したり、教育実習の様

子を参観したりすることによって、子どもたちゃ教職員との触れ合いを体験することは、教育へ

の認識を深める機会となり、 4年間にわたって教科専門科目、教職専門科目等を履修していく上

での基礎となる。

3. 「教育参加Jの基本方針

(1）担当機関は附属教育実践研究指導センターとする。

(2）「教育参加J連絡会において実施計画案を策定し、実践センターの常任委員会、運営委

員会の議を経て決定する。

(3）「教育参加」連絡会の構成員は次の通りとする。

附属教育実践研究指導センター長および専任教官、教育学部松本分室教官代表及び分室

全教官、 附属松本学校園長、附属学校園副校園長代表、附属幼稚園副園長、附属松本小

学校副校長、 附属松本中学校副校長、長野県松本盲学校長、国立信州高速少年自然の

家所長

(4）「教育参加Jは、教育学部教官、同松本分室教官、附属松本学校園教官、長野県松本盲

学校教官、国立信州高速少年自然、の家の協力を得て実施する。

4. 「教育参加Jの実施方法

'(l）受講者：平成9年度入学の l年次生（約 300名）

(2）実施時期 ：通年、変則集中（金曜日 5コマ目、夏期休業中、土曜日など）

(3）単位認定 ：小 ・中 ・餐 ・幼課程は必修、生涯スポーツ課程は自由選択。

レポートと出欠状況により、センター専任教官が認定する。

(4）実施方法 ：次のメニューの中から 2つを選択して「参加Jし、レポー トを 2週間以内に

提出する。 （支障がない場合は3つ以上選択しても構わない。）

①附属幼稚園の教育活動 ②附属松本小学校の教育活動 ③附属松本中学校の教育活動

④長野県松本盲学校の教育活動 ⑤附属松本学校園での3年次生の教育実習 ⑥国立信

州高遠少年自然の家での教育活動 ⑦長野県青年の家・少年自然の家での教育活動
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5. 「教育参加Jの授業計画

月日 担当者授業内容 実施会場

4/18 （金）

5 J?自

(16: 20～ 
全 I 17:50) 

オリエンテーション

「教育参加jの目的

「参加Jメニューの紹介

提出脅類の記入

2 0番教室

センター長、専任教官

教育学部松本分室教官

附属幼 ・小 ・中教官

長野県松本盲学校教諭

高速少年自然の家所長

5/ 16 （金） ｜参加者からの報告会

体 1 5 J?目 ｜レポー トの響き方

£』
:c; 

6/20 （金）

5J干目

参加者からの報告会

連絡 ・調整 ・相談

1/ 18 （金）

5 J1目

参加者からの報告会

教育実習の参観のしかた

10/3 （金） ｜；参加者からの報告会 ．

5J?目 ｜「教育参加IJアンケート調査

2 0番教室

センター長

センター専任教官

教育学部松本分室教官

秀モョ， 通年

(5月～

1 2月）

門
H
Hi
 

t
－，
 

附属幼稚園の教育活動 附属幼稚園等 ｜附属幼椎園教官

附属松本小学校の教育活動 111付属松本小学

校等

附属松本中学校の教育活動｜附属松本中学

校等

県立松本盲学校の教育活動｜長野県松本盲

学校等

国立信州高速少年自然の家｜国立信州高遠

の教育活動 ｜少年自然の家

長野県庁年の家・少年自然の家｜信州大学

附属松本小学校教官

附属松本中学校教官

長野県松本盲学校教諭

国立信州高速少年自然

の家職員

青年の家職員

教

育

実 Ia120 c水）
習 ｜～8/30（金）

参

観

附属幼稚園での教育実習

実

実

育

育

教

教
の

の

で

で

校

校

学

学
小

中

本

本

松

総
属

属

附

習

附

習

附属幼稚園

附属松本小学

校

附属松本中学

校

附属幼稚園教官

附属松本小学校教官

附属松本中学校教官

14専攻の実習参観教官

センター長

センター専任教官
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「教育参加J全体会の授業内容

第 1回全体会

1. 日時： 4月 18日（金） 16:20～17:50 

2.会場 ：共通教育センター 20番教室

3.参加者 ：教育学部 1年生 351名

4.内容 ： 司会：東原義訓

(1）あいさつと講師紹介 藤沢謙一郎（5分）

(2）「教育参加Jの授業計画 土井進（5分）

(3）「参加Jメニューの紹介

－附属幼稚園（10分）

－附属松本小学校（10分）

・附属松本中学校（10分）

－長野県松本盲学校（10分）

－国立信州高遠少年自然の家（10分）

(4）副担任からのあいさつ（10分）

上保厚 ・駒村哲・中村正人・折口築 ・寺沢宏次 ・山崎達郎 ・徳井厚子

(5）質疑 ・応答

(6）提出書類への記入

第 2回全体会

l.日時：平成9年 5月 16日（金） 16:20～17:30 

2.会場 ：共通教育センター 20番教室

3.内容：

(1)「参加活動一覧表Jの配布と説明（20分）土井

(2）すでに「参加Jした学生からの報告（30分）

(3）レポートの提出方法（10分）上保

(4）「信大 YOU遊サタデー」の紹介 実行委員会の学生

(5）出席カードの提出

第3回全体会

l.日時：平成 9年 6月 20日（金） 16:20～17:30 

2.会場 ：共通教育センター 20番教室

3.内容 ：

(1)すでに「参加jした学生からの報告（30分）土井

(2）レポート提出上の諸注意（10分）上篠

(3）メニュー変更の調査（10分）土井

(4）出席カードの提出

第 4回全体会

l.日時：平成9年7月18日（金） 16:20～17:30 

2.会場 ：共通教育センター 20番教室

3.内容 ：

( 1）レポートの提出について（10分） 上保

(2）すでに「参加Jした学生からの報告（10分）

(3）教育実習の参観について（10分）

q
J
 



(4）夏休み中のメニューについて（10分）土井

(5）夏休みを有意義に過ごすために（30分）徳井・駒村・寺樺・中村・折口・藤沢

(6）出席カードの提出

第 5回全体会

1.日時：平成 9年 10月3日（金） 16:20～17:30 

2.会場 ：共通教育センター 20辞教室

3.内容 ：

(1）夏休み中にf参加jした学生による報告（30分） 土井

(2）メニューの変更調査

(3）「教育参加」アンケート調査

(4）大学時代に学ばなければならなし、こと（20分）折口・山崎

「教育参加Jレポートの提出方法

(1）レポ｝トの ［形式］

・A4版の用紙を用い、字数は、 1000～2000字とする。

．写真やパンフ レッ トなどの資料を添付 してもよし、。

・学籍番号、記名を忘れず、ホッチキス等できちんととめること。

．提出先の副担任教官名を明記して提出する。

(2）レポートの ［内容］

－原則として次の項目が含まれるようにすること。

・参加した「行事 ・活動j名

・参加した日時、会場名

・参加した 『行事 ・活動Jを選んだ理由

．子どもの様子

・教師の様子

－学校の様子

・参加して得たことを、今後の自分の研究課題にどう結ひ．つける方、

．感想など

(3）レポートの ［提出方法］

－終了後2週間以内に副担任教官宛に提出する。

・提出場所は3階の南支援室で、そこに置いて・ある段ボーノレ箱に入れる。

(8: 30～17: 00) 

(4）レポートの評価

レポートは、次の4段階で評価する。

A ：形式が整い、内容も充実している。

B ：形式や内容面にやや不十分な点が見られる。

C：形式や内容面に手抜きが見受けられ、今一歩の努力が望まれる。

D ：未提出
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大学生が学ばなければいけないこと

山崎達朗（教育学部英語教育講座）

1 .前置きであり、同時に本論であるのは、大学生の集団行動についてである。今

さらながら、集会での行動をとやかく言う必要はないはずなのだが、現在の大

学生には私語が多すぎるので、とにかく静かに聞いてほしい。集会はこれから

行動を起こすための、基本となる集まりであり、授業担当者の話を聞かずに伺

が得られるのだろうか。どんな行動を起こせるだろうか。先生はエンターテイ

ナーではないのだから、思い切り堅い話をするかもしれないし、君たちの興味

に合わない話かもしれない。しかし、必要だから集まってほしいわけで、その

意味を理解しないのははなはだ不見識と言わざるを得ない。クラシックコンサ

ー トなと、で写真を撮ったり、私語を慎むのが常識なのはご存知だと思う。そこ

まで厳格に言うつもりはないが、授業で先生の話に耳を傾けるのは社会のルー

ルである。友達との話なら教室外でやるべきだ。先生は準備をして、メッセー

ジを伝えようとしているのだから、聞いてもらえなければ頭にもくるし、ため

息も出る。君たちがいずれ教師になったり、集団をまとめる立場に立ったとき

に、私の言っていることが実感として分かると思う。誤解しないで欲しいのは、

授業中は緊張して笑ってもいけないと言っているのではない。クラス全体が笑

うということは、それだけ先生の話をよく聞いているという証拠で、これはプ

ラス評価である。いけないのは教室にいながら、授業を無視した独自の営みで

ある。

2.大学は自分から行動するところであり、そこが義務教育や高校とは違う。まず

入学時ホームルームが無いことが分かると、かなり精神的ダメージを受けるよ

うだ。つまり、身の置き所が無いと感じ、落着かないようだ。さらに段業も自

分で選択しなければならないし、未知の場所で一人で暮らすという試練も同時

にやってくる。それだけ皆さんは行動的にも心理的にも大人になるように期待

されているのである。良く考えてみると将来は就職にせよ、結婚にせよ大きな

節目の中で、自分の積極的な行動と決断が要求されていることがわかる。レー

ルがひかれている小・中学校時代の方が人生にはまれなのである。ここで言い

たいのは、その行動力を生かしてあと 3年半で何か「これだけはやったJと誇

れるものを一つだけでいいから残してほしいことである。大学4年間などあっ

という聞に過ぎる。目標は今立ててほしい。目標は具体的なほど達成感がある。

私は英語の教官だから、英語の話をすると、英検の準 1級などはかなりいい目

標だ。社会的にも価値があり、これからの若者はもっと国際的でなければなら

ないからだ。とにかく目標は自分で決めてほしいが、多少背伸びをしたもので

なければ意味が無い。ある程度のプレッシャーは人の能力を引き出すので目標

は人に宣言した方がいい。

3. スキー複合の荻原健司やドジャーズの野茂英雄はよく競技やゲームを「楽し

む」という言葉を使う。これは大事な精神である。全力を尽くして燃えている



人はやはり遣うと思う．何をやるにせよ心を入れて燃焼している人は、第三者

が見てもすがすがしいし、本人も楽しめる。

皆さんも大学生時代を楽しんでほしい。回収が何であれ、 心を人れてほしい。

そうすれば結果は自ずとついてくると言える。そして楽しむにはプラス思考

(positive thinking）が大切である。マラソンの有森裕子ではないが、努力し

ている自分をほめることも大切だ。勉強のみでなく、友達関係やサークル活動、

バイトなどで疲れることも多いだろう。この心身の疲れもマイナスに解釈する

ことなく、皆さんにとっては心身ともに将来の紐になると信じるプラス思考が

大切だ。時間をもてあましくすぶることなく、力いっぱい燃えれば自ずと「大

学生時代を楽しんでいる自分j を発見するに違いない。

今までの話をまとめると、 一、社会的ルールを知ること、

二、ひとつ目標を達すること、

三、プラス思考で大学生生活を楽しむこと、

ということである。

己主！
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1年生の教職に関する意識調査結果

1年生を対象とする「教育参加」の授業を改善していくための資料とするために、次の2種類

の意識調査を実施した。調査日は第1回目の全体会が行われた平成9年4月18日（金）である。

回答数は350名であった。

1 .教職志望度

あなたの、今の教職志望の強さはどれですか。当てはまるものを lつ選んで番号にO印をつけ

て下さい。

①「教職にしか就職は考えていない。 J 159名（45.4%) 

②「主として教職志望だが、条件がよければ会社などでもよい。 J

③「教職でも会社 ・官庁などでも、どちらでもよい。 J

④「主として会社 ・官庁志望で、それらが駄目の場合は教職でもよい。 J

⑤「会社 ・官庁などにしか就職は考えていない。 j

⑥「大学院、自営業などのつもり。 j

⑦ 未回答

2.教員適性判断（自己評価で重視するもの）

89 (25.4) 

42 ( 12. 0) 

！？ ( 4. 8) 

6 ( I. 7) 

21 ( 6. 0) 

16 ( 4. 5) 

あなたは、自分が教師に向いているかどうかの判断をするとき、次の12項目において、 それ

ぞれどの程度重視しますか。次の5段階尺度で、 Oをつけて下さい。

5 ① 3 2 1 

（例）

非常に かなり どちらともほとノνど まったく

重視する重視する いえない 重視しない 重視しない

5 4 3 2 5と4を合計した割合

①自分の個性や性格 104 179 59 4 81. 4% 

②こどもに対する好き嫌い 103 152 60 27 7 73.0 

③教職への使命感や熱意 103 149 79 13 4 72. 3 

④専門的な知識や技能 54 152 107 31 3 59.3 

⑤創造性や独創性 81 141 109 11 2 64.4 

⑤話し方のうまさ 58 131 128 26 54. 2 

⑦人間関係の円滑さ 91 148 97 11 68.6 

③常識の豊かさ 85 159 89 14 3 69. 6 
⑨体力や健康 81 145 92 24 65.4 

⑩社会的な視野の広さ 123 159 61 3 80. 9 
⑪教師の社会的地位 7 25 147 110 58 9. 2 
⑫経済的な安定 JO 44 157 92 45 15. 4 
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f教育参加j に関するアンケート調査結果

調査日 ：平成l0年l0月3日（金） 第5回目の全体会において

被調査者：平成9年度「教育参加J受講者 323名中303名の回答 回収率 93. 8% 

次の（！）～（JJ）の項目について、 例にならって5段階尺度でO印をつけて下さい。

5 4 3 2 1 
（例）

非常に どちらとも 全く

そう思う いえない そう思わない

1 .自分が参加した（参加予定の）メニューを念頭において

( 1）「教育参加Jでは、子どもと心のふれあい 5 4 3 2 1 
があったと思う． 77(26.0)94 (31. 7)51(17.2)49(16. 5)25(8. 4) 

(2）「教育参加Jを通して、子どもの心に寄り

添う共感力が向上したと思う。 5 7 ( l 9. I ) 1 2 7( 4 2 . 7) 7 3 ( 2 4. 5) 3 l ( 1 0 . 4) 9 ( 3. 0) 

(3）「教育参加Jでは、教師や施設職員との

交琉があったと思う。 64 (21. 5) 90 (30. 3) 93 (31. 3) 34 (l l. 4) 16 (5. 3) 

(4）「教育参加Jでは、教師や施設臓員が行う

仕事の様子にふれることができたと思う。 I09 (36. 7) 125 (42. 0) 42 (14. 1)18 (6. 0) 3 (I. 0) 

(5) 「教育参加IJは、学生にとって有意義な慢業

科目であると思う。 165 (55. 1) 80 (26. 7) tJ l (13. 7) I 0 (3. 3) 3 (l. 0) 

2. これからの3年半の学生生活の中で習得していきたいと思う資質・能力について

( 6）教科に関する専門教養を習得して 5 4 3 2 1 
いきたいと思う． 156 (51 . 4) 97 (3 2. 0) 41 ( 13. 5) 6 (I. 9) 3 (0. 9) 

( 7）教職に関する専門教義を習得して

いきたいと思う． 147(48. 5) 105(34. 6)40(13. 2)7(2. 3)4(1. 3) 

(8）人間に関わっていく実践的指導力の基礎を

習得していきたいと思う． 182 (60. 2) 88 (29. I) 27 (8. 9) 3 (0. 9) 2 (0. 6) 

( 9）コンビュータ活用能力を習得していきたいと思う．

I 06 (34. 9) 100 (33. 0) 76 (25. 0) 17 (5. 6) 4 (l. 3) 

(10）趣味や特技を伸ばし、 1幅広い教養（人間的魅力）を

習得していきたいと思う。 211(69.8)67(22.1)21(6.9) 2(0.6) 1(0.3) 

。。



第四期「信大 YOU遊サタデー」実施報告

1 . 「信大 YO遊サタデーJのねらい

①信州大学教育学部の学生が、自分の得意とする分野で、学生時代でなければでき

ないようなユニークなアイデアによる遊びゃ学びの体験講座を開設することによ

って、学生生活の活性化を図る。 （学生生活の充実）

②教育学部教官や学生の持っているすぐれた教育力を地域社会に聞き、貢献するこ

とによって、教育学部と地域社会とのつながりを深める。 （大学開放）

③学校週五日制に対する地域社会や家庭の取り組みがまだ試行錯誤の状況にある現

在、教育学部が率先して子どもたちに遊びや学びの場を提供することによって、

学校週五日制時代の地域教育力の蘇生に努める。 （学校週五日制時代）

④教育学部には幼 ・小 ・中 ・高 ・特殊の各学校の演じ ・児蛍 ・生徒に対応できる学

生が学んでいる。この学生たちが事故の持ち味を発揮して子どもたちと関わるこ

とによって、教師となるための実践的指導力の基礎を身につける。

（実践的指導力）

2. r信大YO U遊サタデーJの実施日時

第 li回平成9年 5月24日（第4土曜日） 12: 30～16: 00 （松本キャンパス）

第 12回平成9年 9月 27日（第4土曜日） 8:30～16: 30 （長野キャンパス）

第 13回平成9年 11月 8日（第2土幅日） 8:30～16:30 （長野キャンパス）

出張 平成9年 9月 13日（第2土曜日） 10:00～16:00 （長野県立歴史館）

出張 平成9年 10月 11日（第2土曜日） 9:00～17 :00 （国立信州高遠少年自然の家）

出張 平成9年 11月 9日（第2日曜日） 9:00～14 :00 （小諸市民会館）
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3.学年別参加者数と指導にあたった学生数

～～～～～』』 第 1～10回 第 11回 第 12回 第 13図 合計

幼稚園 182 38 20 47 287 

小学生 l年 253 21 17 27 318 

2年 298 26 24 44 392 

3年 277 25 21 48 371 

4年 260 17 36 43 356 

5年 319 12 19 18 368 

6年 115 7 11 9 142 

中学生 41 13 8 63 

高校生 95 。 3 99 

一般成人 254 49 26 16 345 

合計 2115 197 187 263 2762 

学生 863 96 96 89 1144 

（キャプテン） (189) (14) (21) (19) (243) 

（スタッフ） (674) (82) (75) (70) (901) 

学部教官 13 4 4 2 23 

地域社会人 19 3 。 22 

開設購座数 161 11 20 18 210 

出頭YOU遊サタデー参加者数と学生数
なお、別冊として『第四期 「信大YOU遊サタデーj

の実践一体験的学習の指導による実践的力量の形

成一』 （全258頁）をまとめたので参照していただ

きたい。

九～『『』 歴史館 高速 小賭

参加者 約400 約 300 約 250

学生 13 33 12 

学部教富 1 

開設講座 2 5 3 

• 
A
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3. 「教育参加」の学生を受け入れた側からの実践報告

学生が幼稚園で作業している姿に地域の好感

附属幼稚園副園長塚本節子

l、実施内容

(1)春の遠足 2 3名 ・ 各学年にわかれて子どもの引率補助

子どもたちとあそび

O 年少 つくし組と一緒に 子どもの姿から

目的地の美須々公固まで、およそ 1.5 kmくらいで、なんと 1時間近くかかっ

たのです。その 1時間の聞に感じたことは、 子どもたちの性格や行動は本当

に十人十色であるということです。積極的に話しかけてくれる子ども、話し

かけるとやっと小さな声ではなしてくれる子どもなど本当にさまざまでした。

帰ってきて教室の滑り台の上で、 2人の男の子がとっくみあいのけんかをは

じめました。はじめに手をだした子がもう一人の子の襲撃にあい、大きな声

をあげて泣き出しました。近くにいた私はとめに入ろうかとそわそわしてい

たのですが、担任の先生は落ち着いた顔でじっとケ ンカの様子を見ていらっ

しゃいました。私は不思議に思いました。後で聞くところによると 「ケガを

しない程度のケンカならすぐに止めないでやらせておくのも子どもにとって

は大切なことJだということでした。これをお聞きした時、なんて教師とい

う仕事は奥が深いのだろうと思いました。

0 年中 たんぽぽ組と 心がひらくまで

「普段あまりふれ合うことのない幼稚園児と楽しみたい」と幼稚園児と一緒

に過ごせる時間が多そうな遠足を選びました。その中で一番感動したのは、

最初話しかけても小さくうなずくだけの子が最後には話しかけてくれたこと

です。しぶとく声をかけていたらだんだん心を開いてくれました。まだまだ、

力不足ですが、私の思いに答えてくれたこ とがとても嬉しくおもいました。

私が行き帰りの中で引率していると、必ず列もくちゃくちゃになってしま

い、自分の担当の子が散らばってしまうことがおおかったのですが、先生

たちが引率していると 2列にならんで、すごいなぁと思いました。

( 2 ) こいのぼり運動会前日準備 5名

当日の係活動 24名

0 「子どもたちにあわせるこ との難しさを学んで」

感動と発見の連続でした。どんなにさわいで、動きまわっていても 《かけっ

こで〉自分の番がきたと気づくと、みちがえるほどキリッと引き締まった顔

付きにかわることです。園児のお兄さんお姉さんとして参加してください。

と言われとても素敵に感じられてワクワクしてしまいました。これまで教育

というと師弟の関係しか思いつかなかったのですが、とても視野が広がった

ように思えます。
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0 「先生方のたいへんさ」

幼稚園は小中学校と異なり、勉強を教えなくてよいため気楽なものだろうと

単純に思っていたが、全くのまちがいであった。一人一人の子どもを理解した

うえで、機を逸せずに行うというたいへんさは、今の私には想像すらできない。

私たちなど一人平均4～5人の子どもを相手にしただけなのに、半日で、へばっ

てしまった。

先生方を見ていておもったことは、子どもが好きでなければ並大抵の精神で

は務まらないであろうということであった。

( 3）誕生会参加 6月から 1月まで毎月 3名～12名の参加 総計47名

6月20日の誕生会 出し物保護者 お絵かき歌

先生 牛乳パックの王国で

高lj園長先生お話

最初に驚かされたのは、元気が有り余るほどの子どもたちの様子でした。

お絵かき歌はまさに父母のみなさんと子どもたちのキャッチボールといった感

じで楽しんでいました。

牛乳パックで作った遊び道具を紹介するというものでしたが、、副園長先生

によると、単に子どもを喜ばせるだけでなく、その後、子どもたちが自分たち

でその遊び道具を作ることを促すことも目的としているということでした。

幼稚園では、あそびの中に、子どもたちの創造力向上させるという要素を含

ませているということに驚きを感じました。

「先生方はゆっくりと・ ・・ J

先生方は園児たちにわかりやすく、大きな声でゆっくりと、簡単な言葉を使っ

て話していました。園児が元気よく自己紹介ができたり、歌を歌ったりした時

は 「しっかりできたねえJとか 「元気ょくできましたねえ」ときちんと褒め

てあげていました。本当に子どもたちを喜ばせるためには、子どもたちの自主

性を引き出し“自分でやった”という満足感を持たせることであると思います。

(4）秋の運動会前日準備 5名

当日の係活動 1 3名

「朝の会」から 必要なメリハリ

幼稚園へは、闇児が来る少し前に行き、再度打ち合わせをしてから、朝の会

へと行きま した。部屋にはいると、子どもたいああそんでいました。そこへ、

先生が入ってこられて、みんなに並ぶようにおっしゃいました。子どもたちは

あそびに夢中で、なかなか並ぼうとしませんでした。すると、先生はまだ並ん

でいない子どもの名前を呼び、その子の場所を教えていました。遊んでいた子

どもたちの中には、自分の場所がどこかわからなし、から遊んでいたということ

を知り ました。それでもまだ、他の子とおしゃべりをしている子がいて、先生

がその子の名前を何度もよんでいるのに、聞かなかったから先生が急にまじめ

な顔をして、その子の名前を呼びました。すると、みんなも急に静かになりま

した。幼稚園の先生はいつも笑っていて優しいというイメ ージがあったけれど
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も、そんなんじゃだめだということも知りました。きちんと言わなければいけ

ない時には、別に 《おこる〉という意味ではなくて 《まじめ〉になって、 ダメ

だという事を、子どもに教えなければならないのだとと思いました。私は今ま

で小さい子に対して、そういう メリハリ というものが足りなかったという事

がわかりました。

( 5 ） 幼年教育研究会にむけての準備 8名前日準備 6名参観 1 0名

「気にかかる子」に自分の姿をみた

園児たちは生き生きとした表情で元気に遊んでいました。たくさんの先生

方が観察をしており、中には熱心にメモをとったり、一人の子をずっとビデオ

カメラで撮っていたりする人もいたけれど、子どもたちは全くおかまいなしで、

あそびに夢中していました。

たくさんの園児の中で一人、 とても気にかかる子がし 1ました。 T君という 4

歳の子です。 何かで遊んでいるわけでもな く、じっと何かをみつめているので

す。そんな彼を先生は手を引いて皆の所へ連れていきますが、いつのまにかい

なくなってしまうのです。私も話しかけてみましたが、目は合わせてくれるけ

ど、それだけで、服の裾をかんでしまいました。

後で聞いたのですが、 Tくんは、朝登園してきたとき、泣きじゃ くっていた

そうです。そんな彼を先生はしばら く抱きしめてあげたそうです。 しばら く泣

いた後、 T君は先生から離れて、園庭へ出て行ったそうです。先生はそんな彼

を見て、ようやくいつものペースを取り戻したんだなと思ったそうです。

私も小さい頃、保育所へ行くのがし、やで泣きながら祖母におんぶされて通園

していたので、彼の気持ちが少しわかるのです。

( 6 ) 落ち葉掃き・遊具のペンキ塗り 3回 総計 22名

今回は子どもたちにやさしい先生方が、作業を行う職員として活動している

ところを見ることができました。子どもたちに接する先生方は比較的ゆっくり

行動していますが、この落ち葉掃きをやっている先生方は無駄のない動きでて

きぱきと作業されていました。子どもたちのいないところで黙々と作業をする

先生方を見ることができました。厚くつもった落ち葉が消えたことに気づく子

どもたちはほとんどいないでしょう。人に気づかれない作業であってもやらな

ければならないことがあると改めて気づいた 1時間でした。

肥料にする 落ち葉

落ち葉を集めた後、それを集めて花壇につかう肥料をつくっている場所に運

びました。今回の教育参加で思ったことは、自然とのふれあいを、とても大切

にしているということでした。2度の教育参加を通して、幼稚園の先生方の生

活、特に裏方の仕事の苦労をかいま見た気がします。これから、私たちが教育

者への道を歩むにあたって、楽しいことばかりでなく、重労働もあることを身

体を使って知ることができたのは、将来の選択の、良きアド‘パイスをしていた

だいた気がします。
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2 反 省

① 春の遠足、運動会、落ち葉掃きなど、入手がたりないので、たいへん助かった。教

育参加の学生がいたからこそ、計画どおりおこなえたのではと感謝している。

② 子どもたちがいないメニューがいくつかあったが、学生さんたちは、園舎や遊具な

どから幼稚園の様子を感じることができたようである。

③ 落ち葉掃きでは、落ち葉を集めることの意味〈落ち葉が肥料になること、そのまま

にしておくと、近所の迷惑になってしまうこと〉を説明し、学生に気持ち良く取り組

んでもらうことができた。

＠ 年度当初の計画と日時が変更になることがあり、土井先生や学生さんにご迷惑をお

かけ してしまうことがあった。

⑤ 港ち葉掃きや砂場の整地をしている様子をタウン情報に取り上げてもらい、閣の下

の力持ちとしての「教育委主加Jをア ッピールできたと思う。

⑥ 運動会では、事前に用具の出し入れの分担や内容を説明しておいたことにより、き

びきびと動く学生さんの姿が見られた。

⑦ 地域に開かれた大学として、学生さんが幼稚園で作業をしている姿は地域の人々

に好感を与えている。

3 来年度にむけて〈課題〉

① 「教育参加Jのメ ニューの中に秋の遠足を付け加えたい。

② こいのぼり運動会及び秋の運動会では、保護者及び家族が運動会を見に来る。また、

入閣を希望されている方が見に来られることもある。そのとき、教育参加の学生も幼

稚園職員として見られることになる。そこで、幼稚園職員としてふさわしい服装、身

だしなみなどをしてくるように具体的に制限をしたい。それに同意した上で参加する

ように していきたい。

③ 誕生会では、会場の後方で参観してもらい、感想を書いてもらっている。可能なら

ぱ、教育参加の学生さんにも、 5分程度の出し物をしてもらうことも考えたい。

その方が、より積極的な参加になると思われる。ただし、事前に打ち合わせや準備を

することが前提である。打ち合わせや準備ができるかどうか。

④ 今年度のメニューのほかに、参加可能な行事、作業がなし、かどうか検討していきた

い。 （倉庫の清掃 ・珂定等〉
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大学生のお兄さんやお姉さんと

遠足に行ってきたよ
大学生のお兄さんお姉さんと一緒に蛾ヶ崎 ～学生の感想より～

N 
Ul 

公園へ遠足に行ってきました。遠足では、何

と言っても急な滑り台が人気でした。私が子

どもに誘われて一緒に滑っても怖いものなの

て・すが、子どもたちは平気で滑っていました。

また、山の斜面を登つては、お尻で滑って

いく子どもたちがいました。大学生のあるお

姉さんも自分のジーパンが汚れるのもかまわ

ずに、子どもたちと一緒に土まみれになって

あそんでいました。子どもの立場になって一

緒にあそんでくれたお兄さんお姉さんでした。

ある学生の f子どもたちは、自分の思って

いたよりもできることが多いのですね。今日

は、とても疲れたけど、楽しかったです。子

どもたちからなにか、エネ／レギーをもらった

ようでしたJと微笑みながら話してくれた言

葉が、印象的でした。
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私l:t.片九なピ進パ・てピT毛

奪しカソニです。
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連絡とお願い
口たんぽぽ車邸糞読本の6月号がきましたので、本日配布いたしますのでお持ちくださ

b、。
口親睦スポーツ大会ご苦労様でしたc fがんばったで賞j ということで、がんばりが

認め6れた良い賞をいただけました。係のお母さん方もご苦労織でした。

r一一一明日の予定ー一一一ー一一一一ー一一一l 1 4日附集金日・ PTA理事会 受園 8:50 降園2: o o I 
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w『 NO. 4 l t吃滋鱗議！

ー一一一一一一一一一一二重識誌記こJ

I先生、この子かんで（るんですJ～運動会の様子から～

昨日は、お忙しいなか、鰻のぼり運動会をご覧くだ

さいましてありがとうございました。お子さんの線子

はいかがでしたでしょうか．また、お楽しみいただけ

たでしょうか。．装飾や片付けなど、 PT Aのみなさん

の飽カがあって大変あ・りがたかったわけですが、同じ

く教育参加の学生さんのカも大変助かりました。クラ

スにも4人の学生がやってきてくました．

そういえば、 Iぎゅ一、っぱjと言って丸山先生が

指導してくれた始めの体操をしようとしていたときで

す。子どもたちと指鐸台の前に整列していたときに、

教育参加の学生が、 『先生、この子かむんですが・・

• Jと言ってきました。どういうことかと思って自を

やると、なるほどクラスの00さんが、に乙にこ笑って学生の級をかんでいます．学

生が「ねえ、放してくれないJと言っても、ずっと笑ってかんでいます．学生はその

時、 ”私は嫌われているのだろうかグ・と不安に思っていたようです。

私は、その時の学生の服をかんでいる'90さんの綴を見て、 “これは大丈夫”と思

いました。大人の目から、ただ単に「人の般をかんで放さないj という行動だけ見る

と、 「いけないこと．しからなきゃJになってしまうわけです。しかし、このqoさ

んは、学生が来てくれたことが鎗しくて、それを伝えるための手段がその学生の服を

かむという出方しか思いつかなかったのです。

私は T子どもは、嬉しいとき、好きだよっていうときに、 言葉でなくていろんな表

現をしてくるからね。許してあげて ・・・Jと学生に言いました。そのすぐ後、 00
さんは服をかむのをやめτ、 「ねえ、ここ〈かんでいた場所）ぬれてるよ」とその場

所を指差しながら、ほほえんで言いました。

その言葉Iま、 “ここに、私のかんだ印が残っているよ。もう、私と友だちだよ”と

でも言っているよう仁思いました。

元軍麗1旨話＝言。：：＞~霊安売E更～教育参加の学生から～

「休憩の時に、グランドにいたら、小さな子が、わざわざ外まで来て、おやつのジ

ヨアを持ってきてくれまーした．本当に絡しかったJと言っている学生もいました。た

んぽぽ組の学生は、こんなことを書いてくれました。
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連絡とお願い
安PT A講演会が3自にあります。リズム室の外にもスピーカーが出ますので、お子

さん連れの方でも安心して聞くことができます。是非ご参加ください。

「…一一一 来遣の予定 …一一一…一一一一一一一一一「
i 2・日（月）衣替え 登図8:50 降図 2:00!

! 3日（火） p T A講演会 釜箇8:50 降国 2:0 0 l 
j4日（水）お話の会・肉科検鯵・担任出張 愛国？： 50 降図 2:ool 
! s 日（木）ブール開き・眼科検~ · PT A作業 鐙図8:50 降薗 2:00! 

I 6 s ＜金）参観日（会図） 登悶8:5 0 降図12:00!

17日（土）土曜日銀 受関8:50 降圏11 : 2 0 i 
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今をどう生きたらよいかを自問する大事な機会

附属松井SJj母校副校長中田育成

1.実施内容と反省

(1）運動会前日準備 9月 6日 （土）13:50～16:00 27名

トラ ック作成．テント張り装飾 （万国旗張り看板付け等）を係の児謹・教師

と共に行う。

反省・教育参加により前日・当日ともに係活動が充実し、ありがたかった。と問時

によ学生にとっては、初めて子ども達に接する訳で、 一つ一つの触れ合いや

係わり方が、貴重な体験になったと思われる。

・学生は夏休みに入るため、休み前の7月中に、ある程度見通しを持った計画

を学部へ提出できるようにすることが望ましい。

・事前の打ち合わせ等に不備もあったであろうが、欠席者が目立つた。仕事内

容のほかに、子どもとの接し方等、指導にあたっての心構えを話し、教育参

加としての意義を理解できるように努めた。

－自分から仕事を考えたり探したりしながら、一生懸命取り組む姿が見られた。

また、子どもとの接し方にも好感が持てた。

(2）運動会当日 9月 7日（日） 7:10～ 24名

係活動．競技等の準備・補助に参加．後片付けを、係の児童・職員と共に活動す

る。．

反省・参加した学生は、早朝より登校し、前日の打ちわせ手順に沿って、子ども遥

とともに活動する姿が見られた。

・分担外のことにも状況を見ながら進んで手を出す姿が見られ、大きな行事を

運営する際の心くばりのあり方を実感できることにもつながった。

－前日欠席した学生はこの日も来ないケースが見られた。

(3）教育実習の参観 （1) 8月26日 （火）10: 35～12:00 6 1名

参観 （2) 8月28日 （木） 10: 35～12:00 4 4名

教育実習中の本学部3年次生の授業の姿から、教育の何たるかについて学ぶ。

反省 ・100名五L上の参観があったということは、教育実習への関心の強さがうか

がわれる0

・参観姿勢はたいへん熱心で、やはり、教育実習の実際を肌で感じたり、先輩

の指導ぷりから学んだりして、教育学部生として、 2年後の己が姿を重ね、

心に期するものが多かったと思われる。

－服装も他の機会や打ち合わせ会に比して、整っていた。

(4）秋の遠足（全校縦割り、 9コース） 1 0月 8日 （水） 7:50～16:00 4 7名

6年生が計画立案をし、班長副班長のところで付き添い教官と下見をしたうえで、

全校児童に呼びかけ、当日を迎える。そこへの引率参加である。

反省・ 6年生が、それぞれの班の中心になって実施する、縦割り行事を体験できた

ことは、学びが大きいn

・各目的地とも、教育参加の学生が、子ども達と一緒に楽しく遊ぶ姿が見られ、

司－η，“
 



子どもと学生が個々にかかわり合える場となった。

－ヲ｜率中の交差色点における安全指導の仕方を、事前にもう少し扱った方ががよ

い。交差点等の動きに戸惑いも見受けられた。

(5）学習指導研究会各係の仕事 1月31日 （土） 7:30～ 1 9名
受付 ・案内 ・会場作成、駐車場案内誘場舌動に参加し、係の教官と活動すること

を通し、行事運営の経験や指導力伸長を願う現場教師の思いを実感する。

反省・教育参加の学生が、受付と駐車場の仕事を引き受けて、気持ちよく取り組ん

でもらえた。

－受付については、 一般受付2名、書籍販売1名、ビニール袋渡し1名と分担

し、マナーもよく、誠意をもって取り組んでもらえた。

－駐車場の案内については、大雪の後遺症もあったので、案内箇所が多く、参

加してもらえてありがたかった。次々に来校する参会者への案内を通して、

学習指導研究会への理解も得られたのではなし、かと思われる。当日は、 8時

前から最寄りの箇所へついてもらえた。

(6）全体的な反省

参加した学生は、きちんとした目的意識を持って取り組んでいる姿カ句惑じられ、

教育参加の意義が定着しつつあるように，思える。

事前の打ち合わせに来校する学生の服装は、学部の受講時と同様で構わないが、

上履きについては、学部と異なり、下履きでは入室できないので、上履きを持参

できるよう徹底願いたい。

学校行事の運営に直接参加したり、教育実習中の先輩の指導ぶりを参観したりす

ることにより、教育参加開設時の「1年生の段階から子どもや教師や学校への理解

がより深められるならば、学生は教師になるために今後どんなことを学ばねばなら

ないかがはっきりすることになり、 2年生以降教科専門科目、教職専門科目および

教育実習を受ける際に、意欲的にこれらの授業に取り組めることが期待される。J

（平成8年度「教育参加の開設と学生の反応」まえがき：センター長漆戸邦夫先生）

という願いが徐々に浸透し、具現されつつあるように思える。

2.参加した学生の感想

(1）運動会参加

・このメニューを選んだのは、運動会当日ということで、一位懸命運動している子ど

も遥を見たかったことと、終了後の片付けで、 子ども達と接することができるかな

と言った期待があったからですn ～略～ 運動会が終わり、いよいよ係の仕事です。

会場の係の仕事内容は、テントとパイプ椅子の片付けで、決して重労働というもの

ではありませんが、わたしの黒いジャンパーは終わったときには真っ白でした。椅

子を運ぶときには、 PTAの方々などが自分で使った椅子を運んでくださったので、

すぐに終わってしまいました。問題はテントの方で、枠組みをくずすのは男の人が

やりましたが、テン トの屋根の部分をたたむのがー苦労でした。 1枚目は、会場の

係担当の先生均捌しながらやってくださったので、子ども達も上手に動いてすん

なりとうまくたたむことができたのですが、わたしと子ども遥だけでやった時は、

「次はこうして ！Jということをうまく説明することができず、苦労しました。子
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どもに説明することの難しさを実感しました。わたしが誘導するのがあまりにも下

手なので、きっと子ども達もやりにくかったと思うのに、見捨てずについて来てく

れてうれしかったです。次に、そのたたんだテントと枠略目みを物置に運びました。

大学生なら二人くらいで運べそうなものを、子ども達は5、6人で運びます。しか

もよろよろしているので、見ていてハラハラしてしましました。枠Rみの鉄柱は一

輪車の乗せてはこびましたが、自分から進んでヲ｜っ張って行く子、ふざけて上に乗

ろう とする子など、いろいろな子カ旬、て「みんなで交替でヲ｜っ張って行こうよ。」

と言うのが精一杯でした。子ども達と働くのってこんなに疲れるのかと思L、ました。

でも、途中で、 「ここに、ノパを作っているの。」とか「今日のお弁当はネ。」とか

いろいろ話してくれたので楽しかったです。 「教生のお姉さん」と呼ばれたのがち

ょっとくすぐったい気分になりました。はやく「先生」 と呼ばれる日が来ればL、L、

のにと改めて思いました。とてもいい経験ができました。夏休みの思いでの一つで

す。

(2）教育実習の参観

－私が参観したのは、 4年生の東組で、ちょうど水泳の授業でした。そもそもこの教

育英習参観を選んだ理由は、 2年後の夏にある教育実習のことが頭にあったからで

す。教育実習を参観することで、先輩方の姿をしっかりと見、その姿から言葉で表

せない何かをつかみたいと，思ったからです。それと同時に、先生方の様子、子ども

の様子を客観的な視点から見つめたいと感じたからです。J受業が始まると、実習を

している先輩方のこの1時間の授業に対する事細かな計画にも驚きま した。どのよ

うな説明で、児遣がどのような反応を示すかというような、予想される学習内容ま

でをもしっかりと考えてあるのです。いよいよ記録会が始まりました。どこかの大

きな大会と同じ形式で、 「第lコース00君」という形でしたが、今回の教育参加

で最も勉強になったのが、このようにコールした後で、実習生が、児童一人ひとり

の性格やその他の良い所を一言ずつ言ってあげていたことです。それを言われてい

る本人は、少し照れ臭そうに、でも、とてもうれしそうにしていました。また、ま

わりの子ども達は、それに拍手したりうなずいたりと、楽しそうに反応していまし

た。たった一言であっても普段あまり言われない所をほめられるとだれでもうれし

いものです。それが先生からだと余計にうれしくなってしまうものです。今回の教

育参加に参加できて、本当に勉強になりました。教師か言う一言一言に、子ども達

はいろいろな反応をしていました。それだけに教師の言う一言は、子ども達にとっ

てとても影響があるものです。自分が教育実習生として訪れるときまでに、子ども

達の前に立っても恥ずかしくないように、自分自身を磨き、子どもの成長にプラス

になるようなことを言える人間になっていきたいと思います。今から広い視野を持

って世の中を見つめ、幅広い教養を身につけたいと思います。

(4）秋の遠足参加

・一番最初の教育参加の授業の時に、 “目的地まで自分の足で歩く、 1年生から6年
生までの縦割りの遠足で、お弁当はお握りとお茶だけ”と言う説明を聞き、 ユニー

クなメニューだと思い、この「秋の遠足」を選びました。わたしが参加した刈谷原

隊は、距離が長いため、 2年生からの参加でしたが、山道を歩いて疲れた2年生の
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リュックをL級生カ特ってくれたり、高い所にある“あけび”や“くり”を採って

みんなに分けてくれたり、上級生が小さい子達のめんどうをよく見ていて、他の学

校でもこのような縦割り遠足があったらいいのにと思いました。普段の学校生活の

中では、あまり係わりのない他の学年の子ども遥が仲良くなるよい機会だと思いま

した。わたしの小学校時代て’は想像がで・きないくらい、 学年など関係なくみんな仲

がよくて驚きました。先生方は、出発する前や目的地に若くごとに、子ども達の人

数を催認し、記録していました。学校の外へ子ども遥を連れ出すのは、こんなにも

気を使い大変なことかと改めて思いました。動丘「今の子どもは自主性や行動力に

欠ける。」ということをよく聞きますが、 「これをしなさL、」とか「これが終わっ

たら次はああしなさし、Jというように、上から指示する教育ではなく、 子ども速に

“きっかけ”だけを与え、 自分たちで計画や準備をするというこの縦割り遠足のよ

うな教育が今必要なのではなL、かと思います。今回初めて、子ども達に「先生Jと

呼ばれ、何だかくすぐったいような、その反面うれしいような変な感じでした。元

気な子ども遥と一日一緒に過ごしたり、引率の先生方の仕事を見せていただいて、

やっぱり先生は魅力がある仕事だと、改めて実感しました。

(5）学習指導研究会参加

・わたしがお手伝いしたのは、駐車場の案内係で、駐車場の方向を示す板と旗を持っ

て、道端に立っているものでした。朝の8時から9時30分までの1時間半、寒い

中で立ち続けるのはとても寒くて辛かったです。研究内容がどのようなものなのか

ということを見たり、先生方からお話を聞くことができるのではなi＼かと，思ってい

たのですが、それができなかったのでとても残念でした。けれども、人に何かを教

え、理解させるというのは、難しいことです。自分が分かつていることでも、いざ

相手に教えようとすると、うまく説明できなくて、説明しでもなかなか理解しても

らえず大変でした。それカνJ学生ともなると、ますます大変だと思L、ます。子ども

遥に理解できる言葉で、分かりやすく説明することも大変ですが、授業の閥、子ど

も逮の意識を集中させ続けるということはかなりの苦労を要するのではなL、かと思

います。今回の研究会に多くの先生方カ惨加して見えるのを実際に目にして、子ど

も遥に教えることの大変さを改めて感じさせられるとともに、 若い先生方が多かっ

たのを自にして、若い先生方の意欲を感じました。私も数年後には教育実習をする

ことになり、すぐにとは行かないかも知れませんが、教員になるだろうと思います。

その時、どれほどの意欲を持って子ども逮に教えることができるのだろうかと思う

とともに、若い間だけでなく、いつまでも魅力的な授業をしようという意欲を持ち

続ける教師になりたいと思いました。

3.終わりに

画期的な教育参加システムが発足して2年度目を終了しようとする今、大きな意義を

改めて認識させられる。まずは、少なくとも教職を目指す思いで教育学部を選択した学

生が、感想に見られるごとく、また、子ども達との直接の触れ合いの姿を附属教官とし

て目の当たりにし、 1年次にこのような体験ができることが、実習に向け、さらには将

来の教職に向け、多くの学生が、自身の課題意識を鮮明にし、今をどう生きたらよいか

を自問する大事な機会になっていることを思う。
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学校教育全般についての理解の深まり

附属松本中学校副校長堀内 泰

1 実施内容

1 ) プール清掃ペンキ塗り

期日 5月 17日 （土〉

0水泳クラブの生徒とともに プールをデ ッキブラ シで磨き

ペンキを塗り、壁面を保護する。更衣室床のペンキ塗りも

併せて実施。参加学生 7名。

2 ) プール開 きの模範泳法 Oプール開きの際、水泳クラブの生徒 とともに模範泳法と

6月 ・3日 〈火〉 して、いろいろな泳ぎ方を示す。参加学生 l名。

3 ) 松本城清掃 Oボラ ンティア委員会主催。生徒ととも清掃活動を行う 。

期日 6月 7日 〈土〉 集めたごみや枯れ葉を捨て場に運ぶ。

1 1月 8日 （土〉 6月の参加学生 10名、 11月の参加学生 9名。

4 ) 市中体育大会の写真撮 生徒の活躍の姿を写真撮影する。応援委員会と協力し、生

影と応援 徒と一緒に応援する。参加学生 8名。

期日 6月 14日（土〉

5 ) 燕登山の付き添い

期日 7月 24日〈木〉

～ 2 5日〈金〉

6 ) 高速旅行の付き添い

期日 7月 24日 〈木〉

～ 2 5日 〈金〉

02年生とともに行動し、体調を崩した生徒の荷物を運ん

だり 、危険個所での安全指導を行 ったりする。

参加学生 1名。

01年生とともに行動し、 飯ごう炊さんの指導や星の説明

の他、道路横断の際の安全指導などを行う。

参加学生 O名。

7) 男女バスケットクラブ Oクラブに参加し、顧問の指導の補助を行うとともに、模

指導補助 範実技を演じる。

期日 7月 30日 〈水〉

8 ) ミシンの調整 Oミシンの清掃、調整、手入れなどを家庭科p教諭とと も

期日 8月 1日（金〉 に行う。

参加学生 2名。

0楽器別に演奏法や基本練習について指導する。

参加学生 7名。

9 ) 吹奏楽クラブ指導補

助

期日 8月 2日 （土〉

10) 演劇ク ラブ大道具作 O附中祭の発表で使用する大道具やステージバックを、演

り

期日 8月 11日 〈月〉

11) 教育実習生の実習授

業の参観

期日 8月 21日〈木〉

～ 2 8日 〈木〉

12) 男女ノ〈レーボールク

ラブ指導補助

期日 9月 4日 〈木〉

～ 5日 〈金〉

劇lクラブの生徒とともに製作する。

参加学生 6名。

0実習授業を参観し、 3年時における教育実習の様子を知

ったり、期待が持てたりできるようにする。

参加学生、 21日31名、 22日17名、 25日12名、

2 7日8名、 28日8名。

Oクラ ブに参加し、顧陶の指導の補助を行う＆ともに、模

範実技を演じる。

参加学生 6名。

q
4d
 



13) 英語授業の TT 

j明日 9月 16日〈火〉

1 1月 13日 〈木〉

14) 陸上ク ラスマッチ補

助

期日 9月 19日〈金〉

Oモデノレ対話をしたり 、学習の遅れがちな生徒への個別指

導をしたりする。

9月の参加学生 5名。 11月の容加学生 5名。

O計時 ・決勝 ・監察など、各係の活動を行う。

参加学生 12名。

15) 写生会梢助 O写生地 までの交通安全指導や個々の生徒への給闇指導を

期日 9月 29日 〈月 〉 する。

16) 女鳥羽川市婦

期日 9月 30日 〈火〉

17) X階段ペンキ塗り

期日 10月 4日〈土〉

18) 先輩の話

期日 11月 6日〈木〉

～2 1日〈金〉

19) 社会科の教材作りと

TT 

期日 11月 13日〈木〉

20) 落ち葉運び

期日 11月 18日〈火〉

21) 木材加工授業の TT 

期日 11月 20日〈木〉

～2 1日 〈金〉

22) リサイク ル物の積み

込み

期日 12月 20日 〈土〉

2 参加した学生の感想文から

参加学生 15名。

Oボランティア委員会主催。生徒ととも清掃活動を行う。

集めたごみや枯れ葉を捨て場に運ぶ。

参加学生 14名。

O係の生徒とともに、階段のペ ンキをはがし、新たにペン

キを塗る。

参加学生 8名。

O進路指導と して、中学校生活、受検、高校生活な どにつ

いて、生徒の参考になる話を 15分程度する。

参加学生 12名。

O社会科の授業で使う教材を作るとともに、社会科教諭の

補助として授業に参加する。

参加学生 5名。

O生徒とともに落ち葉を花壇に運び、土作りをする。

参加学生 21名。

O木材加工の授業において、遅れがちな生徒に対して個人

指導をする。

書加学生 20日2名、 21日2名。

O生徒会活動で集めたリサイクル物をトラックに積み込む

手伝いをする。

参加学生 7名。

1 ）松本城附婦に参加したWY生

僕は今回の教育参加で松本城清婦に参加しました。 これに参加した理由は、現在の中学

生が松本城清掃という奉仕活動を、とのようにみんなで協力 し合い清掃するかを自分の自

で見たかっ たから です。

まず、松本械に早朝全員が集合し、教青参加に参加 した信大生 は一人一人担当が決めら

れ、侠は 1年 C組を担当することになりました。最初は、生徒になんて話しかけようとか、

どうい うふう に接しようと か、いろいろなこ とが頭をグルグル回 ってい志した。そんな こ

とを考えているう ちに各クラスごと移動し、それぞれの分担場所へ行ぎました。そこで、

僕が最初に驚いたのは、その移動中、 1年 C組の担任の先生から、 「先生よろしくお願い

しますJと礼を されたことです。 生徒からは 「先生Jと呼ばれる のかなと思っていたけれ
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ど、まさか先生から「先生Jと呼ばれるとは思っても見なかったので、一瞬なんだか恥ず

かしい気持ちになりました。

それから清掃場所に着き、 1年 C組のみんなの前で自己紹介をしてから、班ごとに清掃

を始めました。このときもみんなはできぱき始めて、だるそうにしている生徒は僕の見た

ところ一人もいませんでした。そして、僕も一つの班と一緒に清掃することになり、その

班とゴミや落ち葉を拾ったり、草を取ったりしました。清掃中はあまり私語はよくないこ

とだけど、生徒とコミュニケーションをとるためにいろいろその班のみんなと話し仲良く

なれました。みん なと清掃しているうちにみるみるきれいになり、ある女子の生徒に「先

生が一人ふえただけでやけに早くきれいになったね」と言われ「ありがとう」と返事をし

ましたが、そこはみんながまじめに協力してやったからだと思いました。

ここで僕がこの教育参加に参加した理由でもある、生徒のやる気というものを感じるこ

とができました。ま た、担任の先生はさすがに生徒を扱うのがうまくて、将来のために参

考になることがいろいろとありました。先生はこういう力も持たないといけないんだと実

感しました。また、僕がこの松本城清掃に参加して感じたことは、まず生徒の純粋さでし

た。僕が 1年C組で自己紹介したときに「こんにちは」とあいさつすると、元気よく「こ

んにちは」とあいさつしてくれました。これは基本的なことだけど、今の中・高・大生で

できる人は少ないと思います。あと、生徒の清掃に対するやる気です。ある生徒が少しな

まけていると、別の生徒が「どうせ清掃するなら、すごくきれいにしようよ。もう少しだ

から頑張ろうよ」と 言っているのを聞いて、なんかいいなと思いました。この松本城清掃

で、自分の奉仕活動に対する考えが変わったし、生徒と先生という関係を初めてこの時第

三者として見れて、今まで感じなかったことも気づいたような気がします。最後に、この

松本城清掃に参加して、本当によかったと思いました。

2 ）吹奏楽クラ ブ指導に参加したMY生

「今日 一目、皆さんは先生です。J朝、附属松本中の吹奏楽顧問の先生に、こう 言われ

ました。すごく魅力的で、嬉しいような、恥ずかしいような、 ちょっと複雑な気持ちにな

りました。それとともに、学生ではなく、先生であると言うことに大きな責任感を感じま

した。顧問の先生は、この一言によって私達に先生と いう立場には常に責任感が伴うとい

うことを教えてくれました。

ところで、いざ指導に入ると、これがなかなか難しく、戸惑ってしまいました。私がな

ぜこの活動を選んだかというと、自分が大好きな吹奏楽を中学生にももっと楽しんでやっ

てもらいたいと思ったからです。私も実際中学生だったときに、近隣の高校から吹奏楽部

のお兄さん・お姉さんが来て指導してくれたことがありました。その時の楽しかった思い

出は今でも胸に残っているほどです。だから私も中学生に、より一層吹奏楽に親しんでも

らえたらなあと思っていました。そのためにも、いろんな技法を教えてあげたかったので

す。 しかし、指導を始めて数分後、教えるということの難しさ 、大変さを思い知らされま

した。頭の中では、もっとこうした方がいいということが分かっていても、中学生にそれ

をうまく伝えられないのです。要するに、頭の中で感じていることが、うまぷ 言葉で表現

できな いのです。 これは実際に楽器を演奏 して見せることによ って何とかカバーしま した

が、すごく反省しています。 言葉でうまく表現できな いとい うもどかしさは、も ちろん私

も感じますが、それ以上にそれを聞いている中学生が感じているであろうからです。飽く
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までも、中学生の前では荘、は先生。先牛がド1信を持って教えていれば説得力がありますが、

逆にあいまいなことしか言えなかったら、生徒は信じていいのかさえ分からなくなり不安

になるでしょう 。このことを深く考えさせられました。

しかし；救われたことに、私が教えていた生徒連は分からないことがあったら、どんど

ん質問 してきてくれま した。これはすごく有り難かったです。それにすごく親しみやすい

子たちばかりで、私にも気さくに話しかけてくれました。私が実演してみせると「オ一、

すごーい。私にもやらせて ！」と言って、楽器に熱中する姿も見られました。 こういうや

る気のある姿勢は、教える側にとってすごく嬉しいものでした。また、こういう子供述に

「M先生」と呼ばれた．ときの嬉しさ、恥ずかしさ、心地よさは、今でも忘れられません。

ずっと心に残っています。

今回の教育参加を通して、一番強く感じたことは、 「絶対に先生になりたいJと言うこ

とです。今回はたった半日の先生体験だったので、教員という職の明るい部分、楽しい部

分だけを味わったことになると思います。 しかし、実際は、そういう表の部分だけではな

いでしょう。やはり衰の苦しい半い部分もあると思います。けれど、私は先生になりたい

のです。教育とし〈う仕事を泊じて、子供達と体ごとぶ勺かつてみたいのです。そのために

今回拘ーた反省点「教える」とい うことについて、これからの大学生活で、じ っくり勉強し

克服していきたいと思っています。

3 反省

生徒理解ばかりでなく、学校教育全般についての理解を深めることができるとともに、

3年次の教育実習への心構えを持つことにもつながり、たいへんに意義がある。

教育参加の体験後の感想等から、教育学部の学中としての自覚の高まりが感じられる。

服装や身なり等については、次第に場にふさわしいものになってきた。事前の指導が次

第に定着してきている。

3年生の教育実習授業の参観は、先輩や生徒の姿から多く のことを学びとる良い機会で

ある。参観のマナーについては概ねよかったが、記録をとろうとしない学生があり、学ぶ

ものとしての基本的な姿勢づくりを普段から心掛けたい。

自分から積極的に生徒の中に入っていける学生と、溶け込むのに時間のかかる学生がい

る。何れにしても、生徒とのかかわりから自分をしっかりと見つめ直し、振り返るよい機

会となっている。

本年度は英語科と技術科 ・社会科でTTを取り入れたが、授業に直接客加する体験を積

む上からも良かった。

4課題

(1) 問属学校として考えたいこと

・教育参加の内容〈メニュー〉の適否を検討し、生徒とともに活動できる内容を明やして

いきたい。

(2) 学部にお願いしたいこと

事前の連絡や指導については附属校でら行うが、訪問者としての基本的なマナー等につ

いては学部でも更なる指導をしていただきたい。

学部での講座の時間と教育参加の時｜位！との重なりの見極めは附属校ではできないので、

重ならないようにご工夫いただけるとありがたい。
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若い心に

長野県松本盲学校長 野口忠世

木校における「教育参加j 実施の状況は、以下のページで示すような内容です。全ての

計画が終了した後、参加していただいた学生さん遠のレポ－－トを、読ませていただきまし

た。それらの内容を見ると、この「教育参加Jという臨床経験という試みが大変有効であ

ることを感じさせられました。

(1) 視覚障害及び盲学校に対する認識

ほとんどの学生さん達が、視覚障害や盲学校について実際の姿を知らなかったというこ

とです。このことは、学生だからというのではなく日本の社会がそういう環境であること

の現れであると思えました。盲学校にはどんな人々がいてどんな学習をしているかとか、

視覚に障害のある人々の生活とかいうことは、 一般社会の中ではなかなか意識されないと

いうことでしょう。そのことが、障害に対する考え方や理解、日常生活における私たち自

身の行動を現在の段階に止めている大きな原因だと思えました。多くの学生さんが、 「教

育参加」の経験を通して「見えない」 「見えにくいJということがどういうことなのかを

真剣に考えさせられた様子が、レポートから窺えました。そして、多くの学生さんが自分

の考えや感想を書いてありました。それだけでも、盲学校としてこの臨床経験に協力させ

ていただいた意味があったと思われました。

(2) 教師の在り方について

教師の生活の多くの部分は、その子にとって喜びゃ意欲を生み出すものは何かについて

とらえ ・判断し・ 工夫し実践し・評価して、自発的な活動を生み出していく状況をいかに

っくり出していくかにかかっているようです。盲学校は「視覚障害Jという情報障害をど

う埋めていくかという課題がはっきりしていることによって、学生さん遼が教師の在り方

について純粋に考えてくれているのがよく分かり’ました。また時にはその純粋さゆえに、

現在の教師の手立てに疑問が湧いてきている人がいることも競えました。これは大変貴重

なことに思えました。これは、是非質問したり討論したりしてほしいと思いました。

(3) 自分を見直す

私たちは「視覚障害Jや「盲学校j について多くの人が関心をもち事実を知ってほしい

と希望しています。レポートの中に、 一緒に行動するうちに心が通じあってきたこと、視

覚障害の人々の耳を傾けたり肌触を生かしている姿から人間の機能のすばらしさや可能性

について感動したこと、視覚障害のある人も特別ではないことなどが多く脅かれてありま

した。それは自分を見なおす材料ともなっているようで、有り難いことに思えました。

若いみなさんの感じ考えていることは、いつの時代でも新しい社会の夢となります。こ

の経験がみなさんの日常の生活に行動として示されたり、語り合われたりしながら一人一

人の意識を深めさらに多くの人々の関心を呼び覚ましていってくれることと思いました。
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平成9年度 「孝女苦言重~カロJ 幸侵をき 星野県松本盲学校

No 活動名 活動内容 日時 入量 備考

体育祭 運動会の練習や当日の競設に参加し、競技 6月 13日 3 運動着

小学部 参加の補助や共に運動を楽しむ。

2 小学部体育の授業 体育慌道、簡単ボール） 1 1月（6目） 8 運動着

3 小学部秋の遠足 川遊び（梓川） 9月3日 3 

4 スケート教室 美鈴湖のスケート場で児童、生徒とスケー 1月13日 3 スケート量

（幼小、中） 卜をする。

5 小学部クラブ活動 交流活動のクラブに参加 毎週水晦日 。
（旭町小） 2: 15-3: 10 

6 中学部クラブ活動 生徒ともにクラブへ参加 10~踊毎強制 5 

7 中学部秋の遺足 遠足へ参加 1 1月4日 5 避8費用

8 中・普合同体育 体育の球技のゲームに参加する。 1 1月（4目 5 運動着

9 縮動 r~うンド'J7~~HliJ 部活動の穂習に参加（盲人野球） ト1n朋3:40～ 5 運動着

10 舗動Iパレイm 刈 部活動の練習に参加（盲人バレー） 4-6勝目3:40～ 5 運動着

11 締制作業学習l 作業学習の授業に参加し、学習援助する。 通年綱目 11: 00-。
12:40 

12 鵠調 『キャンプ』 キャンプに参加 7~22 ・ 23日 ft/1脇

13 スキー教室 学校行事 fスキー教室』 （小中普）に書加 1月20日 2 スト膿
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学生の参加状況・態度

。連絡がなく休む学生がいて残念だった。

。 「人とかかわる」ということを大切に考えてほしい。

。積極的な態度で参加し、わからないことを自分からどんどん尋ねてほしい。

。参加すると予定したメニューについては、事前打合わせや当日の欠席は避けてほしい。

。部活動へ参加した学生は、取り組みがたいへん前向きで試合などにも応援にきて くれた。

。中普合同体育では、 生徒と一緒に体を動かし、接してもらいとてもよかった。

。小学部、中学部の遠足では、よく話をしたり 、面倒を見て くれ、児童生徒も先生以外の

人との接し方や親しみ方が学べてよかった。

。単位のためという感じを受けるし、欠席についても学生の都合で休んでしまう。

2 今後の課題や要望

。1行事に 1回参加というのではなく、同じ学生が特定の部科に年数回参加しないと生徒

との関係や様子がとらえられないのではないか。そのために大学側は、他の講義等柔軟

に対応できるよう配慮すべきではないか。

。せめて一つの単元に最初から最後まで参加することが必要に思う。

。このよう な機会を学生に提供しようとする姿勢は賛成である。反省をもとに参加する側

も受け入れる側も改善すべきところは改善し、よりよい教育参加にしたいものだ。

。来年度も一定期間、授業に参加できるように配慮してほしい。

。選択によって軽重ができるだけないように配慮してほしい。

。今後もより多くの学生さんにかかわってほしいと思う。 1回と言わず、何回も閉じ人が

参加しこの教育参加を将来の仕事の『宝』となるよう有意義なものにしてほしい。また、

大学側もそのように配慮・改善に努力していただきたい。

3 まとめ

上記のよ うに課題も多いが、 一番学生に望むことは大学の講義と違うということを理解

してもらいたい。つまり、自分が希望して選んだメニューについては、責任を持って最後

まで努力してもらいたい。大学の講義を休む感覚で休んでもらうとそれにかかわ っている

大勢の人が迷惑をするということ。学生を受け入れるために準備をしてくれている人達が

いることを忘れないでほしい。

要望にもあるように教育参加のために講義を休まなければいけない時は、届けのような

ものを提出して、教育参加のメニューに出やすいような配慮はできないものか検討して下

さい。

学校としては、できるだけ多くのメニューを準備して学生を受け入れたいと考えていま

す。この教育参加の意義を大切に考えたいし、教員になるならないは別として貴重な体験

ができると考えている。是非、やる気のある学生は大勢「教育参加」を取ってもらいたい

とJ思う。
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毒攻 τ年吾参 Dロメ ュ一一 「ノj、寺会音日や和三官TJ 

l . 全：株ゆ・砿事~I 偶者昨

10月下旬～ 11月中旬

参加学生 9名

担当小学部

「マラソン J. . .交 流枝のマラソン大会に向けてコースでの練習。

子供とベアで準備 休操 、マラゾンでタイムを取る。

f柔道J. . .素足になり、準備体操から受け身練習、技のかけ方などパデ

ィを組み行う。

O子どもたちの活動の中にス ムーズに入ってい き、 子どもたちも学生

さんの名前を覚え、楽しそうに活動していました。紫足にな って受

け身や寝技の練習を楽しく時には、真剣に取り組まれている姿が印

象的でした。

「簡単ポ ール」・・ ・子どもたちが創り上げてきているポールゲーム。ゲー

ムのルール、動きなど見たり、アイマスクをして一緒に

ゲームを楽しむ。

2. 参加の様子

①予どもだちとの出逢いの便業は、交流校のマラソン大会1こ参加するだめのコ

ース｜こ 出ての練習でしだ。何時聞かマラソ ンの練習を重ねてき ている 手どもた

ちとす ぐ｜こ 一緒｜こ走っても らう！こは少 しハー ドかなと患い怠が らも、小学部の

実態としてその予のペース巳合わぜてマンツ ーで走る！こは髄買の手ガ足りず、

二人の学生の教育参加は とても有り難くそれぞれ！こ予ど もをお願いすること！こ

なりましだ。その一人Mさんは、弱視児で 4年生の元気な男の予 S君の手を取

って走ってくれまし定。 S君はMさんの手の柔5かさを感じながら、時々会話

をしながら走つだことが楽しかったと来だ！こ話してくれます。 Mさんはどうだ

っ疋でしょう。終わつだ後、 二人と も少し苦しそうでしだガさすが若さで一緒

｜こ走り強いてくれましだ。初めての便業庁予どもたちと共 lこ活動する慢業でき

っと戸惑いはあったでしょう。

②マラ ソン大会ガ終わるとす ぐ柔道の慢業では、準備体操・受け身練習を手どち

。疋ちとベアでや って もらいましだ。手どもの動きを見ながら、予どもの様予を

だんだん｜こ理解してもらえだのではないか怠と 思います 。

③小学部の予どもだちが 3 ~前から創ってき てい るボ ー ル ゲ ー ムで、 「簡単ポ ー

ルJという名ガ付けられたものがあり ます。ル ール芯どを創り出す過程をチ ー

ムの一人と して アイマスク をして ヲーム をし、手どもの指示で動く中で視覚障

害の一端｜こ触れられだのではないかと患います。

④体育の便業外、近くの店lこ小学部で買い物｜こ行った時偶然、行き会つだMさん

から声をかけられ喜ん定 S君。参加が終わ って も、そんな関係ガ持てることは

うれしいことでず。

3. 反 省 と課題

・難しいと思いますが、 lつの単元を通して参加してもらうと子どもの様子を

理解してもらえるしより深い関わりが持てる。ある単元の 1時間だけだとち

ょっと何かをやって終わりになってしまう。何時間か参加した学生の中には 、

子どもに対し て好ま しい媛助ができたり、惜備等で教師の手伝いを自然にし

てくれる学生の姿が見られた。
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教育参加のメニュー「中学部秋の遠足」 平成 9年 11月4日

担当松本盲学校中学部

目的地……松本市弘法山

2 日程 ……集合8:40ー県ノ森9:10一千鹿頭池10:10一弘法山着11: 20一弘法山発

13:30ー筑摩神社14:30一学校着15:20ー解散15:30

3 参加の様子

1 1月 4日 （月）、快晴。中学部の秋の遠足は、チャレン〆ジ遠足。自分の力に合わせて

スピードや道を選択して、目的地、弘法山までいこうと計画する。片道 7k m前後なので

それほど、たいへんではないが、生徒 5名の実態はさまざまで、車椅子を使っている生徒

や、補助が必要な生徒もいるので、信大生の方がくることを、心強く思っていました。参

加された方は男性2名、女性 3名の計5名でした。打ち合わせは、本校教務が持ち物等の

連絡で、ペアを組む生徒は当日出発の会で決定し、歩きながら、各担任の先生と注意する

事などについて、話しながら理解してい ってもら った。

ちょうど、生徒 1名を担当してもらうことができたので、 1日ゆっくりかかわってもら

うことができ、生徒のことを理解してもらうよい機会にな ったと思う。はじめは、何を話

したらよいかと迷っている様子で、会話がはずまないペアもありましたが、弘法山に着 く

頃には、しっかりうちとけているように見えました。

1 2時少し前に、目的地に到着し、弘法山の散策や、斜面を滑り降りたりと、楽しみ、

お昼は、お弁当ととん汁をいただきました。大学生のみなさんも手作りや、市販のお弁当

や、パンなど各自で持ってきてもらいました。 「さあ、 一緒に食べまし ょう」と声はかけ

たのですが、生徒 5名に、職員8名なので、なかなか生徒のそばにいきに くかったようで、

一人ずつ食べている姿が多かったです。

車椅子を使っている、 M生とペアだった女性は閉じ敷物に座り、お話をしながら、食事

をしました。M生は視力だけでなく、聴覚にも障害があるので、指文字でお話しします。

指文字を覚えながら、自己紹介したり、お話ししながら昼食後をゆ っくり過ごしました。

途中から、他の女性2名も加わって、みんなで指文字を覚えていました。

帰り道も。ペアを変えず、学校まで。打ち解けた会話がきかれるようにな っていました。

何を今したらよいかを判断して動いてくれる姿もみられました。

無事、学校着。解散会。生徒からは楽しい 1日という感想が多く 。信大生の方からは、

勉強になった、また、学校に遊びに来たI.'o指文字を覚えられてよかったなどの感想発表

がありました。生徒が寄宿へ帰ってあと、職員室で職員の反省会を簡単に行い、解散とな

りました。帰りの表情は、朝の時よりいき いきしてみえたように思います。

大学生の生活からすると、遠足の 1日は、日常と離れた特別な 1日なのではないかと思

いますが、特別な 1日を胸に、また一緒に仕事をできる日が来たら、お互いによい影響を

あたえあえるのではないかと思います。年をきくと、 19歳といわれ、中 3の生徒たちと

4歳しか違わない事に改めて鷺きました。小人数の本校の生徒からすれば、よいお兄さん

お姉さんたち、アドバイスをもらえる身近な人になりうるなぁと感じました。

4 反省と課題

・1名欠席だったが、 5名で生徒一人とじっくり関わる事ができてよかった。

• 1年生のためか、教育参加という感じより、交流という言葉に近いような印象をうけま

すが、生徒にとっても、年齢の近い人と過ごすよ い体験にな っていると思う。

・個人差は多少あ ったが、積極的に関わってくれたと思う。遠足は関わりやすくょいと思

。
』つ

・今回は、 1名だけでしたが、生徒たちは、楽しみにしているので、欠席はできるだけ避

けて欲しい。

nv 
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教育歩加メニュー f部活動グランドソフトボーノレj

5月～8月毎日 多加学生 6名

松本盲学校野球部監督野津嘉高

信州大学教育参加も 2年目を向かえ、多くの大学生が本校を訪問した。将来を担う学生

達に楽しく有意義な体験をしてもらいたいと考えている反扇、学習活動や生徒の実態につ

いて説明する時間が十分取れないこともあったのではないかと反省している。

本年度行われた教育参加の中で特に印象に残った事例があった。放課後の部活動に3ヶ

月にわたる長期間参加し、部員と一緒になって練習してくれた学生達がいた。積極的に参

加してくれた A 生の事例を紹介するとともに、信州大学教育参加がさらに充実すること

を期待したい。

I，野球部の活動

5月初旬野球部の練習開始。

練習内容

4:00 準備体換、ランニング、サーッキトトレーニング

4 : 1 5 キャッチボーノレ

4 : 3 0 パッティング練習、走塁練習

5 : 0 0 守備練習

5 : 3 0 片づけ、反省

6月9日（月） A生が一人で学校を訪れ、顧問より内容や日程についての説明を聞く。

その後、授業に支障のない月、火、木曜日の練習に参加する。

6月中旬 仲良しのB生やC生も参加するようになる。

7月 16日（木）、 17日（金） 長野市で聞かれた北信越宙学校野球大会に応援参加する。

8月8日（金）， 1 1日（月）， l 2円（火） 夏休み中の特別練習に参加する。

2, A生の活動の保子、感想、

・「視覚障害者がどのようにソフトボールをやるんだろう？ Jという好奇心から選んだ活

動であったが、何回か参加するうちに生徒や職員の名前や特徴を覚え楽しくなったようだ。

・どんな練習も生徒と一緒に活動していた。グラウンドに横になって腹筋や背筋ト レーニ

ングもTシャツを泥だらけにして取り組んでいた。

・B生、 C生も来るようになり、友達問士での会話も弾み、 一層楽しくなったようだ。

• r一緒に練習している職員の生徒への接し方や心配りが分かるようになり、参考になっ

た。Jと感想を言っていた。

3，成果と課題

( 1 ）大学生の中には遠慮している姿も見受けられる。よく見て、 良く聞いて、自分でや

ってみることで学校現場の僚子や雰囲気が体験できると思われる。

( 2) A生のように何回も活動に参加できると生徒との問に信頼感が生まれ、いそう有意

義な体験になると思われる。

( 3）将来教師をめざす多くの大学生が本校の教育活動に興味を持って参加している。我

々教師もその期待に応えられるような指導を示せるようにしたb、。
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聞きごたえのある大学 1年生の語り

国立信州高速少年自然の家

専門職員 唐 津 久 樹

1 . 「教育参加j オリエンテーションでの話 （於 ：共通教育センタ ー）

待望し、憧れていた大学生活がスタートし 2週間ほどたちましたが、新しい環境での生

活にもうなれたでしょうか。春の安曇野から見る北アルプスの残雪はまた一段といいでし

ょう 。さて、国立信州高遠少年自然、の家は、コニガンザクラで有名な高遠町の杖突峠とい

う峠から、 山に入った茅野と高速の境にあります．この間まで残っていた雪もすっかり消

え、からまつの芽吹きが始まったととろです．

さて、皆さんは少年自然の家あるいは青年の家といった青少年教育施設を利用したこと

がありますか。本来乙れらの施設は、豊かな自然環境の中で、子どもたちが思いっきり自

然体験をしたり、集団で宿泊や生活をしながら人間関係を創っていく場として設置されま

した。国立の少年自然、の家は、全国で 14ヶ所あるんですが、当所は 13番目にでき今年

で 6年目を迎えた施設です。

当所の特長は、エリアが 「晴ヶ峰高原j という尾根と尾根にはさまれた谷間にあり、硫

黄沢 という自然の川に添ったからまっ林に固まれている ζ と．宿泊棟が全部分散型の素敵

なログハウスやロッジでできていることなどです。また、全国で一人の女性所長である松

下所長のもと、職員がみんな和気諾々と協力しながら事業に取り組んでいるのも、誇れる

特長のひとつです。

少年自然、の家の事業は、大きく分けて 2つあり、ひ とつは「受け入れ事業Jもうひとつ

は「主催事業Jです。

「受け入れ事業Jというのは、日常的な利用団体に対する対応のことで、当所は年間 6

万人余の方々が自然体験や交流活動などの目的で利用しています． 「主催事業」というの

は、当所が教育的 ・先導的なねらいを持って企画し、広域的に参加者を募って実施する事

業で、家族や子ども、指導者などを対象とした事業を年間 30事業近く 実施しています。

今回の「教育参加Jの授業では、皆さんにはとの「主催事業Jの活動補助を中心に参加

していただこうと計画しています。今までの先生方の話（付属小・中・ろう学校など）は

学校教育の範鴫でしたのでイメ ージしやすかったと思いますが、これからの話は社会教育

が中心とな りますので、ややイメージしにくいかもしれません。

「主催事業Jの活動補助というのは、学校を離れて地域や家庭のなかにある子どもたち

が、 自然の中でいろいろなテーマを持った体験をする事業時の活動を補助してもらうもの

です。具体的な事業名や活動の中身は別紙を参照して下さ ればわかりますが、中には、 1

週間以上子どもと一緒にキャンプ生活をしながら野外体験をする「冒険への旅立ちj とい

う事業や、 3回シリーズで自然や生き物について子どもと探検・調査をする事業もありま

す。

我々は、生涯学習社会の形成が求められている今日、学校教育とは違った社会教育的視

点から、子どもや大人の活動に関わっていくことで、より広範囲なものの見方（多様な価

値観を測るものさしを持つこと）ができる教師になる．お手伝いができたらと考えていま

す。
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2. 「華文苦言「季きさ力口J メニーユ

o ) r教育参加Jメニューの内容 国立信州高速少年自然の家

NO 活動名 内 容 日 時

当所の主催事業（含・学校

工 主催事業の 週五日制対£t.$.業）の活動の 別紙参照

活動補助 補助を行なう．

φ事業の内容は別紙参照

［連絡事項］

参加を希望する学生は．期

日や対象・趣旨を確認の上．

参加したい事業名を事前に当

所まで連絡をする．

（但し 5月～12月の競

事業に限る。）

なお．子どもだけの参加事

業ではグループのリーダーや

カウンセラーとして活動する

とともある．

また．事業の内容や日程の

一部の企画立案にも参加でき

るよう当所としては配慮した

む、．

当所の活動エリアの保全・

II 野外活動 点検・整備等の活動を補助す 別紙参照

エリア等の る。

点検・整備 （例）

－標示板の作成・設置

－ハイキングコースの整鵠

など
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人数 備考

数名 野外活動が

できる服装

（事業ごと

連絡）

数名 f憐活動が

できる服装

［留意事項］

①主催事業の活動補助では

宿泊を伴うので．用具等

準備をして参加する乙と．

今宿泊施設

「当所ボランティア棟J

倒首泊にともない以下の実

費がかかるので用意する

こと．

今食事代 (1日3食ー1110円）

草分子ィ対す応掛金

シーツ代 140円

③事業期告に当たり準備（

事業企画や用具・エリア

の確認など）からの参加

が臨床経験上大切になっ

てくるので．できるかぎ

り前日に来所すること。

④「教育参加」時の送迎に

ついては．

当所～茅野駅間とし

指定された時閉までに．

茅野駅に集合すること。

（時間は各事業によって

参加者に通知する．）

⑤教育参加が決定した学生

に対しては．日程表や実

施要項などを送付する。



( 2) 主三イ庫署審議室のす舌璽カネ甫旦力 「孝好寄季きさ力口」 メニニュー NO. 1 

NO 事 業 名 内 作台ー 事業期佃 人数 備 考

－参加者（小・中学生）のグループリー 02回通して参加

1 君は自然環境調査員 ダーとして生活面や事業活動の補助を ① 7/20～21 できる学生

一子ども自然 行なう． ② 9/27-28 5-6 その中で子ども

探険クラブー －自然環境や生物についての調査研究活 名 の行動観察等も

(3回シリーズ） 動を行なう。 ③ 2/28～29 程度 可能である。
． 

（活動例ーホタル・アマゴの生態観察 ③の3回目はで

アニマルトラッキングなど） きるだけ参加を

希望 4長長靴

－官険長期キャンプについての体験的研 0全期間を通じて

2 冒険への旅立ち 修の機会とする。 5名 参加できる学生

－長期キャンプへの参加者の（小・ 中学 7/29～ 手渡

生）リーダーやカウンセラーとして活 8/4 

動する。

（活動例一野外炊飯やキャンプ生活全般 (6泊7日）

のリード

移動キャンプの引率・補助 会ザック等

ソロキャンプの引率・補助）

－事業の活動補助として用具の準備や活

3 花かおる高原につどう 動エリアの確認．資料準備を行なう。 2名

6/28-29 程度

－事業にも補助的に参加して．周辺の植

物などについての研修を行なうことが

できる。 （活動例一地衣類の調査

高山植物の調査など）

・施設解放事業の活動補助として用具の

4 信州高速 準備や活動エリアの確認．資料準備を 8名

フェスティパル 行なう． 10 /11-12 手援

－フェスティパルの諸活動の補助的担当

となる。

（活動例ークラフト作り

飲食物 ・品物販売など）
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主三イ窪尊重E議室qコず舌璽カネ甫旦力 「華文事寄委~カ口」 メニーュ－ NO. 2 

NO 事 業 名 内 H官－－ 事業第四 人数 備 考

・事業の活動補助として用具の準備や活 03回通して参加

5 土はともだち 動エリアの確認，資料準備を行なう。 ① 6/14-15 4名 できる学生

一親子農業 ② 7/12～13 程度 その中で子ども

体験クラブー －参加家族とともに菜園での野菜作りな ③ 9/1シ14 の行動観察等も

(3回シリーズ） ども行なう。 可能である。

（活動例一野菜作り ・草取り

調理活動など）

わ －事業の活動補助として用具の準備や活

6 く 秋物語 動エリアの確認資料準備を行なう。 10 /25-26 2名

わ F披
く －参力瞭族とともに．四季才庁々 の自然、の

中での諸活動の活動を行なう。

ナM （活動例ーハイキング

宅情~ 冬物語 植物観察・採集 12 /13～14 2名

1、旦a包 しめ縄作りなど） 手披

里予タi--i舌重力二L l）フ？毎亭<T.>｝~黒全食・室主併有「孝交官雪下芸書力口」 メニニュ ー

N O‘ 活 動 名 内 H台旬 日 時 人数 備 考

－当所活動エリア内の標示板の作成と 0できれば平日の

1 当所標示板の 設置の補助を行なう。 5月中 1 0 参加を希望

作成と設置 名

程度
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3 . 亘三千崖妻喜多種ご、と~まとみむ

主事業名 主言 Lま 自 実 烹 王策草萱言周至霊長1
( 3回シリ ーズ）

1 .教育参加学生 7名 （男子 6名 ・女子 1名）

2. 事業内容

① H 9. 7/2ト21

② H 9 . 9/27～28 
③ H 10. 2/28～3/1 

①趣旨

周辺河川の生物や水質について観察・検査方法を学び，自然とのふれあい・自然

環境のあり方について理解を深める とともに．参加者どうしの交流を図る。

査

を

調

虫

質
昆

水
生
た

容
一
水
し

内
一
の
と

動
一
川
心

活
一
河
中

②

i
l
l
 

一千代田湖から天竜川までの河川や水生昆虫の調査から始め

グローパルな視点で生き物と水の関係を調査した．

！ホタル ・アマゴ ・

l小動物の生態調査

一季節ごとにテーマとなる生き物を決めて ．その生態に迫る

調査活動を行ないながら．自然と生き物の関わりを学ぶ．

ホタルの巣箱作り

やアマゴ料理体験

一体験活動を重視し．木工体験や調理体験などによって子ど

もたちの生活能力の育成も図った．

3. 教育参加学生の活動内容

①準備活動として ー活動エリアの下見と危険個所の確認．観察や調査に必要な物品

の準備。参考資料の印刷や製本。会場作り。クイズの準備。

②参加者との関わり一子どもたちの班ごとのリーダーとして．生活面や学習面などの

全体的な援助．クイズやゲームの時間の企画・運営と指導。

③そ の 他 一日常的な業務に関する協力．所内の監備・清掃など。

4. 教育参加学生 研究テーマ及び感想

研究テーマ

O自然や生き物 とのふれあいの中で．子どもの成長や関心・心の変化をどう読み取
る均五．

0子どもたちを指導する制にたってみて．自分はどう行動するか．

感想

・私は今回の活動に参加して．明かに前回よりは進歩したと思います。その第一は

子どもに向き合ったときに．前回より自然に接することができたことです。

・子どもの関心が意外なものにむけられていることに興味を感じた．子どもへの注

意や指導が難しく．子どもが言うととを聞かなかったりと大変であった．ほめる

ことは簡単だが．叱ったり．注意することの離しさを実感した。

－充実した日々だった．自然、の中で子どもだけでなく幅広い年齢の人たちと一緒に

生活でき．いろいろなことを学び充実していた．成功も失敗も喜びも後悔もたく

さんあったが．どんな体験も経験すること自体が．人間の成長につながると私は

思っている．

5. 担当者の感想及び反省

ロ3回シリーズの事業であったので．参加者の子どもたちと参加学生の人間関係がより

親密になったことが挙げられる． ( 3回目は学生の自主的参加）今後も個人的な関わ

りを続けていってほしい．

ロ2・3回目は学生の自主的な企画・運営の時間として ．レクリエーションタイムを設

けたが．子どもたちも積極的に参加し思い出深い時間となった．次年度は．さらに学

生による自主的な参画の時閣を増やしていきたい。
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主催事業才芭カ〉詩ヨ る高高原頁に vつ ど う 平成9年6月28日～29日

1.教育参加学生 3名（男子2名・女子1名）

2.事業内容

①趣旨

初夏の晴ケ峰高原を科学学習の場とし、植物観察や標本作り ・梅本観察を通して、

自然環境に対する理解を深めながら、探求心や協力しあう心を育む機会とする。

②活動内容

｜自然観察植物標本採集｜ー硫黄沢周辺の自然観察を行つい回間学博物館

’ との連携により、地衣類やとけ植物を中心に、興味深く

観察し、標本採集活動を行った。

｜植物標本作り｜ー採集した植物をル吋顕微鏡で観察し植物標本作り

I を行った。

｜標本を使つての観察｜一講師から標本や万イド山地衣類やζ け植物等

I のめずらしい世界が紹介された。

3.教育参加学生の活動内容

①準備活動としてー植物観察や標本作りに必要な用具 ・実験器具の準備。

参考資料製本。会場作り。

②参加者との関わりー参加者の各グループにつき、自然、観察 ・植物標本採集 ・

標本作りの援助。

③そ の 他一本事業の業務に関する協力。（参加者の部屋確認等）

4.教育参加学生研究テーマ及び感想

研究テーマ

・自然と触れ合う機会が少なかったので、子ども違とともに植物観察等を行い、自然

に関する認識を高める。

・親子での参加事業であり、その関わり方について考える。植物観察では、地衣類に

興味があり、見識を深める。

感想

・国立科学博物館の講師の方々の指導もあり、 新たな興味を持つ機会となった。自然

のすばらしさ（例えば、地衣類 ・こけ植物が共生し合って生きていることなど）を

知ることができ、子ども遥からも考え方の柔軟さを教えられ、楽しく活動できた。

ただ、もう少し子ども違と遊ぶ時間が欲しかった。

・講師の方々は、知識が豊富なだけでなく、子ども違との接し方もとても上手で、学

ぶところが多かった。

－小さい子ども遥と接することの難しさを実感した。また、同じ教育の中でも、この

ような生涯学習の場としての施設について、活用の必要性を感じた。

5.担当者の感想及び反省

国立科学博物館との連携事業であり、植物観察、特に地衣類やこけ植物についての

認識を深めることができたのではないかと思う。なお、子ども遣との触れ合いについ

ても多くを学んでいただいたと思うが、自由時聞をもう少し設定できればと思った。
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特別主催事業

1.教育参加学生

2.事業内容

①趣旨

言言 R食~匂〉方健三Z を三〉 平成9年7月29日～8月4日

2名（男子1名・女子1名）

自分達で行動計画や食糧計画を立て、官険ハイキングを行うことにより、仲間との

友情を深め、冒険心と困難にうち克つ精神力と豊かな心を育む。また、地域との体験

交流をすることで、より活動体験の幅を広げる。

②活動内容

｜ 野外活動I－ 野 外九やキヤンかイヤ一野外炊飯等間酌

I キャンプ生活を通した自主活動や交涜活動。

｜体験交流実習｜一地元 の鯨（じゅも作りり川り花作り吋択）

で、話を聞いたり、草取りをしたりする農業体験交涜実習。

｜冒険ハイキング ｜一入笠山登山（往復約4Okm) 守屋山登山（往復約14km）か

ら選択し、各グループの自主計画によりソロピパーク。

3.教育参加学生の活動内容

① 準備活動として一事業実施前2泊3日の中で、体験交流実習先の下見及び選択資

料作り。入笠山・守屋山の事前踏査。テント張りや野外炊飯、

ロープワーク等の実習。キャンプ用具準備。

② 参加者との関わりー参加者の各グループにつき、カウンセラーあるいは本部スタッ

フとして自主活動を援助し、諸準備 ・運営にあたる。

③そ の 他一日々、子ども遠の状況を把握し、ミーティングを毎日行う。

4.教育参加学生研究テーマ及び感想

研究テーマ

・6泊7日のキャンプ生活の中で、どれだけ子ども遠の官険心や発見を引き出してい

くか。また、子ども遥の行動や生活をとらえ、どれだけその中に入っていけるか。

・カウンセラーあるいは本部付きという立場から、この事業全体を見通し、子ども連

との活動から学びとれるものを吸取し、また、サポートしていきたい。

感想

・最初は、私達カウンセラーの指示により行動することが多かったのに、最終日が近

くなるにつれて、班員全員で協力しながら、私達の手を借りずにがんばれるように

なり、とても感動した。登山では、夜中に山道を歩いたりしたことで自分自身にも

自信がついたし、子ども達にも一生に一度のいい経験になったと思う。子ども遠の

がんばりが私達を励ましてくれ、そこから多くを得ることができた。

・本部スタッフは大変であった。プログラムの次から次への準備。時間が目まぐるし

く回転していった。その涜れに沿って多くを学び取ることができたし、本部スタッ

フの客観的で、裏方としての存在の大切さがよく分かった。

5.担当者の感想及び反省

・この事業におけるカウンセラーの果たす役割は大きい。事前を含め9泊 10日間の

準備や援助は大変だったと思うが、そこから多くを学びとってもらえたと思う。
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主催事業名 「ゴ＝占立芸王 宍三ご ち：：＞ J 日時①平成9年 6月14日～15日

一親子農業体験タラf ー ②平成9年 7月12日～13日

(3回シリーズ） ③平成9年 9月13日～14日

1.教育参加学生 2名 （男子2名）

2.事業内容

①趣 旨 親子で農業体験をとおして、土とふれあう楽しみや作物を

② 活動内容

第 1田

育てる喜びを味わう。

作物の播種→農学部附属 農場を会場に ・堆肥散布 ・肥料散布 ・耕起 ・

マルチ ・マノレチ穴あけ ・極まき（スイートコーン、枝豆）

を実施した。

農 場 見 学→農機具の実演を見学後、加工食品試食（ポン菓子等）、

農場 ・畜舎 ・果樹闘を見学した。

星 座 観 察 →雨天のため、天体、星座、望遠鏡の仕組みについての話

野鳥観察 →硫黄沢周辺の野鳥観察

そばうち体験 → 地元ボランティアの指導で信州高遠そばうち体験

第2回

野辺山農業体験 → 農学部附属野辺山殿場 ・其控予冷庫等の見学

レタス解体実験 → 親子で葉、重量等を測定し、 その結果を発表した。

親子の時間→親どうし ・子どうしの交流時間を設定した。

天文台見学→国立天文台宇宙電波観測所見学

第3回

農業体験 ・試食 → 作物（スイートコーン、枝豆、加工トマト等）の収穫、

試食

野 外 炊 飯 → 秋の動植物観察と山の幸を収穫し、昼食づくり。

3.教育参加学生の活動内容

① 準備活動として → ・参加者用のテキスト準備、農業体験 ・野外観察の用器

其等の準備。

② 参加者とのかかわり→ ・農業体験 ・自然観察などの班別活動では各グノレープの活

動援助を行い、子の時間は子どもたちの交流を促進した。

③そ の他 → ・本事業の業務に関する協力。（宿泊棟の確認等）

4.教育参加学生研究テーマ及び感想

3回の事業の中で、子どもたちがどのように成長するか、また、 自分はどの

ように子どもたちと接するかを学ぶ。

事業をとおし、親の元を離れない子どもが、友だちと遊べるようになり、ま

た、農場の中に一人で入り 、作物を収穫できるようになった。子どもは教え

こむのなく、関心を持たせることが大事と感じた。

5.担当者の感想及び反省

－農業体験をとおし、自然（土）とのふれあい、親子のふれあいなど、体験活動が人

間の成長に果たす役割 ・意義を学んだことと思います。も う少し、自由時間が必要で

した。
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3. 「孝文事寄芸書力口 」 芸書力口全詳主主三 dコJ壱芸禿畏カ〉空〉

［主催事業一言雪 F食...－－－.......a:;,方fモヱZ ち〉ー】への参加学生より

私は. 7 / 2 6～8/5までの 10泊 11日という長い期間，国立信州高遠少年自然、の

家の主催事業「官険への旅立ちJに参加しました。高校の時から子どもとの行事に参加し

たいと思っていましたが，なかなか出来ず大学に入ったら一番力を入れたいと考えていた

ため．教育参加という形でとのようなことができると知りとても楽しみにしていました。

メニューを見た時．このキャンプに行きたいとすぐ思いました。子どもと長い期間一緒に

生活する機会はめったにありません。私は参加する前に自分が本当に子どもと接すること

が好きで．これから本気で教師を目指せるかどうかを確かめてとようと決めていました。

自分がうわベだけで教師をやりたいのか．それとも本当にやりたいのかは．すごく大切で

す。 3年くらい子どもと接しなかった事で．気持ちが変わってしまっていないか不安だっ

たせいもありますが．とにかくそれだけは確かめようと思っていました。

最初の 3日間は．ボランティアとしてこの行事に参加した大学生などと子どもが来る前

の準備や調査．誰がどの班につくかを決め打合せをしました。ボランティアの人達は去年

も「官険への旅立ちJに参加した人や．信州大学の先輩も 3人いました．皆．教育に興味

がある人が集まっている事もあり．話も子どもやボランティア活動が主で先輩としての意

見を聞くととが出来たり．自分の考えを先輩たちに聞いてもらう事ができ，初めて自分が

教育について勉強している様に感じました。そして．夜遅くまで子どもについて話せる楽

しさ．また． ζ の様な仲間が大学に入って初めて出来たことで，今までの自分のもの足り

なさを消してくれた充実感を味わうととが出来ました。

子どもたちが来てからの. 7日聞は本当にあっという間でした。しかし．多くの事が得

られそして．感じられた毎日でした。まず．自分の未熟さの発見です。それは．班の子が

ホームシックにかかってしまった時．見せてしまった甘さです。私は泣いてしまった子を

ただ一緒に泣いて話を聞いてあげました。その時．講師の方に 「甘さを見せると余計．ホ

ームシックになる。放っておけ。」と言われて気付きました。子どもは甘やかしていても

成長しない。いつもわかっていたはずなのに．私はやってしまった。大きなショックを受

けたと同時に．甘さと厳しさのバランスの難しさ．そしてそれは．少し子どもといた体験

があるからといって．出来ない事を実感しました。

次に，子どもが内に秘めている力の強さに何度もピックリさせられました。私の班の子

は．みんな素直で良かったのですが一つ問題がありました．それはリ ーダーシッ プをとる

子がいないのですJそのため最初のうちは．ほとんどカウンセラ ーとしてついていた私と

先輩が「次は何をしろ！ Jと命令する形になってしまいました。それが子ども達に安心感

を与えたのか．何でも聞けばカウンセラーが教えてくれると思い込んでしまいました．こ

れでは．子どもが成長しないと考え．手を出さないようにしてみたら ．今まで何でも一番

を目指して早かった行動が．うそのように最後になってしまいました。しかし．それを経

験して「悔しいJという気持ちが子ども達に生まれたのか，自分達で団結して行動するよ

うになったのです。一人一人自分で出来る事を探して助け合っていました。そして．子ど

もだけでご飯を作ってくれた時の感動は．い・までも忘れられません。とにかく婚しくて涙

が止まりませんでした。少しのきっかけが子どもの力を引き出してくれたのでしょう。

途中省略

まだ書きたい事はたくさんありますが．最後の別れる時のあの悲しさとさみしさは何に

も変えられません。でも子どもが一緒に泣いてくれた事．もう一度ごとに来たいといって

くれた事は忘れられない思い出となりました。また．自分が教師になりたいという気持ち

を．強いものにしてくれました。このキャンプで自分に足りないところ．成長したところ

とさまざま得られた事をステップに．また子どもと一緒に成長していければいいと思いま

す。 （女子学生）
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5. 足立主畏と言果是題

( 1 ) 

「高遠は大自然の中にあります．自然、は人間が心を通わせるのを手助けしてく

れます。子どもたちとも、仲間とも、職員の方々とも揺るぎない信頼関係を築

いてこれた気がします．これからも築いていける気がします。高速は私にとっ

て安心できる場所なのです。教育参加の授業が信州大学教育学部に存在したこ

とに心から感謝します．」

口学生にとって、学校教育を離れた社会教育施設での体験が、それぞれの主催事業への

参加で多様な体験を積むと同時に、今後の学生生活のひとつの方向づけにも影響し得

たこと。

( 2 ) 

r . .・子どもと接するととは大きな楽しみでした。私は子どもと一緒にいる

だけで本当に嬉しく、心まで楽しくなります． ・・ ・また来年も来たいな. J 

r .・・今では人生の最高の授業として高速に来ています．これからもさまざ

まなととを子どもに教えてもらいながら、自分自身を創っていきたいです．い

つまでも子どもの心を持ち続けるように． ζのまま子どもが好きでいられるよ

うに願いながら・－・ J

「・・・手どもは無邪気です。 ・・この自然の家に来た時の子どもたちは一段

と輝いて見えます．子どもたちの中にある可能性というか、何か宝石の玉のよ

うなものがすごく光っている感じがします。 J

口子どもたちとの自然、の中での体験を通して、好奇心旺盛でエネルギッシュな子どもの

本来の姿に触れることができ、子どもと接することに喜びを感じ得たこと 。

( 3 ) 

f・・・たくさんの自然に関することを学ばせてもらいました．今まで知らな

かったことがほとんどで、自然の重要さ・大切さを身に必みて感じる ζ とがで

き、今までのどんな勉強よりも自分の身になったと感じます。 J

ロ参加事業の内容により多少異なるが、全体として「自然保護J 「環境保全Jといった

今日的課題と直接的に関わり、体験を通して認識を深めることができたこと。

( 4 ）シリ ーズものの事業参加学生は、参加者との粋が回を重ねるにつれて深まり、プロ

グラムの一部を学生だけの企画や運営に任せて実施するとともあった．今後は当所

の計画段階から、学生の自主的・自発的な事業参画の場を設定し、学生にとって更

に成就感のある「教育参加j プログラムとしていきたい。

( 5 ）学生にとっては臨床的に子どもとの関わりを学ぶ場であったわけだが、 l年生とい

うζ とで先ずは遊びゃ活動を通して、子どもと密着しながら生活することを中心と

した。時には、指導的な対応を要する場面を逃してしまうとともあったが、今後も
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子どもと共に活動して仲良くなることを通じて、場に応じた子どもとのスタンスも

測れることも指導していきたい．

( 6 ) 「教育参加J事業への参加については、事前の参加予定者は、事業によってはカウ

ンセリングリーダーなどの中心的なスタッフとして活動してもらうよう準備してい

るとともあるので、間近になっての不参加がないように配慮したい。

( 7 ) 「教育参加Jにより来所した学生が、その後当Jiffの活動補助のボランティアとして

登録し、引き続いて活動している者も出てきている。ボランティア活動を学ぶ機会

として、今後も参加後の関わりを大事にしていきたい。

6.言三とぶb b之カ：：...？しー亡ー『コ・ク・ハ・ク ．タ イム』

当所のボランティア棟の一室は、主催事業の度に講師やボランティア・学生らの反省会

兼交流会の場となる．多少の飲み物なども入ると、 事業の反省だけでなく いろいろな話題

が飛び出して楽しい会にな るのだが、とと 2～3年この会での恒例となっているものに、

『コ・ク・ハ ・ク タイム』というものがある． ζ れは数年前の社会教育実習生を受け入

れた時に、期せずして始まったことであり、明かりを消して、リレー形式でその場の一人

一人が「自分Jについて語る時間なのである．もちろん、語らない自由もあるのだが・

当然、そとに居合わせる職員も「自分」を語る．それは、 学生時代の失恋の話であったり、

自然、の家職員としての悩みにおよぶこともある．

そんなコクハクタイムは、今年教育参加の学生が加わり、大学 1年生としての自分が語

られることによって、より聞きごたえ語りごたえのある交涜の時間となったように思う．

ある女子学生は、 「今信州大学に居るととは、最も望んでいた自分の進路ではなかったん

です. Jという語り出しで、今置かれている自らの環境に対しての不安を涙しながら語っ

てくれた。また一人の男子学生は、自分の研究してきた自然科学の道と教師への道、どち

らを選ぶか悩んでいることや、子どもたちと接することへの不安を訴えた。そしてそんな

仲間の悩みや訴えに回りの学生も本気で応えた．またその話に人生の先賀である講師やボ

ランティアの方々も加わり、心を込めて聞き、自分の体験談も含めて腹を割って話して下

さった。うれしかったのは、当所の事業に参加して、自然の中で子どもたちとふれ合うこ

とのすばらしさを体感し、 「小学校の教師になりたい。 Jという気持ちを新たにした学生

が何人もいたこ とである。

時を忘れて一人一人が語 り合うとの『コ・ ク・ハ ・ク タイム』は、当所の教育参加学

生にとって事業の中での自然体験や子ど もや家族と触れ合うことと同様に、貴重な時間で

あったように思う．ある学生は、 「最近合同コンパで友達と話していても何か物足りない

ような気がするんだ. Jと話してくれた．誰でも「自分j を語りたいし、聞いてほしいと

いう猷求は持っ ている．そんな本音を出し合う場や仲間が、乙の高速少年自然の家で広が

ってきたとすればありがたいととである．

また、次年度もこんな仲間の輸が、この高速で更に広がり深まっていく ζ とを願ってや

まない。
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まず体験、その中から意義

長野県松本古年の家次長 古幡健夫

( 1 ）「お城不思議探検隊一ー松本城の七不思議ーー」

@ 9月27日（土） 8:30～16:00 4名

－松本城の歴史と不思議（講義）

－城郭と庭園周辺の実地探索（ウオークラリー）

( 2）「 アウトドアライフ イン OHMINEJ 

@ 1 0月25日（土）～ 26日（日） 14:00～16:00 2名

・宇宙や星についての講義、星空観察会

・昼食の野外炊飯

・身近な植物を使つての遊び

( 3）「めざそう！コスモポリタンー一国際交流一一 J

@l l月 15日（土）～ 16日（日） 9:00～14:00 9名

－留学生との話し合い

－レクリエーションスポーツ

．立食パーティー

・野外炊飯

(4）「昔の遊びにチャレンジ！ 一ー竹 うま・たこ作り ・こま回し－－－ J 

@ 1月 24日（土） 9:00～16:00 1 3名

－竹うま作りと竹うま乗り

－たこ作 りとたこあげ

・いろいろなコマ、木ごまの着色とこま回し

2 反省

－どの学生もおおむね事前の心構えがしっかりしており、家職員の補助的な仕事を適宜

買って出る場面が多かった。事前の打合せや指導が十分できないので心配したが、そ

の点ありがたかった。

－参加する子どもが保護者同伴のため、子どもとの関わりに難しい面もあったが時間が

たつにつれて深い関わりをもっ場面も見られた。

－当背年の家としては「参加者としてまず体験してほしい。意義はその中から得られる。

という視点から学生の参加を受け入れた。おおむねどの学生も楽しみながらの参加状

態と受けとめている。

－教諭として永年勤めてきた青年教育指導員や次長との関わりは学生にとっても学ぶ点

は多いと思われる。積極的に関わってほしい。

3 課題・今後の方向

・どの事業も相当精密な計画のもとに進められているので、予定されていた学生に無断

あるいは急な欠席連絡を受けた結果、当方としては非常に困惑 した。 この点の改善を

はかりたい。

－地元でもあるので許す限り最大限の学生の受け入れを したい。その中から「教育参加J

の趣旨をどのように生かすことができるのかを探っていきたい。
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人間関係の形成 ・子どもの見方の変化

長野県小諸青年の家次長 浅井荘一郎

「教育参加」は、教育学部に入学した l年次生が、学校・青年の家等での教育活動に参

加することを通して、子ども理解、教師理解、学校理解を深め、教育への関心、意欲を高

めることを目的としてはじめられ、今年度6月、趣旨説明を大学の担当される先生方から

受けた。それを受けて、当小諸青年の家では趣旨に添いそうな4事業を参加可能な事業と

して報告し、 1事業に学生の参加を得た。ここでは参加のあった事業の内容、参加学生の

感想、成果、課題等について記したい。

1.実施内容

(1) 事業名 「レクリエーションのつどい」

一晩秋！浅間山麓周遊の旅－

(2）期日 平成9年11月8日 （土）～11月9日（日）

(3) 趣旨 「菊薫る晩秋の浅間路を『時速200キロの新幹線』・『ゆったり信濃鉄

道』・『山びこ小海線』を乗り継ぎ利用して、小諸、軽井沢及び佐久平を

回り、往時の鉄道建設の苦労を偲びつつ、新交通網による郷土の発展を考

えながら浅間山麓の絶景を肌で感じ取り、参加者の交流を深めるJ
(4）参加者県民一般 36名（こども 13名、大人23名）

(5) 「教育参加」で学生に期待したもの

①班別行動時の班長 ・人員の掌握および人員の報告

・行動の計画と引率

．班別行動時班員相互の意思の疎通

②交流会 ・交読会への積極参加と運営補助

③生活上の係活動 ・係としての役割の遂行と係員への指導

2.成果（「 」内参加学生のレポートの抜粋）

(1) 人間関係の形成

「年齢、住んでいる環境も違う人とどういったコミュニケーションをとるべきか、

考えもなく、話す話題さえ悩んでしまった。ここが学校との大きな違いだと感じた。

小学生であれ、中学生であれ、同じ年齢の子供たちは自らの好奇心で友人関係を作っ

ていこうとするが、この企画では、家族などの強い結びつきがあり、どうも積極性

を欠いてしまう。しかし、私の不安は当日には消えていた。その場その場で会話は

できたし、小学生以下の子供たちも私がコミュニケーションをとろうとすれば、そ

れにこたえてくれたJ
「子供たちとはすっかり仲良くなり、 一般の人々とも楽しくおしゃべりができまし

た。自分自身、結構人見知りする方で、そう簡単に知らない人としゃべることは出

来なかったのですが、今回は全くそんなことはなく、気軽に接することが出来まし

た。」

(2) 子どもの見方の変化
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「子どもは一見とても幼そうだけれども、自分が興味を持った事に対しては、そこ

らへんの大人にはまねできないものがあるなと思った。 J
(3) こどものあっかいかたへの理解

「子どもだけで来ていることが多〈、その世話をするのが精一杯でした。僕が世話

した子どもはとても列車のことに詳しく、駅の中をいろいろと回り、珍しい列車を

見ては、写真を撮っていました。さんざん連れ回されおかげで、こっちはくたくた

になってしまいました。 J
(4) 専門性の向上

「僕も保健体育を専攻しているので、レクリエーションについても授業をやってき

ました。しかし、指導所員を見て思ったことは、レクリエーションをどんなに知っ

ていても、教える人が明るく、元気を出さないと皆はついてこないんだということ

です。指導所員はあっという間に子供たちに慕われ、いつのまにか僕達も自然と体

が動いていました。僕もいずれ保健体育を教えることになるかもしれないので、と

ても良い勉強になりました。 J

3.課題・来年度への方向

(1) 参加学生の数の把握

あくまで学生の希望によるため、青年の家で期待する人数の確保が保障されない。

今年度は、希望の全く無かった事業があり、事業案作成の段階で、教育参加がある

ものとして計画したが、計画の変更を余儀なくされてしまった。

(2) 参加学生の意識の格差

今年度は参加者全員が意欲的に活動してくれたが、今後もこのような意識で参加

してほしい。

(3) 学生との連絡

学生個人との日程等の連絡になるため、うまく連絡がとれない。今年度は、集合

時間等を郵送したのにもかかわらず、打ち合わせ時間に遅れてくる学生があった。

また、電話連絡等にも不便を感じた。

(4} 本年度は事業の関係で、教育参加の趣旨である子どもとの触れあいの少ない事業

への参加をお願いすることとなってしまった。来年度は、子供たちの中に入り込み、

いっしょに生活し、触れ合いながら体験を深められる事業での参加を計画し、お願

いしたい。
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学生の参加状況と態度の問題点

長野県須原青年の家次長 森山俊一

1. nり組みの概要

長野県須坂背年の家でのフレンドシップ事業の取り組みを報告する。平成9年度の主催事

業の活動補助 「教育参加」メニュ ーは、 5事業で実施した。事業内容は峰の原高原ふれあ

いゴルフ基礎講座、秋の高原植物、 クラフトのつどい、スノーボー ド、青年スキーであっ

たg ここでは、事例を列挙しながら当所でのフレンドシップ事業の概要について述べる。

2.教育参加の受入基本方針

教育容加については、平成9年6月に信州大学教育学部、長野県教育委員会生涯学習謀、

県内6カ所にある県少年自然の家（望月 ・阿南）、県青年の家（小結・松川 ・松本 ・須坂〉

の代表による実施打ち合わせ会議で、平成9年度の活動を支媛する意見交換を し、スタ ー

トをきった。信州大学の学生が活動できる場の確保について、大学側が県教委に協力を要

請。県教委生涯学習謀も「連携はいい機会。各家の事業内容を見直すことも検討したいJ

と前向きな姿勢を示した。当所では、職員会議を開催し、今後の受入について話し合いを

もった。その中で、確認をした点については、次の事である。教育参加を受入れる場合は

原則として前日泊の入所とする。 学生の氏名を事前に確認をし、次長が直接学生と連絡調

整、資料等を送付する。対応、責任者は次長とし、主催担当者と連絡モ密にする。主催活動

補助を学生が主体的、積極的に展開できるよ うに全員で指導助言をしながら、学生と共に

主催事業を連携協力する。

3. 日本体育大学社会教育研究会の教育実習

当所では、昭和60年頃より、日本体育大学社会体育研究会の大学生を社会体育教育実習

生として受入れている。次に、その教育実習について報告するの

受入れ事業は夏と冬の長期休業期間を利用する。夏の場合は 7月25日から 8月2日まで

の期間とする。 l団4名の構成とする。 （男子学生2名、女子学生2名〉 でl団は4泊5

日での実習とする。夏 ・冬と もに 2団構成で実施する。

( 1 ）実習日誌記録

1 9 9 7年7月27日（日曜日）

6時30分起床

7時00分朝のつどいリ ー ド（スピーチ指導）

7時20分事務室、所長室清掃 （清掃、机の上を拭く、職員の茶の準備等〉

7時40分朝食

8時30分職員 朝会 日程説明と本日の予定（教育実習生は職員室にて日程確認）

8時45分本日の作業キャンプテントのペグ確認（キャンプ場倉庫）

10時30分事務作業補助（印刷室にてパンフレット作り）

12時00分昼食

13時00分生涯学習ボランティアセミナー （研修生とボランティア活動）

14時00分退所前の部屋点検（青年教育指導員と一緒に巡回し指導、整理整頓）

14時30分退所式（職員と一緒に出席）

15時30分清掃・部屋点検 ・退所式［東条剣道］
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16時00分 全館のモップ交換・清掃用具の確認作業（庁務技師の補助作業）

本全員参加で協力する。

17時00分 職員タ会 日程確認と明日の予定（教育実習生は職員室にて日程確認〉

18時00分夕食

17時00分教育実習生ミーティング

22時30分消灯・就寝

( 2 ）研修参加者の意見・感想

①日本体育大学の教育実習生のレクリェーション指導、ウオークラ リーの時の適切なアド

パイス、常にキピキピした動作大きな声での指示等とても良いです。

②教育実習生からの挨拶やフ レッシュな姿は感動的です。

①自体大のお兄さん、お姉さんと、体育館で遊んでもらって婚しかったです。

＠僕は剣道をやっていますが、将来は団体大で頑張りたいです。

( 3）日本体育大学教育実習生の実習日誌

①自分から仕事を見つけるこ とができずにいたように思います。3年目でやる内容はわかっ

ているわけですので、下級生をリ ードできるよう に指導したいと思います。明日はもっ と

自分で仕事を見つけて動けるようにしたいと思います。

②今日は、教育実習3日目ということで、ある程度慣れた部分もあり、いろいろと仕事が

出来るようになってきたが、見落とす部分や仕事をしていて細かい部分が出来ていないと

ころを自分で見つけられるようになって来たので、細かいところに注意していきたいと思

います。

③今回で冬を含め4回目の社会教育実習になったわけですが、4回目にしても新鮮な気持

ちで活動できました。 10 0人相手にゲームをやってみて、凄く良かったと思い、また交

慌できそして迫力のあるキャンプファイヤーを体験でき良かったです。

日本体育大学の社会教育実習の活動で評価できる事は次の点である。

①常に職員室を拠点としている。次長 ・腎年教育指導員 ・技師の勤きをすぐ理解できる。

②常に、 一緒に行動する。 （指導助言を うけながら実践できる。）

活動事例清掃用具の点検 庁務技師の指導助言

モップの交換 書記 ・庁務技師の指導助言

部屋の点検 青年教育指導員の指導助言

レクリェ ーション 次長 ・青年教育指導員に指導案提出後、直接指導

ウオークラリ ー 背年教育指導員の指導助言

③社会教育実習生は、先輩と後輩がペアになる。先輩が後輩をりードする。

＠長い伝統の上にたちながら、積極的な姿勢で行動する。

⑤万事研修の事、素志貫徹の事、 自主自立の事、先駆開拓の事、感謝協力の事の五誓を目

標に実践活動をする。

＠学生ができるだけ表に出て研修生を指導する、職員が補助をする。 （反省と取り組む課

題を会議の中で確認をする）

⑦教育実習日誌を毎日書き次．長に提出する。教育実習日誌を回覧する。

＠報告 ・連絡 ・相談を常にし全員で協力をする。

⑨主催事業の計画やタイムスケジュールを常に確認し率先した行動に移れるようにする。
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4.主催事業「秋の高原植物Jに教育参加した信州大学学生レポート抜粋

①野外観察では、こんなにも多くの種類のキノコが山の中にあるのかと正直措いた。 一つ

採るとまた一つ見つけると いう風にいつの聞にか夢中になっていた。参加者中、 一番大き

なベニテングダケ（有毒〉を発見し、手に入れることができ、 一人でうかれて しまった。

私は今回のつどいに参加して、人の素朴さ、優しさ、暖かさを感じることができた。青年

の家の職員さん逮は、私達に大変親切にしてくださり、これからの生活に必要な大先輩の

アドパイスなど様々な話をしてくださった。意見を押し付けるのではなく、一つ一つの物

事を諭すように話してくださるので私も素直に受け取ることができた。

②先に、参加者の人たちはすぐに打ち解けたと書いたけれど、そうとは言いきれないとこ

ろも中にはあります。一人で参加された 70代のおばあさんがいて、他の人たちと世代が

違うせいか、 寂しそうな様子でいるみたいで少し気になりました。それに、特に男性の中

にはあまり社交的でない人もいて、例えば、食事の時間なんかで話すきっかけがつかめな

い様子で、どことなく居心地悪そうに している人もいました。でも、そんな時には、職員

の人達がやさ しく声をかけたり、 冗談を言って場を盛り上げたりなさって、さすがだなあ

と感心しました。職員の皆さんは、今までに何度もこんなふうにいろんな受講生を青年の

家に迎えて、一緒にいろんな活動をしてこられたのでしょう。その経験の中で、皆が楽し

めるようにするためにはどうすればよいか、スムーズにセ ミナーを進行させるにはどうし

たらよし、かというような、ノウハウを身に付けてこられたのだと思います。

( 1 ）長野県須姫青年の家での教育参加の実施にあたっての注意事項

実施にあたっては、次のような点を特に注意するよう教育参加学生へ指示をした。

①「教育参加する主催事業についての事前理解をする。」

②「研修施設のスケジュールの確認をする。」

＠「費任感、約束は守る。五分前行動をする。仕事は最後まできちんと実行する。」

＠「報告 ・連絡 ・相談を確実に行う。J

＠「安全には十分注意する。」

所の研修目械である、 「規律」 ・「友愛J.「挑戦」を研修生と共に努力する。

( 2）主催事業の活動補助「教育参加」人数と参加状況

事業名 内容 事業実施日 人数 備考

生涯学習 講演、講義 7/25～27 。参加希望なし

ポ．ランティアセミナー 環境ボランティア

視察研修

峰の原高原ふれあい 講義、 9/ 7～8 3 男子2・女子l参加

ゴルフ基礎講座（ II) ／〈ンカー、 ／マター

合理的なスウィング

アプローチ練習

ラウンドプレー

秋の高原植物 講義、スライド 9/20～21 3 男子卜女子2参加

野外観察

植物観察
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事業名 内容 事業実施日 人数 備考

四阿山登山 登山の講義 10/ 4～5 。参加希望申込

スライド説明 取り消し

登山

クラフトのつどい リースづくり 11/ 8～9 ユ 女子1参加

コカリナづくり

ベイシ ックスノーボード スノーボードの基礎 12/20～21 4 男子2・女子2参加

安全指導・ビデオ

青年スキーのつどい スキー指導講習 1117～18 4 参加申込13

男子4参加

( 3 ）学生の参加状況と態度及び反省点

①参加すると言っておきながら、当日近くになると「参加できない。」との連絡があり、

準備をしているのに残念であった。

②主催事業の内容理解が不十分のまま、参加した学生がみられる。

③スポーツの主催事業に参加した学生は、目的がはっきりしているので、喜んで参加して

いたが、 「教育参加jの趣旨を忘れ職員との連絡や事務分担で不満が残った。

④積極的な態度で参加し、わからない点を自分からどんどん尋ねてほしい。

⑤座席を決めであるので常に連絡のとれる場所で待機してほしい。 （指示がうまく入らな

かった。）

⑤青年の家への参加者は子供だけでない、年配の方や年上の方との交流のチャンスもある

機会をとらえ、進んで交流すれば学ぶ点はいくらでもある。 （日常ではできない経験や交

流を積極的にしてほしい。）

⑦今後も須坂の場合は事前の準備からの参加を希望する、所内生活のオリエンテーション

や裏方の準備の大切さを職員と一緒になり、主催事業を打ち合わせながら取り組んでほし

し、。

③挨拶やスピーチをすることにより、人前で大きな声での説明ができ る機会をいかしてほ

しい。

( 4 ）今後の課題や要望

①教育参加は平成9年度から開始したばりであるので課題や問題点もあるが、 会議等で反

省や受け入れ側の問題点も改めながらよりよい教育参加にしたい。

＠受け入れ側の担当者が大学生への事前説明をする機会を設定してほしい。

［平成10年度は実施の方向で話し合いがもたれた。］

③教背機関の特色を理解するには、一度この施設を理解する必要がある。学科単位やゼミ

ナール単位、サークル単位でもよいので研修で施設を活用して理解してほしい。

④教育参加学生には、実習日誌をつけて反省をしながら活動にいかしてもらっている。今

後も続けていきたいと思う。

⑤社会教育施設で行われる教育活動の実際場面にも学ぶ姿勢があれば、教育上自分にプラ

スになる・ことは多くの点であるので積極的に学ぶ必要がある。

＠担当者会議や連絡会等で、緊密な連携が必要である。
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危機的教育課題に挑戦する若者への期待

一「ふれあい自然体験キャンプJ実践報告ー

長野県阿南少年自然の家次長員原豪

実践の方向

中学生による殺人事件は、社会に大変なショックを与えた．事件が特異だ勺ただけに、

大変センセ ーショナルに扱われた．しかし、最も危慎すべきことは、問題が大きければ大

きいほど、対策は緊急を要するとして、次々に打ち出されるが、ほとんどが対症療法的な

ものに終始し、本質的解決には踏み込めないことにある．今回の対策も、 （残念なことで

あるが）やがては形骸化し、メディアを騒がす新たな問題が発生したとき、取り残されて

いくことになることは容易に想像できる．問題行動といわれている「校内暴力 J 「非行J

「いじめ J r不登校 」 「自殺 J等の事例をみれば、当時いろいろと対策と称して実施され

てきたが、何ら解決に至っていない現状をみれば明らかなことである．もし、今回の事件

を発生させる根底に、今までの事件と共通の問題要素が基盤に含まれているとすれば、大

きな問題であり、早急に、真の対策を講じなくてはならないことになる。

今回の実践報告では 、上記に述べた 、問題行動発生の原因や基盤を検討するものではな

く、その発生を前提とした上での、子供への接し方という 点で報告する ．しかし、実践を

進める上での指導の方向は、以下の内容から決め出した．

問題行動発生の原因や基盤を成すものの大きな要紫として、 「人間関係の希薄化 j を指

摘する．この傾向は、今日の社会構造の変容、特に 19 6 0年代以降の消費経済社会への

変苔に伴う必然的現象とした．なぜなら、子供の教育、特に乳幼児の低年齢期からの親子

関係は、思春期のアイデンティティー形成期における人間関係と深い関係がある。この親

子関係には、身体的にも精神的にも直接的な触れ合いが必要であり、しかも触れ合いの場

が時間的にも空間的にも保障されていなくてはならないのである．しかし、今日の家庭環

境をみれば、健全な親子関係を作り出す状況にないことは、多くの文献により指摘されて

いる．この家庭の不幸な状況は、家庭に責任があるというよりは、社会全体の動きが、家

庭における人間関係の希薄化を生み出しているものであり、この傾向を 19 6 0年代以降

の日本の社会全体の動きとした．

家庭と地域との人間関係が希薄化するこの流れの中では、多様な価値観が孤立化し、個

別化の名の下に、一貫性をともなわない人間関係を生じさ せるこ ととなった．もはや、家

庭の経済的状況が原因なのではなく、家庭における人間関係の形成に、原因が移行してき

ているのである．社会や家庭の人間関係の変容を、家庭そのものが受容できるうちはよい

が、弊害化ししてきたときには、家庭において最も弱しE立場にいる子供に被害が及ぶのは

当然である．今日の青少年の、問題発生の原因や基盤が、思春期におけるアイデンテ ィテ

ィーの形成過程の問題と深い関連あるとすれば、極めて重大な問題である．なぜなら、ア

イデンティティーの形成は、今日の最も重要な諜題であり、しかもこの解決には、対症療

法的対策では到底解決できない深刻さと困難性を含んでいるからである．地道にしっかり
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と時聞をかけて、見通しを持った対策が講じられなくてはならない．

しかし、い「たん価値観が多様化し、個別化してしまった家庭は、個々の責任の下に人

間関係の回復を図ろうとはしなかった．どこからも問題の深刻さを指摘されず、自ら気付

くことよりも、懸命に社会の変容に順応しようと努めていた．子供が危機的状況に陥り、

救いを求めて来た時には既に手遅れになっている場合が多かった．なぜなら、思春期に至

ってからの人間関係の回復は、幼児期のそれよりは、精神的にも身体的にも、かなりのエ

ネルギーを要し、時間的にも取り組みの継続性が必要となるからである．今日おかれてい

る家庭の状況は、時間的に継続する取り組みの困難住は明らかである．

もう一つの問題は、このようにして起こるべきして起こった問題の原因を、全て学校教

育現場に向けてきたことである．社会と家庭の「人間関係希薄化」から生じた問題の責任

転嫁を教育現場にしても、解決されようがないのは当然である．むしろ学校教育現場の問

題は、その原因の認識が甘く、見通しをもった対策が立てられなかったことにある．原因

と対策を考える前に、「学校叩き Jの対応に追われていたことも事実である．

教師の感受性と学級集団

学校教育の原点は、教師と子供の「接し方 Jから生み出される人間関係にあり、この接

し方を生み出す「人間性」は、家庭環境から生み出されてくる．従って、子供を相手とす

る教師の人間性も、家庭のあり方に左右され、その家庭は、社会環境のあり方に左右され

る．このことは、 「人間関係希薄化 j の社会の流れの中で育ってきた教師の占める割合が

多くなってきていることも指摘できる．個別化の中で多棟な価値観を身に付けている教師

が多くなってきているということである．教育を考えるとき、教育現場がこの教師集団の

変容を、家庭や社会環境の変容と同様に捉えられているかどうかということは、 「学校 j

自身として、解決への決定的な方向付けをしていくことになる．

三つの「子供を育む環境」をあげたが、対策を取り組むときに最も効果が大きいのは、

家庭である．しかし、家庭に期待することはその多煉性からみても、問題意識の認識から

みても、問題解決能力（養育能力）からみても、極めて困雌である．反面学校現場の視点

からみると、人間関係形成においては低学年に最も可能性が期待できるものの、思春期あ

るいは思春期前期に至ってからでは困難性を高めてしまう ．しかし、明確な方向性と指導

対策を持ったときには、十分その効果が期待でき、家庭や地域社会に対しても、啓蒙的効

果の可能性が期待できる．

何よりもまず考えなくてはならないことは、今日報道されているような、問題行動を起

こしてしまったり、潜在的に起こさざるを得ない子供達の存在以上に、その子たちを取り

閤み、一緒に生活していこうとする子供たちの方が多いということである．つまり、社会

の変容の中で、それぞれに家庭で、受容可能な人間関係を身に付付てきている子供達の方

が多いのである．問題行動に対応することは勿論重要なことであるが、問題行動とされる

事例の回りや、外側の子供の存在も忘れてはならない．つまり、学級集団は、価値観が多

機化され個別化されたそれぞれの家庭の、受容可能な人間関係を背負ってきている子供達

によって構成されているのである．このことは、学級集団の貨によって、子供達の人間関
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｛系は大きく左右されることになる．そして、人間関係受容という観点から見れば、基本的

宣活習慣定着期の低年齢期が最も藍暖であり、この権得過程がJ朝、春｝tftのアイデンティティ

ー形成に大きく影響を及ぼしていくということになる．どうしても、人間関係の形成にと

って、良い環境を作ることは急務であり、最も重要なことである．悪い環境の中では 、受

容苛能な子供の柔軟な心は、どんどん悪くなってしまうのである。

今日の危機的教育課題が、 「思春期におけるアイデンティティーの形成過程」にあると

すれば、人間関係の形成が十分可能な、温かい学級集団を低年齢期か句作ることが必要と

される．この集団によって、家庭で悩みをもった干供の心は癒されていけることになるか

らである．受容可能な柔軟性に富んだ心を持つ低年齢期に、自分以外の価値観に触れ、共

に生活することは、自己と相手の存在に気付き同時に人格をも認識していくことになる。

価値観の多様性を次第に認めていくことは、思春期に歪つてのアイデンティティ ーの形成

に、なくてはならない「接し方」の経験である．ここに、子供の心を感じ反応できる感受

性を持った教師の存在が、必要となってくるのである．子供の心を感じ反応、できるという

ことは、子供の心の多様性を感じ取れるということである。つ まり、 個別化した価値観の

多様性を、感覚的に捉えられるかどうかということである．そのためには、教師の感受性

が柔軟で、敏感でなくてはならず、しかも 、価値観の多様性に流されないしっかりとした

自己、つまり教師自身のアイデンティティーが必要となる。

「ふれあい自然体験キャンプj

ふれあい自然体験キャンプは、長野県教育委員会生涯学習課によって、不登校の子供達

のために企画され、長野県阿南少年自然の家と同望月少年自然の家それぞれに実施主体が

おかれたキャンプのことである（資料 l、2参照）。このキャンプ実施に当って、特に配

慮されたことは 、 「学校の匂いをさせない J 「管理的にならない」ことと、キャンプ生活

の世話は、大学生を中心にした若者に任せようということであった。阿南少年自然の家に

は、今回の教育参加で延べ 30名の信州大学教育学部の学生が参加してくれた．

キャンブは、短期キャンプ（ l泊 2日： 7月 l2日～ 13日、教育学部生 13名参加）

と長期キャンプ（ 5泊 6日； 8月 2日～ 7日、教育学部生 I7名参加）の 2種類が企画 さ

れ、それぞれ参加者は不登校の子供とそうでない子供との混在参加とした（どちらのキャ

ンブも学生には、不登校対象児童生徒名は明らかにしていない）．

短期キャンブは、子供と親の参加とし、親子別 々の活動や合同の活動＆用意した。特に

親の活動では、学習会や懇親会を用意し、孤立し閉鎖的になりやすい、不登校の子供を抱

える家族への配慮をした．また、子供時代への回帰経験をというねらいから、子供と同じ

活動を親同士で行った．期間の長い長期キャンブは、子供のみの参加とし、活動内容を明

確にして子供に示し、参加の方法や実施計画は子供に任せようとする立場を取った．しか

し、長期キャンプでは、学生を含めた参加者（子供達）が全く初対面から、生活をスタ ー

トさせることになるので、初日と 2日目は、時間的に制約される活動を組み入れ、身体を

まず動かすことに重点をおいた．そして、子供と学生との心の触れ合いの生まれる場の設

定を、以降の活動に用意した。

可－FO
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盆保健室登校や不登校のみなさんへ③

伝達阿南少年8燃の家では．昨年．不.Ill宣のお友iib’F加して『ふれあい自然体験キ守ンプJを実

鎗しました．たくさんの友途が集車ラτ．ポランテ f7の大学生のお兄さんやお鱒さんと．ワイワイ

ガヤガヤと勺ても楽しく生活しました．大”はので．どの子が不霊~や保健室登絞の子々のか．全く

分かワません．それに自然の家は竿燃ではありません.91JJ警のE置さんの．たくさんのj ヲセージの
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iーもおいしく今τ．会加がVery Good！でした.a高のキ守ンプでした．

，（中学生女平）…山J

z……・Si事事0王室kさ人，カ3 ら o:>..:>< 'Zit－；；.＿；－ぞ兎……・・

5泊68という畏いキ守ンプ．先主方をはじめ学生の皆様には．大変おt空路になり有nうござi
1 いました．

家からあまつ出たがらないよF俄でしたので．学校からキ令ンブの手総をもろ勺τきて‘『友達i
；と-t置にfすってみたい.Jときった1!11が婦しくて．さ勺そくゆし込みました．

こんなに畏い問．家を~11 るのは初めτでしたので、 銀としては鰻初とτM.~でしたが．本 j
j人はそんな，心配はよそに．し今かりキ守ンプ5主治を1-'lしんできてくれたことがとてb熔しく．大：

j変異iailtしました．普段京ではどうしてb依釧心が型車くなゥてしまいますが．この質量な体重費を過：

jし．少しではありますが．自分で考えて行動するζ とができるようになってきたように思います.~ 
T本当に行かせて良かゥたなと．有ワ健〈思い~した．

山（小学生男子母｝…J

4弱者革主力Qf,こーコしるてご c::>D夜”・』＆~？
只県内の小中学生々らだれでむ穆加できますが、精製者が多いt晶合には‘原則として不登校あるいは

保健室主主佼の皆さんとその友遣を機先します．

8短期キ守ンプIi保自事者 0車線｝のl:Tさん問｛事1.11r.tn11ですが－~ともさんが参加されなくてむ保i聖者
怨2長会｛不受151で悩んだことのある方のおI＆軍事｝には保i事者のみの参加もできます．

es長期キマンプは．子どbのみの曾j則が~filfです．また.)ill/!キマンプに参加した皆さんが｛費先です．

q,.:;;型車量力四獅置島本？

品短期キ守ンプ 3. 8 0 0円 Elf喜朗キ？ンプ I 8. 0 0 0円

どちらも．食野や保険料金などの爽1<lです．般企l;t当日します．なお‘長JIJIキャンプでは、沼IRプ
ログラムによって若子のm~唱が準じますが． ヰ』治交付時にご迎絡いたします．

号弓弓弓場警再奏詳言夢苓弓勢寄麗雲

銘 短期キャンプ 7fll2日（土）～1J日（印刷雌醐制凶
7月 午 高1 午 t量 タ II 

I B~ I i I ；｜伽タイムリーれ…｜自］ ｜

t> I ~········· ···・...……”“ z : 霊w·-1健民~1.l~t,1•,Lll円刊n1;.1M1J~ I 

I i受付時刻までに少i ~ a·ぬmもttt＜~，~.w I 

I 2自i I i；年自然の京まで. : i・ r---ーーーー『 ｜ 
｛土｝ ト・・・＋.. ・： 各自でご集会くだ： ... ［集合J(1:00) ........…－－….. I枝子11:1画会食l ｜ 

~ r L~.~.と ；；局総~i,l ' ! ［札制幽；I 

者 i ~ 6!11抑制町liHll~~.lllflffM”を :nmmm町fl（干型倒~~ ・’W I
LU刊 kちの9tt！な刑事者・・・？ : t'll•HU:？.平·ID!柑t削除桝硲 ｜
ltt~Ul..~lU~tLJ沙.~.，t(i! i tlll•l:Ulmtt. I 

28自I I I i I lb~－ ·ti昨川｜｜野外炊飯！ I ：…・のの僚級者の笛織へ……，，

b I hl..lltHC. 伽・叫lnWJLtいう . fl1~W.
担G~ιm量tt.LN（守｛、lb!

.-< 12:30-1 :30）－『
I 3日卜…・！”......…………………4貌子拳加者会食l
｛日 ＞ I I ' ' 

ご案内のように"11UIキャンプでは．子供さ i
：んがたの活動とは独立した．｛量級者の留さん；
jのi!l'Jb~·帽をしています．

11(庭や峨t晶の滋t~か令ちょっと~れτ．自 i
：然の家へいら句し。いまぜんか．ゆ勺〈ワゆj
i 勺たワと．自然の中でちょ勺と~時~L.τみ 2
1ませんか・・・．そして．野外炊飯や竹トンボをi
~ I官。々がら．平f~のI羽を思い出してみません 1
：か・・・．害、ときゥと『忘れかけていた子供時；
~ ltJを思い出します．縦しか勺たI)• ,.e.しか：
iゥたり．奮しか勺た午mのE聞のζとをーへ

保Ir<B:3＜＞・t0:30lr(10:3（｝・12:3ゆ） ※解散予定
11 I li•,W7U!I !.fttン耳目1m1: c2:001 
者 ｜」一平供時代に返ゥて II・ーJ

以舟falllt1トLt’.nut干＇－喝~ii
!Hf?1L1~. ttHL1怜・・・！？

ぷ：. f骨ち物 ~ 申し込み
野外活動のできる服装 ・帽子ー還動flt.上I置き
i!t面lflA・パジ守マlit. lll手 ・雨具・ 懐中電灯
筆記具 ・健康保険証｛コピーでも苛｝

下紀申込書を切っ耳RI).貨li革またはFA Xで阿禰少年自
然の家まで申し込んでください．なお．締め切りli!I!!!!
キ令ンブ61'12813二一塁M全＿，.＿之：t7月l里8~す．

申込先 長野県阿南少年8然の家 ・399・15 下伊ll¥gi¥阿間町西条23 3 2 
お問合せ it 0 2 6 0 -2 2 -3 3 I 5 FAX 0 2 6 0 -3 I -I 0 I 5 

…・キ……・・・ リ……….~…ー・ー リ・…ー…セ・・・…・ ン………・”…・…・・……・…........・……一

ふれあい自黙体験キ Tンプ参加申込書 置緬~~:ti.mi’

｛ふつが勾｝ 児麓.!!:. ！産 ：年齢 保t望者
~ ~・女 i 印

氏 名 オ

学校名・学年 ｛小・中）竿151 竿年

住 i'li 回

（迎絡先｝
市 ・mi （ぢ

多）J附 箆に 0 い短IUI m!JIとも参加する． 2 短Jiiiのみ~Imする ． 3 : lUUIのみ参加する．

..：＇ほJtLL



組長期キャンプ 8~2 日（土）～叩（本） 側側側側tt

午前 j 午後 i タ. il 

｛午量l時

［室内泡］

lちよウと泡足（選択プロタラム｝｜：夜問川合$鍛； ｜グル一プごとの夜問霊山l

I t賓の山の大燦倹だ ！

－ f“’………………”3 : l星空限測・山頂野宿
鱗の山頂生活 I i下山の後は温来！： ~ I 

「上る朝日に I : fかじかの湯』の； ． ． 目

ヤヲホー！! J I ¥ 大筒険 1 ｜テント村づくり・野外炊飯｜

［テント泊］

mm1~m19 ｜キ守ンプ
［室内泡］

r お llll れ巡足 I i Iお別れパ－テ 4一｜
天竜川の大自然』｛ライン下IJ> I 

~I柿l峨…会｜庶民雫主主p
~ (I）中央自動車道「飯田 Ic jから寧で約40分． ~ 
~ (2）貴印は．「飯田 ICJから r!!Jill I 5 I 1に畠 i

るために．右左折する交差点の名体です．
~ (3) J R飯田線『温図駅Jょっ．路線パスが出てい

ます.15分程乗り 「癒割Jで下車、徒歩5分です.: 
i：産自家用息の繍合『国道 I5 I J上の山腹の『大i

きな時計』が目印となります．

キリト

余加 i申立
タ加 ll.隻・ 車以前UH:r.L:Ulht以前ごまもt正8い

現 竜王 の 既
健康扶懲 後

症
（具体的に｝ な

ど

不登彼傾向の ［有・無］
有・無

(R愉llilW

要 mなど

資料！

早 li'lt9年 Ill'.

小中学生のための

． ， 
Z誌る“d』

短 期キャンブ

日一一一7月I2・日（土）～I3日（日） 締切6月28日（土）
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子供との fふれあいj bこ期待するもの

「ふれあい自然体験キャン プj を通して 、教育学部の学生、特に教員を目指して いる学

生に期待し たものは 、子供とのふれあいの「感覚的受け止め」の経験である．子供の心を

感じ取るこ とのできる教師の「感受性」とは、その教師の人間性による感覚的な心の共鳴

あるいは響き合いのようなものであり 、マニ ュアル化8れた客観的基準によって示さ れる

ものではない．教師自身が、いかなる人間関係の中で、いかに過ごしてきたかが問題とな

るのである．アイデンティティー形成の真っ只中にある学生達の心と、参加した子供達の

心を、直に共掻させる ことは、今後の彼等の生き方に新しい方向を示せるのではないかと

考えたのである ．

従って 、学生も子供と同じ立場で参加し活動する立場をとった．つ まり、学生に「子供

時代Jに返ってもらったのである．一般の教育実習にみられるような、指導案作成に当る

キャンブの活動計画立案などはしないのである．子供と一緒の活動班に入って、子供と 同

じ活動メニ ューが示きれ、好きなように活動するのである． 子供達より数年年長のお兄さ

んお姉さんとして、自ら活動を楽しむのである．そこには、当然子供を管理しようと する

意識や、指導目標に追い込まなくてはならないとする使命感は要求されない．むしろ、活

動班の年長者（リーダー）としての、悩みや戸恐いを、自己の問題として直接感じること

になった。 少なくともキャ ンプでは、班単位の活動がプ ログラムされており、班ごとに活

動が任されていたからである．自己主張すれば、当然子供は退くことになるし、子供の心

と共鳴すれば、 子供は心の窓を聞いてく るか らである．つまり 、このキャンプでは、教師

の立場に立っ て接するのではなく、 子供の中に入って、子供と 同じ立場になり、しかも 、

年長者としての判断と行動が要求され、しかも子供達に対して責任をとらなくてはならな

いのである． 学生が今日まで培ってきた人間性そのものが、子供達の前にさらけ出される

ことになり、その反応は、実にシビアに子供によって示されるのである．なぜなら、この

キャンブは「学校」 の先生によって管理されていないからである．

この、子供の心と学生の心との 「ふれあい Jは、 アイデンティテ ィーの形成において、

子供にとって も学生にとっても、相乗効果的に作用したと思われる ．なぜなら、子供にと

っては、家庭や学校 という管理された環境か ら一歩出て、少年自然の家という開放的な環

境の中で、しかも、無理解に管理しようとする姿勢の感じられない学生が、理解しようと

する姿勢で接してくれるからである．自分の人格が傷付けられないことを、感覚的に感じ

取った子供は 、自己の心の窓を開こうとし、そこには、相手の存在と自己の存在とを容認

していこうとする姿勢が伺えるからである．

一方学生に とって は、自分の心に共鳴し、 満足してくれる子供の笑顔を見たとき、相手

の心に(j)Jきかけた ことの反応として、子供の心を感じ取るこ とがでる．しかも、その反応

が、強要や義務的なものではなく、本むからの無意識の反応として感じ取れたとすれば、

感覚的に、「与える愛情Jの喜びを 、自己の中に感じ取った ことになるのである．「与え

る愛情」への充足感を感じ取ることのできた学生は、育ってきた人間関係の中に「与えら

れた愛情 j に対する喜びが経験されていたからである．今、自らが、自分よりも弱い立場

の子供に「接する Jことによって、自らが与えた愛情の感受を、相手の中に見出せること

を認識し、それを喜びと感じることができるということは、教師にとってはなくてならな

- 64ー



い感覚である．この充足感の経験こそ最 も必要なことである．愛情に対す る自己認識を深

め確立していくことは、この時期の人間形成に重要な位置を占める ．

子供の反応、及び学生の反庄、

一子供からの手紙（不登校中学 3年生女子） 一一一

私は、 4泊 5日だ ったけれど、今年 も、と ってもすてきな体験をさせてもらいまし j

jた．今年が最後だ ったので、行ってよかったと思いました．今度参加できるとしたら

；スタッフだと思います．絶対に、スタッフとして参加したいと思います．とてもすて

jきな体験キャンプに参加できた私は、幸せです．

今年も参加して、 『心の宝物 』を沢山もらいました。大切な宝物です．すてきなキ

：ャンブをありがとうございました 。このキ T ンプに 、スタッフとして行くことができ．

jたら最高です ．

※ l 文中の fスタッフ Jとは、教育参加の学生のこと．このキャンプでは 、学生を「ス

タッフ Jと呼んでいた。

※ Z この女子中学生は、昨年度も参加した．

．…不登校児母親か らの手紙・

外見的には、余りこれといって変化はみられませんが 、子供の内側は 、とても変わ j

jってきているのではないかと、ふと感じま した． ： 

寄せ書きの色紙を見せて、 「これは私の宝物だ！」と、抱きしめていました。また、；

；送られてきた修了証と写真を、とても大切に飾っています。これは、このキャンプで：

；とても大切なことを学んだからだと思います．そんな子供の様子を見ていると、これ j

iからどう変わっていくのかと、ワクワクしてきます．子供の成長を、楽しみに見守っ i
iていけそうな気がしてきました．

「私は、まだ、 3回キャンプに参加できる .Jと、キャンプをとても楽しみにして j

jいます．子供に、キャンプの楽しみそ教えていただきましたスタッフの皆さんに、感；

；謝の気持ちで一杯でごぎいます．本当に有難うございました． 1 

※ E 「寄せ書き Jは、最終日に、色紙に阿南少年自然の家の参加者全員で書いた．

※ Z 「修了証Jは、参加者に、天竜ライン下りの記念写真とともに送付した．

参加学生の感想（教育学部4年生女子）

今回のキャンプで、私は初めて不登校の子供と触れ合いました．といっても、どの

子もそんなことを少しも感じさせない、とても明るく、いい子ばかりではないかとい

う第一印象を受けました。しかし、一晩、班の子供 3人の話の中に混ぜてもらい、 一

緒に様々な話をした中で、どの子も皆各々に現在、そして未来の自分自身について考

え、悩み、まだ幼いのに、大きなものを背負っているのだな、と感じさせられました．

P
D
 

P
O
 



また、様々なイベントを行うごとに、班の中では平気なのに、大勢で何かをすると一

歩さがってしまうといった子供の僚子を見て、集団生活の中で自分をうまく出せない

のだな、と感じました ．

このような中で、在、は、スタッフとしてどのように子供に接していったらよいのか

（例えばどこまで子供の意識を尊重し、どこまで集団生活の中に入っていかせるか等）、

また、将来教師となり、このような子供と接していくことになった場合、どうしたら

よいのか等、今まで余り考えたことがなかったことについて、考え、行動できる、と

ても良い機会となりました．そして、何より子供と一緒に、とても楽しく過ごせまし

た．ただ、最後に家に帰っていく子供が、 「（今までの生活に戻るから）家に帰りた

くない．」と言っているのを聞いて、ふと、このキャンプは子供達にとって、どんな

意味を持っていたのかが分からなくなってしまいました．多くの友達を作り、みんな

で様々な経験をしたということは 、大きなことだったと思います。しかし、これから

先、自分が抱えているものを乗り越えていくのは彼女達自身で、私達は「頑張って J

と見守ってあげるしかないのかな、と感じてしまったのです．勿論これから、彼女た

ちと手紙のやりとりをするなどして、力になれることがあったらそうしていきたいと

は患いますが、彼女たちは、今回のキャンプの中から、 何かを見出し、それを自分自

身で、自分の生活の中に生かしていって猷しいと思います．

今回のキ T ンプについて考えたことが、私の中で、まだしっかりとまとまっておら

ず、長身といろいろ描いてしまいましたが、この経験は私にとって、本当に貴重なも

のとなりました．ありがとうございました．そして、皆さんおつかれさまでした．

参加学生の感想（教育学部4年生女子）

「ふれあい自然体験キャンブ Jに参加させていただき、本当にありがとうごEいま

した．土井先生に誘われて、軽い気持ちで参加したのですが、いざ、始まってみると 、

考えさせられることばかりで、とても貴重な経験をさせていただきました．

ちょうど教貝採用試験の一次試験の結果の届く前だったこともあり、私は本当に教

師に向いているのか、私は教師という職業をやっていかれるのか、ということを考え

ながら過ごしていました．

私の班は、男の子の班だったので、最初、どのように接したらいいのか、少しため

らってしまいました．教育実習の時のように、子供たちから見て「先生」という関係

では当然なく、どこまで踏み込んでいいのか悩みました。今でも覚えているんですが、

野外炊飯の時、自分が食べ終わったら自分の食器しか洗わないで、飯盆や鍋やビニー

ルシートの片付けをしないで遊んでいた子に、強く怒ってしまったこと・－－．言っ

てしまった後に、強く言い過ぎたととても後悔しました．このように、とても些細な

ことなんですが、そういうところから多くのことを学ばせていただきました．そして

私も、少年自然の家の職員の方のように、大きな器で子供たちを受け入れることがで

きたらし＝いなあ、と思いました．

立派な教師でなくていいけれど、平供の心の分かる教師になろうと思いました．教

育実習では分からなかった事が分かり、教師になろうとしている私に、いろいろ考え
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る機会を与えてくださって、本当にこのキャンプはいい経験になりました ．ま た、こ

のようなキャンプを催してくださった方々に、心から感謝したいと思います．本当に

あ．りカiとうございました ．

参加学生の感想（教育学部4年生男子）

6日間お世話になり、どうもありがとうございました．私は、このようなキャンブ

には初めて参加したのですが、予想以上に多くのことを学び、もっと前から参加して

いれば良かったな、と残念に思います．

キャンプを通して感じたことは、初めて出会った時の子供達の顔と、お別れする時

の顔が、完全に違っていたとい・うことです．最初の自己紹介では、本当に恥ずかしそ

うにしていたのが、だんだん生き生きとしてきて、子供遥が何か自信につながるもの

を得たような感じがしました ．子供達は、一人でいる時とみんなでいる時との表情が

全く異なり、みんなでいる時は本当に楽しそうにしているので、できるだけ彼等が一

人ぼっちにならないよう、仲間の輪を広げていく手助けをするのが、私遥の大切な役

割の一つではないかと思いました．また、心の中では贈しい、楽しい、ありがとう等

と感じていても、それをうまく表現できない子もいま した．彼等は、いいところをた

くさん持っているので、それを伸ばしていけるようにすることも大切だと思います．

そしてそのために、子供達の話や悩みを親身になって聞き、真剣に考える姿勢を私達

が持てば、彼等も自然に心を開いてきてくれるということを学びました．

このキャンプでは、子供達も私自身も．大きく成長することができたと思います．

本当に有難うごぎいました ．

参加学生の感想（教育学部 1年生男子）

子供と屑を組み、手をつなぎ、子供をおんぶしてやり、屑車をしてやり、常にスキ

ンシップをとりました．不思議と子供はなついてくれます ．中学生も例外ではありま

せん．

一人でいる子には、バレーボールやバドミントンの輸の中へと、どんどん誘いまし

た．そのうちに 、自分から入ってくるようになりました．迎う斑の子供述ともと ても

伸良しになれま した．

私自身、すごくいろいろ学べました．スタッフミーティングのときの少年自然の家

の職員の方の話や、子供と直接ふれあうことで、すごい大きなものを得ることができ

ました．教育学部に入ったのに、全然教師に近付いたという実感がなかったが、 この

キャンブに参加して、改めて自分が子供のことが好きで、 子供と遊ぶことの楽しさが

分かった ．短期キャンブ、長期キャンプと参加して、自分が 4年間で勉強すべきこと

が、少しずつ分かつてきた．頭のいい教師より、子供と上手に接することのできる教

師を目指して、来年もこのキャンプに来たいです．

- 67 -



終わりに
fふれあい自黙体験キャンプj阿南少年自然の家実施結果

危機的状況にある教育現

場に対して、次々と対策が

打ち出されてくる．ハード

的内容からソフト的内容ま

で、幅広い検討がなされて

くるであろう．しかし、ど

のような対策がなされてき

ても、最終的に、子供に届

く末端では、平供と教師と

のふれあいによる人間関係

の中で、実施されることに

なる．

学校現場の中で、子供と教師と

が、より良い人間関係が培われる

ように、環境が整えられなくては

ならない．学校だけに責任転嫁を

するのではなく、社会全体の中で、

家庭と 学校との役割や連携、司能

性や展望等十分に検討されなくて

はならない ．しかし 、その結論や

方向が示されるまで待っていられ

る程の余裕は、子供の置かれてい

る現状には全くない。

厳しい状況ではあるが、教師が

子供とのふれあいの中で、教師の

人間性を媒介に して、苦しい立場

にいる子供に手を差しのべるしか

有効な手立てはないのである ．

今回の「ふれあい自然体験キャ

ンプ」に、教育参加として参加し

てくれた学生諸君の純粋で前向き

な姿から、しっかりと じた今後へ

の希望と期待をみとった。ここに

報告する ．

キャンプ 短期キャンプ 長期キャンプ

期 日 7~12日（士 ）～ 13 日（日） 8ft 2日（土）～ 7日（本）

小－中学生 4 7人 5 2人

差，.，是 （不登自児童生徒） ( 2 3人、 49 %) ( 2 4人、 46 % ) 

力日

者 保護者 3 9人

ぷロb、 3十 8 6人 5 2人

※ I心のコップの7kl：子供は各々

の心のコップに、悩みを貯めて

いる・・・（親の学習会での話）
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4. 「信大YOU遊サタテ’ーJの出張と他大学との連携

子どもたちと共に自然体験を

陸 斉（長野県自然保護研究所）

将来の人々に、現在と同等かそれ以上の自然環境の豊かさを残すことは、常に、今を生

きる人類の責任である。長野県でそれを具体化するために、研究所としてできる範囲で、

自然環境および社会環境の実態把握と、情報の提供、学習と交流の場を設けるという活動

を行っている。研究所の学習と交流の事業は、県民一般向けには、敷地内の「研究 ・観察

林Jの提供、 「自然ふれあい講座j、 「移動研究所Jなどの取り組みであるが、特に子ど

もを対象にしたものとしては、 f風の子自然塾jを実施している。

「風の子自然塾j は、子どもたちに、多様な自然環境の中で自由に遊ぶ場と、遊びのき

っかけを提供することを目的に、今年度は2回実施した。われわれの創造力の源である自

立した自然のひとつヰ集林という場で、多感な時期に五感への刺激を受けることが、将来

の人生を豊かにし、 自然の価値を大切にすることにつながると考えられるからだ。 1回目

は9月15日に、研究所の敷地内の植物を素材として、研究所のエントランスホールに“オ

ブジェ”を作成してもらった.2回目は9月27日に、 研究所の「研究 ・観察林J内で、“木

登り ・アカネズミの観察 ・自然の家づくり”をしてもらった．子どもたちへの対応は、な

るべく多くの人数で若い人が行った方がよいと考え、いずれも学生のボランティアをお願

いした.9月27日の方は、土井進先生の紹介で信大の「YOU遊サタデーJとしても位置

づけていただき、教員を目指す信大の学生たちに依頼したのである．

当初は子どものことだけを念頭に置いていたのだが、聞いてみると、今の学生は、子ど

ものころに森林の中で集団遊びをした経験があまりないと言うことである．したがって、

林の中で子どもたちと遊ぶことは、子どもにとってのみならず、将来教壇に立つ学生自身

にとっても貴重な経験になったようだ。また、自然体験の意味を、学生である聞に考えて

おく意味も大きいのではないだろうか。

一つひとつのプログラムにどのく らいの時間をかける必要があるか、という点は、実施

してみるまで、よくわからなかった。そのため、当日は全体に時間が不足し、子どもたち

のそのときどきの気持ちに、十分応えることができなかった．時間に追われてややあわた

だしくなり、それそ．れが中途半端になってしまったようである．反省すべき点である。

ただ、子どもたちも、学生たちも、沢の流れや動植物の暮らす標高lOOOmの林は新鮮だ

ったようで、日頃味わえない体験を楽しんでもらうことはできたと思う。

今回は、各プログラムにそれぞれ『仕掛けJをした．道具の用意や事前の準備が必要で

あった．しかし、もともと子どもの遊びは、一見「何も無いJ場で、意外な「道具jを発

見し、遊び自体を創造するところに意義がある．敢えて準備は控えて、場ときっかけだけ

を提供し、あとは子どもの自主性にまかせて遊びを展開させることも、図るべきであろう．

そのためには、同じ子どもたちに、時間と回数を多く保障するべきかもしれない．

そのような、気軽に繰り返し参加できるような催しを、今後はもっと行っても良いので

はないだろうか。また、各地に子どもの遊べる自然が増えることが望まれている現状では、

この成果が、地域の里山づくりや緑地の整備へとつながる可能性もある。

それを、例えば、 「YOU遊サタデーJを経験した学生たちが、将来教師になって、地

域で子どもたちやその親と共に実践できるようになれれば良いのではないだろうか。
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叫Jま〉そケてJ主

千葉積子（理科専攻 4年）

「山あそびj を開講するにあたって

今回初めて飯綱でY0 Uサタを開講することになった経緯としては、飯綱の自然保護研究

所の方から「飯綱でぜひY0 Uサタをやって欲しいj とのお声をいただいたので、こちらも

ぜひやってみたいという気持ちから始まった。始めは、自然保護研究所の方にキャプテンを

お願いして自然に関する講座を聞いてもらうつもりでいたが、学生がキャプテンをし、研究

所の方はその手伝いをしてくれることとなった。

講座の内容は何回も検討を繰り返し、当日を迎える間際まで決まっていないという危なつ

かしい状態であった。キャンパスを出た場所で、初めて野外での活動を取り入れるというこ

ともあって、せっかくだからそこでしかできないことをという声もあり、飯綱でしかできな

いことをやることとなった。しかし、そのためには研究所の方の協力なしではできなかった

ζ とばかりでめり、野外での活動の難しさを痛感することとなった。gf¢座内容として決まっ

た木登り、ネズミの家さがし、家作りのそれぞれには、当日を迎えるまでどうなるかわから

ない状態であった。それは、当日の天気も心配であったし、事前の連絡不足や、環境がどう

なっているかの把握ができなかったり、どんなことに気を付けなければいけないのかその予

測がつかなかったからである。すぐには行けない場所での講座開講の大変さを知ることがで

き、また、良い経験ができた。

講座内容について

木登り・・・まず木の選択から始めた。最初に決めていた木では実際には登ることができず

断念し、別の木を探した。なるべく大きく足をかけ易いものを探した。はしごを用意し、木

の途中からロープで保護しながら登るようにした。子どもたちの中には、怖がる子もいたが、

全く登れない子は一人もいなく、登れない子もいるだろうという予想を見事に打ち砕き、 皆

上へ上へと登った。1度ならず2度3度とやりたがる子がたくさんで、次のネズミの家探し

に移動するのが心苦しかった。また、木に登らない子への配慮、を一応考えてはいたが、何も

指示しなくても、自分たち自らまわりの落ち葉を拾ったり、生き物を見つけたり していて、

自然への興味を見出していた。

ネズミの家探し・・・前日、ネズミが死んでしまわないように40個近くのねずみ取りを仕

掛け、当日は10匹くらいのネズミを放した。このネズミを子どもたちが追し、かけて、どこ

に家があるのかを探した。陸さんから、 f自然の生き物であるネズミを素手で触らなし、Jと

いう注意を受けて、子どもたちは触りたい気持ちを押さえてネズミを追っていた。あまりの

速さにすぐに見失ってしまう子もいたが、ネズミを放す時、見失わないぞと皆で必死で追う

姿はかわいらしかった。

お家づくり・・・午後の時間を使って行われた家作りだが、時間の無い中で作ったので、 長

い木を組んでシートをかけるという本当に簡単なものになった。しかし、陸さんの考え通り、

子どもたちにどうやったら家ができるかを考えてもらって作ったため、家作りに留まらず、
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テーフツレも子どもたちが考えて作るという予期せぬ行動が見られた。

飯綱とキャンパスで行うときとの違い

・森の中での活動という事もあって、虫・ハチ京Jjされへの対応やへピに出くわしたときの

対応について、薬を用意すると共に、木から落ちてしまったり 、転んでしまったときに大き

な怪我となってしまったらどうすればいいのか、どこの病院へ行けばいいのか、どのように

して連れていくのか確認しておく必要があった。

・限られた時間をどう有効に使うか。余裕を持って組んだはずの予定も時間いっぱいになっ

てしまい、全く足りなかった。 1日は長いようであっという問に過ぎてしまう。飯綱までの

移動の時間や、森の中の目的地までの移動の時間もかかってしまう。そんな中で、 1つのこ

とをもっと充実して行うことができると良かったと思う。子どもたちの充実感を欠いてしま

ったようで、時間の組み方に、少し無理が生じてしまった。しかしそれはやってみなくては

どのくらい時間がかかってしまうかわからなかったので、この事が次回に生かしていけたら

いし、と思っている。

．ゴミの片づけについて、それほど気を配っていなかったことは、大きな反省点である。と

いうのも、千どもたちが遠足気分で来ることに気が付く事ができなかった。昼食時におやつ

を持ってきている子どもが大半で、その後もポケットに忍ばせて途中で食べていた。それを

特別注意することはしなかったが、ゴミを落としてしまっている子どもがいたことは残念で

あった。それに気が付いたのも取材に来ていた方であり、子どもにすぐに指摘してくれたの

でそのゴミに気が付くことができた。小さなゴミでも、ちゃんと対処するように言うべきだ

ったと思う。

1日を通しての子どもたちの様子

YO  Uサタに歩加してくれる参加者の方々は、始めどの人も劉と緊張した面もちをしてい

る。飯綱への多加を決めた方々もそうであった。飯綱へ移動のパスの中でその緊張を和らげ

るために、どんなことをするか考えてはいたが不十分であった。飽きさせずに時間いっぱい

行う事は大変であるが、決めておく必要がある。見知らぬ人との交流の場を持つこと、リラ

ックスした気分になってもらうことは、講座を開くうえでも次に進みやすくなるから大切な

ことである。今回、ネイチャーゲームの小池キャプテンが、講座を始める前に2つの講座一

緒に何かしようと提案してくれたおかげで、講座を始めるときには参加者とスタッフがお

互いリラックスした気分で参加してくれていた。こういった交流の場を持ったり、 1日中一

緒にいると、半日で終わってしまうキャンパスでの講座にはない参加者と学生とのつながり

ができ、閉会式ではその違いは明らかに見られた。そのため、終日の講座のよりいっそうの

充実した内容を持つことは大変大事であると思う。

もし、次回があるならば

私はぜひ次期Y0 Uサタでも山あそびを開いて欲しいと思っている。研究所のような自然

に恵まれたところでの活動はそうないだろうし、あったとしても同じように木登りや、ネズ
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ミを追いかけたりできるとは限らないだろう。今回開いてみて、子どもたちの持つ勇気に大

変驚かされた。その勇気をどの子も自信を持って行動で示していける場をこれからもどんど

ん持ってあげて欲しい。男の子も女の子も関係なく、木登りに夢中になって上を目指してい

たときの子どもたちの輝く目を、私はどの人にも見てもらいたいと思っている。ぜひ、これ

をきっかけに今後も飯綱の自然保護研究所と交流を持っていただきたい。

最後に

今回、陸さんを始めとする自然保護研究所のみなさん、スタッフのみなさんのおかげで、

r wあそびJを無事開くことができ、大変感謝している。講座の内容が当日間際まで決まら

ず、大変ご迷惑をおかけしたと共に、ご心配をおかけして申し訳なかった。みなさんのおか

げで、 山あそびは大きな怪我人がでることなく終わることができた。言い尽くせない感樹の

気持ちを込めて、ありがとうございま した。

（『第四期「信大YOU遊サタデーの実践Jより転載』）
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第 四 期 信大 YOU遊サタデー遊学プラン

第 12回 9月27日（終日）

講座名 山あそび Tシスタントスタ77数 7名

参加者数 14名

キャプテン名 千葉綾子 （理科専攻4年）

指導教官名 勝木明夫教宮

－講座のねらい

自然の．中T.J遊ぶものJーが侃もない．ところ.~で車分たち．？で煮え丈遊＆だ．り～作フたり .L-.~亡し.＼~.

．ことを通L－.て、．．それが．普段の．生活．の!11.で応用できるニ．と仁気性又こと ．を．ね.6.1'.~ とオるι

－講座の展開

時間 活動内容 キャプテン・スタッフの動き 子どもの様子

9:00 開会式
9:20 パスへ移動 参加者の引率

9:30 飯綱に移動 人数の確認 飯綱までどのくらいかな。

持ち物の確認 忘れ物はなし、かな。

体調チェック パスには酔わないよ。

10:15 飯綱に到着 講座参加者の人数確認 キャプテン・スタッフの人はど

( 1回目電話連絡） んな人かな。

スタップの紹介 注意する司王はどんな事かな。

参加者の自己紹介 何をするんだろう。

講座の注意事項

10:30 飯綱隊集合 心と体のコミュニケーション

（ネイチャーゲームと一緒に）

10:50 午前の部開始 木登り（40分） 木から落ちないように気を付

ネズミの家さがし（ 3 0分） けなくちゃ。

（雨案）野外散策 ネズミはどこへ逃げるかな？

どこに家があるのかな？

葉っぱがいっぱいだね。

12:00 昼食 昼食場所の把握（2回目電話）
13:00 午後の部開始 小さな家作り

（雨案）しおり作り 家はできるかな。

ラミネー トやアルバム台紙を使 どんな家ができるかな。

って、しおりやはがきを作ろう。 中に入れるかな。

14:30 片づけ始め
15:15 信大へ出発 人数の確認（3回目電話）

（パスの中で、修
了証・アンケート

をIllす。） ' 

16:00 ｛雲大着
16:10 閉会式
16:30 解散 参加者の見送り
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未来のパパ、ママが家庭教育事業を支援

上原 美次（佐久教育事務所）

・1 1月 9日（日）乙女湖畔の小諸市公民館で開かれた「家庭教育のつどい J （県教委主

催）には、家族連れ、子育てサーク JI..の関係者など 50 0人ほどが参加してくださった。

午前中は 「乙女の森フェスタ Jと名付けられた親子の共同体験活動でにぎわい、午後はテ

ーマ毎の分科会で研究協議などが行われた，

このつどいの特徴として、地域の皆さんやサークルを中心にした実行嚢員会を組織し、

企画からi霊堂まで一緒に作り上げていただいたことが挙げられます．市教委、育児サーク

ル、ボランティア活動家に加え、信州大学Y0 U遊サタデーからも佐々木美恵副委員長さ

んが実行委員会に入ってくださいました。 1 2名でスター 卜したこの会は、初回から企画

に熱が入り、時間を超えて話し合われました。佐々木さんも Y0 U遊サタデーでの実践を

紹介しながら、 説得力ある提案をしてくださり、その多くが当 日の会に反映されました。

そんな一例が、佐々木さんが司会を務めたオープニングです。 「柔らかな学生の皆さん

の発想で、親子参加の事業にふさわしい和やかで楽しい演出を」という実行委員会の願い

に応じ、 Y0 U遊サタデーと上田女子短大レク研の皆さんが進めてくださいました。イチ

ョウの落ち葉で作ったタイト JI..文字、かわいいイラスト入りの背景画がステージ装飾用に

製作されました．寸劇ゃくす玉割りで笑いが広がり 、活動意欲が一気に高まりました。

YO  U遊サタデーからは、当日 13名の皆さんが指導ボランティアとして参加してくだ

さいました．実施前にも、中村典史委員長さんと佐々木さんが会場下見、材料の買い物、

用具の手配なとV卜諸まで出向いて準備してくださり、頭の下がる思いで した．当日は、フ

ェスタでおこなわれた選択プログラム 15講座のうち、 「フィルムロケッ トを作ろう J

「宇宙か らスラ イムがやってきた J 「大きな大きなシャボン玉」の3諦座を開いてくださ

り大好評でした．学生さん達のエネlレギッシュなパワーと子ども遠の歓声に促されるよう

に、親の皆さんも積極的に活動していました。親子で一緒に遊び、作り、挑戦する活動の

なかで、親が子どもとの関係を振り返るきっかけづくりができたのではないかと思い ます。

「子どもと半日遊ぶことができてよかっ た。子どものうれしそうな顔いいで‘すね。もっ と

遊びたかった. Jと感想を書かれた方がいらっしゃいました。日頃忙しい日々を送ってい

るお父さん、お母さんですが、子どもと遊ぶ大切さを確かめていただけたことと思います。

ところで、乙女の森フェスタは、親子を対象とした事業である点で、子どもを対象とし

ている Y0 U遊サタデーとは遣っています＠日頃、父親・母親とは一緒に活動する経験が

少ない学生の皆さんにとって、今回のフェスタは親との接し方を学ぶ良い機会となったの

ではないでしょうか。将来教師になっていく 方も多いと思いますが、親との距離の取り 方

は、現場に入る とすぐに直面する課題だからです。また、近い将来続になっていく青年層

の皆さんに、親子の関係な ど家庭教育に関心を持っていただけたこ とも成果としてあげら

れます。

この事業について最初から御指導いただき、共に参加してくださった信州大学土井進先

生、早朝の準備から最後の片づけまで、ボランティアで参加してくださった信州大学Y0 

U遊サタデーの皆様に改めて感謝申しあげます。
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出張Y 0 U 遊サタ デ一

実施日時： 19 9 7年 11月9日

会場 ：小諸市文化センター

主催者 ：長野県教育委員会佐久教育事務所

【小諸で出張Y0 U遊サタデーを行うまでの経緯］

n 乙女の森フエス事

佐々木美恵（家庭専攻 4年）

この出張Y0 U遊サタデーは、家庭教育を考える目的でイベントを行う佐久教育事務所

の方から声をかけていただいたことがきっかけで行った。親子で様々な体験をすることを

通して家庭教育について考えて欲しい、 というイベントの主旨をくみ、親子で物づくりや

遊びができる講座を閉し、たのだ。

［主催者側との打ち合わせ ・準備］

主催者側の方とは主に私が連絡を取り、それを各キャプテンへ伝えるかたちをとった。

・実行委員会に出席し、イベント全体の打ち合わせと各講座の打ち合わせ（2回） （中

村 ・佐々 木）

・会場の下見、 各諦座の打ち合わせ、備品の買い物（I回） （中村・ 佐々 木）

・電話で各打ち合わせ（佐々木）

［講座ごとの打ち合わせ ・準備］

参加者数がはっきり把握できなかったり、全員が会場を下見したりできなかったので、

安全面や大まかな講座の流れ、備品などを確認し合うことが主であった。当日の状況に応

じて柔軟に対応していくことが多かったり、キャンパスで行う YOU遊サタデーのように

参加者の名前や年齢層がわからなかったりしたので、事前は不安が大きかった。

－参加者数などを仮定した遊学プランをもとに、講座の流れの打ち合わせ（当日変更

有）

・講座を行う場所を示すポスター作り

．各備品の準備

【乙女の森フェスタに番手加して］

やはり、短時間で大人数の参加者と触れ合うという ことは難しかったと思う。例えばス

ライムの講座では、時間内に全員にスライムをつくってもらおうと考えると、その説明な

どに精一杯で、ゆっくり容加者と話しをしたりする時間が十分にとれないのだ。これは、

他の出張YOU遊サタデーにおいても同様であったが、大切なのは、スタッフ一人ひとり

が出張Y0 U遊サタデーに何を求め、そのために参加者とどう関わっていくかを事前に考

えておくことだと思う。例えば今回は、親子の触れ合いを重視するという主催者側の意図

をスタッフがどう組んで参加し、それによって何を得たか、が大切だと思う。従来のキャ

ンパスで行っていたY0 U遊サタデーとはもちろん違う考えのもとで行われるイベントに

参加するわけだから、その中では、自分たちのY0 U遊サタデーに対する考えとどう兼ね

合わせていくかが問われる。このとき、確かにまどうことも多いが、それはY0 U遊サタ
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デーを違った側面から見直したり、違ったことを学んだりするきっかけになると思う。

また、今回は主催者側の方の動きを見させていただき、勉強になったことも多かった。

例えば、様々な講座を開くために、地域の様々な立場の方が集まって協力されていたのを

見て、 Y0 U遊サタデーも更に地域の中に入っていきたいと感じた。

最後に、私たちを快く受け入れてくださった主催者のみなさん、実行委員会のみなさん

に感謝したい。

｛キャンパスで行うY0 U遊サタデーとの兼ね合いl
この出張Y0 U遊サタデーは、キャンパスで行った 13回のY0 U遊サタデーの翌日と

いうことで、大変なことが多かった。3講座とも、 13回で行った綿座だったため、準備は

ほとんど同時進行で行うことができたが、スタッフの練習などはやはり 13回分が中心と

なってしまった。また、 2日連続で、前日の疲れが残ったままの出張Y0 U遊サタデーと

し、うことで、醗座中は楽しくできたが、帰路はぐったりといった感じであった。

双方を同時に進めていくために、それぞれを全く別のスグッフが閥わっていければ良い

が、それは人数的にも難しい。まず、自分たちがどこまでできるかを判断して出張YOU  

遊サタデーを取り入れ、協力し合いながらうまく両立していく必要もあると思う。

（『第4期「信大YOU遊サタデーJの実践』より転載）

句 』．． 備・ーー－・E・－－－ーー、
一ー～ー
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{3) 遊ひ’心をもって子どもたちの心の中へ

花 田 単一（国立信州高述少年自然、の家耶業課長）

1 .はじめに

国立少年自然の家は、 少年を自然、に親しませ、団体宿泊研修を通じて家庭や学校では

得がたい生活体験や自然体験を行うとともに、心身の健全な発達と豊かな情操を育てる

ことを目的とした社会教育施設です。

「地域における生涯学習機会の充実方策について（答申）J ( 8. 4. 24生涯学習審

議会）には、学校教育と社会教育は、学習の場や活動など、両者の要素を部分的に重ね

合わせながら、一体となって子どもたちの教育に取り組んでいこうという「学社融合」

の考え方にたって、取り組みを行うことが求められています。

そこで、大学の理念 ・目的と青少年教育施設の担 う役割との共通性及び関連性が高い

ことから当所としては、地域の大学である信州大学との連携を積極的に図り、学生の学

習活動の支援に視野を置き、 2l世紀をリードする人材育成の支援とそれに続く子ども

たちの「生きる力J体得のために事業を実施しています。

2.国立信州高速少年自然の家における「信大Y0 U遊サ タデー」の実施について

上記を受付て、新しい事業を計画していると きに信州大学教育学部の学生諸氏が子ど

もたちとの真剣な関わりを通して、人と人とのふれあいの難しさや喜びの原点を学ぶと

ともに自らの教師としての実践的力量の向上を目指 して、子どもたちとの体験学習講座

「信大Y0 U遊サタデーJを実施しているのを知り、当所でも実施できないものかと思

っていました。今回快く実行委員会の承諾を得て実施の運びとなっ た次第です。

実施に向けて数回の打ち合わせを行い、子ども を対象に自然を利用したクラフトや野

外活動を実施することとし、次のプログラムが用意されました。

①冒険ハイク

②宇宙生物プルルンスライム

③からからアート

④ネーチャーアート

⑤ペーパーグラ イダーをとばそう

今回の「倍大Y0 U遊サタデーj は、松本、長野地区とは違って参加者は一日中その

場にいるのではな く、一過性の参加者への対応という新しい知識を吸収する迫った側面

からの体験の場であり、新たな子どもたちとのふれあいの方法を体得する場であったと

思います。

参加者の多くは、楽しくプログラムに参加するとともに、科学に親しむき っかけづく

りになったと思います。

3. おわりに

活動中の学生諸氏の顔は子どもそのものでした。自分自身子どもにな って楽しんでい

るようにみえました。気を張り過ぎず遊び心を大切にして子どもたちの心の中に入って

いくことが子どもたちを理解できるすぐれた人材となるのではないでしょうか。

今後とも、連携を保ってこのような事業を実施していけたらと思います。
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出張Y0 U遊サタデー i -=-・＝乞n I司 1墨

中村典史（社会専攻 4年）

実施日時 ：19 9 7年10月11日

会場 ：国立信州高速少年自然の家（第7回信州高速フェスティパル）

主催者 ：目立信州高遠少年自然の家

1.なぜ出張するのか

高速で出張YOU遊サタデーをやろうという話が出たのは、今年の 3月である。今期のYOUサ

タを行う日程を相談しているとき、高速から出張して欲しいという依頼をいただいているとの話を土

井先生より聞かされた。私個人としては、次の点から出張を取り入れてし、くべきだと考えており、こ

の高速への出張は絶好の機会であった。

1.地域への YOUサタの拡大。特に南信地域でYOUサタを実現する。

2. YOUサタの知名度をあげる。

3.今までに行った事のない規模での出張YOU遊サタデーを実現する。

しかしキャンバスでのYOUサタとの兼ね合いで過密なスケジューJレが予想され、キャンパスに

かかる労力を削ってまで出張するのもどうか、という声もあった。そのため当初は出張専門組を作

ってキャンパスとは切り離して準備をすることも考えていた。しかしこれは人数の関係と私たちの気

分の問題から，結局キャンパスでやっていた人聞がそのままやることになってしまった。

2.高速に向けた準備

高速への下見は5月の終わりに l固と、 10月の初めに l回の計2回行った。l回目は高遠の

職員の方との顔合わせ程度のもので、施設の様子と、どんなことができそうか、ということを見るに

とどまった。また4年生は教採前の忙しいはずの時期であり、 10月のことよりまず7月だ、という

気持ちが強く、高遠の準備は9月に入ってから、としづ暗黙の了解のうちに、1回目の下見は終わ

った。

しかも、私たちがfこれはやってもいいんですか？Jと聞いたことは全て「ああどうぞやって下さ

いJと寛容なお言葉を頂き、高遠の方針というものはないのか、と疑問を持ってしまうほどであった。

しかしこのおかげで私たちが自由にできたことはたしかである。

9月に入札講座も順調に決まっていたが、大きな問題があった。参加者はどう集めればいいの

か、という問題である。電話でのやりとりでどうも10月に入るとフェスティパルの参加者が決まるらし

い、その中でYOUサタに参加する人の希望をとっているらしb＼というようなことがわかってきた。

そこで当初はYOUサタ参加希望の人に竜話をし、講座を撮り分けようということになった。その名

簿をもらいに行くということも含めて、講座の下見のため直前になってもうl度高遠へ行った。

2回目の下見では講座が出そろっていることもあり、具体的にどこでどの講座をするという計画

や、私たちがどこに泊まるかなどの細かい打ち合わせがなされた。

しかし，結局名簿は作成中でもらえず、受付はフェスティパノレの受付を済ませた人を呼び止めて
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行うことにした。

3. 終わってみて

当日は今期Y0 Uサタにふさわしくはっきりしない空模様だったが、講座は大成功で

あったといえる。講座の終わった後、スライムやへーハーグライダーをもって歩いている

家族を見ると、 fどうだった？」 と聞きたくなってしまった。また次の日になっても私た

ちの配った名札をつけている人がたくさんいて、こんなに大勢の人が参加してくれたのか

と嬉しくなった。また専門職員の皆さんなど多くの人に助けられ、私たちだけでは出来な

かったレベルで講座が開けたのではないかと思う。

キャンバス外で私たちが講座を開くことに関しては、問題点も指摘されている。しか

しその中で私たちが目標としているものに出会えるなら、積極的に取り入れていくべきで

はないかと思う。そして高速はそうしたことが可能な場所であるのではないだろうか？

（『第4期『信大YOU遊サタデーJの実践』より転載）
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ひまわりつ子ランドの創造を目指して

IU. t'i h-t' l.. 

本藤 一 衛〈長野県社会部青少年家庭課長）

・1 ひまわりつ子育成県民運動

次代を担う子どもを取り巻く環境が著しく変化し、時間、空間、仲間のいわゆる「三間J

の縮小化が進行する中で、子どもたちが健全に成長するためには、子どもたち自身の自主

性を尊重しつつ、地域ぐるみで見守り、育むことが置要です。

そこで、子どもたちが自ら考え、自ら行動する自主実践の場を数多く提供することによ

り、子どもたちの自主性、創造性、チャレンジ精神を伸ばすとともに、地域ぐるみで、子

どもたちが伸び行く環境づくりを推進するため、県では 「伸びよう 伸ばそう 背少年」

をスローガンに、全県的な骨少年の健全育成県民運動を展開しています。

2 ひまわりつ子ランド創造事業

事業実施方策としては、 「ひまわりつ子ランド創造事業Jを平成8年度に創設し、子ど

もたちが自ら企画、実施する「レッツちゃれん児21Jや子どもたちと知事が話し合う「ひ

まわりつ子‘夢”ひろばJの開催などを行い、背少年がのびのびと育つ環境づくりを推進

しています。

3 ちゃれん児プラザ21開催

中でも、 体験や遊び、交流を通じて、子どもの創造性やチャレンジ精神を養うと ともに、

親子のふれあいの場を提供するために、地域からの盛り上がりが何よりも重要であるとの

認識の下、住民運動を支える子ども会や青少年育成県民会議が中心となって実行委員会を

組織し、更埴市の県立歴史館・科野の里歴史公園で、 9月13日（土）に 「ちゃれん児プラ

ザ21」が開催されました。

特に本年度は、学生が自分の得意とする分野で、単位や授業と関係なく、全く無償で自

主的に教育ボランティアとして怠加するユニークな活動で注目を裕びている、信大Y0 U遊

サタデ一実行委員会の皆さんにも、ち ゃれん児プラザ21実行委員会に企画の段階から怠加

いただくことで、青少年の視点により近い皆さんの意見も踏まえることができました。

親子創作広場における 「びっくりカードをつくろうJ 「字宙生物スラスラスライムJの

実施にあたっては、 1人の子どもに最低でも 1人の学生が対応していただきま した。きめ

こまやかで、肩肘はらず、 自分たちが出来ることを精一杯行う姿勢は、何よりも子どもの

視点に立ったものであり、小雨が降り出しでも切れることのなかった子どもたちの行列が

何よりもそれを証明していたと思います。

また、学生の皆さんが社会に出る前に、県が主他するイベントに参加したことで、組織

のあり方をはじめ、各団体の連携方法等に触れることにより、状況に応じた子どもたちへ

の柔軟な対応を体験する と共に、私たちの郷土である長野県を改めて見つめ直し、地域社

会への宰加意識が高まったことと患います。

今後も、学生の皆さんには、地壌の交流の場に積極的にご霊参加いただき、豊かな郷土づ

くり と信州の新時代を築く原動力となり、青少年の健全育成に携わる若者の代表として、

一層活鹿されることを期待します。
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出張 YOUサタ in更埴 ～ちゃれん児プラザ21～ 
宮沢元（理科専攻 4年）

実施日時 ：1997年9月13日

会場 ：県立歴史館

主催者：長野県社会部

はじめに

今までに行ってきた出張YOUサタは、招待していただいた学校などで講座を開くという

ものだった。そのため、信州大学のキャンパス内で行っているやり方で講座を開くことがで

きた。しかし、今回の出張 YOUサタは、参加者数、講座を開く時間など不確定であり、こ

のような YOUサタは初めてだった。

ちゃれん児プラザ21について

9月 13日 （土）に更埴市にある長野県立歴史館 ・科野の里歴史公園で開催された。趣旨

は次代を担う子供を取り巻く環境が著しく変化し、時間、空間、仲間のいわゆる f三間jの

縮小化が進行する中で、子どもがたくましく成長するように、遊びゃ体験を通じて、子ども

の創造性やチャレンジ精神を養い、長野県の歴史への理解を深めるとともに、親子のふれあ

いの場を提供することであった。参集者は 10 0 0人と予想されていた。具体的には火おこ

しやはにわの野焼きを体験したり、シャボン玉やブーメランを作ったりできる場所が設けら

れていた。その他にミニ四駆大会、パトローノレカー試乗体験などのイベントが行われていた。

その lっとして出張YOUサタも参加させていただいた。

( ~第4 期「信大 YOU遊サタデーj の実践』より転載）
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f国大わくわくサタデーJと「信大Y0 U遊サタデーJの交流

中村典史（社会専攻 4年）

私は昨年 11月15日、横浜国立大学の学生によって行われた「国大わくわくサタデーJ

に参加する機会を得た。これは今まで他大学との交流のなかった「倍大Y0 U遊サタデー」

に携わる学生にとっては、いろいろな面でまたとないチャンスとなったのそれは単なる学

生同士の交流という点からみても、またフレンド、ンップ事業という企画の交流という点か

らみても、さらにわくサタとY0 Uサタという学生の主催する活動の交流という点からみ

ても有意義なものであった。そこで私が「国大わくわくサタデーjをみてどんなことを感

じたか、ということをふまえながら、こう した交流がどのような意味を持つのか述べてい

きたし、。

「国大杓くわくサタデーJとの交流は、 「信大Y0 U遊サタデーJに横国の学生が見学

に訪れたことから始まる。その後私たちも横浜へ行き、わくサタを、見学することで本格

的な交流が始まった。というより横浜に友達ができたというのが正しいであろう。つまり

そこには向じ目的を持った学生たちの交流とか、フレンドシップ事業の中で生まれた学生

同士の連携といった、格調高い意識はあまり含まれず、遠くに友達ができたから今度遊び

に行こう、といった軽い意味合いからの交流がまずあったのである。

しかしたとえ発端がそうしたものでも、その関わりの中で私たちは良い影響を与えること

ができたのではないだろうか。私たちは彼らに、スムーズに活動するノウハウを伝えること

ができた。それによって国大の学生は私たちよりも何段階もレベルの高いスタートを切った

と言えよう。つまり子どもたちとふれあうという本来の目的を達成するまでに時間をとられ

る事務的な作業を、私たちより簡潔にすますことができたのである。

また私たちは彼らから初心に立ち返りはっきりした目的を持って活動することの大切さを

伝えられた。一つの企画が4年の続いてくると、当初活動していた学生より幾分意識が低下

してくるのは避けられないことである。また当初の目標からずれてきたところに目標が設定

されることもある。それらのことに問題があるわけではないが、これらを国大生と比較して

みると、私たちももっとしっかりとした意識を持っていやれるのではないか、という気がし

てくる。つまり、しっかりした目的や目標を持っていやれるだけの活動をしていながら、そ

れを持たずにやるのはいかにももったいないという気がするのである。残念ながら fわくわ

くサタデーJを見たのは fYO U遊サタデーjがすべで終了してしまったあとだったので、

この反省を直接生かすわけにはいかなかったが、来年からは常にそこを問いかけていってほ

しい。これはかなり面倒な作業で、何も考えずやるのが一番楽なのであるが、これをやれば

「Y0 U遊サタデー」に違った意味が見いだせるのではないだろうか。

また、興味深いことに、私たちが今一番問題にしている点が、早くも彼らの中にもでてき
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ていることである。それは活動を子どもたちの遊びの場にするのか、それとも学びの場にす

るのか、という問題である。つまり子どもたちがそこへ来て仲間を作ったり学生とふれあい、

楽しく過ごすことを目標としているのか、それとも何かに興味を覚え、それを学んで過ごす

ことを目標としているのか、ということである。これは常に問題になり、未解決のまま現在

に至っているが、私たちの中で一番問題になったのは、出張Y0 U遊サタデーとの兼ね合い

の中でである。その同じ問題が、わくサタでも浮上していた。これは横浜国立大外で l月に

行われたフレンドシッフ事業報告会のあとの慰労会で話がでたものであるが、私たちもその

話しに加えてもらい、意見を戦わせた。

私個人としては、この問題が解決することはないと思っている。つまり、どちらが正しい

とも言えない上に、両立が難しい問題なので、議論したところで打開策が示されるとは思え

ない。しかし学生がこうした問題まで考えて活動することにより、より深く講座について考

えることができるという点で、この問題は私たちに試練を投げかけてくれていると言える。

そうした問題を語り合える仲間が、他の大学にもできたということは、信大生のみならず他

の大学にも良い影響を与えることになる。

以上のように私たちの交流は学生にも、活動にもプラスに働くことが多いということが言

える。来年度以降も是非進めていっていただきたい。あえてマイナス面のを述べるなら、遠

距離の交流に時間がかかり、講義にでられないということが起こりうるということであるが、

これが学生本人の努力で解消できる問題である。

また進めるにあたってはあくまでも学生の自発的な交流を主体とした方が実のあるものと

なる。教授陣がセッティングした上に学生を乗せても、今年のような交流を期待することは

できない。学生にその意志がないときは残念ではあるがやめておいた方がいいのではないか。

そうした意味で交流を継続するのはなかなか難しいが、こういった交流がお互いの発展に

プラスされるだけでなく、単純に「たのししリということを付け加えて、私の報告を終えた

し、。

- 83 -



初代はただ突っ走るのみ ～第1回国大わくわくサタデーを終えて～

中村早苗（横浜国立大「わくわくサタデーJ実行委員長）

今年初めての試みである第一回「わくわくサタデーJを終えて、いろいろなことがあり

ました。その今回の反省と、今後八生かして行くべきことを以下に分析してみました。

1. 当日の全体的な流れ ・雰囲気について

《反省点》“安全対策の甘さ”

細かいところはいろいろありますが、この「安全対策の甘さj が一番でした。各グノレー

プごとの話し合いの中で、徹底されていなかったことが原因の一つだと思われます。

また、全体としての救急体制についても唆味さがありました。結果的に大きな事故はあ

りませんでしたが、しっかりした体制をとるべきだと痛感しました。次回からは安全に対

する意識を高める必要があります。その点はしっかり引継をしていきたいと思います。

それからもう一つあげると、“子どもの人数に対するスタップ数の少なさ”です。

子どもひとりひとりに十分に目が行き届いていたかは疑問です。チームによっては、子ど

も30人に対してスタッフ 2人というところもありました。

信大では、子ども 3人にスタッフ 1人で、これではいけないと思ったときには時すでに

遅しでした。（当日のみスタップが 15人くらいいてくれましたが。）この事は、スタッフ

の人数がもっと増えてくれれば改善点が出てくるので、今回の痛みはかえってプラスにな

ったと思います。

スタッフの人数を集めるためには、「わくわくサタデーJがどういうものであるか自信

を持ってアピールできるようになればと思います。また課題が明らかになり婚しく思いま

す。

安全対策の面、スタッフ数の集め方（アピーノレの仕方）については、信大の「ゅうサ

タ」にしっかり学びたいと思います。良いところはしっかり吸収し、かつ自分たちのオリ

ジナノレ性を出していきたいですユ

《良かった点》“時間通りにいったこと”

この事は実行委員長と して、第一回目にしては良い出来ではないかと思うことができた

最大の要因であると言っても過言ではありません。倍大の方々にとっては「当たり前」の

ことかもしれません。でも、私たちの今の状態で「当たり前Jのことができたことに大き

な意味があるのです。

この原因はなんだろうか。というと、実はほとんど「ゅうサタj のおかげなのです。

開会式（閉会式）のやり方、誘導（各グループごとに）の仕方など、しっかり取り入れさ

せてもらいましたe

しかし、すべてまねではなく、私たちなりの工夫もしました。それは、

①開会式直前にカウントダウンをし、スムーズに式に入れるようにしたこと。

②プラカードで集合場所を目立つようにしたこと。グランド集合のため、収集っきにくか

ったのですが、なんとかカバーできました。

- 84ー



2.組織力について

信大に行って、とても感動したことは「しっかりとした組織力Jです。それに比べて国

大の状況は…と、マイナス志向の私でした。そのとき、「まずは自分たちの力で Bestを

尽くすことが大切だよ。Jと言われて、とても心強かったです。「それならば、もうやるし

かない。Jと、私の中でエンジンがかかりました。振り返ってみると、 fゅうサタJのOB

の方がおっしゃっていたとおりに、 f初代はただ突っ走るのみJであったと思います。

現時点で「国大わくわくサタデーJの組織力の問題点は大きく 2つあります。

①「本部Jというものが暖昧であること。

全体的なことを仕切るのは誰なのか、明確化されていません。今回は私と信大に行っ

たメンバーが主に f本部J的なことをしていましたが、当日「本部Jがなかったため、

先生方にその役目をしていただきました。次回からは、学生の中で、役割分担をきちん

としていきたいと思います。

②先生方にかなり頼っていたこと。

先生方にはかなり負担をかけていたと思います。そうなってしまったのは、学生が頼

りなかったからです。だんだんと仕事を「学生主体Jでやっていけるように、しっかり

とした受け皿を作っていく必要があると思います。

以上が現時点での反省点です。しかしこの反省は実行委員長の「中村風味Jなので、次回

はみんなで改良し、もっと「まろやか」になったものを報告したいと思います。

私は、 「わくわくサタデーJの反省会で、こんなことを言いま した。

『世の中に知らしめよう信大のゅうサタ！ 国大のわくサタ ！』

これからもお互いに切礎琢磨し、共に成長できることを願っています。

私たちの成長を今後もぜひ見守って下さい。国大わくわくサタデーの第一歩目を応援し

てくれたのは間違いなく信大ゅうサタのみなさんです。

本当にありがとうございました。そして、これからもよろしくお願いします。
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広島大学 fゆかいな土曜日」との連携

角田 正和（岡山県倉敷市立福田南中学校）

し はじめに 一学生時代の自主的活動のもたらすものー

教員に採用されて 2年目の今年、 1学年の担任となり、 3泊4日の自然教室に出かけた。

今年は雨にたたられて、外で行うはずであった行事がすべて中止となり、屋内での竹とん

ぽづくりに変更になった。生徒と一緒にナイフを持ち、竹を害1］ったり削ったりした。「先

生、ここはどうするんJf先生の羽根はきれいじゃなあ」などと会話を交わしながら作っ

ていると、生徒の傑々な表情が目に飛び込んできた。 f生徒との距離が近いということが

若い教員の特権だよJと先輩の教員が話してくださったことがあったが、距離が近いとい

うことの重要性について、自分なりに納得できた出来事である。

私はY0 U遊サタデーでは主に事務的活動を担当していたのでわからなかったが、実際

に講座を開設した学生はこのような体験を学生のうちからしていたのかと思うととてもう

らやましく思う。彼らは生徒の表情や活動から自分の指導のあり方を反省し、改良するこ

とで「学ぶ立場に立った指導法の工夫j をする姿勢を自然に身につけることができたので

はないだろうか。

そのような意味でもY0 U遊サタデーのような活動の場が各地に広がりつつあることに

うれしいものを感じる。広島大学でも今年から fゆかいな土曜日」という活動が行われて

いる。このたび参観させていただく機会をいただいたので、そのときの糠子を交えながら、

教員養成学部におけるこのような学生の活動の意義と今後の展望について私見を述べさせ

ていただきたいと思う。

2，広島大学「ゆかいな土曜日Jでの活動

まず、「ゆかいな土日種目Jと fYOU遊サタデーJの大きな違いは参加者募集の形態で

ある。 ryoU遊サタデーJでは各国ごとに学生がそれぞれの講座を開設し、参加者を募

集していたが、「ゆかいな土融日j では年度始めに募集された参加者が毎回企画された行

事に続けて参加するという形態をとっていた。今回、広島県江田島町で行われた［ゆかい

な土曜日江田島青年の家宿泊研修Jはすでに西条キャンパス等で行われた『ゆかいな土曜

日Jの特別版の企画であった。したがって、参加した多くの子供は学生スタッフとは顔な

じみで、非常に和やかな雰囲気で全体の活動が行われていた。国立江田島青年の家を利用

しての活動が組まれており、オリエンテーリングやソフトバレーポール、長縄飛びなどが

行われていた。今回の活動を見学させていただいて、今後この情動を充実させるために次

の2つのことを提言させていただきたい。
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① 企画、運営段階に学生が彦加すること

fゆかいな土曜日Jの企画は大学の教官が計岡し、学生が運営するという形態をとってい

るとのことであった。そのため、当日になって企画の運営を任された学生たちがおり、企

画の運営に際し、若干戸惑う場面も見られた。ただ、すでに数回の活動を重ねており 、参

加者と学生スタッフとの人間関係もできていたので、大きな混乱もなく進行されていた。

今後は、行事の企画の段階から学生が参加し、企闘についての準備や運営上の分担を明確

にしておけば、当日に戸惑うことなく余裕を持って企画を進行できると思う。

② 行事や企画の計画、実行、反省を行うこ と

ンフトバレーボール大会が開かれていたときのこと、グループによって子供の活動の活

発度が大きく異なっていた。これはグループ内にいる学生スタッフの雰囲気作り によるも

のであると感じたが、その後、その活動を反省、評価するミーティングのようなものは特

に聞かれていなかった。もしかすると全企画終了後に反省会がもたれたのかもしれないが、

もし、そういった会が一度も開かれなかったとすれば、それはとても残念なことである。

その行事の企画、運営上の問題点について、その行事に参加した者、外から見た者が意見

を交換し、次の活動に生かしていくことが、これらの活動をすることの意義であると考え

る。行事のすぐあとに反省会を持つことで、記憶の新しいうちに自分の活動を振り返るこ

とができる。ただやりっぱなしでは学生の教育実践力には結びつかない。そういった意味

で、企画を実行した後に評価、反省を行うことが必要ではないかと感じた。

以上、私の勝手な見解を述べさせていただいたが、活動の一部を見学させていただいた

にすぎないので、誤解の部分があればご容赦いただきたい。教官のお話によると、参加し

た多くの学生スタッフは、全回参加を条件に集まっている意欲ある学生ばかりである。こ

ういった学生の活動が、 2年、3年と続いていけばきっとすばらしい実践となることであ

ろう。またそのときに見学させていただきたいと思う。

3，おわりに 一現実を目のあたりにして思うことー

教育現場にいて教師は毎日がとても多忙である。十分に生徒一人一人に接する時間を作

ることはきわめて困難である。問機に、生徒もまた多忙である。習い事、学習塾、社会体

育、部活動など、何かに追われて生活しているようである。週明けの月曜日に聞かれる言

葉は「眠いJ、fだるいj といったものであり、生活ノー トには「疲れたj の文字がなん

と多く書かれていることであろう。本校では毎週水曜日は部活動のない日となっているが、

その日に多くの学習塾が学習日を設けている。夜の 10時頃になると学校周辺にある学習

塾の周辺には迎えの事が多く並び渋滞が発生する。今から帰宅して学校の宿題をして…な

どと考えると眠いのは無理もないのであろうか。今後、完全学校週5日制が導入されても、

その休日がいったいどんな使われ方をするのであろう。

その一方で、休日をただ何となく過ごしている生徒も少なくない。彼らに言わせると「何

もすることがないJのである。ただ休日が増えるだけでは彼らのような者はいっこうに救

われないのである。
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学生主導の活動はこういった生徒を救えないであろうか。どこにも行き場のない子供た

ちに魅力ある講座を提供すれば彼らは集まってはこないだろうか。今後、学生主導の活動

に求められるのは f参加者のニーズに対応した企画j の実施と 「活動を継続して行うj こ

とであると思う。広島大学の教官の先生方は f来年はこんなことをしようJという展望を

熱く語っておられた。私を育ててくれたY0 U遊サタデーにも教育に情熱を持った多くの

仲間が集まっていた。私はそこで多くの刺激を受け、貨重な経験をさせてもらった。その

ことが今の自分を支えているといっても過言ではない。人の熱意は必ず相手に伝わり、相

手を動かすことができるはずである。そういった意味で、人々の熱意が活動の原動力とな

り、各地でY0 U遊サタデーのような学生主導の活動が盛んになるこ とを切に願ってやま

ないのである。

国立江田島青年の家で
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5. 長野地区附属学校で始まった「教育ボランティア」

子どもとの関わりと指導者としてのけじめ

附属長野小学校副校長 加藤達人

o春の遠足 o秋の遠足

l年 古里公園 3名 1年 蚊里田神社 3名

2年 千曲川リバーフロント 3名 2年 臥竜公園 3名

3年 旭 山 3名 3年 菅 平 3名

4年 岩松院 3名 4年 公共施設巡り 3名

5年 吉方面 3名 5年 飯 山 3名

6年 松 代 l名

②参加者の様子と感想

o参加者の様子

－遠足ボランテイアという内容がよかった。とても意欲的に取り組めていた。

・子どもと仲良くなり、子どもの視線で遠足を楽しむとともに、引率者として自分のでき

ることを行っていた。教官の指導に合わせて自分の行動を判断していた。

－子どもの中に入って遊んでくれたり、道路横断のおりに補助をしてくれたりした。

・子ども と楽しそうに触れ合ってくれた。安全に進んで配慮してくれて助かった。

－子どもと友だちになれ、お弁当など一緒にとったりして行動でき、楽しそうだった。

・前に教育実習を適して子どもを知っていたので、子どもの中に入りやすかった。

。感想

・子どもはいろいろな人との出会いができ感動している。

－子ども全体に目が行き届き、指導上留意すべきことが徹底されてよい集団行動ができる。

．このように奉仕していただけるとありがたい。

・よい企画だと思うが、事前の打ち合わせや連絡方法などもっと簡素化しないと長続きし

ないと思う。

③来年度考えられる 「教育ボランティア」メニュー

－公開研究会前の雪かきや窓ふき ・運動会準備（校庭ロープはり）・自然体験園の整備

・草取り ・遠足、キャンプ補助 ・施設等訪問時の引率、記録

④ 「教育ボランティア Jの今後の課題

－仕事を明確にしたり、留意事項を確認したり、できるだけ綿密な打ち合わせのもとに行

うのがいいと思うが、学校が離れているので打ち合わせがしにくい。

－交通費負担や事故にあったときなどの補償の問題がある。

・できるだけ子どもと関われるのが望ましいと思うが、指導者としてのけじめはつけるよ

うにしたい。

・点字教室のボランティアをお願いしてあったがきてもらえなかった。学校行事は日が決

定しているが、学級の方は日が決まるのが遅いためうまく連絡が取れなかった。学校側

としても今後計画的にお願いしていく必要がある。
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遠足における児童理解

前田 剛良（陣害児教育専攻 4年）

附属長野小学校の教育ボランティアとして児童の遠足などに参加させていただきました。

小学校の遠足というなかなかその様子を見る機会がない、教育実習でも経験のできなかっ

た貴重な場面にボランティアとして参加させていただくいうことは、将来教員を目指す者

にとって、これほどありがたいことはありません。至らぬ所より先生方に御迷惑をおかけ

したかも知れませんが、本当にすばらしい貴重な体験をさせていただいたと感謝しており

ます。また、そのようなボランティアを企画して下さった学部にも感謝したいと思います。

さて、教育ボランティアとして小学校の遠足に参加して、遠足の行き帰りの児童の安全

健保 ・現地での児童の掌握、活動などに関わるわけですが、危険回避のための支援（声掛

け）、また、道中の列を組んで行く時における列から外れる児童に対する支援などに教員

になるための学びがありました。ボランティアとしての参加ですが、教員のカを蓄えるこ

とができたような気がします。また、先生方の支援の在り方なども、学ぶことができまし

た。そして、なによりも自分の中で、遠足における児童の意識・視点 ・想い ・興味関心な

どの児童理解に関する点でいい学びを得ることができたと思います。教育ボランティアは、

そのような面で、ただ言葉だけのボランティアではなく中身が伴った、大いに意義のある

ものであると思われます。

それでは、参加すれば良いのかと言うと、それは間違いなのです。ボランティアの気持

ちと意識が、重要なのです。ボランティアの気持ちと意識をしっかり持つことで初めて児

童と自分にとって意義のあるボランティ アとして成り立つのです。では、どのような意識

が必要かというと、これらは教育ボランティアに参加するための今後の課題としても成立

しますが、①ボランティアは先生のサプアシスタントであり、その立場をわきまえるとい

うことです。小学校の遠足は児童にとって、学校内では学べない事を学べる場でもありま

す。また、それをねらっての先生方の考えがある時があります。特に低学年では生活科が

あり、そのきっかけ作りにと考えておられる先生方もいます。その事を考え、それを邪魔

してはならないということです。次に、②遠足では児童の安全をしっかり考えないとなら

ないということなのですが、行き帰りの道だけに危険があるわけではなく、自然の豊かな

所に行くことの多い遠足では、かぶれる草木や、蛇、蜂などの危険もあるわけです。それ

らも把握しないといけないと考えます。そのためにボランティアは、しっかりと知識（草

木の名、対処法など〉を増やす必要があると恩われます。そして、③その場にあった遊び

方を知っていくのも大切だと感じられます。遠足に行く先での遊び方、学校ではできない

遠足ならではの遊び方（草木、小石などを使うなど）があるはずで、子どもはきっかけが

あれば遊びを膨らませる達人なので、そのきっかけを作れば良いと思います。そのための

知恵が必要になるでしょう。後は、ゴミの始末や、必要になるであろうと考えられる物

〈袋、救護のための物など）を携帯してL、く意識などを持って教育ボランティアに参加す

ればきっと学びの多い、役に立つボランティアができると思います。今後もこのようなボ

ランティアの機会が増え、参加する人が増える事を祈って実銭報告を終えたいと思います。
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教師としての資質向上を教育ボランティア活動に期待

附属長野中学校副校長 今村資泰

①平成9年度の公開（中学校教育研究会）の全容

平成9年度の公開は、～共に学ぴ合い、 「確かな学力Jを身につける授業の実践～

を研究テーマに、 4必修教科（国語・数学・音楽・保健体育）に加えて、 2選択教科

（選択社会・選択理科）、 2総合的な学習、と多くの授業を公開した。また、選択・

ティーム ・ティーチング ・外部講師をキーワードに先見性の高い研究を求めたもので

あった。全体講師は、関西大学の水越敏行教授にお願いし、 21世紀に生きる子ども

遥に必要な教育課程を、必修教科 ・選択教科 ・総合的な学習のあり方からご指導いた

だいた．

先駆的な授業公開に、 540名を越える前例にない多くの参会者があった。前年を

100名以上上回るもので、講師の水越先生からは、 「全国でも中学校の研究会に5

00名を越える会はない．素晴らしいことだ。」とご挨拶の中でお話しいただいたほ

どであった。参会者の増加の大きな原因は、信州大学教育学部教官と共に参加した学

生の増加であった。教育実習を終えた4年生を中心とした必修教科への参加や学部小

学校課程「国際理解j の学生や英語科学生の選択教科への参加が大きく増加した。早

朝から教科ごとまとまっての参加で、熱心に授業参観した。

時代のニーズに応えた授業公開であったことは、 TVや新聞など報道機関の取材の

多さや、選択教科の授業をもとに学部で新たに当校教宮が講義をおこなうこととなっ

たことからもわかる。学部と附属学校の連携の深さが示された公開でもあった。

②活躍した教育ボランティア

この公開授業に、 10名のボランティア学生が参加した。富IJ校長の発案で、渡退学

校長と連携を図り、各教科で当校・学部の教官が連絡を取り合ってボランティア学生

を募集した。英語科から 8名、保健体育科から 2名の学生が参加した．受け付け案内

の係を生徒と共に活動した。初めは生徒よりも緊張した面持ちであったが、はきはき

した生徒の対応に刺激を受けたのか、徐々に生徒へのアドバイスや参会者への積極的

な対応が見られるようになった．もともと、ボランティアとして参加しようとする意

欲的な学生であり、慣れるにしたがって参会者に対するよりよき対応を生徒と共に研

究し合うようになり、明るく爽やかな雰囲気を作り出していた。女性のボランティア

の一人は、係活動終了後に、 f初めはどこまで私が出ていけばいいのかわからなかっ

たんですが、生徒と同じ活動をしているうちに、こうした方がいいって言えるように

なりました。 一緒に行動することが大切なんですね。 j と嬉しそうに語った。教育実

習時の立場とは異なった、共に参会者を迎えるという閉じ目的で行動するよさを実感

していた。生徒は、 『最初は緊強してたみたいで、頼りなかったけど、 一緒にやって

いるうちに自然に友達になったみたいで楽しかった。 Jと話してくれた。

③教育ボランティアへの期待

当校では、教育実習が終了した学生を招待する場として体育祭がある。毎年多くの

学生が実習配当学級の応援に駆けつけていた。学生に戻った自分のことや、実習時の
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気持ちを生徒と共に明るく語り合う場であった。実習によって自分の教育に対する考

え方が広まったり、深まったりした姿を見ているように思える．このように、生徒と

共に閉じ時を過ごしたいと考えて、当校の教育活動に積極的に参加している学生もい

る。

学生生活の問を利用し、部活動のコーチを積極的に引き受け、練習だけでなく大会

にも駆けつけてくる学生．自分の配当学級であった生徒と先生がどのように共に生活

し、卒業していくのか最後まで見守ろうと、卒業式に参列し、その後の学級活動も参

観していく学生など、意欲的な学生がいる。このような学生の姿から、多くの教育活

動への参加の場を提供することで、教員をめざす学生の資質の向上、自己理解、教育

に対する熱意を高めることができると考える。

2002年には、週5日制が実施される。また、 2003年には、選択教科 ・総合

的な学習の時間を大きく取り入れた教育課程が実施される．学校 ・地域 ・家庭の結び

つきが強く求められる。この三者を結びつける存在として、学生による教育ボランテ

イアに期待したい。

学部では、 ryo U遊サタデー」が開催され、学校で学んだことを家族と共に大い

に活用し、大好評を得ている。学生も、様々な年齢の子どもと触合い、子どもへの対

応を体感し、自分の個性を発見している。見事な活動である． 一方で、学校で行なわ

れていることと地域を結びつける活動は、教育実習中の総合的な学習での体験以外な

いのではないかと思われる。私たちは、週5日制の中で、学校教育で学んだことを、

いかに fゆとりj の中で生かしていけるか問われている。学校で学習したことを幅広

く土 ・日の生活に生かしてほしいと願っている。実現に向けて、大切なのは私たちの

発想と経験である．教育ボランティアには、総合的な学習に参加する場を提供したい

と思う．地域の人々と共に課題に取り組む生徒・教師と共に発想と経験の場で共に活

動して欲しい。変化の大きな社会において、あらゆる新たな課題に対応するには、経

験が必要だと考える。これは、 一例であるが、自分の受けた教育を大切にすることは

重要であるが、いま求められているものは何かを知ることはさらに重要なことだと考 ．

える。

生徒の目でものを見て、教育者の心で考えるために、学校行事への参加や総合的な

学習への参加を積極的に行なうことで、 21世紀を生きる教師としての資質向上を教

育ボランティア活動に期待する。
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裏方ではなく貧重な実践、経験の場

尾；畢真由美（英語専攻 4年）

先日、信州大学付属長野中学校で行われました研究発表会に受付補助として参加させて

いただきました。

教育ボランティアというと遠足の引率や体育大会への参加であったりと、どちらかとい

うと表舞台での子ども達との交流会がとりだたされます。今回受付または、駐車場整備の

補助という形での参加を通じて、いわば、表には見えない裏方の一部を垣間見る貴重な体

験をさせていただきました。

私達学生ボランティアは生徒達と正面玄関に立ち、研究会に参加される先生方をお出迎

えしました。ただ一言で受付と言っても、参加費を集めたり、間違いのないよう、資料を

お渡して、先生方を会場にお連れしたりと、生徒達にとっても私達にとっても責任のある

仕事でした。私達は当日会場に行き、簡単なお手伝いしかできませんでしたが、会場には、

参加される先生方に合わせて授業の資料がきちんと用意され、生徒達も何度もこの日のた

めにミーティングを聞いた様子で、何回も確認をとりあっていました。ここまでくるには、

多くの人の努力があったのだと改めて感じました。

また、授業を参観される先生方への挨拶について、付属中学の先生がおっしゃった言葉

も忘れられません。挨拶は一言でその日、一日の気分をもかえてしまうものだから、おは

ようございますの一言がとても大切になるのだと。

この経験を通じて、多くのことを学ばせていただきました。一つには、何かをする時に

は必ず多くの人の支えがいるということ。それが目立つものであっても、目立たないもの

であっても、沢山の人の手が加わって成り立っていること。もう一つは、さきほど、裏方

の仕事と形容しましたが、教育現場において、または、生徒達にとっては、それは裏方で

はなく、実は、貴重な実践、経験の場であるということ。今回の受付の仕事ーっとってみ

ても、お金の計算をしたり、間違いなく先生方の参観される授業の資料を用意したり、学

校の顔となって、失礼のないように先生方をお迎えしたりと机の上だけでは学ぶことので

きない責任感や礼儀を育む大変貴重な場であったと思います。

この 4月から私も教師として教壇に立たせて頂くことになりました。教育ボランティ

アで得た経験を忘れずに、子ども遼と一緒に迷いながらも、一歩、 一歩、前進していきた

いと思います。

私達、学生にとって、教育自習を除いて子ども達との交流をもったり、教育現場を垣間

見ることのできるチャンスはごくわずかです。教育ボランティアといっても、私達ができ

ることは、ほんの小さなことです。それでもそこから、本当に多くのことを感じ、思い、

考え、学んでいくことができたと思います。

これからもこのような機会が多くの学生の皆さんにいかされることを期待しています。
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l 平成9年度の取り組み

月／日 内 t帽、f"' 

4/2 0 1肱場報告

5/1 8 あすなろ山

6/ 8 ボウリング

7 /2 0 水泳

9/ 1 3 運動会

1 1/ 1 6 デ4スコ大金

12/1 4 クリスマス会

l / 1 8 ボウリング

3/ 1 卒業を祝う会

ひまわりの会の取り組み

信州大学教育学部附属養護学校

高lj校長中山邦彦

参加教官名 桁ンティ了の入賞 参闘賞

中山副校長、春原教頭、 一之瀬教 1 3人 5 1人

頭、東峰、 7j(JI号、岸田、柿崎、桜

井、木下、西様、松嶋、浦様、村

回、深様、本多、小沢、五味

佐々木、中塚 7人 2 6人

小沢、松木、中村、驚藤 7人 5 0人

西海、勝山、宮坂 4人 3 8人

（全職員） 8人 3 2人

五味、桜井、浦棒 6人 4 8人

永野、 岸田、松崎、村田 1 0人 4 5人

小林、前嶋、閥、柿崎 l 1人 4 8人

東帳、春原教頭、一之瀬教頭、 m 5人 3 7人

水、深津

※ ひまわりの会…昭和54年度卒業生保護者つが中心になって発足。現在、 「あすなろ会J

（材交同窓生及び在校生の保護者の外、この会の趣旨に賛同する者で結成〉の一機関と

なっている。

2 課題

。 ボランティアとして参加している信州大学の学生の代表者が、毎回、ひまわりの会

を運営する保護者と連絡を取り合い、参加希望の他の学生に連絡を取るようにしてい

る。運営上、特に問題は無かった。その一方で、直接、学校にボランティ アの申し込

みが何回かあった。事前にボランティアの人数を把握したいという保護者の声もある

ので、連絡ルートを一つにしていくことが必要だと考える。

学生以外にも、広くボランティアの参加を呼び掛けていくことも考えていきたい。
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「あすなろ会」のボーリング大会に参加して

桐山潤（国語専攻 4年）

1.参加の動機

私は、教育ボランティアの「あすなろ会jのポーリング大会に参加した。私としては、

特に「教育ボランティアJということは意識していたわけではなく、単に昨年教育実習を

させていただいた附属餐護学校の児童・生徒たちと一緒にポーリングを楽しもうと思い怠

加した。昨年、教育実習で陣害を持った子どもたちと接したときには、日常生活の指導や

生活単元学習など、 主に、学習活動中心に子どもたちと接していたわけであったが、今回

は、その様なことは抜きで、教育実習とは追ったことを楽しもうと思った。

2.ポーリング大会の梯子

今回は、 「あすなろ会」のボーリング大会ということもあり、私の見知った附属養護学

校の児童 ・生徒は少なく、その面では残念であったが、むしろ、初めてであった子どもた

ちと仲良くなる絶好の機会であったので私にと って良いことだったと思う。

初めて接する子どもたちであるので、少し緊損していたが、子どもたちのほうから話し

かけてくれたので、緊張がほぐれ、こちらからも積極的にコミュニケーションをとること

ができた。 各レーンに別れたあと、 「あすなろ会」の親子たちと一緒に、我々学生たちも

ボーリングを楽しんだ。子どもたちは、ピンが倒れる度に喜び、特に、ス トライクやスペ

アを取ったときの笑顔は格別であった。同時に、私たち学生がストライクやスペアを取っ

たときに、 「すごいJと喜んでくれて、ポーリング大会が素晴らしいものとなった。また、

保護者の方とも楽しくポーリングをすることができて良かったと恩う。

3.反省と今後について

今回は、保護者の方と接することができたのであるが、残念なことに、保護者の方にい

ろいろとお話しを伺うことができなかった。 もちろん、ポーリ ング場での子どもたちへの

接し方などを学ぶことができたのは大きかったと思うが、やはり、直接に「子どもたちと

このように付き合ってほしいJなど、保護者の立場からのメッセージを聞くことができな

かったことは非常に残念に思っている。

また、ポーリング場という特殊な空間であった事もあり、ほかのレーンの子どもたちと

なかなか話すことができなかったのは残念であった。特に、ポーリング終了時に 「今日は

どうだったJなどと声を掛けていれば少しは仲良くなった子どもが増えていたかもしれな

い。

反省もあったが、楽しく過ごすことができて良かったと思う。このような機会は滋多に

あるものではないので、今後は積極的に参加していきたい。そして、健常な子どもたちと

障害を持った子どもたちとが、このように楽しく遊ぶ機会が増えれば良いと思う。

ra 
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ひまわりの会 「あすなろ山遠足J報告

宮下美保（社会専攻 4年）

ひまわりの会は付属養護学校卒業生による会で月に1回程度の割合で関かれています．

4月は「あすなろ山j での作業が行われました．あすなろ山は飯綱山山麓にある山で，主

に椎茸などを栽培しているそうです。今回の作業の目的は冬の問にたまった落葉の片付け

と椎茸の摘み取りでした。その中で，昼食を一緒に食べたりレクリエーションを行い，親

睦を深めていきました。

当日は，養護学校に集合しパスで出かけます。この日のメンバーは20人の卒業生， 5

人のお母さん方，養護学校の先生2人，学生ボランティア5人でした。初めて参加する私

でもすぐに溶け込めるほど，和気合いあいとした雰囲気でした．正直なところ，私のよう

な障害児教育の講義・も受講したことが無いような者がうまく気持ちをつかむことができる

のかという不安もありました。しかし，積極的に話し勝けていかなければと考えていたこ

とを忘れるほど彼らからの働きかけが多く とても嬉しいことでした。

道路工事の関係で少し歩くことになり，そこでもほとんど全員と言葉をかわすことがで

きたように思います。この日は汗ばむような陽気で気分も晴れやかになっていました．山

も登らなくてはならないため，励まし合いながら頑張ったように思います．

作業は到着した後，休憩を扶んで行われました。椎茸栽培の木組fみ（以下木組み）の聞

にたまっていた枯葉は想像以上に多く，決して楽な作業ではありませんでした。処理した

後の枯葉は3箇所にまとめましたが，どの枯葉の山もかなりの量になっていました。 1時

間以上も枯葉処理にかかったように思います。そのせいもあってかひまわりの会のメンパ

ーはかなり疲れてしまっていました。

作業の後，大きくなった椎茸を採集し，昼食を食べました。やはり，今，自分たちが取

ったばかりの椎茸を食べることができるということはかなりの喜びのようでした。このた

めにさっき頑張ったんだという犠子です。この後，いろいろなレクリエーションを通して

さらに仲良くなれたように思います。これから 1年，私はひまわりの会に参加しました。

私がこの作業の中で学んだことは，障害を持った人とも協力すれば何かを達成できると

いうととです。作業することの意味やその後にある成果がわかってさえいれば障害を持っ

ていても嫌がらずに取り組むことができるのです。何も知らない健常者（それまでの私の

ような人も含めて）はこのことには気付きにくいのかも知れません。教育学部で勉強して

いた私でも気付かないということを考えても，障害者の自立と現実との壁はまだまだ大き

いと感じざるを得ません。

ただ，障害者のことを私自身が理解していく良いきっかけになったことは確かです。障

害者としてみる以前に人間として接することがまず大切です。そうすることを通して，健

常者も障害者とともに成長できるのだと思います．
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6. 「教育参加j の学生を送り出した側からの実践報告

「教育参加Jでの松本地区教官の関わりと学生の状況

国語 教育 講座 上保厚

1 .始めに

地元教育機関のご協力により、昨年度（平成8年度）から行っている本学教育学部の

「教育参加j の授業は、今年度（平成9年度）、 2年目を無事に終えることができたリ今年

度は各方面からご協力をいただき、学生が参加できるメニューを、昨年度より大幅に増や

すことができた。これは非常にありがたいことである。本学部学生の授業のためにご協力

をしてくださる各方面に、心より感謝申 し上げる次第である。参加メニューが増えたこと

により、学生の選択の幅が広がった。また学生は、単位取得条件として 2つの行事に参加

しなければならないことになっているが、メニューが多数になったことにより、希望する

学生は3つ以上の行事に参加できることになった。こうして昨年度以上に充実した 「教育

参加j の授業を実施することができ、ありがたいことであった。

2.「教育参加Jの効果

「教育参加」の授業は、 1年次の学生に学校現場 ・児童生徒に触れさせるものであるが、

そのことを通じて教育に対する自覚を向上させることができ、その点効果の大なるものが

ある。授業の全体会では、行事に参加した学生の報告の場を設けている。そこで報告する

ほとんどの学生は、行事を通じて学校現場 ・児童生徒に接したときの、新鮮な感情を語っ

ている。また学生の提出したレポートを見ると、（今年度わたしがレポート評価を担当した

専攻は、障害児教育と幼児教育であるので、今年度読んだもののほとんどはその専攻である

が）大多数の学生が、目を見開かされた、学校のことが分かつた、参加できて良かった、

等のことを書き、半数以上の学生が、将来教員になりたいという決意を新たにしたことを、

述べている。そうした決意を持って、学生たちはこれからの学習をするわけであり、大学

での学習の効果も大きくなることが期待できょうο

こうして学生が「教育参加Jの行事に参加したとき、学生にやる気が起こって来たりし

て、 一定の変化がもたらされることがあるわけだが、その 1つの例として、昨年度わたし

は、教育実践研究指導センターの発行した冊子『平成8年度臨床経験の授業科目「教育

参加j の開設と学生の反応』に、次のような内容のことを書いた。

昨年も附属学校圃での教育実習参観が、メニューにあった。附属小学校での参観は、多

数の学生が同じ時間帯に、それぞれの学級に分かれて参観する方式であるが、集合時と解

散時には学生全員が玄関に集まって、これから参観する学級の学年毎に並んだ。その集合

時の学生の様子を見ていると、普段の大学の授業と同じような雰囲気で、あったu 普段の大

学の授業と同じとはどういうことかというと、教官の話しを注意して聞かない者がいる、

よそ見をする者がいるという、だらしない状態だということである。そうした中で、参観

開始前の会が行われたが、附属小学校の先生のあいさつのときも私語をする学生がいる有

様で、あった。さてその後参観が終わってから、再度集合したときはどうだ‘ったかというと、

学生の雰囲気が、 1時間程前の集合時とは打って変わっていた。教室の遠近の関係もあっ

て、学生たちは玄関にばらばらに戻って来たが、歩く様子は落ち着いて見えた。戻って来
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ると特にだれに指示されるまでもなく、静かにさっき集合した時の隊形に並んだ そして

そのまま全員そろうのを待ったのそのとき私語をする者は一人もいなかった！ふと、だれ

かが隣の学生に何かしゃべろうとすることがあったが、そのとき近くの別の学生がそれを

制し、しゃべろうとした学生は気付いたようにロを閉じて、姿勢を正した。そこは全く静

寂の空間となっていた そうした中で終わりの会が行われた。

授業を参観した後の学生たちは、こういう真剣な態度に、自然になっていたのである、

これに類することは時々あることであろうが、 f教育参加Jでの参観も学生に変化を及ぼ

すわけである。（なお今年度の附属小学校の教育実習参観ではどうだったかというと、今年度

の終了時は、参観が終わったら大教室へ行って感想文を書き、書いた人から解散して、終わり

の全体会がなく、昨年度のような機会はなかった＞r教育参加Jによる効果は、もちろん学

生個人個人によって遣いがあろうが、全般的には大と言ってよいであろう

3.松本地区研究棟教官の関わりと反省

f教育参加Jの授業は、生涯スポーツ課程以外の課程の学生は必修である 生涯スホー

ツ課程の学生は必修ではないが、ほんどが受講している〈今年度受講していないのは2名

だけである 今年度1年生全体の合計は、受講者数352名であった．，

授業は松本で行われており、松本地区研究棟の教官全員が関わっている 学生と松本地

区教官の関わりを挙げると、次のとおりである。昨年度と今年度、基本的に同じ£・

－学生たちはそれぞれの行事に参加後、 2週間以内にレホートを提出する 計2つ提

出する．

・レポ｝トの様式はA4判、提出先である副担任名を書く 一一総本の教官（昨年度8

名、今年度7名）全員が各専攻の副担任になっており、副担任がレポートを受け取り、評

価を行ったのなお副担任命jは来年度｛平成10年度）より変更ありe

－提出場所は上保（厚）研究室、 もしくは事務室（南支援室） 一一提出する学生が多いと

見込まれる時は、事務室に依頼して提出用の箱を事務室前に置いた3

－上僚が提出を確認した上で、それぞれの副担任に回す

. 2個月または 1個月に 1回程度、レポートの提出状況を公用掲示板で示し、間違い

がないかどうか確認する

・レポー トの最終期限の明示、 来提出者への督促等を、公用掲示板などで適宜行うの

・松本の教官はそれぞれのレポートに評価を付け、長野の土井教官に回す

－学生の質問 ・相談に適宜応ずる〉一一松本での質問・相誌は、対処できる範囲で上保が

応じたが、上僚が対処できないものは土井教官の方に回した

以上を踏まえた上で、主として今年度のことについて反省を書く 学生に対する指導の

こと、教官側の留意すべきこと、等々、述べる

a.授業の全体会での学生の態度

全体会は毎月 1回、計5回行ったc 今年度の受講登録者数は前述のように352人、その

人数を、備え付けの固定席数もちょうどそれと閉じである、 352席の大教室に入れて、授
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業を行った。

これだけの人数だと苦労が伴う。まず前の方から詰めて座るべきであるのに、先に来た

学生が後ろの方に座ってしまう、それから固定席の後ろに折り畳みパイプいすが置いてあ

るため、それを利用してしま う、という状況である。わたしは再三、先に来た人は前から

座るように、折り畳みパイプいすは使わないように注意した。全体会の回数を重ねるにつ

れて、その注意は少なくて済むようになったO

IXに集合に時間がかかる。人数が少ない授業でも遅れて来る者はいるが、人数が多いと、

それに比例して集合に手間取るの

次に人数が多いとどうしても、注意力が散漫になったり、私語が多かったりという傾向

が大き くなるu たとえ受講人数が多かろうとも、教官の話しは静粛に、注意深く聞かなけ

ればならないものである。 相手は分別をわきまえたはずの大学生である．小さい子供だっ

たら話しは別だが、大学生は教官が話し始めたら、静粛に聞いて当然だと思う．， ところが

その f当然j は通用しない。強く注意を与えなし、かぎり、教官の話しに集中しないのであ

るのこうした現実を踏まえた指導が必要である内それ相応に対応しなければならない

さてこういうとき静かにすべきだというのは常憾であるが、その常識のない人は、大学

生よりも分別をわきまえているはずの中年の世代にもいる、例えば小中学校の父兄参観の

とき、授業をやっている教室の中でひそひそ話しを始める親がいる 非常識も甚だしいこ

とであり、授業をしている先生にとっては迷惑千万であるが、悲しい現実としてそういう

ことがある。それを考えれば、大学生ばかりをだら しないと言って費めるわけにし、かない川

こういう現実に基づいた指導が必要である向

わたしは学生に重ねて注意をしたが、必ずしも十分であったと言えない。もっと厳しく

すべきであろう。

b.行事参加時の学生の様子

普段の大学の授業は、遅刻する学生が多く、困りものである、それでは f教育参加Jで

の行事の場合はどうか。わたしがこれまでに学生と一緒に出席した行事は、昨年度の附属

小・ 附属中の教育実習参観、松本キャンパスで行われたYOU遊サタデー（昨年度はこれも

参加メニューに入っていた）、 それと今年度の附属小 ・附属中の教育実習参観であるも，その

ときの学生の集合状況はどうだったかというと、昨年度の附属小の教育実習参観では遅れ

た者が 1、2名いたように記憶しているが、それ以外は遅れた者がいなかった YOU遊

サタデーは1年生の参加人数が多く、多い人数であるので集合するときの様子が気になる

ところであったが、時間どおり、しかもやる気を態度に表してさっと集合した 1 こういう

行事のとき時間正確であるということは、とても良いことであるめ

c.行事参加時の学生の服装・身だしなみ

今年度、附属幼稚園が書いた反省の中に次のようなことがあった 運動会を保護者や家

族、入園希望者が見に来ることがあるが、そのときは「教育参加Jの学生も幼稚園職員の

一員として見られることになる。だからそれにふさわしい服装 ・身だしなみをするように

制限したい、と。それは当然のことであるリまたそれは、外部の人が見に来るときでなく

ても注意すべきことである。参加する学生は、教員に準ずる者として、児童生徒の前に立
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つ者としてふさわしい身なりをすべきである。

学生たちは、行事参加のときはきちんとした身なりをするように注意されていたυ 大体

は守られたと思うりところが中にはひどいものもあった。今年度の附属小学校の教育実習

参観のとき、男子で、耳に穴をあけて付ける耳飾りを、片方の耳にしているのがいた“そ

れはわたしが、解散時になって気が付いたもので・あった．非常識なことをさせないように、

なんとか徹底したいものである。

大学での普段の学生の身なりについては、とやかく言いたい先生もいるだろうし、どう

でもいいという先生もいるだろうが、児童生徒の前に立つ場合には、きちんとした形でな

ければならないやそれは常識として指導したい。附属学校園の先生からも常に言われるこ

とだが、 f小さい子供は大人のすることを真似るJ

d. 参加メニュー選択での問題

今年度の学生の中で、教育実習参観に小学校と中学校の両方に参加し、それで2つの規

定の参加を終了したとする者が、数名あった約また運動会で前日準備と当 日に参加し、そ

れで2つ終了したとする者もあったL 確かにそれらは独立のメニューとなっており、そう

いう参加の仕方はいけないということは言われていなかった、また学生からそれに関する

質問も受けなかったので、注意もしなかった．したがってそれらの学生は、それで終了と

してよいことになる《1 しかし非常識に思える引メニューが多いのだから、もっと別のもの

に参加して当然と思う。ただしそれを非常識だと言ってかたづけるのではなく、そういう

ことをも考慮、に入れた指導が必要であろう。

e.無断欠席について

無断欠席がいくつか見られたのその理由の 1つは、今年度は参加メニューに余裕があっ

て、 3つ目以上に申し込んでおいた学生が、必要性の薄さから欠席し、連絡しなかったと

いうものであるう。それにしても無断で休むのは、受け入れ側に対して失礼なことである

大学の授業では無断欠席は問題にされることが少ない．特に受講者数が多い授業ではそう

であるυ 行事に無断欠席した人たちは、それと同じように考えていたのであろうか♂行事

参加では、いいかげんな考え方をしないようにさせたい．

f.レポート提出に関して

学生の大多数は規定のとおり提出した一部分の学生は規定を守らなかったいレポート

の提出に関して守るべき事項は、配布したプリントに記し、また授業の全体会で繰り返し

述べたの規定を守らなかった学生は、注意力散漫と言うほかない。ただしどうすればうま

く守らせられるかを、考えることも必要であるに！

i ）レポートの提出で守られなかったこと

どういう違反があったか、次に見る．、

・レポートに受取人である副担任名を書かなかった。

これについては全体会で再三注意し、またレポート提出場所に副担任名を書いておくこ

とにより、守られるようになった。

・レポートをA4判にしなかった。
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ごく少数で、あったがB5判で提出した者がいた。これも全体会で注意したが、 1月にな

ってもB5判で提出した者があった。

－上保（厚）研究室、もしくは事務室の規定の場所に提出せず、副担任に直接提出した。

こういうのが少数あった。上保（厚）研究室に提出させるのは、全体の提出状況を把握す

るためであるが、このことについては副担任全員の協力が必要で‘あるο

－提出期限を守らなかった。

期限に少し遅れるだけならともかく、相当に遅れる者もあり、中には提出を全然忘れて

いる者もあった。そういう者には督促をした。まず公用掲示板で督促したが、それだけで

は不十分で、電話によっても行った。

規定を守らず、レポートを出さない者の評価は、不可にしてかまわない。学生もそうさ

れて当然と思うであろう0 .しかしこの単位は、生涯スポーツ課程以外の学生にとって必須

である。長野に移った学生が、来年度また松本まで受講に来ないですむように、寛大とも

言うべき措置で来提出者には督促した。土井教官とわたしがそれを行った。

今年度、最終提出期限は、評価を事務に提出する日程の関係から、 1月30日（金）と し

た。ただし1月31日 （土）にも参加行事があり、それのみは締め切りを 2月5日（木）と

した。その期限に遅れる者はだれもいなかった。

ii ）レポート作成に関するその他のこと

. 2枚以上にわたるレポ｝ トで、本人の氏名 ・副担任名を最後に書く、または副担任名を

最後に書き、そこまで見なければだれか分からないというのがあった。これは違反ではな

いが、事務能率上、困るものである。レポートの合理的構成法の指導も必要であろう H

－ワープロの使用に関してr これについて学生から質問を受けた場合には、使用を可と し

たが、来年度以後は基準を設けておくパきであろうの

iii）レポートの最終提出状況

これについて、最終期限までに、退学等を含めて、規定の 2つのレポー トを提出しなか

った人数は次のとおりであるφ

－退学 ・休学・受講取り消し 5名

・上記以外で全然提出なし 1名

・1つのみ提出 1名

上記以外は規定のとおり 2つ（以上）提出した。提出なしをごく少数に押さえることが

できたが、長期間来提出の学生に対して督促をしなければ、こうはならなかったであろう。

前に述べたように、今年度、希望する学生は3つ以上の行事に参加することできた。そ

の場合のレポー ト提出は、 2つだけでも、参加したもの全部でもよいとしておいた。結果

的には、レポー トを4つ提出した者が3名いた。レポートの提出だけで評価はできないと

しても、 このように積極的に取り組む学生がいることは、喜ばしいことであるの

g. 若干のレポートのから

昨年度わたしが評価を担当したレポートの中に、参加した行事を批判的に見て書いてい

るものがあった。批判的に見ることは良いことである。行事の良い面ばかりを書かなけれ
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ばならないわけではない。今年度、レポートの未提出者に督促をした後、その内の i人と

話す機会があった，その学生はレポートに書くことがなし、から今まで書かなかったと言っ

ていた。なぜないのかというと、先生たちと話しをしたいと思って参加したのだが、終わ

ってからの反省会は時聞がなくて、先生とほとんど話しができなかったからだと言う 1 そ

れでもそれ相応にレポートを書かなければいけないのだが、こういう学生もいるのである．

レポートに良かったことを書く学生が多いが、満足感を持たない学生もいるわけで、それ

は心に留どめておくべきであろう。

4. 今年度の学生のレポートから

昨年度も今年度も、学生のレポートには、自分の観察に基づいてよく書いているものが

多かった。放に今年度わたしが読んだ学生たちのレポートの中から、印象深い部分を、原

文をできるだけ生かしながら再構成して示したい。これをもって結びとする。

f教育参加j の授業は体験を通して実感できるから、とても良いものだ

教育現場では教科書どおりにいかないことが多いという，.r教育参加Jは実際に体験で

きるから良いし

頭だけでは理解しにくいことが、たった 1回の体験で理解できた。

子供たちが元気に返事をしている‘わたしも小さいころは、それと同じように元気に返

事をしていたはずだった。

遠足で見ていると、いろんな子供がいる，ちゃんと手をつないで歩かない子、 1人で先

に行ってしまう子、もう 3回泣いた子

子供はこま回しも、竹馬も、すぐ覚える。また大人にはない感性がある，

子供には下手に手をかけすぎてもいけない。子供のやりたいことは、危険なことでもた

だ禁止するだけではいけない

盲学校の生徒もバレーボールやサッカーをする 1 これは知らなかったことだ，l

全盲の生徒が柔道をする。その生徒は、畳が正方形であることを直ちに理解した、わた

しにとっては驚くべきことだった。

全盲の生徒に「太陽はどこにある？Jと聞いたら、その方向を正確に指すことができたれ

子供がかわいいだけでは、先生は務まらない....明るい部分も苦しい部分もあると思う。

子供と遊んでいても、楽しいことばかりではないのまた陰の仕事も沢山ある。

子供と遊ぶことは忍耐力のいることだけ

子供の視点に立つことは、なかなか難しいことだ

先生になりたいと感じたけ頑張ろうという気持ちが一層強くなった

身に付けなければならないことが見えてきた これからの4年間を有効に過ごしたい．

地元教育機関での行事のとき、元教員の年輩の指導員が子供に、「そんなんじゃだめだ

よJと言っていたが、それはわたしの小学校の時の先生と同じ言い方で、硬かさの感じら

れるものだった。わたしもそういう言い方ができるようになりたいの

終わりに花束をもらったゐ思わず抱きしめたけそれはわたしがいい先生になろうと決心

した瞬間だった〈
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異文化から学ぶ

国語教育講座 徳井厚子

不登校やいじめ、殺傷事件 ・・・ 教育をめぐる様々な暗い事件がおこっている今、現場

が求めている教師とはどんな人間だろうか。

この「教育参加」では、体験の重要さ、多様性を理解していく寛容さや思いやりといっ

た教室では学べないようなことを学ぶことができたのではないかと思う。そうして、こう

いった体験が教育者としての原点になっていくのではないかと思う。

学生たちのレポー トを読んでいると、参加前 ・参加後の自己変容の気づきが描かれてい

て興味深い。幼稚園生に「ひとりぐらしJという言葉を説明しようと思ってついにうまく

いかなかった体験、盲学校でアイマスクをして学生たちに助けられながらバレーをした体

験、遠足ではじめは全くしゃべってくれなかった幼稚園生がついに話しかけてくれた体験

など、ひとりひとりの体験は多様である。

しかし、共通していえることはこのプログラムそのものが「異文化を理解する体験jで

はないかということである。つまり、今現在生活している日常と少し異なった世界に身を

おく ことによって自分とは異なった立場にたつことができる体験ではないかと思う。こう

した体験は、多様性の理解につながっていくのではなL、かと思う。

私はこの体験が、将来教育の現場に立った時にエネルギーのもととなっていくように

願っているo将来の教育現場が明るいことも。
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教育参加のレポー トを読んで

理科教育講座中村正人

学生の教育参加についてのレポートを読んで思ったことは、学生ができるだけ生徒

と触れ合うことを希望し、真撃な態度で参加し、将来教育に関わる学生として得たも

のが非常に大きかったと一様に認めていることから、この教育参加という試みは大変

に有志義であると思いました。

大学 1年の時にこのような機会を持ったととは、 2年後の教育実習への心の準備を

する意味でも大変に良いことと思いました。

生徒にとっては、そんなに年齢の離れていない大学 1年生は親しみやすく、大変に

良い影響を与えることと思いました。できればこの教育参加を契機として、生徒たち

と学生たちが日常的な交疏を持つことができればよいと思います。

学生たちはこの教育参加を契機として、将来良き教育者になる自覚を高め、質の高

い、確かな知識、知性を養い、また豊かな情緒、感性を磨くように努めて欲しいと思

います。

受け入れ側の先生方には親切に学生たちをど指導くださいましたことに、副担任と

して心から御礼を申し上げます。
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人間性を取り戻す大きな役割

英語教育講座山崎達朗

教育参加 （TeachingExperience）は、松本市旭キャンパスの教育学部一年生を対象に

昨年度から施行されているが、彼（女〉らのリポートに目を通すのが私の主な仕事の一つで

ある。少なくても次の 3点に於いてこのプログラムが有効である事を強調しておきたい。

① 地域（附属〉の児童、生徒たちのことをよく知る。

② 教師の（特に裏方としての〉仕事を認識する。

＠身体に障害をもっ人との接し方を学ぶ。

①に関する背景として、子供たちの扱いが苦手という学生が意外に多いという現状がある。

単なる遊び相手ではなく、将来教師として統率しながらク ラスをまとめるのは容易な事で

はない〈私自身海外の日本語補習校で7年程経験がある）。 遺足や運動会、「You遊サタデ

ーJなどを通し、学生遥は新鮮な目で児童、生徒の行動を観察し改めて、何らかのショッ

クを受けるようだ。児童たちの素直さ、率直な言動、積極的な態度などを、学生たちは「自

分たちが忘れかけていたもの」と表現する。りっぱな教師になるには険しい道程だが、やっ

ぱり挑戦してみたいと多くの学生は報告している。②は一つのものごとを多面的にみるこ

とに貢献する。一つの行事（例えば、オリンピック）を成功させるには表舞台と裏舞台があ

る。表舞台は華やかで誰の自にも清水や里谷はあこがれの選手になる。しかし、裏舞台と

いうべき裏方の地道で周到な努力なしには、大会そのものすら存在しないはずだ。学生た

ちがこの裏方の仕事に気付かされるのが教育参加（運動会や学指研など）の長所である。幼

い頃運動会の看板を見て、よしがんばるぞと表舞台に向かった学生が、同じ看板を見て今

度はこれを取り付けるのは結構大変だっただろうな、という見方ができるようになったと

いうことなのである。③は具体的には、主に盲学校や知的障害をもっ子供たちとの交流を

通しての経験を指す。既成概念から、一般の人々は神経質なまでに気を使う。1から 10 

まで何もかも彼らのために面倒を見なければならないと錯党してしまう。教育参加前の学

生たちも例外ではなく、眠れないほど緊張する人もいるようである。しかし一日を一緒に

過ごし、彼らの独立しようとする態度に感心した、とかその明るさに逆に励まされたとか

いう学生のリポートがほとんどである。つまり、身体に陣容をもっ人を弱者として扱うの

ではなく、 一緒に付き合う社会の一員として温かく迎え入れる自覚が学生に芽生えるので

ある。私の父も盲学校と聾学校に長い間勤務したことがある。障害者にもいろんな可能性

が備わっているのに、勝手に既成概念という囲いを作って彼らを閉じ込めようとしている

のは社会のほうだ、とよく言っていた。

お陰様で教育参加も順調にすべりだし、協力機関も数を増すことによって今後さらに充

実したものになっていくのは、大変ありがたいことである。私は個人的には 「ふれあいJ

という表現が好きではない。非常に artificialに聞こえ、そんな場をわざわざ求めなけ

ればいけないほど、裏では人聞は利己的になって付き合いが希薄になっているように聞こ

えるからである。その証拠に一昔前には近所付き合いがなければ成り立たない社会だった

から、いちいち 「ふれあい」などという言葉は必要ではなかった。そんな人間性を取り戻

すためにもこの教育参加は大きな役割を担って行くことと思う。
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学生への励ましの言葉と教育実習への橋渡し

附属教育実践研究指導センター 土井進 ・東原義訓

「教育参加j の開設母体である実践センター教宮の大きな役割は、学生と受け入れ側

の聞に入って、 f教育参加」メニューが実施される日時に参加予定の学生がきちんと出席

するように、必要な情報が一人一人の学生のもとに届くようにすることである。学生が無

断欠席したり遅刻したりすることは、受け入れ機関に多大なご迷惑をかけ、ひいてはこの

授業への不信感を生み、 「教育参加J自体を崩埴させる危険性をはらんでいる。このこと

の重要性が学生一人一人に分かるように様々な工夫に努めているところであるが、実に難

問題である。

350名近くの学生が5月～1月の期間に大学キャンパスから出て、それぞれの学生が

異なる日時に、異なる場所で様々な教育活動に参加するというのが f教育参加Jの授業で

ある。しかも、 4月当初に参加メニューを決定するため、学生の側にも受け入れ機関の側

にもその後の状況の変化に伴う変更がしばしば生じるのもやむをえないことと言わなけれ

ばならない。これらの情報を素早くキャッチし伝えることが実践センターの大きな役割で

ある。また、変更はなくても全体会が行なわれなくなる 11月以降のメニューともなると、

学生の中にはすっかり忘れてしまっている者も出てくる．

このような難問に対処していくために、これまでの 2年間は掲示、電話連絡、 FAX等

を活用してきでいるが、来年度からは f教育参加Jのホームページを開設し、最新情報を

提供することに着手したいと考えている。

さて、情報伝達の手段を工夫していくこととともに、 一人一人の学生の心に届くメッ

セージを工夫することも更に一層重要である。学生は「教育参加」から学んだことをレポ

ートとして我々教官に提出してくれる。このレポー トを単に成績評価のためだけに用いな

いで、教官のメッセージを添えて3年次に教育実習に行く時に返却してやりたい。こう

することによって f臨床経験j の授業科目である「教育参加j と「教育実習j が結ぼれる

のではないかと考えるのである。

レポートは松本地区の教官と実践センターの教官が読むのであるが、それぞれの教官

が学生への励ましの気持ちを込めて隙々なメッセージを側外に書いてくださっている。そ

の中からいくつかを次に掲げることにしたい．

「飽きや感動を自分のものにしようとしている気持ちが感じられます。 J

「まとめの部分はまったく同感です．彼らに必要以上に防害を意識させるのは、同等に扱

っていないということの表れですからね.J 

f過去の経験と現在の教訓がうまく表現されています。 j

f裏方の仕事の大切さや自然の価値を見直せたようですね。 J

「大学生活とは違う貴重な経験により、自分を見詰め直すことができたようですね.J 

「子どもたちのもっている集中力、発想力を観察できたようですね。j

「人とのふれあいを通しての新しい発見がよく脅かれています。 j

「感動の連続だったこのキャンプ。きっと君の将来によい影響を与えてくれると思います。

触れ合う人間の紫晴らしさが感じられるレポートです。 J
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7. シンポジウム「フレンドシップ事業は優れた教師を生み出すかJ

ラ
フ
事
業
叫

に
救
崎
町
を
生
み

L 
圃圃・

6J 

日時 ：平成9年11月28日（金） 13:00～18:00 

主催 ：信州大学教育学部

後援：国立大学教育実践研究関述センター協議会

長野県教育委員会

-107 



あいさつ

信州大学教育学部

学部長漆戸邦夫

本年度文部省により初めて全国48の教員養成系大学を対象に「教員養成学部フレ

ンドシップ事業Jが導入された。教職を志す学生が種々の体験活動等において児童生

徒と直接ふれあい、ともに学ぶことは、教員としての実践的指導力の向上を図る上で

大変有効である。そのふれあいの場や機会を、教員養成大学と地元教育委員会等が連

携 ・協力して提供することがこの事業の主なねらいと恩われる。

今回このフレンドシップ事業を成功させるためのシンポジウムfフレンドシップ事

業は優れた教師を生み出すかJを企画いたしましたところ、本シンポジウムの趣旨に

ご賛問いただき、秩回大学、福島大学、新潟大学、上越教育大学、横浜国立大学、広

島大学の6大学からご発表いただけることになり、盛大に開催することができますこ

とは、主催いたしました信州大学といたしまして大変心強く深く感謝申し上げる次第

でございます。

本学部附属教育実銭研究指導センターでは、本事業と同様な趣旨ですでに平成6年

度より学生が自主的に行う「信大Y0 U遊サタデーJを実施してきております。 4年

目を迎えた本年は、従来の大学内に子どもたちを迎えていた活動から、「出張YOU 

遊サタデーJと銘打って、大学キャンパスから出て地域の青少年の体験活動緒施設な

どでも実施いたしました。地域の関係機関との連携活動へと大きな広がりを見せ、一

歩一歩着実に成長しております。

このシンポジウムをきっかけに各大学問ならびに大学と地元教育機関の聞の情報

交換が深まりますように、また、今後フレンドシップ事業が成功するように着実に推

進され、優れた教師が育っていくことを念願して、ごあいさつといたします。
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〔講i寅〕

教員養成とフレンドシップ事業

小林澗行（教育職員義成審議会臨時委員

はじめに

同カリキュラム等特別委員会委員

信州大学教授）

信州大学の小林でございます。本日は、こうしたフレンドシップ事業のシンポジウムに

お招きをいただきまして誠にありがとうございます。私も、 5、6年前にセンター長とし

て教育英践研究指導位ンター・に関わりをもっておりましたので、今日は身内の会のような

気持ちで参りました。どうぞ宜しくお願いを申し上げます。

さて、本日のテーマである教員養成と フレン ドシップ事業ということに閲しましては、

本日ご参会の皆様、特に全国各地からご参加くださいました諸先生方の方が、荘、どもより

も遥かに深いご理解と関心をおもちになっておられる方々ばかりでございますので、ここ

で私がこの問題．について何かお話しいたしましでも、釈迦に説法の類いで大変戸惑ってお

る訳でございます。

そんな次第で、本日の講師としてはどうも適任ではございませんが、私、これまで文部

省の「大学における教員養成の改善に関する調査研究会」という委託研究の研究会や、 「教

育職員養成審議会」などの審議に参加して参りましたので、そうした機会に勉強をさせて

いただいてきた中で感じたことや、考えてきたことのー却について若下お話をさせていた

だき、本日ご参会の皆綴方からフレンドシップ事業の活動について、いろいろとご教示を

いただければと思っておる次第でございます。

1.高橋竹山（樟軽三味線の初代家元）について

今年の文化の日であったかと思いますが、 Nl l kの「人間ドキュメントJというテレビ

番組で津軽三味線の初代家元である高橋竹山を取り上げておりました。私は、全く偶然に

この番組をみたわけでありますが、本日ご参会の皆様の・中にもご覧になった方がいらっしゃ

るのではないかと思います。

津軽三味線の初代家元の高橋竹山という方は、ご承知の方も多いかと思いますが、人生

の初期に視力を失い、食べていくためにこの津軽三味線の世界に入り、大変な苦労をされ

た方であります。本当の津軽三味線の心を引き出すために、あらゆる音楽を聞き、あらゆ

る楽誌を弾き、それを津軽三味線に生かして「名人Jの名を獲得した人であります。しか

し、名人の地位を獲得するまでには、 1事軽の地では、津軽三味線の正統ではなく異端だと

いう風評も一時たって大変苦境におかれた時期があったということであります。

その初代家元の高橋竹山が沢山いる弟子の中から高橋竹与という一人の女性に2代目家

元を襲名させたことを、この番組では取り上げておりました。竹与という 2代目を襲名し

た弟子は、高校生の頃、初代高橋竹山の樟軽三味線をCDか何かで聞いて、自分の一生を

この津軽三味線にかけることに決めて、初代竹山のもとに単身弟子入りしたの人だそうで
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あります。

竹与という他県出身のその女性の弟子に 2代目を襲名させた理由が、私には大変印象的

でありました。初代竹山が言うのには、他の弟子たちの中にも、 2代目を継いだ竹与に勝

るとも劣らない技量の持ち主は沢山いる。しかし、他の弟子たちは、自分で立派な職業を

もっていたり、その夫の職業で食べて行ける人ばかりである。けれども2代目を襲名した

竹与は5年か、 10年は世間を渡り歩いて津軽三味線をやってみたいという。だから俺と

同じ苫労した道を歩むことになるから継がせたのだ、と淡々と語っていたのであります。

また、初代高橋竹山は、 2代目が襲名後初めて演奏会を開いた時、ガンで身体の自由が

l分きかなくなっているにもかかわらず、その演奏会に駆けつけ、 「古いものをただ継ぐ

だけでは駄目だ、古いものを拡げて常に新しいものを持たなくては駄目だjと、 身をもっ

て自分の津軽三味線を演奏し激励しているのであります。

こうした初代高橋竹山並びに2代田竹山の姿には、いろいろと教えられ、考えさせられ

る点がございます。その第1は、 2代目竹山のよう』型炉断ち背；回陣ーをしかなければ、

芸の継承ができないという伝統芸の継承の厳しさという点であります。第2には、 「古い

ものを継ぐだけでは駄目だ、古いものを拡げて常に新しいものをというもたなくては駄目

だ」と弟子たちに言い続けた点であります。

ところで、何故、冒頭にこうした高橋竹山の話を持ち出したかと申しますと、皆様ご承

知のように、現在、教育界、とりわけ教員養成大学、学部は、未だかつてないような大変

厳しい環境におかれているからでございます。津軽三味線の2代目高橋竹山のように、私

どもは進路を断ち背水の陣で臨まなければ、現在、私どもの自の前に立ちはだかる困難な

謀題、困難な状況を克服することはできないと考えるからであります。また、これまでの

古い慣習やしきたりにしがみついているだけでは、決して新しい21世紀への教員養成の

展望は聞けて来ないと考えるからであります。

私は、高橋竹山のドキュメントをみながら、今の私どもに一番必要なのは、こうした退

路を断った背水の陣の覚悟を一人一人がもつことであり、 「古いものを受け継ぐだけでは

駄目だ、古いものを拡げ常に新しいものをもたなければ駄目だ」という確固とした決意と

気概をもって進むことが必要ではないかと考えていた次第であります。

2.都道府県教育委員会 ・学校教育関係者からの教員養成機関に対する要請と批判

さて、前置きが少々長くなりましたが、本題の方に入りたいと思います。私は、平成7

年 10月、文部省が東京学芸大学に、 「大学における教員養成の改善に関する調査研究J

を委託し、その調査研究会が設けられました。教養審会長である東京学芸大学学長の蓮見

先生を議長として、大学関係者、小中高の関係者、都道府県教育委員会関係者、研究搬関

の関係者、それに文部省の関係者などが加わり、合計18名という規模の研究会でござい

ます。月に 1回ほど東京で研究会が闘かれ、その研究会から平成8年3月と平成9年3月

に、ここにもってきましたような2聞の報告書が出されております。これらの報告書は、

文部省から全国の関係大学、教育委員会などの教育関係機関に配布されたものでございま

す。

また、平成8年12月からは、文部省の教育j股員養成審議会、普通、教養審と略称で呼
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んでいる審議会がございます知、私、その審議会の臨時委員を委嘱されました。また、そ

の審議会のもとに文部大臣の諮問に対する答申の原案を作成するために、カリキュラム等

特別委員会という特別委員会が設けられましたが、その委員は教養審の委員の中から会長

の指名で選ばれ、 15名で構成されました。私もその委員の中の一人として、教員養成の

カリキュラムの改善に関する審議に参加して参りました。お手元に差し上げてある 『フレ

ンドシップ事業は優れた教師を生み出すかJという緑色の附子の55頁に「教養審第1次

答申の概要」というものがございますが、それがこうしたカリキュラム等特別委員会や総

会での審議の結果でてきたものの概要でございます。

冊子の 56頁の上の方の最初のO印の箇所をご覧いただきたいと思います。そこに昭和

6 2年の答申に掲げられた教員の資質能力の内容は、どの時代にも求められる一般的なも

のである、とあります。そして、その下のO印の箇所には、社会の変化が激しい時代には、

社会の変化に対応する資質能力が必要である、として3点ほどあげられております。次に、

その下のO印には、従来、一人の教員に完全な教師像を求めて来たが、現実的ではないの

で、それぞれの得意分野をもった教師が集まって全体として、完全な教師像に近づけばよ

いという考え方を提示しております。こうした点ではさして委員の聞に異論がございませ

んでした。

そして、この冊子の l頁をご覧いただきたいと思います。本日の私の話のレジュメを掲

げておきましたが、そこに記しでありますように、

①教育者と しての使命の自覚を持たぜること

②自主的 ・自発的な進取な態度を育成すること

＠子どもを理解し指導できる実践的指導力の向上を図ること

④社会的体験 ・直接体験の不足を克服すること

⑤人間関係調整能力を体得させること

＠情報化・ 国際化社会の進展等の今目的課題に対応する資質・能力を育

成すること等

といった事項などが、そうした研究会や教養審の場における教員養成カリキュラムの改善

に関する審議の中で、共通に話題にされてきた事柄でございます。その審議の過程におい

て、都道府県教育委員会や義務教育学校の関係者など、学校教育の実践の場に関わってお

られる方々から、私ども教員養成機関に対し、そうした教員に現在求められている資質能

力と いうものに対して、 「教員養成の大学・学部は、応えているのか」といった、厳しい

批判が多くでて参りました。こうした現代の教師に、また明日の教育を担う教師に要請さ

れる資質 ・能力に対して、教員養成に携わっている大学 ・学部が、これまで何もしていな

いのではないかという大変厳しい批判であります。

3.教養審カリキュラふ等特別委員会における教育委員会へのアンケー ト調査結果

実は、教義審のカリキュラム等特別委員会におきましては、文部大臣の諮問に対する答

申の原案を作成するにあたり、新開等ではあまり報道されてはおりませんが、現状を把握

するための幾つかの実態調査を実施しているのであります。この度の第一で次答申に対しま

して、さしたる恨拠もなく答申が作成されたのではないか、といった批判が一部にないわ



けではございませんが、決して、伺の根拠もなく答申案が出てきているわけではございま

せん。

さて、そうした実態調査の一つが、都道府県、政令指定都市の教育委員会を対象とした

調査であります。本日お手元にお届けしたも封筒の中に「『教員養成の実純状況等に関す

る調査（都道府県 ・政令指定都市対象） J調査結果」という綴じ込みの資料がございます

ので、ご覧いただきたいと思います。その資料がそうした実態調査資料の一部でございま

す。 この調査は全体では20頁にも及び、かっ学校種別に調査したもので、文部省からの

依頼でなければ、都道府県教育委員会には、とてもま ともには対応していただけそうもな

いようなかなりの分量の調査でございます。

昨日、教養審のカリキュラム等特別委員会が束京でありましたので、その折に、この実

態調査資料の一部を本日のこの会で使用する ことについて、文部省で了解を得て参りまし

た。大変興味深い調査かと思いますので、少し時聞をいただいて、この実態調査について

皆械方とご一緒に見て参りたいと思います。

この調査は、平成9年2月に、 47都道府県、 12政令指定都市の教育委員会を対象と

して実施したもので、回答率は9G. 6%でございます。この資料の 1頁には、現在の教

員保用状況を示す数値が掲げられておりますが、現在の教員採用の厳しさが、端的にあら

われております。

次に、 2頁をご覧いただきますと、教育委員会が養成機関に期待するものとして、高等

学校だけは、当然と言えば当然のことですが、教科の専門知識 ・技能が一番高い数値を示

しております。しかし、小 ・中・特殊学校では、 「教職に若く明確な意芯、教員の使命の

自覚」という項目、 「教職にl謝する専門知識」という項目、 「幼児 ・児童 ・生徒を把握し、

指導に適切に反映していく能力Jという項目のの3項目が、総体的に高い数値を示してお

ります。

これに続く、 2の 「採用時に既に身につけておくべき必須の資質（不足している資質）

は何か」という質問に対しては、小 ・中・高、特殊学校のすべてが、 「教職に限らず、大

学、短期大学での学生生活全体を通じて得られる幅広い教養」という項目、 「幼児・児童 ・

生徒を把躍し、指導に適切に反映していく能力Jという項目、 「学校内の同僚、保務者、

学校外の関係者と円滑なコ ミュニケーショ ン、人間｜地係を保つことができる能力Jという

項目の3項目が、高い数値となっております。

次に資料の3頁をご覧いただきたいと思います。そこにはそうした必須の資質が不足し

ている原因を教育委員会がどのように見ているかを質問したものであります。

( 1 ）の 「教職に就く明隊な意志、教員の使命の自覚」の不足という点では、小 ・中で

は、 「原因は、大学 ・短期大学の養成教育の在り方にあるJという項目が90. 9%, 9 

5. 0%で一番高く、高校では、 「原因は、メディアの発達 ・普及や地域社会の教育力の

低下など、社会環境の変化にあるJとい項目が78. 6%で一番高い数値であります。ま

た特殊学校では、 「原因は、大学 ・短期大学のみならず、義務教育も含め、学校教育全体

にある」 という項目が8o. 8%で一番高い数値になっており、この（ 1 ）の問いに対し

ては、学校種によ り原因の見方に若干の違いが現れております。

( 2）の 「指導する教科の内容に関する専門知識 ・技能」の不足の原因に対する質問に

は、学校種を問わず全て 「原因は、大学 ・短期大学の養成教育の在り方にある」という項
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目が100. 0%であります。

( 3）の 「教職に関する専門的知識Jの不足、並びに（4）の 「学問的専門知識・技能

ではなく、現場に即した知識・技能」の不足という項目の問いに対しでも、いずれも学校

種を問わず「原因は、大学 ・短期大学の養成教育の在り方にある」という見方をしている

のであります。

次に4頁をご覧いただきたいと思います。 ( 5）の「教職に限らず、大学、短期大学、

での学生生活全体を通じて得られる幅広い教義」が不足している原因に対する問いに対

しては、 「原因は、大学 ・短期大学のみならず、義務教育も含め、学校教育全体にあるJ

という項目が、学校積を問わず一番高い数値となっております。

(6）の「幼児 ・児童 ・生徒を把握し、指導に適切に反映してい く能力」が不足しいて

いる原因に対する問いに対しては、小 ・中・高校は 「原因は、少子化、家庭教育力の低下

など、家庭環境の変化による」という項目が一番高く、特殊学校では、 「原因は、メディ

アの発達 ・普及や地域社会の教育力の低下など、社会環境の変化にあるJの項目が一番高

くなっております。

( 7）の 「学校内の同僚、保護者、学校外の関係者と円滑なコミュニケーション、人間

関係を保つことができる能力Jが不足している原因に対する問いに対しては、小 ・中では、

「原因は、家庭環境の変化によるJとい う頃目が一番高く、高校では、 「原因は、社会環

境の変化にある」の項目が一番高くなっております。また、特殊学校では、 「原因は、学

校教育会体にあるJの項目が一番高くなっており、この（ 7）の問いに対しては、学校穂

により原因の見方に若寸・の相違が現れております。

しかし、総じて、これらの資質が不足している原因として、 「原因は、大学・短期大学

の養成教育の在り方にあるJとみる回答が、結構高い数値を示している点にご留意願いた

いと思います。

それでは、養成カリキュラムをどのように改善すべきであると教育委員会では、考えて

いるかのかを調査した結果が、 5頁から7頁にかけて掲げてあるものでございます。

5頁の（ 1 ）の「教職に就く明確な意志、教員の使命の自覚」が不足していることに対

する改善策については、中学校では「教育実習期間の延長や内容の充実を図る」という項

目が一番高い数値となっておりますが、しかし、全体的には、 「教育方法について、子ど

もと直接ふれあうなどの体験的な実習や事例研究など効果的なものを工夫する」ことが効

果的であると見ていることが判明するのであります。

(2）の指導する教科の内容に関する専門的知識 ・技能jが不足していることに対する

改善策、及び（3）の 「教職に関する専門的知識 ・技能Jが不足していることに対する改

善策については、かなり学校種によりばらつきが自につきますが、総じて、 「理論中心の

カリキュラムから学校現場のニーズを踏まえた実践的な内容を重視したカリキュラムに転

換する」という項目、および「教育方法について、子どもと直接ふれあうなどの体験的な

実習や事例研究など効果的なものを工夫するJという 2項ヨが高い数値を表しているので

あります。

こうした2項目の数値がしだいに高くな って行くのが6頁から7頁にかけての（4）か

ら（7）の問いに対する回答であります。 ( 4）の 「学問的な専門的知識 ・技能ではなく、

現場での実践に即した知識・技能Jの不足に対する改善策、 ( 5）の 「教職に限らず、大
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学・短期大学での授業・全体を通じて得られる、幅広い年：問に関わる教養」の不足の改善策、

( 6 ）の「幼児 ・児誼 ・生徒を把慢し指導に適切に反映してし、〈能力Jの不足に対する改

善策、さらには（ 7）の 「学校内の同僚、保護者、学校外の関係者と円滑なコミュニケー

ションを保つことができる能力」の不足に対する改善策、といった問いに対しては、全部

の項目に共通して高い数値を示しているのが、 「理論中心のカリキュラムから、学校現場

の実態やニーズを踏まえた実践的内容を重視したカリキュラムに転換するJ、 「教育方法

について、モj)1iえ直接ふれあうなどの体験的な実習や事例研究など効果的なものを工夫す

）るJという 2項目であります。

これらの実態調査結果からも、都道府県教育委員会が、実践的な内容を品・視したカリキュ

ラムへの転換とともに、 「王どもと直接ふれあうなどの体験Jを、教員養成の機関に強く

求めていることが明らかになるのでありますυ この度の平成9年度から実施された文部省

のフレンドシップ事業は、この実態調査実施以前に既に施策化されたものでありますが、

いずれにせよ、こうした都道府県教育委員会などの強い要望を背宗として、登場してきた

ものであるということができるのではないかと思います。

4.文部省の 「フレンドシップ事業J

ご承知のように、平成9年度から文部省は、こうした子どもとの触れ合いの機会として、

新たにフレンドシップ事業を設けたのであります。教員養成機関に学ぶ教員志望の学生達

に、整宣実習以外の場において、実際に子どもたちと触れ合うことにより、子どもの理解、

子どもへの対応の仕方などを学ばせ、実践的指噂カを向上させる目的で予算f/j置を講じて

発足したものでございます。

こうしたフレンドシップ事業の概要につきましては、お手元の緑色の冊子の54頁に文

部省が作成し各教員養成機関等に配布したその概要図がございます。その慨要図に記載さ

れておりますフレンドシップ事業の骨子は、次の3点ございます。

① 教員養成大学 ・学部において、子どもたちとふれあい、子どもの気持ちゃ行動を理

解し、実践的指導力の基礎を身につけることができる機会を設定すること。

② この趣旨の実現を内容とする授業科目を開設すること。

＠教育委員会や社会教育施設等の教育関係機関と連悦 ・協力をはかること。

文部省よりいただいた資料によりますと、こうした趣旨で当初、 14, 215T円と い

う予算額で数大学程度において実施するということを考えていたようであります。しかし、

実際に平成9年度のこうしたフレンドシップ事業の計画について各大学に照会したところ、

4 0大学から総額107. 834千円という要求書が提出されてきたということでありま

す。文部省では、こうした多数の大学からの要求に対して、当初の計画を大幅に上回り、

実際には、 39大学に対して、 70. 950下問（ 1大学平均 約18 0万円程）の予算

を配分したということでございます。

ところで、こうした文部省のフレンドシップ事業について、教員養成という点から、私

なりにもう少し考えてみたいと思うわけであります。こうしたフレンドシップ事業の活動

が、第ーには、先程の実態調査での教育委員会などの学校教育の実践の場からの強い要望

をふまえて、教員養－成機関が子どもとの直接的「ふれあい」の機会を設定し、それを教員
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養成カリキュラムに反映させて、教員芯望者に子どもに対する理解、子どもへの対応の仕

方を身につけさせるという、 一言で言えば、実践的指導力の向上を図るということであり

ます。第2には、文部省が則待しているように、大学と各都道府県の教育関係機関との連

携協力体11iilの構築という点であります。

この2点が、このフレンドシップ事業の大きな2本の柱であることは、申すまでもない

ことかと思います。それでは、この2点の外に何があるのかと考えてみますと、私は、第

lには、教員養成機関と地域社会とが協力して子どもの教育にあたるという、子どもに関

する教育ネットワークの崎築ということがあげられるかと思います。子どもや地域社会の

人々が、こうしたフレンドシップ事業という大学の活動に参加し、他方では大学の学生達

が、地域社会の活動に飛び込んで行くことにより、このフレンドシップ事業の活動が、大

学と地域社会との相互交流の活性化の契機となりうるということであります。教義審にお

きましでも、特別非常勤講師制度を従来よりも拡大し、全ての教科において教員免許状を

もたない地域の優れた人材を学校教育の中で非常勤講師として活用する方向がうちだされ

ております。こうした特別非常勤講師制度の拡大も、学校と地域社会の緊密化の一方策で

ありますが、この度のフレンドシップ事業は、教員養成機関と地域社会との緊密化に、よ

り一層大きな役割を果たす可能性が秘められているといってよいのではないかと思うわけ

であります。

次に、第2には、協力的態度や連帯感とい う点において、ややもすれば不足しがちな現

代の学生遥に、こうした活動をとおして協力的態度や連帯感を育成するというこ とであり

ます。わが国の初代文部大臣、森有礼は、教師に必要な資質として、 「順良（Obedience）、

信愛（fi'riendship）、威重（Dignity)Jという 3つを掲げました。 「！！頂良」、 「威重」とい

う点についてはいろいろ議論があるかと息いますが、 「信愛」 (P'riendship）という点に

ついては、当時も現在も、教師に必要な資質であることには、さして異論がないのではな

いかと思います。とりわけ最初の方で申し上げましたように、一人の完全な教師ではなく、

多くの人が連燐 ・共働して、全体として、完全な教師、完全な教育活動に近づけばよいと

いう考え方に立ちますと、こうした教師聞のフレンドシップということが、益々重要なも

のになってくるのではないかと考えております。

従いまして、このフレンドシップ事業における「フレンドシップ」は、単に教員芯望学

生と子どもたちとの聞の友情を意味するだけではなく、学生連相互間の友情、連信感の育

成という意味においても、重要な意味をもつものであると受けとめておるわけであります。

開くところによりますと、今年度、横浜国立大学の学生達と私ども信州大学の学生達とが、

このフレンドシップ事業の活動を通して交流が始まったということであります。こうした

大学聞の学生相互の交流活動が、今後このフ レンドシップ事業の活動を媒介として益々盛

んになることを大いに期待しておる次第であ ります。

次に、フレンドシップ事業の教員養成に果たす役割の第3として、こうしたフレンドシッ

プ活動を単位として認めるという体験的授業を大学の正規のカリキュラムとして導入にす

ることにより、大学の教員養成カリキュラムおよび教育方法の改善が促進される契機とな

るということが指摘できるのではないかと思います。ご承知のように、文部省は、各大学

に対して自己点検評価を強〈求め、大学の授業内容や授業方法の改善をこれまでも強く求

めてきたわけでありますが、諸般の事情によりなかなか教員養成大学・学部の授業内容、
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方法の改善が、思うように進捗していないのが実情であります。こうした大学の授業内容、

方法の改善を積極的に促進する契機として、このフレンドシップ事業が機能する可能性が

1 ・分あるように思われるのでありますω

このように、この度の文部省のフレンドシップ事業には、子ども達との直接的なふれあ

いの機会の提供による、教員芯望者に対する実践的指導力の向上をはかるということ、及

び教育委員会や青少年施設等の教育関係機関、団体との協力体制を構築するということの

2みの大きな柱の外に、こうした今申し上げたような 3点の可能性を秘めているではない

か、と私は考えておりますυ

従いまして、こうしたフレンドシップ事業のどこに重点おいて実施していくかというこ

とにより、フレンドシップ事業の実施の形態、内容も多様なものになっていくものと予測

されるのであります。今後のフレンドシップ事業の活動においては、それぞれの大学がそ

のおかれている状況により、何に重点をおいてフレンドシップ事業の活動を展開していく

かということが、次第に関われていくようになるのではないかと考えている次第でありま

す。

5.教員養成の実践的課題とフレンドシップ事業の活用

ところで、お手元のレジュメに掲げてあります「教員養成の実践的課題とフレンドシッ

プ事業の活用」という問題につきましては、まさに、すぐこの後のシンポジウムでご協議

いただく内容そのものであるかと思いますので、時間もなくなって参りましたので、この

問題は、この後のシンポジウムの方に譲らせていただき、私の方からは、この後のシンポ

ジウムにおいてご教示願いたい問題として、とりあえず3点ほど提出させておいていただ

きたいと，思います。

その第1は、大学と各教育機関との連抑協力体制構築の問題であります。フレンドシッ

プ事業の活動が継続して実施されていく場合には、 「いかにして各教育関係機関、団体と

の協力連悦体制を作り上げて行くか」ということが、今後当面する重要な課題となってい

くのではないかと思われます。

その第2は、フレンドシップ事業と大学での授業の開設、単位化に関わる問題でありま

す。単位化することと学生の自主性 ・自発性との係わりの問題であります。この問題が今

後大きな問題の一つになるのではないかと推測されます。

このことと関連して、第3には、学生遠の自主的、自発的活動をどのように組織化し、

支援していくかという問題であります。学生たちの自主性、自発的活動ということを、キ

ーワードにすることができるか否かで、このフレンドシップ事業の活動が随分造ったもの

になるのではないかと思っております。こうした諸点について、この後のシンポジウムに

おいて、諸先生方からいろいろとご教示願えればありがたいと思っておる次第であります。

おわりに

さて、最後に一言申し上げて「まとめ」に代えさせていただきたいと思います。 18世

紀後半から 19世紀の前半にかけて活躍したペスタロッチという有名な教育者がおります。
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そのペスタロッチに、 『ゲルトルート はいかにしてその子を教えるか』という教育関係者

には広く知られた著作がございます。その著作は、ゲスナーという友人に宛てた害筒形式

をとって書かれているものでありますが、彼は、その友人のゲスナーに宛てて、当時、来

るべき国民教育の時代を展望して、次のようにこれまで自分が行なってきた教育活動につ

いて書き送っているのであります。

「願わくば、 （今私たちの行く手を臨んでいる）この逆茂木がわたしの死後燃えさかる

炎のなかで焼き尽くされんことを ！ なるほど今わたしは自分が細々と燃える炭火を濡れ

た誕のなかに入れるだけに過ぎないことを知っている。だがわたしには風が見える。そし

て風は、炭火を吹き起こし、わたしの周囲の温った葉は次第に乾き、熱くなり、やがて火

がつき、やがて燃え上がるだろう。そうだ友よ！ わたしの周囲が今どんなに濡れていて

も、燃えるのだ、きっと燃えるのだ。」

このペスタロッチの書簡の言葉ではありませんが、今先生方が始められたフレンドシッ

プ事業という活動は、現在、教員養成機関が抱えている峨々な困難な課題を前にしては、

「細々と燃える炭火を濡れた認のなかにいれるだけに過ぎない」ような活動であるかも知

れません。しかし、先生方が取り組まれた、また今後取り組まれようとしているこのフレ

ンドシップ事業の活動は、現在、たとえ「濡れた藁の中に入れる炭火に過ぎないJような

微々たる活動であっても、必ずや「教員養成カリキュ ラムの改善」という炎、 「新しい教

員養成システムの確立」という炎を燃え上がらせずにはおかないものと、私は確信いたし

ておるのであります。

先生方が今なさっておられるフレンドシップ事業の活助は、 21世紀の新しい教員養成

の扉を聞け毛開拓的仕事であり、活動である、と いうことに探く思いをいたされ、 今後と

もより内容の充実したフレンドシップ事業の活動を展開していって下さるようお願いを申

し上げる次第でございます。

最後に、初代高橋竹山の言葉をもう一度お贈りして終わりにいたします。

「古いものを継ぐだけでは駄目だ、古いものを拡げて常に新しいものをもたなくては駄

目だ」。

ご静聴ありがとうございました。

117-



( ~!j紙資料 1 ) 

教員養成学部フレンドシップ事業促進等経費の概要図

教員制・学部｜＝く連携〉＝｜教育委員会

青少年自然の家等を
利用した宿泊ふれあい

活動

教育実di£合
センター敏宮w

大学キャンパスでの
淫科実験教室や工作
教室の開催

~~ 俗学切

L宅霊童・空主殺を

訟~ ~. 

A紙V脅〉
がJ ネ“ V

｜開｜
宿場・助宮

教J:l~定宮以外
のふれあい

実~的信場カ
の蕊~の育成

イ／
ズ註mu沼E室主計局書誌ぎ言言

－フレンドシップ事業の計画策定、学生等に対する1旨海内容

．会加学生と児窓生徒の取後交B定着竜

（ 教員 鰍帰郷の一生）
教育祭員会関係者、青少年教育館12・社会教育符訟関係者
PT A等

> 
－フレンドシップ事策の成果報告 ．

・教員祭成大学 ・学部と教胃袋貝会等地元教育

Ui関との遺恨のあり方の也緩等

nB
 

’EA
 

句
E
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( ,!51j紙資料 2)

「考文軍主宰~JV;と♂〉多喜方缶斗犬手兄毒事心こ修司す一る訪司王fiE く者店主筆F荷主厚長
• D;文d佐 I；旨ヌ定者15＇司ヲ女寸完走〉 J 宮司五Bf.吉身毛

平成9年5月8B 

工．調査多勤怠時期
平成9年 2月

II - 訪司五ξ亦~ミ
調査袈送付先： 47都道府県． 1 2政令指定者間7
回答都道府県； 57都道府県・政令指定者II市（恒l答率96.696))

m. 各省1~漣主月守民畏・路ζ呼テナ旨ヌ定者Is甘すグコヨ采F再Lこ隈司す一るァ主主
石楚テ．ーータ

1 探用者数，養成系・非養成系の別

小学 校

合計 新規学卒 臨採経験 続践繊識 それ以外

合計 5. 772人 47.9 % 31. 1 % 7. 0お 17. 3児

務成系出身 70.9 % 80.9完 64. 3完 57.7 ¥II 60. 8 % 
一一一‘それ以外 29. lお 19. l % 35. 7先 42.3 % 39. 2お

中学校

合計 新規学卒 臨保経験 持1脇 蹴 それ以外

合 。叶 5. 759人 45. 6 % 33. 6 % u. l % 15. 0お

I＇盤成系出身 42. 7 lll 54. 5お 35. 1 % 31. 4 % 28. 6お

｜それ以外 57.3 % 45. 5お 64. 9お 68. 6 % 71. 4完

高等学校

合 計 新規学卒 臨保経験 主制雌識 それ以外

合計 3. 641人 40. 3 % 33. 5お 14. 3 % 17. 0 % 

養成系山身 18. 7お 22.5 % 17. 5先 19. 5気 12.8お

それ以外 81. 3対 77.5 % 82. 5完 80.5気 87. 2 !II 

特殊教育諸学校

合計 新規学卒 臨採経験 lf.Y1諸機識 それ以外

合 R十 1. 337人 35. 0 % 40. 2気 13. 6第 18. 3 % 
一養成系出身 44. 7先 59.9完 36. 7第 35. 1第 34. 7兎

それ以外 55.3覧 40. lお 63. 3気 64. 9お 65.3 % 

（注：新規学卒．臨採経験．非常勤講師経験．その他は担数該当する場合があるため，

合計が100%を越える場合がある。）
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工v. 期~克三采F同義文長義σコ主轟E彊賓と護老冗えyケソ~ .:;:z_ ラ~cry弓主
りフ~（，こっし、て

1 養成段階に加持するもの （%〉

小学校 q』学校 高等学校 開繍梢

欄；試〈鴨f胤糊柵の自覚 70. 2 G4.9 GI. 8 61. 8 

開Hft糊 81調付帯問・l繊
一・

28. 1 45. G 70. 9 32. 7 
日一

教職にl期する専門知識 G4. 9 G 1. 4 52. 7 50.9 

特間）i駒哨・｜踊＠t枯れ， I胸l却しfj,鴎・i純
ー・

29. 8 24. G 18. 2 34.5 

繍l~fll~f，熔·i2J.仰で側生j酬を通じてIS~M1跡1服 26. 3 22.8 23. 6 20.0 

幼児・脂・生徒t慨しi制l；遇制：反映していくi肋 54. 4 52. G 50.9 63.6 
制州肌間i. 判矧棚t~ttPJ摘なコミ 2ニトショy，川鵬

町一・・・・.・ 一一一

&aっこtができ6~tll 24. G 20. 3 21. 8 12. 7 
一 一一四

その仙 o. 0 o.o o. 0 3. G 

（位：線数回答のため．合計が10096を越えることがある。〉

2 採用時点でI況に身につけておくべき必須の資質（不足している資質） （%〉

小学校 中学校 高等学校 m朋鵡報
欄；it＜嚇な意思矧の齢の自覚 39. 3 35. 1 25.0 46. 4 
間t~ru~暗闇倒閣・協 12. 5 17. 5 19. 6 16. 1 

ーーーー
教職に関する専門知識 42. 9 47.4 50.0 41. 1 
報Jttli柄』時・脱切なく．明岬ltd蝶・協 21. 4 17. 5 30.4 21. 4 
繍！脇f，大学・畑脚畔自国封＊i通ttfJ~M組峨 69. G 64. 9 69. 6 64.3 

｜一河帆野一・淵賠低・蛾限閉~：抑し間繍l：適切備：撤t附してないコくi間 69. 6 70.2 62. 5 67.9 
ミzニトシJ＇／，加問

備保っこ1jlで~Q能力 G9. G 64. 9 69. 6 64. 3 
その仙 J. 8 J. 8 1. 8 I. 8 
（注：組数凶答のため．合ill'が100%を越えることがある。）

nu 
η
L
 



3 必須の資質が不足している原因
( 1 ) 「教職に就く lリl硝な]ff.；思．教員の使命の自覚Jが不足している原因 (%) 

小学校 , ，， ~r-校 高等学校 制縮問学校

問1. 大学・朗静物節目の在~1i~h6。 90. 9 95. 0 64. 3 73. 1 
昌司司－ ，ー『ーーーーーーー」酌ー・・ー

姻j, 大学・i鰍抑制，締官や詩学問育b~め．糊育
封＊I：品。 59. 1 55. 0 64.3 80. 8 

咽！.州L家齢期Mftffit'.親磁のまlttU。 31. 8 20.0 42. 9 38. 5 
姻t，メデ｛7婿世・級榔措鈎捌納町など.u錫I！のま
Itにあb。

－． 
36. 4 40.0 78. 6 61. 5 ・．

その他 9. 1 5. 0 o.o 3. 8 
（注： 複数回答のため．合計が100%を越えることがある。〉

( 2) 「指噂する教科の内容に閲する専門知撒 ・技能Jが不足している原因 （%〉

小学校 中学校 高等学校 ！割肌稿学校

悶t，大学・｝~脱抑紙倒の在り方にあb。 100 100 100 100 
間；，大学・摺l耕助なら1.繍百平高等欄百b含め．物語習

全閥~に／州b。t.家側首1舶など．頼回搬Itに品。
57. l 70.0 81. 8 77.8 
28. 6 20.0 18.2 22. 2 

胸i.P( .i7QJJ縫・普及や蹴制官加uなt：脚搬

!ti：あb。 42. 9 20.0 45.5 66. 7 
その他 o. 0 0.0 o. 0 22. 2 
〈注： 複数回答のため．合計が100%を越えることがある。〉

( 3) 「教職に関する専門知識」が不足している原因 (96) 

小学校 中学校 高等学校 鰍Mi糊
悶i.大学・j副熔繍繍侃防防b。 100 100 100 100 
胸i，大学・j劃桝みならt鯨鮪宇宙持指摘伽．学問自

錦l~M。 55. 6 52. 6 61. l 61. 1 
姻t.州t.家働鯛加町IJt'，純国i破Itによb。 22. 2 31. 6 16. 7 22.2 
胸t.;:r a繍t・紛争地組錦繍加町など，齢i品のま
~I，：前。 33.3 42. l 27.8 33. 3 
その他 5. 6 o. 0 o. 0 11. l 
（注 ：組数回答のため．合計が10 0 96を越えることがある。〉

( 4）「学問的な専門知識 ・技能ではなく．現場に即した知識・技能Jが不足している原因 （%） 

小学校 中学校 高等学校 鰍捌ii報
悶t.大学・j鵬崎繍の在り方にお。 79. 2 81. 5 71. 4 78.3 
問t 大学・湖桝hな~t， 錦繍備制澗b~め． 輸百
封IにM。 58.3 51. 9 64. 3 65.2 
悶t.州，家側首加抵下など，網棚tによる。 52. 5 70.4 50.0 52. 2 
悶t.;r・ 41嚇・普及糊t糊Jf~~t'. 社織の変
~l:M。 50. 0 44.4 60. 7 60.9 

b・－－
その他 4. 2 o.o 3. 6 4.3 
〈注： 線数回答のため．合計が100%を越えることがある。 ）
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( 5 ) 「教職に限らず．大学・姐JUJ大学での学生生活全体をill1じて得られる幅広い教養Jが不
足している原因 〈%〉

小学校 中学校 高等学校 紺鼠鶴字校

周i.大学・規開繍蜘の在り方に品。 50.0 40. 0 47. 1 25.0 

隅i. 大学・鰍手のhならt. 競備や鵡繍自t~め． 報摘
全体l品。 83. 3 90.0 100 100 
鳳i.~明t. 刻鰍官加仮下など．雑献の変Itによる。 33. 3 50. 0 52.9 66. 7 
問i，メドィ7嚇・普及糊社錦繍j}1)低下など．除蹴内変

!ti：品。 50. 0 70.0 58.8 91. 7 
その他 o. 0 o. 0 o. 0 o. 0 
（注：祖数回答のため．合計が100%を越えることがある。）

( 6）「幼児・児・m・生徒を他揖し指導に適切に反映してし、く飽力Jが不起している原因（%〉

小学校 中学校 高等学校 u脱稿学校
胸t 大学·~IA桝鰍縦切にあb。 59. 0 50. 0 42. 9 60.5 
問1.大学.~f'-脚のhならf. 翻苦情輔教育b含め． 欄百
全体にあふ 59. 0 57. 5 74.3 57. 9 
問t.州t，家側首加inc.織鰍ftによる。 87. 2 90. 0 85. 7 78.9 
閥t.メf*<7q)j縫・普及糊蹴宮城市．協ljの変
Itにある。 66. 7 70.0 77. l 86:8 
その他 2. 6 2. 5 2. 9 o. 0 
（注：線数回答のため． ．合計が1・o o 96を結えることがある。〉

( 7) 「学校内の同僚，保諮者，学校外の関係者と円滑なコミュニケーション．人間関係を保

－つことができる能力jが不足している原因 （%） 

小学校 中学校 高等学校 持｝綿綿
問i，大学・鰍静嚇櫛の在切にあふ 17. 9 24.3 15. 4 13.9 
胸i.大学・朋胸純らf，錦繍干高幹樹首b含め，欄百 一

錦l:M。 74.4 73.0 79. 5 94.4 
原因i，州t，家島の欄加低下など，毅蹴のまItによる。 94. 9 91. 9 92.3 86. 1 
原因t~f・ 47明t・鰍や蹴i会繍官加町など， U録境のま
itl:M。 92. 3 89. 2 94.9 80. 6 
その他 o.o o. 0 2. 6 2.8 
（注：組数回答のため．合計が100%を越えることがある。）

( 8) 「その仙の資質Jが不足している原因 (%) 

小学校 中学校 高等学校 持崩繭宇佐
問ii.大学・沼脚の蹴純切にあb。 o. 0 o. 0 100 100 
胞i.熔燭拍陶みならt.錦繍縞群繍b含乱雑櫛

全体仁あふ 100 100 100 o.o 
鳳i.州t，家制自抑制ど，家臨l搬 Itによる。 100 100 o. 0 o. 0 
問i.メテ・＜7嚇・普及糊l鈎綿imil干なt；出現搬
ft/.；品。 100 100 100 o.o 
その他 o. 0 o.o o. 0 o.o 
（注：被数回答のため．合計が10096を越えることがある。〉
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4 養成カリキュラムの改善方策（大学・短期大学の教員養成カリキュラムをどう改めるか〉
( 1 ）「教職に就く明砲な意思． 教員の使命の自覚jが不足しているための改普方策 〈%）

小学校｜ 中学校 ｜高等学校 ｜鰍鯛l""

40. 4 36.8 33.3 21. I 
70. 0 78.9 66. 7 42. l 

30. 0 26. 3 11. I 31. 6 

o. 0 o. 0 o. 0 o. 0 

60. 0 57. 9 55. 6 73. 7 

75. 0 73. 7 77. 8 94. 7 
o. 0 10.5 

( 2 ）「指導する教科の内容に関する専門知識・技能」が不足しているための改善方策 （%〉
小学校 I中学校 ｜高等学校｜特鵬首語学校 ' 

42. 9 30.0 36.4 55. 6 
71. 4 80.0 36.4 33. 3 

14. 3 20.0 9. 1 11. I 

42. 9 40. 0 36.4 44.4 

57. J 70.0 63. 6 66. 7 

71. 4 60. 0 54. 5 
9. 1 

( 3）「教職に閲するl専門知Ii能・技能」が不足しているための改普方策・ 〈%）
小学校 中学校 高等学校 特蹴有料

いじめへ峨銘沼周t·I制It明1.i!防~.宇部脚取れ1i鰭岨
IFJ鮒in目を獄蹴が1Jhラムl；取り入れb。 33. 3 26. 3 55. 6 16. 7 
担際制朋健貯帽の肢を困る。 38. 9 42. 1 27. 8 27.8 
制組問：おいて． 「加l調tQn目」よりb「8附 HH目Jをより重
捜すb。 61. 1 57. 9 55. 6 83.3 
教慨にお＼I＇（. 「測調Hit目Jl~Lr倒閣するu目」をより重
視すb。 5. 6 10. 5 o. 0 o.o 
理仲仰カリキ17J.b1~. 宇都蜘競争ニイ矧tH羽肋t，内
容を蝦Lt~h'J.h弘l：峨向。 83. 3 68. 4 55. 6 44. 4 
縮減t?.r（， 子どL~献納品元日現爾百慧待問励~~i
錨lliLQlH夫ti。 61. 1 52. 6 55. 6 72. 2 
その他 5. 6 o. 0 o. 0 o. 0 
（注 ：組数回答のため． 合計が100%を結えることがある？〉

- 123-



(4）「学問的な専門知識・技能ではなく．現場での実践に問jした知識・技能Jが不足している
ための改善方策 （%〉

小学校 ｜中学校｜高等学位Jj煙睡挫

50. 0 59. 1 65.0 50.0 
50. 0 45. 5 40. 0 50.0 

25. 0 27.3 25.0 16. 7 

o. 0 o.o o. 0 o. 0 

90.0 90.9 90. 0 72. 2 

75.0 59. 1 60. 0 83. 3 
o. 0 o.o 

( 5 ）「教職に限らず，大学・短期大学での授業全体を通じて得られる．幅広い学問に関わる
教養」が不足しているための改善方策 （%） 

小学校 中学校 高等学校 山，.，.”閥 抗

¥It恥のj都概lt・附tへのj蕗など．学尉賜b唱えていb翻｜遭
出節する科目組織耐性1弘明。入M。 50. 0 50.0 50.0 33.3 
繍鶏棚便貯隔の殻を目b。 16. 7 25.0 37. 5 33. 3 
機患において， 「捌｜；聞材料目Jよ刊「様｜調す~n目Jをよ姐
NH。 33. 3 25. 0 25.0 o. 0 
続魁；おいて， 「郷酒する羽目Jよ~LniUt酎onnJa-より量
mt~。 o.o o. 0 12.5 o. 0 
創刊のhリわ州市．糊蜘競争ニーλ’繍i蕊揃ldj'
容を観したカIJ.hヲムl事肘b。 100 100 87.5 66. r 
語扇司lて．子どもt磁油あ3f§i槻篠宮椅閥抗問

ドー圃－－

耕仙のを工夫材。 66. 7 50.0 75.0 33. 3 
その他 o.o o.o o.o o. 0 
（注：複数回答のため，合計が100%を越えることがある。〉

( 6 ）「幼児 ・児童 ・生徒を把揺し指導に適切に反映していく他方Jが不具しているための改
普方策 （%〉

小学校｜ 中学校｜高等学校｜鰍島町山

い［かの地酒聞t・欄Itへの1l~防~.字問賜hqatていb飽l事
l閥B拡f繭oH目t捌良鰍部カ編1Hl7.L.I：納入M。 34. 8 35.0 ；：÷トト」u国b。 43. 5 50.0 43. 5 
織l!fltlJ¥I＇（.「捌明村U§Jl~L「繍閣HU目Jt19量
慢する。 34. 8 30.0 13.3 26. 1 
繍読においt 「締1謂16科目」よりb「捌閣H湘JU~重
!Ito。 o. 0 o.o 6. 1 8. 1 

抑カリキl7ムから．糊動支ijf;:-A•t措Hk
細目川lJムに鮒b。 計91. 3 L」主_Q___I 93. 3 78.3 
揃施，＼：＂）＼ r（.子どもt磁幼がなど叫剛j点習得間服な
耕なものt工夫付。 87. 0 90.0 95. 7 
その他 o. 0 o. 0 o.o 4.3 
（注：複数回答のため，合計が l0 0 96を越えることがある。）
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( 7）「学校内の同僚．保政者．学校外の関係者と円滑なコミュニケーショシ．人間関係を保
つことができる能力」が不足しているための改善方策 (96) 

小学校 ！巾学校 l高等学校 ｜側目儲

55. 6 
44.4 

20.0 
20.0 

22. 2 o. 0 20. 0 

一息＿Q_J_._O_:_L_lー」ιムー1 20. 0 

71. 4 I 55. 6 !_QQ_l_l!色.Q_

100 
o. 0 

80. 0 
o. 0 

鐙Jーム....11-.t 

( 8）「その他の資質Jが不足しているための改普方策 （%〉
小学校 ｜ 中学校 ｜高等学校 I~械設稲学校 ' 

100 
o. 0 

o. 0 

o. 0 o. 0 o.o o. 0 

o. 0 o. 0 o.o 100 

o. 0 o. 0 o. 0 100 
0.0 o. 0 o. 0 o. 0 

合計が100%を越えることがある。〉
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〔実践報告〕

フレンドシップ事業を契機とした信州大学と地元教育機関との連携

土井 進 （信州大学教育学部附属教育実践研究指導センター）

doisusm@gipnc.shinshu-u.ac.jp 

貝原 豪（長野県阿南少年自然の家）

〈キーワード）教育参加附属学校園 長野県松本音学校 国立信州高遠少年自然の家

長野県青年の家 ・少年自然の家

1 .平成9年度信州大学教育学部におけるフレンドシップ事業の概要

名 称 l配矧 ｜単位数l受講者数

｜ 1年 11単位 I 300 

J
川
』

嗣！
 

O
H
M

－
 

の

一

択

一

選

一彦
；
 

修

一必：
 

必

一「教育参加J
授業科目

「教育実習J（事前事後指導を含む）とともに臨床経験に位置づける。

1. 「教育参加Jの連敗機関 ・・ ・附属教育実践研究指導センター長

教育学部松本分室教官、附属松本学校園長 ・面，，校園長、長野県松本盲学校長

国立信州高速少年自然の家所長など16名。

連携 ・協力機関 12. 「附属長野フレン ドシップ体験Jの連携機関 ・・・附属教育実践研究

企画運営協議会の｜ 指導センタ一良、附属長野学校長 ・iM校長など6名。

桝成

3. f長野県フレンドシップ体験Jの辿携機関 ・・・附属教育実践研究指導

センター長、長野県教育委員会生経学習謀長、 長野県背年の家 ・少年自然の

家所長（松本 ・小諸 ・松JII・須坂 ・望月 ・阿南）など9名．

4. 「信大Y0 U遊サタデーj の連指機関 ・・・ 附属教育実践研究指導セン

ター長、 長野県テクノハイランド開発機構事務局長など4名。

1. 「教育参加J • . . 1年生約300名が5月～i月に、附属幼稚圏、附属松

本小学校、 ll付属松本中学校、長野県松本百学校、国立信州1＼可述少年自然の家

での教育活動に参加し、教育への意欲 ・関心を高める0 1単位を認定する。

2. 「附属長野フレンドシップ体験J ・・ ・教育実習を修了した4年生約50
フレンドシップ ｜ 名が4月～12月に、 附属長野小 ・中学校、附属養護学校での教育活動に参加

事業の概要 ｜ し、指導経験を深める。単位認定はない。通称 「教育ボランティアJ

3. 「長野県フレンドシップ体験」 ・..1年生～4年生の希望者約l00名
が4月～3月に、長野県内の6つの肯年 ・少年自然の家（松本 ・小諸 ・松川 ・

須坂 ・望月 ・阿南）での教育活動に参加する。 l年生は 「教育参加j のプロ

グラムとして加える。

4. f信大Y0 U遊サタデーj ・・・ 単位認定はない。

po 
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2.信州大学におけるフレンドシップ事業の経過

(1）平成6年6月、 f信大YOU遊サタデーJ実行委員会発足

(2）平成7年4月、教養部廃止にともなう教育学部4年一貫カリキュラムの編成にあたり、「臨

床経験Jという授業科目の枠組みを設定

(3）平成8年4月、 f教育参加J (1年生必修、 l単位）を臨床経験の授業科目として開講

附属幼稚園、附属松本小学校、附属松本中学校、長野県松本盲学校との

連携

(4）平成9年4月、 「教育参加Jに新たに国立信州高速少年自然の家との連携を追加

(5）平成9年4月、教育実習を修了した4年次生を対象とした「教育ボランティアJの開設

附属長野小学校、附属長の中学校、附属養護学校との連携

(6）平成9年5月、平成9年度教員養成学部フレンドシップ事業促進等経費の配分通知

(7）平成9年6月、 「長野県フレンドシップ体験Jを開設

松本青年の家、小諸青年の家、松川青年の家、須坂脅年の家、望月少年

自然の家、阿南少年自然の家との連携

(8）平成9年9月、長野県自然保護研究所を会場として「第12回信大YOU遊サタデーjを実施

長野県立歴史館を会場とした 「出張YOU遊サタデーJを実施

(9）平成9年10月、国立信州高遠少年自然の家を会場とした f出張YOU遊サタデーJを実施

(10）平成9年11月、小諸市文化センターを会場とした「出張YOU遊サタデーJを実施

3. f長野県フレンドシップ体験Jに参加した学生の実感

(1）学生に参加を呼びかけるポスター

短期キャンプ

~JUI 日 －7~1 2日（土）～I3日（日）

議 対 象…小中学生及びその何者（減） 合HIOO名

長期キャンブ

ザ期日一.8" 2日（土）～ 7日（判 例7月I9日（士）

母対象一小学5～6年生t中学生 合計50 ii 

d 場所 長野県阿南少年自然の家

干39 9・I5 下伊那郡阿南町西条23 3 2 

110260-22・3315 FAX 0260-31-1015 

・イ李健室安4え・ 不f款の｝t''6oi ~J1 のキャン7＂~ ＂ ず．
J.f ・y J 'cl 't 局、川，7.. ~ t:.."'j J遺文作lfi.~ ....ね~./t 

• rxi I¥> OI ct, J 才＇＂＇.ぇサ μ二 tfいず科~Ji·~夜L VJ. f 
交通す－￥1-tえ給付>J.1.
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(2）阿南少年自然の家での「ふれあい自然体験キャンプ」 の報告書から

0長野県阿南少年自然の家

「学生等スタッフは、信大17名（内4年生ll名、 l年生6名）、長野県短大9

名、長野県福祉大2名、長野大2名、飯田女子短大l名（養護）、不登校民間施

設のぞみ学園l名、 一般から阿南第二中の誹師l名の33名で、信大が文部省の

フレンドシップ事業に取り組んだ関係で、信州大学教育学部生が半数を超え

た。 J

0ふれあい自然体験キャンプ感想用紙 for スタッフ

6日間の長期キャンプ、と ことん子どもたちとつきあってくれた皆さん。本

当にありがとう！キャンプに参加してみて、感じたこと ・考えたことが数多く

あったことと思います。今回の長期キャンプに参加した皆さんの自由な感想を

聞かせてください。

信州大学教育学部l年生

「子どもと肩をくみ、手をつなぎ、子どもをおんぶしてやり、肩車してやり、常

にスキンシップをとりました。不思議と子どもはなついてくれます。中学生も例外

ではありません。一人でいる子には、バレーやバ ドミン トンの輸の中へどんどん誘

いました。そのうちに自分から入ってくるようになりました。違う班の子どもたち

とも仲良くなれました．

私自身すごくいろいろ学べました。スタッフミーティングの時の員原先生の話や

子ども と直接ふれあうことで、すごい大きなものを得る ことができました。教育学

部に入ったのに全然教師に近づいたという実感がありませんでしたが、今回キャン

プに参加して改めて自分は子どものことが好きで、 子どもと遊ぶ楽しさがよくわか

りました。短期、長期の両方に参加して、自分が大学4年間で勉強すべきこと少しづ

っ分かつてきたように思います。

頭のいい教師よりも、子どもと上手に接することのできる教師をめざして、来年

もこのキャンプに来たいです。 j

信州大学教育学部4年生

f今回のキャ ンプで、私は初めて不登校の子どもと触れ合いました。といっても

どの子もそんなことを感じさせないとても明るくいい子ばかりではないかという第

一印象を受けました。しかし、一晩班の子ども3人の話の中にまぜてもらい、 一緒に

保々な話をした中で、どの子も皆各々に現在、そして将来の自分自身について考え

悩み、まだ幼いのに大きなものを背負っているのだな、と感じさせられました。ま

た、様々なイベントを行うごとに、班の中では平気なのに、大勢で何かをすると一

歩さがってしまうといった子どもの様子を見て、集団生活の中で自分をうまく出せ

ないのだな、と感じました。

このような中で私は、今回のスタッフとしてどのように子どもに接していったら
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良いのか（例えばどこまで子どもの意思を尊重し、どこまで集団の中へ入っていか

せるか等）、また将来教師となりこのような子どもと岐していくことになった場合、

どうしていったら良いのか等、今まであまり考えたことのなかったことについて、

考え行動できるとても良い機会となりました。そして、向より子どもと一緒にとて

も楽しく過ごせました。ただ、最後に家へ帰っていく子どもが、＜（今までの生活

に戻るから）家に帰りたくない。＞と 言っているのを聴いて、ふとこのキャンプは

子どもたちにとってどんな意味をもっていたのかがわからなくなってしまいました。

多くの友達をつくり、みんなで様々な経験をしたということは大きなことだった

と思います。しかし、これから先、自分が抱えているものを乗り越えていくのは彼

女たち自身で、私たちは頑張ってと見守ってあげるしかないのかなと感じてしまっ

たのです。もちろんこれから彼女たちと手紙のやりとりをするなどして、力になれ

ることがあったらそうしていきたいとは思いますが、彼女たちには、今回のキャン

プの中から何かを見出し、それを自分自身で自分の生活の中で活かしていって欲し

いと思います。

この経験は、私にとって本当に貴重なものとなりました。ありがとうございまし

た。 J

信州大学教育学部4年生

「私の長期キャンプは、やはり初日の出来事からすべてが始まりました。あの出

来事のおかげでというのも妙な言い方ですが、世の中にはいろんな子どもがいると

いうことを身をもって知り、また、私たちが子どもと接する時、温かさをもって触

れ合うとは一体どんなことだろうと考え、同時に実践できる良い場となりました。

今まで私が体験してきた教育実習やYOU遊サタデーにもそれぞれ利点はありますが、

今回はそれとは全く違った点で学ぶものが多く、是非来年もこのキャンプを続けて

いただきたいと思います。

来年続ける時のポイントとして、運営の面から一つ述べさせていただきます。そ

れはスタッフの中で経験者と未経験者の聞に多少の心の隔たりがあるということで

す。 具体的に言うと班編成でもめていた時、新参の私たちが口をはさめない域に議

論が遥してしまったということです。私たちの行っているYOU遊サタデーにも多分に

その傾向があり、その点でも参考になったのですが、出てくる意見だけを聞いてい

るのではなく、指名して意見を求めても良いのではないかと思います。この隔たり

がなくなれば、子どもを迎える時の雰囲気も違ってくると思います。それでは、来

年も続きますように。ありがとうごさ．いました。
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4. 「教育参加Jメニューと参加学生数

(1) 附属幼稚園

①春の遠足

②こいのぼり運動会前日準備

③ 向上 当日の係り活動

④誕生会の参観（6月）

⑤ 向上 (7月）

⑥ 向上 (9月）

⑦ 向上 (10月）

③ 向上 (11月）

⑨ 向上 (12月）

⑩ 同ヒ (1月）

⑪ 向上 (2月）

⑫保育実習の参観

⑬秋の運動会前日準備

⑬ 向上 当日の係り活動

⑬幼年教育研究会に向けての準備

⑬ 向上 前日準備

⑪ 向上 参観

⑬落ち築制き・遊具のペンキ塗り （1)

⑬ 向上 (2) 

⑫ 向上 (3) 

(2) 附属松本小学校

①運動会前日準備

②運動会当日

③教育実習の参観（ 1 ) 

④ 向上 ( 2) 

⑤秋の遠足（全校縦割り、 8コース）

⑥学習指導研究会各係りの仕事

5月 12日（月） 9:00～14:00 

5月29l:l （木） 15:30～17:30 

5月30円（金） 8:50～12:00 

6月 20円（金）10:35～11 :00 

7月 22n c火） 10:35～11 :00 

9月 251:1 （木）10:35～11 :00 

10月 22日（水） 10:35～11 :00 

11月 251:1 （火） 10:35～11 :00 

12月 24日 （水）10:35～11 :00 

1月 26円（月） 10:35～11 :00 

2月 20日（金） 10:35～11 :O 

8月 261:1 （火） 9:00～12:00 

9月 9日 （火） 15:30～17:30 

9月 10n （水） 7:40～11 :30 

10月 7日 （火） 15:30～17:30 

10月 17日 （金） 13:30～15:30 

10月 18日（土） 8:30～15:30 

11月6日 （木）14:30～15:30 

11月 13日（木） 14:30～15:30 

11月211:1 （金） 14:30～15:30 

9月 5日（金） 13:50～ 

9月 6日 （土） 7:10～ 

8月 26「I（火） 10:35～12:00 

8月 28円（木） 10:35～12:00 

10月8円（水） 7:50～15:20 

1月31日（土）ア：30～

サ
一
時
的
均
的
凶
兆
同
時
持
沌
品
名
幼
名

M
凶
市
伯
尚

2

2

・

ロ

1

・
1

5

1

8

1

1

27名

24名

61名

44名

47名

19名

(3) 附属松本中学校

①プールの清掃とペンキ塗り 5月 17日（土）14:00～16:00 7名

②怯本械消帰（春） 6月7日（土） 7:20～8:30 10名

③松本城r11J婦（秋） 11月8日（土） 7:20～8:30 9名

④プール聞きの模範水泳 6月 3日 ｛火）14:30～15:30 1名

⑤市中体育大会の写真撮影と応援 6月14臼（土）8:00～16:00 8名

⑥燕岳登山の付き添い 7月 24「｜（木）～25日 （金）終日 1名

⑦男女バスケットクラブ指導 7月30El （水）8:00～10:00 5名

③ミシンの調整 8月 1日（金）10:00～12:00 2名

⑨吹奏楽クラブ指導補助 8月2日（土） 8・：00～11:00 7名

⑮教育実習生の実習慢業の参観（ 1 ) 8月 21日（木） 31名

「国語J13:25～14:15 f数学J11 :45～12:35 

「美術J10:45～11 :35 「技術J11 :45～12:35 

⑪ 向上 (2) 8月22n（金） 17名
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「理科J9:40～10:30 「体育J10:45～11 :35 

⑫ 向上 (3) 8月 25日（月） 12名

f社会J11 :45～12:35 f家庭J9:40～10:30 

⑬ 向上 ( 4) 8月 27日（水） 8名

「音楽J10:45～11 :35 

⑭ 向上 ( 5) 8月 28日（木） 8名

「英語J10:45～11 :35 

⑬男女パレークラブ指導補助 9月4日（木）～5日（金）16:30～17:25 6名

⑮英語授業のTT 9月 16日（火） ・11月 13日（木） 11 :00～13:00 10名
⑪女鳥羽川清掃 9月 30日（火） 15:40～17:00 14名

⑬陸上クラスマッチの補助 9月 19日（金）7:00～17:00 12名

⑮X階段のペンキ塗り 10月 4日（土）14:05～15:20 8名

⑫写生会補助 9月 29日（月）8:00～16:00 15名

21 演劇クラブの大道具作り 8月 11日（月）10:00～12:00 6名

22木材加工便業のTT 11月20日（木）ff:30～10:30、21日（金）9:30～11:30 4名

23落ち葉運び 11月 18日（火）2:00～2:45 21名

24社会科の教材作りと 下T 11月 13日（木）13:00～15:00 5名

目先輩の話 11月 6日（木）～11月21日（金） 12名

目リサイクル物の積み込み 12月 20日（土）13:00～13:30 7名

(4) 長野県松本盲学校

①小学部体育祭 6月 13日（金）8:30～ 5名

②部活動 「グランドソフトポールJ 6月9日（月）15:50～ 2名
③部活動 「バレーポールJ 4月～6月 毎日 15:40～ 5名

④普通科キャンプ 7月 22日（火）～23日（水） 1名

⑤小学部秋の遠足 9月3日（水） 5名

⑥小学部と旭小との交流遠足 10月 14日（火） 4名

⑦小学部体育の授業 10月～12月 月3校時、火 4校時、木3校時 4名

③中学部秋の遠足 11月4日（火） 5名

⑤中・普合同体育 10月 20日（月）～12月中旬 月の 5校時 9名

⑩中学部クラブ活動 11月 7日（金）～2月 金 6校時 5名

⑪スケート教室 （幼・小・中） 1月 13日（火） 5名

⑫スキー教室（小 ・中 ・普） 1月 26日（月） 6名

(5) 国立信州高速少年自然の家

①案内標示板設置 5月24日（土）～25日（日） 3名

②土はともだちー親子農業体験クラブー（3回シリーズ） 6月 14日（土）～15日（日）

7月 12日（土）～13日（日）、 9月 13日（土）～14日（日） 2名

③花かおる高原につどう 6月28日（土）～29日（円） 3名

③君は自然環境調査員一子ども自然探検クラブー（3回シリーズ） 7月20日（土）

～21日（日）、9月27日（土）～28日（日）、2月28日（土）～29日（日） 7名

④冒険への旅立ち（10泊 11日） 7月25日（金）～8月4日（月） 2名

⑤信州高遠フェスティパル 10月 11日（土）～12日（日） 8名

⑥わくわく信州高速秋物語 10月25日（土）～26日（口） 4名

⑦向上 冬物語 12月 13日（土）～14日（日） 6名
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(6) 長野県松本青年の家

①お城不思議探検一松本城の七不思議一

9月27日（土）8:30～16:00 4名

②アウト ドアライフ ・イン ・OHMINE

10月25日（土）～26日（口） 14:00～翌日 15:30 2名

③めざそう！ コスモポリタン一国際交流ー

11月 15日（土）～16日（日） 9:00～翌日 14:00 10名

④昔の遊びにチャレンジ ！ー竹馬・凧作り ・こま回し－

1月 24日（土）9:00～16:00 13名

(7) 長野県小諸青年の家

①レクリエーションのつどい 晩秋 ！浅間山麓周遊の旅

11月8日（土）～9日（日） 4名

(8) 長野県須坂青年の家

①怖の原高原ふれあいゴルフ基礎講座 9月7日（日）～8日（月） 3名

②秋の高原植物のつどい 9月20日（土）～21日（日） 3名

③クラフトのつどい 11月8自（土）～9日（日） 2名

④ベイシックスノーボー ド 2月 20日（土）～21日（日） 4名

⑤行年スキーのつどい 1月 17日（土）～18日（日） 4名

(9) 長野県阿南少年自然の家

①ふれあい自然体験キャンプ（短期） 7月 12円（土）～13日（目） 13名
② 向上（長期） － 8月2日（土）～ 7日（木） 17名

5. 「附属長野フレンドシップ体験J （通称「教育ボランティアJ）の活動内容と

参加学生数

(1) 附属長野小学校

①遠足の引率援助（1年生、古里公園） 5月9日（金）9:00～15:00

②遠足の引率援助（2年生、千I出川l)J＼＇・フロント）5月9日（金）8:30～15:30

③遠足の引率援助（3年生、旭山） 5月9日（金）8:00～16:00

④遠足の引率援助（4年生、小布施） 5月9日（金）8:00～16:00

⑤遠足の引率援助（ 5年生、山千寺） 5月9日（金）7:30～16:00

⑥遠足の引率援助（6年生、松代町） 5月9日（金）7:30～16:30

⑦遠足の引率援助（ 1年生、蚊里田神社） 10月8日（水）9:00～15:00

③遠足の引率援助（ 2年生、臥竜公園） 10月8日（水）8:30～15:00

⑨遠足の引弔援助（ 3年生、菅平） 10月8日（水）8:00～15:30

⑩遠足の引率辰助（4年生、公共施設） 10月8日（水）7:30～16:00

⑪遠足の引車援助（ 5年生、飯lLI) 1 o月81::1 （水）7:30～16:30

(2) 附属長野中学校

3名

3名

3名

3名

1名

1名

3名

3名

3名

3名

3名

⑫中学校教育研究会の参会者の案内援助 5月 16日（金） 7:50～11 :00 8各

⑬サッカ一部指導侵助 都合のつく日 16:30～17:30 2名

(3) 附属養護学校

⑪ひまわりの会 (J臨場報告会） 4月20日（日）13:00～15:00 1名
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⑮ひまわりの会（あすなろ山作業） 5月 18日（日）13:00～15:00 4名

⑮ひまわりの会（ボウリング） 6月8日（日）10:00～12:00 1名

⑪ひまわりの会（水泳） 7月20日（日）13:00～15:00 1名

⑮ひまわりの会（運動会） 9月 13日（土）8 :00～15:00 1名

⑮ひまわりの会（ディスコ大会） 1月16日（日）10:00～12:00 1名

⑮ひまわりの会（クリスマス会） 12月14日（日）10:00～12:00 1名

21ひまわりの会（ボウリング） 1月 18Fl （白）10:00～12:00 1名

22運動会種目援助 9月 13日 （土）8:00～12:00 4名

目公開研究会ステージ発表補助 ・許替え補助 11月1日（土） 2名
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学生が創造するf信大Y0 U遊サタデーj

中村典史（信州大学教育学部社会専攻4年）

e941109@edu.shinshu-u.ac. jp 

佐々木美恵（信州大学教育学部家庭専攻4年）

e943802@edu.shinshu-u.ac. jp 

〈キーワー ド〉 学生主体、キャプテン、スタッフ、遊学プラン、出張Y0 U遊サタデー

1.なぜY0 U遊サタデーをやるのか

学生がY0 U遊サタデーに参加する理由は様々であるが、現場へ出た時の経験を積みたい

ということが大まかな共通項として挙げられる。しかしその具体的な経験は立場により様々

で、したがって参加する意義も違ってくるのである。私は 2年生からY0 Uサタに参加して、

アシスタントスタッフ、キャプテン、実行委員長と経験し、それぞれどんな役割と意義の違

いがあるのか見てきた。そこでそれぞれの立場から見たY0 Uサタの意義について述べてい

きたい。

まずアシスタントスタッフであるが、 これはキャプテンの開いている講座の手伝いをする

だけのものである。したがって講座の当日突然現れて何かやらせてくれといってアシスタン

トスタッフとなることも可能である。しかしアシスタントスタッフとしてY0 Uサタに参加

するだけでも、十分意義はあるのである。つまり子どもと関わりたいとか、子どもとの接し

方を勉強したいという人にとってはアシスタン トスタッフとしてスタッフに参加するだけ

で目的は達成されるのである。

次にキャプテンであるが、アシスタントスタッフとキャプテンの違いは何といっても講座

を仕切るかどうかということである。キャプテンは講座を開きたいと言ったばかりに様々な

ことを要求される。2時間という講座の中で何をやるかという流れをかいた遊学プランの作

成に始まり、その遊学プランを読み合わせてお互い意見を出し合うキャプテン会議へ出席し

なければならない。受付が始まれば参加者の名札づくりをしたり、定員がいっぱいで希望の

講座に入れない子どもには電話で連絡を取り別の講座に移ってもらうなど参加者の調節の

役目も担う。つまりアシスタントスタッフと比べると、その役割はいつきに拡大し、それに

伴い責任も出てくるのである。

しかし講座を聞いていく中で、前回の問題点が克服されたり、子どもの予想外の動きの中

で新しい発見があったりと、キャプテンとして講座を考えていなければ得られないものがあ

るのである。また講座を考え、子どもの前で2時間仕切っていくという経験は将来必ず役に

立っと考えられる。

最後に実行委員長を含む本部1であるが、本部にはまたキャプテン、アシスタントスタッ

フにはない役割と意義がある。その第 lは組織の運営を考えられる、ということである。ス

l図 1参照
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タッフへの連絡や意識の徹底をどうするかという問題から、各講座の相談、備品などの整理、

受付のシステムづくりなど、キャプテン、アシスタントスタッフが円滑に講座を開けるよう

な体制を作っておく必要がある。そうした役目を担うのが本部であるため、 Y0 Uサタ当日

は子どもと接することができない人も出てくる。それでも私は、 80人にものぼるスタップ

をまとめるということに携われたということが貴重な経験であったと考えている。

このようにそれぞれの役割からY0 Uサタの意義について考えてみたが、人それぞれ意義

を感じているからこそ、毎回 80人近くの学生が自主的に参加してくれるのである。来年本

部に携わる入、また他大学でも同様の活動をしてみようという人は、そのことを意触し、常

に学生同士で問い掛けていく必要がある。 （中村典史）

実行委員長

中村典史（社会4)

実践センタ一

指導教官

土井進 先生

本部スタップキャプテン会議

事務局2

宮沢元（理科4)

土屋淳子（家庭4)

副実行委員長

佐々 木美恵 （家庭4)

小木曽雄亮（数学3)

コンピュータ係3

浅沼康理（数学4)

長田ひろみ（家庭4)

酒井由佳里（家庭4)

片桐宏（院2)キャプテン

スタッフ長

千葉綾子（理科4)アシスタントスタッフ

本
部
係

受
付
係

開
閉
会
式
係

駐
車
場
係

誘
導
係

写
真
記
録
係

n
o
O
R
E句
隊

図1：実行委員会組織

2備品係、会計係などを兼任し、物的側面を担う。資料9参照
3ホームページ江成L http://cert.shinshu-u.ac.jp/st/you/)、Y0 Uサタ通信の作成などに携わる。
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2. YO  U遊サタデー当日までの活動内容

ここでは 10月 31日（土）にY0 U遊サタデーを行うと仮定して、それまでにどんな準備

が必要かを書き出した。

9月 10日（木） 講座募集 ｛毎週木曜日お昼休み20分間の定例会で連絡、 YOUサタ通信

などの配布物を適宜用意する｝

． 

24日（木） 講座決定、会場決定

25日（金） 各マスコミヘ講座一覧発送

10月9日（金） キャプテン会議（遊学プラン用意）＊資料 1・2、各講座スタッフ決定

10日（土） 当日の講座の流れや子どもとの関わり方などを書いたもの（遊

11日（日）＼ 学プラン）を中心に、キャプテン間でそれらを客観的に検討し

12日（月） あい、よ り良い講座を開けるようにするための会議。

13日（火）

14日（水）

15日（木）

16日（金）

17日（土）
受付（麓座一覧・2隆盛紹介・申込方法返送、ゅうゅうカード返送、

18日（日）
名札・終了柾・領収匝作成）本資料 3・4・5・6・7

19日（月）
参加者本人との細かなやり取り（電話など）を通して、

20日（火）
各参加者が当日楽しく参加できるように準備をする期問。

21日（水）

22日（木）
スタッフマニュアル配布＊資料 2・3・8・9、備品を講座ごとに配布

23日（金） J 

スタッフ間での共通した確認事項（当日の流れや意識など）
24日（土）

をおさえ、 Y0 Uサタが円滑にすすむようにするための冊子。
25日（日）

26日（月）

27日（火）

28日〈水）
〉

みんなでやろう DAYS（各講座準備・予備実験、各本部係準備）

29日（木）

30日（金） J 前日設営（各会場・準備、本部テント設営、打ち合わせ、Cooking隊）

31日（土） YOUサタ当日 看板・受付設営、各会場後片付
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表の中にあげた作業以外に当日までに行なうこととして、次のものが挙げられる。

・ HOW T 0サタデ一作成 4 本資料 11・12

・アンケート（参加者用・キャプテン用・スタッフ用）作成 5 牢資料 13

・スタッフ用名札作成 ・会場案内の貼り紙作成

－看板作成 ・雨案作成

－開閉会式内容検討・準備

．昼食を生協へ依頼

3.実践から学んだこと

( 1 ）子どもの募集方法

－救急箱・マイク・テントなど借用

子どもの募集方法については試行錯誤の連続であった。新聞社に掲載の依頼をし、加

えて学校をまわって資料を配ったり、児童センターをまわったりしたが、効果的な方法

が見付からなかった。しかし 12回の終わった後のアンケートに「次回の案内の発送手続

きを今回したいJ6 という意見があった。そこで 13回では次回の資料請求のための用紙7

を配布した。また、 12回では対象学年が高学年に偏っていたため 低学年の選択の余地

が狭まり、結果として参加者減につながった。そこで、 13回では対象学年設定の理由を

明らかにし、できる限りどの年代の人も参加できるように配慮した。

(2）会場の整備

1 l回の会場は松本キャンパスであったがOBの方から会場の汚さについて指摘があっ

た。確かに子どもの自に触れることを考えるとたばこの吸い殻などはかたづけたほうが

いい、ということで、 12回、 13回は会場周辺のゴミをかたづけた。さらに開会式場も飾

り付けをして、 Y0 Uサタの雰囲気を盛り上げた。

(3）開会式の肉容面

開会式の始まるまで、早く来た子どもの中には 30分近く待つ子もいる。そうした子ど

もを飽きさせないため、開会式前の前座を考えた。そのおかげで開会式前にはすっかり

和んだ雰囲気ができあがっていた。

(4）子どもに接する姿勢

1 l回の閉会式後、迎えが来るまで一人でいる子どもがいた。幸い迷子や事故はなかっ

たが、 安全という観点から私たちは、子どもひとりひとりが帰りの車に乗り込むまでし

っかり見送ろうということを徹底することにした。それに対して 12回の保護者のアンケ

4 HOW T Oサタデーとはその日の講座で作ったものなどの作り方を掲載した冊子で、家庭でも

楽しんでもらおうという主旨で作られているc 資料l1参照

Sアンケートは毎回キャプテン、スタッフ、参加者に書いてもらい、次回の参考にしている。参加

者のものは講座の中で配布し、後日郵送してもらう。

6参加者アンケート、ア番手照

？資料 10参照
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ートに 「最後まで見送ってくれて助かったjaという内容のものがあった。

( 5) 1年生との連絡ー

11回の反省で松本にいる l年生に対して安全面や子どもと接する時の意識について、

コンセンサスが取れていないという指摘があった。Y0 Uサタに初めて参加するスタッ

フに、 「ただ自分が楽しいだけではY0 Uサタは成り立っていかないJということが、

徹底されていなかったのである。そこで 12回からは l年生スタッフにも事前に長野に来

てもらい、細部にわたる打ち合わせを行った。

4. 出張Y0 U遊サタデ－10の意義と問題点

出張Y0 U遊サタデーを行うきっかけは、地域の皆さんからの要望にあった。キャンパス

で行っているY0 Uサタに関心を持ってくださった地域の皆さんからのお誘いは、嬉しいも

のであり、こちらの可能な範囲で、小規模ではあるがその声にお応えしていこうという方針

を決めた。それは、 「Y0 Uサタは地域の皆さんと作り上げていくものだJという考えがあ

ったからである。また、そこには、 ryo Uサタを更に広い範囲に広めていきたし、J 「キャ

ンパスでのY0 Uサタだけでなく、自分たちのフィー／レドを越えた新分野に挑戦してみた

し、Jという私たちの意見もあった。

以上の点に、出張Y0 Uサタの意義を感じ、今期は3回の出張Y0 Uサタを行うことにし

た。このような中で行う Y0 Uサタは、その場の状況に応じて柔軟に対応出来るようになっ

たという点や主催者側の皆さんの意見をお聞きしたり、ノウハウを学ぶことができたという

点で勉強になった。

その一方で実際の活動をとおして、さまざまな問題も見えてきた。まずは、イベントを行

う主催者側の意図の中で、Y0 Uサタがどう関わっていくべきかが、大きな問題であった。

主催者側との数回の連絡の中で、双方の意見をまとめていくのは大変なこ とであった し、備

品準備の調整なども難しかった。また、会場を細部に至るまで把握できなかったり、参加者

が確実に把握しきれない分、当日に予定が急きょ変更するという こと も少なくなかった。こ

のように準備不足とスタッフ内の連絡不足には、安全面からいっても不安を感じた。更に、

この出張Y0 Uサタを行う分、キャンパスで行う Y0 Uサタに影響が出ることは決してあっ

てはならないことである。しかし、その可能性がないとはいえないことに、 今後どこまでこ

の出張Y0 Uサタを行っていくかを考える必要を感じた。 （佐々木美恵）

5.参加者及びスタッフのアンケート

( 1 ）参加者アンケートより

ア 次回の案内を今回手続きをして送ってもらうようにはできませんか。

8参加者アンケート、イ参照

9信州大学ではI年生が松本キャンパスで生活しているため、木曜日に行っている定例会などに出

席してもらう訳に行かないため、打ち合せがスムーズに行かなかった。

10出張Y0 U遊サタデーは、新聞などでY0 Uサタの存在を知り、学校や公民館から学生の派遣

依頼が来たことが始まりである。
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イ 学校の先生とは違う年代のお兄さん先生達との交流が楽しくていい経験になった様

です。朝から帰り迄きちんと先生がついて下さったので、子供も班、も安心できました。

午前・午後だけでなく、 2つの講座に参加できる様にして欲しいです。子供だけでな

く母親にと っても”今どきの大学生”を知るいい機会でした。子供遣にもやさしく 、

おばさんにも親切で何となくうれしくなった l日でした。

( 2 ）スタッフアンケートより

ア 練習で自分で、やってみたときは、結構難しいなあと感じていたのですが、今日子ども

たちはすいすいやっていて、すごいなぁと感心してしまいました。子どもから教わる

という ことはこ ういう ことなんだと身をもって感じました。今回のしゃぽん玉でいい

なと思ったことは、子どものやりたいことをやりたいようにやらせてあげたことです。

しゃぽん玉の講座なのだから、しゃぽん玉をやるのが当たり前といえば当たり前なの

ですが、 「あきてしまったり、しゃぽん玉をやりたくないという時はその子のやりた

いようにやらせてあげてJというキャプテンの方針に感心しました。（女性スタッフ・

3年）

イ 修了証を渡す時は、みんな頑張ってくれてありがとうという感謝の気持ちと、さみし

さがあった。 やはり 、子どもがいての講座なので、 31名（2人大人含む）の人達がス

ライムの講座に集まってくれて本当にうれしかった。 （男性キャプテン・3年）

ウ かたづけをやらない子に対して、どのように接すればよいかわからず、名前を呼ぶこ

としかできませんでした。しかし、このような問題も、 Y0 U遊サタデーをやらなけ

れば経験できなかったので、これも一つの成果だとうれしく思います。 （男性スタッ

プ・4年）

エ スタップと子供は仲良くなれたが、子供同志が、なかなか打ちとけていないみたいな

のが、残念でした。 （女性スタッフ・l年）

6. 本年度の「信大Y0 U遊サタデ－J

( 1 ）主催：「信大Y0 U遊サタデーJ実行委員会

信州大学教育学部附属教育実践研究指導センター

( 2）実施日時 ：

第 11回一1997.5.24（土）

第 12回一1997.9.27（土）

第 13回一1997.L l. 8 （土）

出張Y0 U遊サタデー

松本キャンパス

長野キャンパス、長野県自然保護研究所

長野キャンパス

1997. 9. 13 （土） 長野県社会部主催 ちゃれん児プラザ21 長野県立歴史館

1997. 10. 11 （土）国立信州高遠少年自然の家主催 高遠フェスティパノレ

国立信州高遠少年自然の家

1997. 11. 9 （日）長野県教育委員会佐久教育事務所主催 乙女の森フェスタ

小諸市文化センター
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資料 1
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資料 2

キャプテン・スタッフへの注意事項
①安全第一 絶対ケプJ人のでないようにしてください。万一、ケガ人が山た場合には、非

常事態マニュアルに従い、辺速かつ冷静に対応してくださb、。その際は、｛也

の子どもが動焔しないように配慮して拙腿を巡営してください．また、どの

ような状況が起こるか分からないので、その日年々に応じ、臨機応変に対処し

てく？とさい．

＠一期一会 参加者には笑顔で気持ちよく俊して下さい。j背後に診加者が笑顔で帰れるよ

うに、そして今日の出会いが次の山会いにひろがるように、索敵な一日にし

ましょう。

＠ 用意周到 キャプテンとスタッフの打ち合わせCi蛙学プラン・似品・時間配分など）をし

っかりしておいて下きし、。

＠ 時間厳守 特に械雌終了時間(lr:lilf11: :JO、午後’I:OO)l:J'.厳守し、閉会式が時間iffiり行え

るよう注意して下さい。

＠ 盤｛信災化 来た時よりも美しくしましょう。特に後片づけに時間のかかる講座は、終了

時間に間に合うよう打ち合わせておいて下さい。

非常時（ケガ人発生時）の流れ

｜ケ灯人間笠｜

スタッつはキャプテン12報告

1江田へまt愚簡を限り12ゆ

き、応急興置をする。

~回ヘ現状報告

（ス少ツフ邑へ報告）
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資料 3
主再 13  Eヨィー雷ブて ヲ'LC>LT 辺産寸タータ7 ラ~』ー (11 Fヨ8 日〉 言弾圧匡一－ ,7€事長

No. 講 座 名 キャプテン 対象学年 午前 午後 定員 材料費、持ち物、服装

1 タオルマジック 小倉佐知子（家3) 小4～一般成人 。 1 0 さいほう道具、 500円

～タオルを使って動物をつくろう～

2 フィJレムロケット 登坂武人（社3) 小l～tJ、4 。 1 5 はさみ、体育館シューズ、200円

～えっ！！フィルムケースがとぶの？～

3 宝さがし（ネイチャーゲーム） 小池絡介（実4) 小3～一般成人 。 2 0 なし、カッパ（雨天のとき）

4 こまであそぼ！ 竹下雅道（数4) 小1～おじいちゃん 。 20 なげごま（持っている人）、 100円（こま

おばあちゃん を持っていない人）

5 みんなでジャンプ 佐野美｛圭 （保4) 小4～中 3 。 20 運動できる服装、体育舘‘ンューズ、タオノレ、

休憩．の時ジュースを買うお金

6 でっかいでっかい 金井弘子 （理3) なし 。 40 汚れてもいい服装

しゃぽん玉をつくろう

7 いい紙つくろう！ 真島紀章（主主3) 小1～一般成人 。 1 0 新聞紙3日分、タオル、 400円

世界でたった 1枚の自分の紙を。

8 モコモコデンキパン 清水麻紀子 ノl、1～一般成人 。 1 2 牛乳パック（1L）、はさみ、エプロン、
唐木繁織（家3) 三角巾、 200問

t、a

9 作ってうれしいカレンダー 阿部利恵（実3) 小1～小4 。 1 5 はさみ

10 天まであがれぼくのたこ ノl、木曽議亮（数3) なし 。1 0 はさみ、竹ひご2本（1 mくらいの太いも

の）、体育館シューズ

11 これで私も 山木隆行（数4) なし 。1 0 ジーパン着用、無地のTシャツ（長袖可）、

ノ〈パパパPUFF Yでイイ感じ！ 古者

12 気分はめいたんてい 平林1敏（数3) なし 。2 0 動きやすい服装、えんびつ、カッパ（雨天

のとき）

13 つくってみよう銀の鏡 中古祭悟 （翠4) 中l～一般成人 。 5 汚れてもいい服装

14 スフスフスフイム 吉沢麻衣子（国3) なし 。3 0 汚れてもいい服装、 200内

15 一本田わたあめ屋さんー 宮下聡（院2) 小学生 。1 5 アルミ缶、軍手、 200円

16 からカラ・ ア～ト 森下房枝（家3) 小1～一般成人 。l 0 筆記用具

17 あけてびっくり！ 武末裕子（美2) なし 。l 0 はさみ、カッタ一、のり、鉛筆

飛び出す絵本作り 色鉛筆、クレヨン、マーカーなど

18 永久ゴマをつくろう 柚木旦（理4) 中1～一般成人 。 5 300問

＃裏面もご覧ください



資料 3

信大Y0 U遊サタデ一実行委員会からのお願い
( 1 ）信大Y0 U遊サタデーは雨天決行ですが、一部の講座で使用教室（場所）などが変更になります。

( 2）お申し込みの際は午前か午後のどちらか一つの講座でお願いします。講座によっては定員いっぱいで締め切りとさ

せていただきますので、講座は第2希望までお書き下さい。お申し込みはl人につき 1枚でお願いします。

( 3）大学構内の駐車場には限りがありますので、できる限り公共の交通機関をご利用ください。長野駅からパスでお越

しの際は「若槻団地経由若槻営業所行きj 「西条、若槻営業所行きJf宇木行きJのいずれかにご乗車いただき f信

大入口Jで下車してくださし、。運賃は大人 150円、 子ども 80円です。下車した後は大門交差点で西へまがり約 500
メート／レほどです。

(4）当日は、大学周辺および大学構内に f黄色い腕章Jをつけた学生を配置し、誘導いたします。お困りの点がござい

ましたら、遠慮なくお尋ね下さい。

( 5）午後の講座終了後、昼食に信大内の生協食堂をご利用いただけます。

( 6）欠席の場合には、当日までに、必ず信州大学教育学部附属教育実践研究センター（電話番号： 026-237-6127＜留守

竜あり＞）までご連絡下さい。

( 7）保護者の方は参加していただいても結構ですし、送り迎えだけでも結構です。安全には十分配慮いたしますので、

安心しておあずけ下さい。

(10）ご家族、お友達と一緒にお申し込みの際も、ひとりにつきハガキ一枚でお申し込み下さい。

＃主3 申し込丞ぶらりを7主去 b

"" w 

：①はまえ（J,IJ引っ・ro
①"Pうがんば”んこ7じ唱うしよ

Icて・んわl;l:‘＇／..， ~··7 

＇c力て〈ねん

＇R才μ 、し（－：..・：）・r
I Tよい1;-( =・ 7 
I rE ぃ Z予 l~－ J
I T~’ ぃ 3~1f'＇ぅ
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円〕部

①参加受／100向（傷害保険料と教材費）、また続窪iこよってはillJ途材料費が必要になる渇合があ甲ます．

②日程／［午前の部18: 30受付 9: 00閉会式 9: 30～11 : so mmI 11 : -to閉会式 12: 00解散

［午後の部］ 13 :_ 00受付 13: 30開会式 1-1 : 00～16: 00際澄 16: 10閉会式 16: 30解散

③申込期間／10月初日～11月4日

＠往復はがきに郵便番号、住所、氏名、（ふりがな）、電話番号、学年、参加を希望する統廃名を史入し、下記の

あて先までお送りください。 左図参照→

⑤あて先／〒38 0 桑野市宮受塁手6ー ロ 信州大学教育学鶴美主主センター

信大YOU遊サタデー係 TEL/FAX:026-237-6127 



資料 7
資料 5

bφ う b争うカーード 0品掛

YOU滋サタデ『吋な櫛Li劫ありがとうごさいます．

ti:/Jdヒカ穆引J日ずる撒沼浪知刀とおりです．

当日ば部1絢をしおお、ょう1$iをづナてお峰しくださし、

そオじて：！';l:.会紛で会えるのを符っています。

言採居星名

ヂ寺宅：：＞!f均
ゅうゅう方｝川雄勝 ・……このカートです
10 0円錦部報閥、番弱服号、新肱スれるヒ三三』ヴL袋

ネγプザン（

I亨旬イ省主回目寺 5月24日

受付 12:30～12:50 

絞了 .16 : 10（予渇
※欠融場合i';l:.必ずηη日までにコ瞬くださ川

当日I誠設vよいよう掛慈しくださy¥

な久教材費な日こつきまして1事釣り銭悶ないよう永瀬
』設し安れ

伺摂訣伺出

資料 6

く溜銑〉〒380卸聞西良野6ーロ

i~lttk等＇＜~備学鶴鮒偶数質実按センター
倒駄掌YOU.迫£~トタデー係

TEUFAX 026ー237-6127

開睦名 ::z·~・I]'、、ペト‘勺-l)'v¥

乞マ末、ン:l~ づくろ円

資料 4
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史曲中村



資料 8

三壬日 弓予支宣

7:00 

｜本部、 Cooki n g隊集合｜

7:30 

センター集合（点呼、朝食）

土井先生あいさつ、委員長あいさつ、日程磁認

へ一フ一
ザ
J

一：
 

ゐ
f

一
ス一nv

－
 

金
日
一

本一各一

n
U
 

nu 
no 

国自
9:20 

9:30 

｜講座の時間 ｜

国亙
12:00 

12:30 

1各本部スタツフへ

13:30 

1開会式｜

13:50 

14:00 

｜講座の時間｜

16:00 

｜閉会式 1~ 
16:30 

｜見送り、片付け｜

飯綱へ行く人は

9:15区 E

う 9:30lパス飯綱へ出発｜

io:oo I飯綱に到着 ｜

io:16 I講座開始 ｜ 

ろ
寸
」

ご
一食一

∞一昼一

円

L

15:30 1パス、飯綱を出発1

is:oo I信大到着｜

_J  

1側

-145-



資料 9
［~屯走 E

統廃スタッフ

NO. !I~ ~ ~ キャプテン アシスタントスタッフ

1 1 プーメランを飛ばそう flh木亙（耳l!4) 佐野＃H圭（係4)

長谷Jlln•r紀（理4)

l 2 プjチャプJチャ演奏会 小木i!itlt宛｛数3) 井上千畠（数a> 1'r·仰友~（聡抗生） JJ~須良寛・
～打謀総を作って鳴らそう～ 山田辺忠.'J'lfff軽~~亀（救 l)

l 3 ステンシルって何？ 土屋涼子（家4) J~ll.J紀子 ・ i時戸豊島佳子（寂 3)

～.%！＇もやってみよう～

I 4 モコモコデンキパン 唐木3指紋｛家3) 大島智子（音3)4i1.減妬｛理学4)
f作水麻紀子（家3)

I 5 世界の曾楽ど 北I事勝.m（教官） 阿国大紛｛忽4）池雄子｛笑3）ニ沢恵美（院

世界の浴びを楽しもう 矢i軍尚紀子（英4) 2）竹下雅ill（数4）白畑陽子｛隊2）渡辺美
g ・ 1~岡佑災・早川嘉豊島・波間柴咲 ・ 土屋箆也・
理署志帆.＊＇剣形央・w弁1m窓・小林菜徳子 ・平
林忠読書｛音：：！） ~郎真美・矢沢忠美子（国際 2)

伊東械業（;IJ4）永田勝制｛数4）福島寧浩｛技
2) 

1 6 いじめ・不主主紋フォーラム 北島／Jf.初！（数4) 問問和泉（lf4) 
・97t大

l 7 銅が金になる！？ 中総悟（耳l!4) 続沢啓（理4）下村Pft彦・小市有数｛草l!3)

安1!金術のfi1・密
l 8 策しく作ろう鰐かご作り 1事岡京お（恋:J) I銃口久仁子 H上4）井口佳美｛家3）武求総子

（費量2)

I 9 カンカンアイスクリーム 長側ひろみ｛家4) 古池志机（白：4）芥縦型子｛家3）愛媛武人｛？上
九）白~I：筒、災 ・深滞典子（家 l)

木部スタッフ

係~とその活動内移 スタッフ名

スタッフ~ ［企｛本の支狩にまわるl 佐々 木災忠｛家－！）

受付係 I番号力II者の交付を行う｝ 。事ttl，紀爺（数8)

LI、宮原被j百（理学4) lG、悶悶和泉｛管4)

12 、 ~I：上千品｛数 3) 17、小市有給（耳ll3) 

13、i時戸美佳子（家3) 18、情口久仁子（社4)

14、大島智子（音3) 19、古池志帆（社4)

1G、担！.！雅子（英3)

駐車!A係 [JJtを隣樽するl 。3主板武人（社：3)

13:3Gまで持ち織にいる．帰りは 仇沢JM:（理4）永田勝嗣（数 4）下村晴彦｛理 3）高製彩央（音2)Uli 
1G:20ごろ持ち湯につく。 動車治（伎 2）問O'BJ'i祭・矢沢忠美子（図際 2）波辺美智・ 1~阿｛古美・平

林忠衆（tf2）伊東裕美 C;IJ4)

E車場係 ［ ~jJll者を政滋する］ 。JI？.林徽（数3)

佐野美佳（係 4）井口偉業・斉滞聖子（寂 3）三沢忠~ （院 2）早川嘉

災 ・波00~礎咲 ・ 土属鹿也・ 袋志帆 . r-P..:1同fl忠・小林系的子（音 2）那須

良寛・山田.J!I!忠.Jjf藤健美（教 1）白;II：裕~・深海典子（家 1)
開閉会式係 ［会婦の泊備をする1 。土属博子 （署長4)

竹下総iii（数4）間回大紛（理4）白畑餓子｛陣2）武末裕子（災 2)

行柳友U!（際限生）

写真・記録係 I写真・ピデオで織影 。成問笑ill（耳1!4)

する］ 浅沼aom＜数4)

本部係 ［当日受付、テントで待機1 中村山史（社4）佐々木失恋（家4）其ぬ紀章 ・平林徽（数3)

Cooking隊 ｛向r1日＝スタッフの籾食 。佐々木美，J.!l（家4)

il'l I側、 当日＝朝食配布l 吉池志机・1降口久仁子（？上4) ;11：口能炎 · ~百戸災佳子（家 3)

内If日役営係 。巾村典史（干上4）全員

｛術品係 ［~当 日 までの｛飾品管理、 ·~~ 宮沢7t（理4)

後術品回収］

会計係 l会宮け 土産律子（家4)

飯綱木部係 （4次念、 ill！絡、写真などi 宮沢元（耳ll4) 

- 146-



お知ら せ

資料 10浦
掌
コ

いつもYOU遊サタデーに参加していただき有り綬うございま

す．今回のYOU.i61サタデーはいかがでレたか？

（す ところで、 ;g12＠のアンケートに 「次回のYOU遜サタデ－$

込案内の資斜線~手餓さを事前にしておきたいJ というご要望があ

りまレた．そこで、 ζ宇宙望の万にこちらから;is14自の資絡をお遂

りしたいと思います．つきましては、以下の9レ込み用紙に必要事

Z買をご記入のうえ、 80円切手を同認し、 7ヲンケートとともにお送

りください．

...・H ・.....・H ・－－…キリトリー....・H ・....・H ・
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資料 12

宇宙からやって来た
tNミ怒ったち、コッづffち1乏して をEものも，

※ぺたぺたIO.四mりさんナトりのふ乏す2しつ付ると急くr;,る占

⑤ 

ママ－雲寺；惑がヲ

回匂づ⑨
スライゐ君

合みer合図i1iっさ九十トリワ0

＊ねりばし

スライ 6.君~たんじょっさtt ょっ！

"" 

Sura 

[ よ乱、する宅の

合PVAtt九定くのり

＊巴こ－／Lコップ 2:i 

. ., 

Sura 

さあ

…ピニー／｛，；袋や、冷凍舟パッヴ主主にいれて水分乏保てちょっ

にして下さい． ~色、袋の~g:おいてzいてちいし、し．冷

濠してもか3:い容包ん．

お宮Eのつ高，＼③ PVAtt九だくのり乏 ・おみずと

おr;;じりsついれる．

※おilt<ft耳、 PVA eんだくのりより

すごしおおくいれてもいいよ．

(n<:PVA淀還のり＝ I：う

ビニール；コvブ｛こ、おみす左いれ＠．

…山
出

間川
口

① 

l
E
∞
｜
 

…スライふとし宅途ぷ隠ftに、夏の暑い自の保冷湖、書脅さま
’v、～

しの？イスノンとし宅ご利用下乏し、．
，、，h・』，、，、

※色1耳、しょくペに（あ介、きいろ‘みどり）、

文，のぐ．チョーつのご母、 8どでち色がつ〈よ．

③ 

いろんr;;色乏つくってみぶ勺 S
…可望書ゴミとして告書てて下さってま書留置です.s:定、夜放さe
t捨てたり、土にl!lfllてしEまっても問題あ＇） ~tt九． （ビー

ズn•入っていたりするスライふ旬、土に湿の＠いで下さい．）

※四iii つ~すトりつふ水港滋IO、ペットボトJ{,t;; どの~に残ゐぐらいに氷に逮t!、飽和状

態｛εつモlft以上溶けr;;い状怒）にしてく吃さい．

※食紅白F、億九の官官3しでか8り色が｛サき~すので、ヨt乏付けて入れて下さい．

3話回iiiつ！＇＆ナドリ ワふ乏婦人寄る級会憶、till局で‘「iiiの砂Jと頒んで下さい．

※小乏し、お子さ九が、ロに入れてし容の4きいよっに注乏して下さい．

きれいにいろがついたら、四iTiっさんナトりつふすいよっ九き乏し、れて…

II ※四ii¥のさ九ナトりつ仏倍、

II .. ー国間叫んナトリ司ら みすにとかして、とけ窓く怠るまでとかしてω．
1n+,,.' ~ ,, I I I ~ 
+PV Aのり，・.，.置 、L ， 

＠ 



資料 13
平成9年度佐久地区家 庭歓宵 のつどい爽籍軍E項

Cl.Ml符司RII柵

i= .d、審者

センター集合

出宛

’l、：：.曹
也備関鎗 (tfち合わせ．苦情11糟術、会副’帥り付吋、名札作り｝

開会式

Wil 
片付け．昼食

小結露

長野．菅

と泊 圭 昼 、ro'U'ヨl!'・ザ・？＇号戸ーー

If BBIR 

7:30 

8：~0 前

9:00 

9:10 

10:00 

10:30頃～1.2!00頃

U;OO頃～14.-00頃

IUO 

15:30 

r ll..かな＜：・tlitl子育てをど量置柿ゐ＂＇＇ -J(園町軍IUtli ！，掴£＇..， .I.~島、

I a 冒
子育τ民1111，，.‘不贋や冨みま問？aをn(lに． 軍畠It'llに関する字宮町圃合同Qlll.II子町

揖閏徐岨量Vに1園町軍高IU M’掴宜団専をtIf I.て．車直司直術力的克翼！：国勺.a:代量岨

う争！！Lt.:・b町禽凪量寓凶ずる．
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秋田大学におけるフレンドシップ事業の試み
一これまでの自主的な学生活動と秋田市教育委員会との連携を通してー

浦野弘（秋田大学教育学部）

urano@ipc.akita-u.ac. jp 

キーワード：自主的参加，教育委員会との連携，はばたけ秩田つ子

1 .はじめに

教育職員養成審議会の第一次答申（1997）には，「休業土曜日を活用した子どもたちとのふ

れあいの機会の設定，学校 ・教育委員会 ・大学の連携による子どもたちとの合宿 ・交流事業

の実施，教育委員会の協力による教員を志願する者が毎週学校の授業等の補助を行う試みな

ど，近年，教職課程において様々な取組みが工夫されている。…－一単位認定することも含め，

教員養成カリキュラムへの適切な位置付けについて検討する必要がある。必修部分を超える

教育実習については，・・…・ボランティア体験・・・・一体験的実習を広く含めることが可能であり，

各大学の創意工夫が期待される。Jとある。これは3 これまで各大学が独自に工夫し，実践

してきた教育実習以外での子どもとの触れ合いのための活動に対して，ある程度の評価が出

されたとも解釈できるが，一方で，そのような取り組みが義務化されることにもなろう。と

ころで，これは教員養成における学生という立場から子どもに接する論理であり，逆に子ど

もの立場に立った視点からこれらを考える必要もある。

臨時教育審議会の教育改革に関する第一次答申（I985）において，「個性重視の原則Jが提

唱されてからIO年以上が経過する。その間，新学習指導要領の趣旨に即して，個性豊かで創

造力，判断力，表現力に宮む子どもの育成という視点から，小学校で‘は，教科，特別活動，

課外クラブにおいて，中学校では，教科（選択教科），特別活動，部活動において，創意を

生かした特色ある教育活動の改善がなされてきた。しかし，改善に結びつく「個性重視の原

則jの具現化が十分であるとは言い難い。とりわけ，具体的に個性の伸長を図る効果的な教

育の場と考えられる正課クラブや部活動においては，指導者の不足や活動の場の確保等が隆

路となり，子どもの要望を十分取り入れることができないというのが現状である。

一方，中央教育審議会の第一次答申（1996）にもあるように，地域社会における教育力の形

成も重要な課題となっている。すなわち，学校 ・家庭 ・地域社会との連携による新しい教育

の創造である。学校週5日制に伴う土曜休業の実施は，学校の中で閉じていた教育の枠組み

を見直し，市民参加という意識の変革をも求めるものである。地域社会，家庭，学校が一体

となる生涯学習体系へという視点から，学校教育の在り方を再検討し，連携から融合への移

行を意図した三者の協業体制の中から新しい教育を創造することが問われているといえる。

すなわち，フレンドシップ事業は，このような視点に立脚した運営も必要といえる。

ところで，本学では，十数年前から，学生の所属する研究室単位で教育ボランティア的活

動がすでに行われてきている。ここでは，それらを引き継ぐ形式で発展させようと している

いくつかの取り組みを紹介するとともに，新たな視点、にもとづき平成8年度から実施を開始

した秋田市教育委員会の fはばたけ秋田つ子J教育推進事業との連携について，述べる。

2. 本学の学生による触れ合い体験の事例

本学においては，十数年前から，研究室（一般に教室と言われるものと思っていただきた

い）単位で，教育ボランティア的活動の試みは行われてきており，その事例を 3つ挙げる。

これは，あくまで，自主的な学生のボランティア活動であり，該当する授業単位の授与もこ
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れまでは無かった。

2-1. 「ひだまりの会Jの活動

教育学研究室の所属学生が1984年から継続しているボランティア活動である。f秋田県立

岩城少年自然の家Jの小学生から中学生を対象とした宿泊を伴う主催事業に指導協力員とし

て参加するものである。表 1に平成9年度に学生が指導協力員として参加した事業を示す。

表 1 平成9年度の秋田県立岩城少年自然の家における学生の活動（含む予定）

事業名 期 間 対象 主な活動内容

わくばく大集合 5月3日（土）小学校4年 －ふれあいゲーム ・観音森ハイキング

～ 5日（月） 生～中学生 ・選択活動（紙の工作，木の工作）

岩城アドベンチャ 8月4日（月） 小学校5年 ・文化，史跡探訪 ・鳥海高原トレyキング

一広場一鳥海高原 ～8日（金） 生～中学生 －高原で遊ぼう ・テント生活 ・hンプ77イヤー

をトレッキングしようー －私はカメラマン

秋の自然に親しむ l 0月l0日（金） 小学校4年 ・＊－1-t－ゲーム ・自作ちょうちん作り

～I 2日（日） 生～中学生 ・ナイトハイク ・選択野外活動 ・野外灯キング

岩城クラフト教室 I l月8日（土） 小学校4年 ・フレンドリ ーゲーム・竹細工①②

～9日（日） 生～中学生 －竹で遊ぼう ・わんぱく祭り

冬の自然に親しむ 2月14日（土） 小学校4年 －雪中探検 ・雪遊び ・歩くスキー

少年のつどい ～I 5日（日） 生～中学生 －たいまつナイトハイク ・雪上村ンドルバ寸イ目

・雪，氷付7チング ・天然シャベーけづくり

春のいぶきにふれ 2月28日（土） 小学校4年 －自然散策 ・バードウオ？？ング ・7レンドトゲーム

る少年のつどい ～3月i日（日） 生～中学生 －星空ウオ汁ング

図 1 ひだまりの会

の活動様子
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2-2. r秋田すずめの会Jの活動

特殊教育研究室の所属学生によるボランティア活動であり， 1985年より，障害児と家族（家

族班）， 学生などの支援者（協同班）が地域の中で一緒に活動を行うという実践を積み重ねて

きている。月例会，学習会，会報と文集の発行，遊ぼう会やクリスマス会などの余暇活動，

古紙回収，障害の重い子どもへの家庭訪問等， とり わけ，余暇活動， 会報発行，家庭訪問等

に学生が主力となって活路している。これらの活動は，学生が障害児への対応のあり方や障

害児の家族の心情及び問題について深く学習できる貴重な場となっている。

2-3.秋田県ハー トケア教育相談活動への参加

文部省の委託を受け，秩田県教育委員会が実施するもので，専任指導員の指導のもとに，

学生ボランティアが適応指導 Iさわやか教室j において指導の補助及び通級児童生徒への訪

問指導等を行うものである。本年度は，本学学生5名と他大学学生4名が参加している。こ

の「さわやか教室Jへの参加も，心理学研究室において教官共々，継続的に支援してきた活

動である。なお，同様な取り組みは，秋田市教育委員会とも行っている。

3. 新たな学生による触れ合い体験への試み－rはばたけ秋田つ子j教育推進事業への参加ー

3-1. 「はばたけ秋田つ子」教育推進事業の理念と意義

特別活動のねらいである f望ましい人間関係の育成Jを目指して，学校や児童の実態に応

じて，学年や学級の所属を離れて，同好の児童をもって組織し，共通の興味や関心を追求す

る活動を行う「クラブ活動Jを，一つの学校という枠組みをはずし，複数の学校聞において

実施するものである。すなわち，学校教育の制度や内容の大きい変革が予想される過渡期に

ある現時点において，学校聞の垣根を取り払い，複数の学校が協力し合うことにより，子ど

も一人一人の個性の伸長を目指すものである。

このような目的に対して，秩田市教育委員会が調整機能を発揮することにより，学校と地

域社会との連携が深まることもねらっている。子どもが地域社会の優れた指導者に出会い，

また，地域の施設 ・設備を積極的に活用する素地を養うことを目指すものである。このこと

は，地域社会の教育力を高め，学校における教育がよりス リム化されるであろう将来に向け

ての試みでもある。

具体的には，複数の学校が協力して，合同でクラブ活動を実施する。その際に，社会教育

施設を始めとした学校内外の諸施設 ・機関を積極的に活用 し，学校内外で子どもの体験を重

視した活動を行う。また， 地域の人材を活用 し，専門的な外部指導者を依頼した協業体制で

の指導を実施するというものである。

これらの活動は，次のような効果を期待するものである。

① 多く の活動種目を準備するこ とにより，子どもの多岐にわたる興味関心に応え，さら

に，子どもに自分の適性やよさを自覚させ，自己理解や自立を促すこ と。

② 学校間の交流により， 子ども同士の人間関係を豊かにし，社会性の育成を図ること。

③ 充実した施設設備の活用や地域の人材 ・外部指導者の指導により，子どもたちに新た

な視点を与えるとともに，感性を磨き，よさを伸ばすこと。

＠ 地域の人材や外部指導者の指導により，子どものよさをより専門的な見地から引き出

し，伸ばすこと。

3-2.具体的な事業の内容

本事業は，小学校及び中学校で実施しているが，表2に示すように，多様な種目が設定さ

れている。各グ、／レープは， 3校より構成されており，各グノレープ毎に3回ずつ実施するもの

である。各種目の収容人数は，種目の特性，外部指導者の希望，施設収容状況等から設定し

たが，最終的には子どもの希望にできるだけ添えるように，調整したため，人数がやや多め

の，
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の種目もあった。また，中学校は2グノレープ（3校と 2校の組み合わせ）で実施した。

表2 平成9年度「はばたけ秋田つ子 （小学校）」実施計画の一部
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3-3. 本事業と学生との関係

このように，「はばたけ駄目つ子J教育事業は，基本的には外部指導者との協業指導であ

る。そこに，学生が補助者として参加するもので，概念的に示すと，図2のようになる。
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「フレンドシップJ
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図2 「はばたけ 秋田つ子J事業における学生ボランティアの位置づけ
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We庄Eでぽ非否開

図3 「はばたけ秋田つ子Jを紹介する記事（読売新聞＇ 1997/11/4朝刊）

このように秋田大学におけるフレンドーシップ事業は，学生が主体的にボランティア活動を

するというよりは，むしろ，外部指導者としてのボランティアの活動を支援するボランティ

ア（補助者）として関わることを通して，子ども理解や指導者の機能を体験的に学ぼうとす

るものといえる。本年度は，小学校のA～Dグノレープで、の「インターネットJ, B～Dでの

「オリエンテーリングJ及び中学校のBグ、／レープの 「プラスパンドj に参加した。

この「はばたけ秋田っ子」教育事業は，県内の新聞はもとより，全国紙の第一面に紹介

されるなどしている（図3参照）。

3-4.成果と効果

昨年度は，筆者が外部指導者の一人と してこの事業に参画し，学部の3年及び4年生の学

生が補助として，この活動に参加した。筆者が指導した種目は「インターネットj でネット

サーフィン的な活動をするので，学生の主たる活動は，サ｝チエンジンや感想、の入力時に，

キーボード操作や入力変換について子どもから援助の要請があるときに，その支援をすると

いうものが多かった。

この活動の子どもへの効果として，次のようなものがあった。 1台のコンビュータを各校

1名ずつの 3人で使用したことにより，協同作業や意見の交換を通して，学校聞の交流やコ

ミュニケーションの広まりが効果的に図られた。さ らに，ふだん接することのない大学の教

職員に学んだことや大学施設を利用したことが強く印象づけられており，外部指導者を導入

した効果がみられたc 事業の終了後も手紙，そして電子メー／レでの子どもとの交流を続けて

いる。この点だけを取り上げても，地域の人材である外部指導者との交流が効果的であると

いえる。

本年度は，まだ全体の反省や感想、等を取りまとめていないが， 新たに実施した「オリエン

テーリングJ.に参加した学生からは， 「どんなことを手伝えばよいのか不安があったが，数

人のグソレープなので打ち解けて話しができたj 「子どもたちが周りにある木々などを見て，

素直に思っていることを発言するのに感心したj 「6年生で、は男子が先に走って行き，女子

が後から歩いていくというように男女が多少離れて行動するが， 4年生は男女が一緒に行動

するというパターンの違いに気付いたj 「教室外での教師の指導を見ることができ，参考に

なるJ等々の感想や発見があった。

F
D
 



また， f大学の授業で“概論”ばかりやっているので，実践することで意欲が増すj 「教

育実習前に，子どもと接することに慣れることができる」等の指摘もあった。

さらに，岩城少年自然の家での事業にも参加している学生は， 「回数も短く，一定時間し

か子どもたちと一緒にいない“はばたけ秋田っ子”の方でも，得るものが多いJという感

想、を述べている。

4. まとめにかえて

「はばたけ秩田っ子」事業について，浦野 ・石橋（1997）は，専門的な分野で活路してい

る人やその道に長けた人，地域のお年寄りなど‘地域の人材を活用した外部指導者と触れ合

うことにより，各種目毎にそれぞれの子どもの発見があることを指摘している。問機に，外

部指導者の中でも，仕事の第一線から退いた方や主婦等からは，自らも得るものがあるので，

このよ うな交流を今後も続けて欲しいという声が聞かれたことも指摘している。すなわち，

学校教育からの要請と地域社会の人材が活路できる場の提供とが， 相互に機能するものであ

るといえる。

2節に述べた3つの活動や， 3節で述べたこの 2年間の 「はばたけ秋田っ子J事業に関

わった学生は，自主的に参加したものである。そのような背景から，上記の外部指導者の立

場に近い感想を持つものが多い。

しかし，今後，フレンドシップ事業が単位化し，単位の取得を目的と した参加が増えると，

影の部分が問題となろう。

参考文献

秋田市教育委員会， 1997：はばたけ秋田つ子教育改革 一秋田市からの報告ー．駄目市教

育委員会

駄目県教育委員会， 1996：ふるさと教育指導の手引．秩田県教育委員会

浦野弘 ・石橋英一， 1997：学校間交流と地域の人材を活用した特別活動の実践的研究－ rは
ばたけ秋田っ子j における実践を通して－．秩田大学教育学部研究紀要，教育科学部

門，第52集， p.77～88

教育職員養成審議会， 1997：新たな時代に向けた教員養成の改善方策について（第 1次答申）．
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フ レ ン ド シ ッ プ 署 停芸龍一福島大学教育学部の場合

鈴木庸裕（nobuhi ro, SUZUKI) 

E-MAIL nsuzuki@educ. fukushima-u. ac. jp 

1. 1997年度フレンドシップ事業の概要

(I) 3つの取り組み

本年度福島大学教育学部では下記の3つの行事を柱にしてフレンドシップ事業を実施した。

A 創造の森・自然体験学校（7月24～26日、 2泊3日）

国立磐梯青年の家（猪苗代）を舞台に、 福島市内の小学生5・6年生、中学校I• 2・3年生10

4名と学生46名、院生 （7ドハ． イず ・）6名、引率 ・指導教官12名（附属学校を含む）、青年の

家所長をはじめ専門職員、自然観察指導者等の構成員で実施。開校式、出会いの集い（ふれ

あいゲーム）、自然観察ウオークラリー、野外炊飯、野外創作活動（ソーラーバルーンづく

り）、火おこし、キャンプファイヤ一、テーマ別自然学習を通じて、児童生徒との諸体験活

動をおこなった（別紙資料1参照、 学生の様子や感想は当日資料で） 。

この取り組みは、学校長、副学校長はもとより、 全体の企画、運営、 実施を学生が担当し、

「夏がひろがる、君がひろがるj をメインテーマに感動の取り組みを展開した。

B.オープンキャンパスフェスティパル (lI月2日）

自然体験学校参加学生に加え、 7月より参加学生（グループ）を公募、自主参加型イベン

トとして、大学キャンパス施設を会場に「講座」を開講（別紙資料2参照） 。手づくり楽器

づくりやわら細工、影絵遊び、理科学実験、クッキングなどの体験講座をおこなった。学生

が指導者となり教官等は後方支援。学部学生・院生の参加は125名、受講者は小学生、中学

生を中心に幼児から一般（保護者を中心に）まで445名。学外からの協力者（理科実験講座

ー現職教員、わら細工一地域の老人会）と各講座の指導教官を含め約600名の参加であった。

C.公開シンポジウム (l2月3日）

「体験学習を通じて実践的指導力の何を、どう育てるのか」をテーマにして、基調講演で

は 「教員養成における実践的指導力の育成についてJ （立教大学藤田昌土教授） 、体験報告

では、フレンドシップ事業実行委員の学部教官、参加学生代表、国立磐梯青年の家専門職員、

地域の保護者、現場教師の 5者から報告を受け、その後、パネルテ．イスカション（実施予
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定）。この公開シンポジウムの自的は1997年度フレンドシップ事業の成果総括と今後の課題

について論議を深めることにある。

(2）実施体制

上記の取り組みに対して、以下の緒体制で実施した。

＊フレンドシップ事業企画運営協議会（連携協力機関一年数回、 12名） ：教育学部教育実践

総合センタ一、附属学校園、福島県教育委員会、福島市教育委員会、県北教育事務所、国

立番台青年の家、福島県PTA連合会

＊フ レンドシップ事業対応特別委員会（学内実行組織16名） ：センター長 ・専任教官、教育

学部教官、関係委員会委員

＊学生組織

A.自然体験学校： 「教科外活動論J （教職科目必修 ・2単位、2年生以上）の受講生、

協力院生。

B.オープンキャンパスフェスティパル ：自然体験学校参加学生の自発的参加型、教官の

呼びかけによる学生組織参加型 （ゼミ、教科教育法等の受純生）、学生の自発組織

が教官を巻き込んだ参加型によるもの．サークルなどの単位による参加型によるもの。

全体統括コーディネートは教育実践総合センター専任教官。

2. 「体験j と「参加j の意味を聞い直す

以上、 本事業の概略であるが、実際に本事業の企画 ・立案 ・実施にあたった立場から、私見

を含めて中間総括してみた。

学部改組の動きと同時並行中の本学部では、当初からフレンドシップ事業を教育学部のあ

り方を総合的に検討してみる大切な機会であるという視点からこの事業に着手した経緯をも

っ。ちょうど総合センター化の直後という時期でもあり、教育臨床領域の充実と学生の体験

学習や総合的学習、大学と地域との連携への視野を拡大する意図があった。やや具体的には、

①学生と児童生徒が直接ふれあうことによって、学生の子ども理解能力や自己表現能力の形

成、具体的な交わりのための社会的教育的スキルの習得を促すこと。②教員養成が教育委員

会を含め、地域の社会資源と組織的かつ有機的に結びつき、これまでにないあるいは連携が弱

かった機関や個人と共同で、学生の f学びの場Jを作り出していくこと。③教員養成に資す

るという面だけでなく、学生の社会参加 ・ボランティア活動の教育的意義と地域の学習や活
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動（遊び）のニーズとの結合を図ること．④大学教員の学生指導の向上、などがあり、同時

にこれから一層課題になると思われる。

体験という営みは決してある活動の f部分参加jや「いいとこどりJではない。科学や真理

に裏付けられた人間的営みという文脈を理解ないし意識しながらの一連の実際的活動である。

また、参加とはある時間空間に身をおくという活動であると共に、 「何のための参加なのかJ

を同時に追求する行為である。したがって、体験や参加とはそれまでそうした機会や自を奪わ

れていた現実を、我が身で取り戻す営みであると理解したい。そのことによって、学生たちは

ある者は抽象的な「わかるj とう世界から抜け出して、具体的な「できるJという世界をくぐ

り、そこで身につけた自己の姿や自信を基礎体力として、再度、科学性や論理性の世界と向き

合っていく。自己の視野や外部情報に左右されがちな学生にとって、みずから何事をも確かめ

てみる、あるいは確かめてみる術を身につけることは学習指導や生活指導の両面において重要

となる。

3. r実践的指導力Jとは方法ではない

その場合、こうした術を習得する上で、フレンドシップ事業は f実践的指導力j の内容を浮

き彫りにしてくれるのではないだろうか。教員としての資質能力（使命感や子ども理解、愛情、

専門的知識理解、教養）を基盤にして「実践的指導力Jが位置する。今日、教員の養成 ・採用

・研修の体系化の中で、ややもすると新任研修 ・現職研修に重点がかかる傾向がある。この

f実践的指導力Jが個別な方法技術ではなく、育ちゆく 「観j をめぐる自主的な形成能力であ

ると考えたい。 「多様な資質能力を持つ個性豊かな人材Jの育成を言う「教養審第一次答申J

は具体的な資質能力が実践的指導力であると指摘する。しかし、個別な技能や知識理解をモザ

イク的に「所有Jすることがこの能力にあてはまるものではない。それは、系統だった知識理

解と技術の結合を支える見通し能力と自己実現能力である。子どもたちへの問題解決能力をい

うのと同様に、どのようにある事柄を解いていくのかとなぜそれを解いていくのかという両者

がセットされた意味で、この能力を理解したい。

4.教育実習の多様化 ・自由選択化とカリキュラム改革

その具体化や構造化という点で、まず、教育実習の多様化 ・自由選択化という問題への肉薄

がある．本学では教育実習とのつながりを意識しつつも、進行中の実習改革と来る「介護体

験実習j との関連をじっくり検討するため、今年度は全体として今後の課題を明らかにする
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フレンドシップ事業元年として位置づけた。あく までもこの事業を教育学部のサパイパル事

業であったり、一部の教官（委員会）のオプリゲーションとしないためにも、学部全体でこ

れから何をすべきかを構怨していきたい。ただ、現段階での方向性としては、学部のI• 2年

生段階でのプレ教育実習という位置づけで、参加 ・実践型実習、課程共通科目「教育参加

論」として、 「講義J部分（ 1単位）、 「参加実習j部分 (1単位）合計2単位で構成し、

課程学生全員の選択によりグループをつくる。講義部分（製作実習を含む）は教職、教科教

育 ・教科専門科目、障害児教育、幼年教育等の教官、施設 ・機関の関係者、関係領域教官、

外部講師の実地指導講師による講義 ・演習。 「参加実習jでは、自然体験活動グループ（現

行のものを継承）、社会教育・体育活動グループ（児童館や地域子ども組織の行事、体育・

健康・レクレーション施設等へのアシスタント参加、科学実験体験活動グループ（大学施設

での実験 ・工作体験活動）、芸術・表現体験活動グループ（アートスクール、表現活動）、

社会 ・文化体験活動グループ（公開授業方式、社会科学、人文科学の領域）、教育臨床活動

グループ（地域福祉 ・医療活動を含み、個人 ・施設での実習）。あえて今回のオープンキャ

ンパスフェスティパルを自主参加型にしたのも、このグループを小中統合の学校教員養成課

程内のコースで担当するように位置づけていく基礎体力づくりが必要と考えたからである。

こうしたことは、学部カリキュラム（編成）改革をめぐるわれわれのアイデンティティー

の形成をめざすという意味からも大切に思う。もはやこれはカリキュラム開発という次元で

考えていくべきものかもしれない。大学教育における「専門性Jの追求が学問領域縦割りの

「蛸壷的Jな硬直した知の体系を生み出しかねない状況にある。こうした点への勇気ある対

応が迫られているのではないだろうか。

5.今後の課題

本学では学部改組、自然系学部増設などの議論の最中という状況もあり、現行の教育実習

との閥速やカリキュラム全体との関わりはまだ浮上していない部分が多い。しかしながら、

どういった教師（教育者）あるいは次代を痕う青年を育てるのかという全学的議論を構築し

ながら、地球的視野での教員養成のあり方を追求する絶好の機会であり、そういったプロセ

スに学生が参加し同時に学内外からの声を其撃に受け止め、内発的な発展をめざすことが不

可欠であると考える。それ以上に、教員養成のみならず大学教員の学生に向けた実践的指導

力をトレーニングする機会として、今回の取り組みを積極的に活かしていくこと。とりわけ

ファシリテーターとしての大学人養成として大きな一歩でありたいと考える。
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別紙資料2

ニ簡．島プミこ考会奉文事年今全音I~ フレンドシッフH毒事鋒さ

Jろι人Jえよこaろてコきミオ"L ! ヌ「ーーコアニ／豆半 吋’ニ／ノて コヌにつ7 コこ ：：；：；.二ラニ ィノてJレ

福島大学教育学部ではこの目、 fオーブンキャンパスフェスティパルj を開催します．これは本年度フレン

ドシップ事業として 7月におこなった「自然体験学校Jにつづく体験学習活動です．

さあ．？高島大学教育学部生のお姉さんやお兄さんといっしょに．理科の実験やおもちゃの工作、表現活動な

ど、いろいろな ra誇座』に参加しませんか．秋の l目、おもう存分大学キャンパスであそびましょう。

日時 ・場所： 11月2日 （日曜日） 福島大学金谷川キャ ンパス
午前タイア｜午前 lO時～ 121時 I ( J R金谷川駅下車すぐ）

午後タイプ ｜午後 1時～3時

1日タイプ ｜午前 10時～午後 3時（昼食をはさんで）

参加対象：福島県内の小学生・中学生を中心に、幼児から大人一般の方までどなたでも参加自由です．

なお、それぞれの「講座j には受納者の年齢や定員の制限があります。幼児・小学生低学年の方

は保護者等の付き添いをお願いします．

受付； 11月2日の当日、 f受付テントjでおこないます（場所は学内に掲示をします）．

午前の部 ・午後の部とも講鹿開始時間の 15分前までに受付に集合し、どの講座に出るか決めてくださ

い．午前タイプと午後タイプを組み合わせて2講座参加可能．

3~1!笹参加賀： 1 人 100 円 (1 日保険加入代等として）．受付時にいただきます．
持ち物： f講座Jによって各自でご持参いただくものがあります。一覧表をご硲認ください。

どの f綿座Jも動きやすい服装で．

本この日は大学祭の期間中ですので、昼食は各自、弁当持参か出店でお済ませください。

＊安全でたのしい 1日が過ごせるよう、保後者の方々のご協力をお願いいたします．

宮韓圧匡一一歩芭（この他にもたのしい檎脱があります．〉

1待 度 名 対 象 定員 時間

1 折り紙であそぼう 小学生 ・中学生 40名 午前タイプ

2 手づくり楽部で遊ぼう 小学生 30名 1日タイプ

3 税のためのワークショップ 保雄者 20名 午後タイプ

（親が元気になる活動）

4 わら細工教室 小学生 ・中学生 40名 午前列7"
5 協絵であそぼう 幼児 ・小学生 30名 午後何7'
6 あたためるとあら不思樋！ 中学生・高校生 20名 1日タイプ

カメレオンみたい ・

7 水ロケットをとばそう l 小学生 60名 1日夕イ7'

8 強さの秘密 小学3年生以上か 25名 午前列7'
一物が駿れないようにつくるにはー ら中学生

9 牛乳パックでハガキをつくろう！ 小学生・中学生 50名 1日タイプ

10 ちょっと早めの 小学4年生以上か 30名 午後タイプ

クリスマスクッキング ら中学生

11 ピリピリ戦隊電気マン！！ 小学生 20名 午前タイプ

一電気を起こそうー

12 自分の火をつくってみよう 小学校4年生以上 40名 午後列7'
13 「自然体験学校j写真展 自然体験学校 12時～ 13

参加児童生徒 時

主催：福島大学教育学部

主管 ：フレンドシップ事業対応特別委員会

〒960・12 福島市松川町浅川字直道2 電話0245-48・8103（問い合わせ先）
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「教員養成学部フレンドシップ事業Jの概要

平成9年度 ・新潟大学の場合一 一

岡野勉

（新潟大学教育学部附属教育実践研究指導センター）

E-ma i I ; okano@ed. n i i ga ta-u. ac. j p 

くキーワード〉 体験的カリキュラム／教師の力量形成／子ども文化／野外実習／科学実験

1. 事業の目的

(l) 地域の自然・社会 ・文化に触れ、子どもとともにこれらを体験的に学ぶこ とを通し

て、教育の実践的研究に対する問題関心の基礎を培い、教育実習に直結する力量形成の出

発点とする。

(2) 教師に求められる資質、力量形成のための有効な方策、連携のあり方等について、

関係諸機関とともに協議する。

2. 内容

(1) 授業科目として f教育実践体験研究J（教育実習に関する科目 ・l単位）を新設する。

この授業科目の特徴は、教員を志望する学生が、学校を離れた場において子どもと触れ

合い、ともに活動することを通して、学校という枠組み、教師．子ども関係からは自由な場

で、 子どものものの見方、考え方、感じ方などを体験的に学ぶことができる点にある。

。） 実施に当たって、附属学校、公立学校、教育委員会、地域の父母等による企画運営

協議会を設置するとともに、それらの参加による全体シンポジウムを実施する。

3. 履修形態

「教育実践体験研究j に以下の4コースを設定する。学生は、 AB.Cから一つを選択する。

Dについては必修とする。

A. r子ども文化体験コースJ

子どもの遊びコーナーを、子ども・親との協力によって運営・実施する。それにより、

子どもとの人間関係づくり、子どもの興味関心などを体験的に学ぶ（5月に実施、 参加学生約
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35名）。

8.「野外実習体験コースJ

野外活動を子どもとともに行うことを通して、子どもとの交流を深めるとともに必要な

技術を修得する（6月に実施、参加学生約65名）。

C 「科学実験体験コース』

大学の実験室に子どもを招待し、科学上の不思議な現象、コンビュータによるバーチャ

ルな自然などを子どもとともに体験する（7月に実施、参加学生約20名）。

D.「共通コースj

「教師の実践的力量の形成j をテーマとしたシンポジウムを開催する。参加学生は体験

学習の成果と今後の課題について報告し、討論へ参加する（2月に実施予定）。

4. 学生の反応

5月中旬にポスターを掲示し、オリエンテーションを行ったところ、こちらの予想を大き

く上回る希望者があり、コースによっては当初の募集定員を大きく上回って学生を受け入

れた。実施後に提出されたレポートからも、多くの学生がこのような機会の提供を希望し

ていることがわかり、教員養成教育における体験的カリキュラムの必要性が確認された。

5. 今後の課題

(1) 多様な内容のコースを数多く設定すること、継続的な交流体験を保障できるように

すること。

(2) そのための学内外との協力体制の形成 ・強化。

(3) 教員養成教育における体験的カリキュラムの位置・役割の明確化。

(4) 追跡調査による、教員としての力量形成過程における今回の体験の意味の解明。

《資料》 学生のレポートから

私は教員を目指して、教育学部に籍を置いているわけですが、 l年次は教養科目の履修が

主であるために、実践的な教育を学ぶ前に、自分の本来の目標を見失ってしまうのではな

いかと思い、その対策としてこの科目を履修しました。（小学校教員養成課程・社会科・ l年）

po
 



なぜこの授業を履修したかといえば、学校を離れた子どもたちの生の姿を見てみたいと

患ったからである。大学の講義だけでは、実際の子どもの姿は見えてこない。子どもたち

がどのような考えを持ち、どのような行動を取るのか、机に向かっているだけでは分から

ない様々な疑問があった。このような疑問は、直に子どもたちの中に飛び込んでみなけれ

ば、解答を得られない。 「教育実践体験研究Jは、私の疑問に少しでもヒントを与えてく

れるのではないかと思い、履修を決めた。（中学校教員養成課程・英語科・ 2年）

今回、 「OH！さわぎJのイベントに参加して、 「子どもの視点でものをみつめ、考えるJ

こと、 「子どもが理解できるように教えるJことが、どれほど難しいか実感できた、充実

した一日を過ごすことができた。これから先、教員を目指すにあたって、いい体験ができ

た。（中学校教員養成課程 ・技術科 ・2年）

教員の資質や能力の向上のために、ボランティア活動やその他の体験活動がもっと重視

されるべきだと考える。しかし、そのような機会を自主的に探すことは意外と難しいので、

今回のような授業科目をもっと増やし、様々な体験実習を行う機会を与えてほしいと思う。

（小学校教員養成課程 ・国語科・ 4年）
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自然体験からフレンドシツプへ

（上越教育大学学校教育研究センター）
akion @ juen.ac.jp 

明男濁川

1 .洋学の取組みの概要

本学でのフレンドシツプ事業は，まだはじまってはいない．学年の中のI0名前後の学生は，

自発的に各種サークル活動，妙高少年自然の家へのボランティア活動等に参加している．

本学もフレンドシツプ事業を前向きに考えてきているが，介護体験，教育実習の期間延長と

多くの課題が同時に出されたために，教員養成課程の全カリキュラムの見直しが必要と慎重

に対応してきている．そんな中で当学校教育研究センターは，一日も早いフレンドシツプ事

業の実現を目指して，平成9年に，自然体験プログラム開発研究プロジェクトを立ち上げ，

自然体験実習を試みた．その結果，参加学生の反響がきわめて大きく，確かな手応えに支え

られて，今，体験的な科目の開設と平成I0年からのフレンドシツプ事業実現を目指して一歩

踏み出した段階である．したがって，ここでは，自然体験と構想している本学のフレンドシ

ツプ事業の概要について述べる．

2.教員養成への教育現場からの声

本学の教育実習は， l年次で 2日間の観察 ・参加， 2年次で 1週間の幼稚園実習， 3年次

で小学校実習， 4年次で中学校，幼稚園専修実習を位置づけている．本学のその特徴は，す

べての実習が附属中学校だけでなく，周辺の公立学校（小学校30校，中学校13校）で同時実

施していることである．受入れ校との事前・事後の打合せ会，校長会の教育実習担当社との

話合いが随時もたれている．

表1は，これからのカリキュラム検討のための資料と して，上越管内102校の学校長に対し
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て実施したアンケートの中から，特に教員養成への要望に関する自由記述を分析した結果で

ある（回収率74%). 
校長は若手教員の実態を一番把握できる立場にあるが，あくまでも自校の教員を通しての

意見であることは否めない．

結果は，かなり多岐にわたっているが，最も多い指摘は，子供の理解，接し方に関わる教

育への要望である．そこには，子供にどう接し，どう指導してよいか分からず，騒然として

治まることのない学級の姿が浮かび上がる．毅然とした姿勢を堅持しつつも，常に子供たち

一人一人の心に寄り添い，喜怒哀楽を共にし，温かい人間関係に支えられた学級経営のでき

る教師が求められているのである．

・児童と共に活動しようとする意欲はあるがs 児童のわがままに押し切られ，問題が

発生しても対応できない場面がしばしば見られる．児童を理解し，児童に頼りにされ

る真の教師の養成を期待したい．

－他人に迷惑をかける子を諭せない．ほめもせず叱りもせず，学級を燃えたせる迫力も

ない．児童の掌握力の乏しさを痛感している． （記述内容の中から）

第二の指摘は，体験の乏しさに起因する実践意欲の乏しさである．豊かな教育活動は教師

の経験の幅に支えられる創造的な実践力によって生み出される．

－植えれば植えっぱなし， 飼えばそのまま，すべての管理を教頭，校長が行っている．

・飼育，栽培を嫌がり， 「やらねばならない」気持ちで取り組んでいる．ヒナを死な

せ，雑草だらけの畑，額に汗することを嫌う若手が大変多い．

・経験の不足は，教育活動の単調さを生み，子供の意欲を引き出せない．自然盤かな裏

山があっても，ドリル，市販教材に頼り，屋外に踏み出せない教師が多い．

3番目の指摘は，対人関係の希薄さである．地域民，保護者への対応，接客態度に多くの

問題が指摘されている．問題が発生しても家庭訪問さえできない現実もあると聞く．

3 .学生の実態

現場からの声は， これからの教員養成課程に，①子供と活動を通して触れあい，子供を

理解する場 ② 実践力，創造的教育活動を生み出す土台としての幅広い体験活動の場 ③ 

社会的活動を通して様々な社会人と接触し，社会性，

対人関係を身につける場 を位置づけることの必要

性を指摘していると受けとめた． ． 表2 野菜栽培経験の実態

当センターとしては，今，何ができるかと判断し

たときに，狭視野ではあるが自然体験であろうと考

えた．そこでの経験を拠り所として各種社会活動に

学生たちが参画してほしいと願った．

そこで，入学問もない 1年生全員206名を対象に，

これまでの自然に関わる経験の実態を把握するため

にアンケート調査を実施した．ここでは，その

一部を紹介する．

野菜栽培の経験についての集計したのが，表2で

ある．経験者は学生の76%を占める．しかし，その

半数は幼稚園 ・小学校の体験であり， 半数は主に種

蒔き，種蒔きと収穫，収穫の体験である．また，ジ

ャガイモの植え付けに関する設問では， 「イモを植

える，半分に切って灰をつけて植える」としたのは，

口名で全体の30%にとどまった．石灰捲きや耕しか
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ら収種までの栽培経験をもっ学生は，全体の30～40
%と推定された．

身近な草についての設問では，ナズナ，スギナ， ヒメジョオンを知る学生は25%以下であ

り，エノコログサ， カタパミは 6%以下， 12種の身近な植物すべてを知らない学生は全体の

29%を占めた．

登山体験をもたない学生は37%であり，近年，学校における登山やキャンプが行事精選の

対象となっている理由には，学校5日制への対応もあるが，指導スタッフの不足という問題

もあるのである．

次に，星座や月の実天観察経験に関する設問では，経験を有する学生は33%にとどまった．

指し示せる星座については，オリオン座が54%であったが，夏や冬の大三角形は20%前後，
七夕の星座にいたっては， 8%以下と低率であった．

幼少期から再三見てきたものとして「鯉」を取り上げ， その描写を設問した．鯉のシンボ

ルであるひげを描いたのは30%のみであった．また，ひれを含めて，魚としての正しい姿を

描いたのは，全学生中12名にとどまった．

以上の実態に基づき，次のような内容で自然体験実習を試行した．

4.自然体験実習の概要

( I）実施体制

ア，前期； 2泊3日（夏期休業） 後期； 1泊2日

イ，会場 妙高少年自然の家

ウ，参加者 前期： 20名（ 1学年＋ 3学年）

指導スタッフ； 学校教育研究センター 3名，自然系2名s現場教師2名

後期 i28名（ 1 ' 2 ' 3学年）
指導スタ ッフ ： 学校教育研究センター2名，現場教師2名

エ，単位 なし

オ，交通機関 大学のマイクロ

(2）実施内容

000前期000 8/3-8/5 

。1日目

ア，キャンプテント張りの実習

イ，グランドシートを用いて，本部の設営．

ウ， 林間活動上の注意すべき植物 ・動物についての学習

エ，ナタの使い方実習

オ，ロープワーク

カ，称聞のプッシュ内に一人一人野営小屋づくり

キ，炊事体験

ク，キャ ンプファイア指導体験

ケ， 一人一人野営小屋にて就寝

（あいにくの集中豪雨となり， 4張りのテントで就寝）

001日目の評価。。

－テント結び

．雨を考慮した屋根づくり

・ツタウルシ，ヤマウルシ

ハチ，毒へピ

－ナタの安全な使用法
．雪囲い結び

・木の切り出し，草刈り，

組立

・原始火おこし・火たき

・ファイ ア薪のセティング

．セレモニーの進め方

．レクレーションの進め方

・野営小屋づくりは，最もインパクトが大きかった．自分が 1晩就寝すること，周囲と I0 
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m以よ離れて野営することという条件が効果的であった。慣れないナタ裁きであったが徐

々によ達し，汗だくになって小屋づくりに取り組んだ。屋根を杉枝でふく学生，香りを大

切にしてオオパクロモジでふく学生，ススキで束ねてふく学生，生きた木を曲げて骨組み

とした学生など，それぞれに工夫が見られた。集中豪雨のため，小屋での就寝を中止する

指示に，ほとんどが悔しさを顔に表していた。しかし，ホット胸をなで下ろした女子学生
も2名いた。

・炊事体験でのシャガイモ剥きでは，親指で包丁を誘導して皮むきのできない女子学生が
2名，男子学生2名がいた。

。2日目
ア、朝の炊事体験

イ、野営小屋での仮眠（野営小屋で寝たいという学生の要望に応えて仮眠を指示）

野嘗小屋撤収作業，テン ト撤収と乾燥作業，借用物晶等の返却作業

ウ、ネーチャーテーリング

〔自然散策として身近な植物学習】

・ 3 'J' Iトアにボライ ドカメラ各 1台

．各自野帳にメモを取れながら学習

［草遊び】

【崖の昇降｝

・地層学習や学校の裏山でのアスデチック遊びを

想定して，急な崖の昇降とロープワーク体験

｛植物分類テス ト】

・基本的な植物13種を準備し，各自 10種を解答

【竹工作体験］

・ヤダケを用いた竹鉄砲の製作
．竹トンボの製作

002日目の評価。。

・ワラビ，ゼンマイ，ウド

シシウド，ナナカマド，スス

キ，ヨモギ，タケニグサ，イ

タドリ，オオイタドリ ，コナ

ラ，ミズナラ，リョウプ，ヤ

マウルシ他

・タラ，ホウノキの風車づくり

．ススキの鉄砲

・各種草笛

，ホウノキの飛行機づくり

－もやい結び妓術

・ロープを使用した界降

－切り出しナイフの使用法

．竹剖り技術

－植物学習では草遊びができる植物，食べられる植物，身近な植物，危険な植物に限定

した。繰り返し同じ植物を研修したこともあり，全員がテストにどうにか合格した。

会場が妙高山麓ということもあり山地性植物が多く，学校周辺の身近な植物を研修さ

せてやるべきという意見が多かった。また，ド ングリは－ドングリという木になると思っ

ていた学生が大半であり，コナラ，ミズナラなどを知り，認識を新たにしていた。

－竹細工は，竹鉄砲がもっとも人気を呼んだ。昼間採集してきた木の実を玉にして破裂

音を楽しみながら，飽きることなく子供のように的当てに熱中していた。切り出しナイ

フの使用は全員初体験であったが，徐々に慣れ，怪我をする学生も出なかった。

。3日目

ア、オリエンテーリングセッテイング

少年自然の家には， オリエンテーリングが常設させているが，ポイントを早く発見し

てタイムを競うものである。

学校での学級活動や行事等で生かせるようにと，方位と距離，ポイントでの課題を盛り
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込んだテーリングのセッティングを実施した。

．様々なテーリングのやり方指導

. 2名 1組でのセッティング

－他グループのセットを体験

（セッティングで方位を誤り ，

Iグループが迷走）

－関門椋識と課題の作成

表3 自然体験の充実度自己評価

イ、凧づくり体験

・菱形凧づくり ，連凧づくり

ウ、山中の用水池での釣り体験
( 3 0 c mサイズのマプナを 3匹

つり上げた女子が優勝）

003日目の評価。。

・オリエンテーリングの課題には，

クイズ，植物分類，木登り，俳句づ

くり等様々な創意が組み込まれてい

た。セッティング段階で方位を誤る

と，チャレンジャーがもどれなくな

ることも体験できた。 3年生は教育

実習の学級活動に取り入れたいと感

想を述べていた。

オリエンテーリングセット

キャンプファイアセット

り

ク

方

．

り

く

一

い

強

つ

ワ

使

ト

屋

ブ

タ

ン

小

一

ナ

テ

営

ロ
野

000後期000
10/9-10/10 

《 秋の星座観察学習 》
－祝日前の平日 4時半大学出発，

現地到着 5時30分

0 

．…きわめて充実していた

圏 …充実していた

図…少し充実した

図…充実感はない

ア、天体望遠鏡の基本的操作の実習
. 2人 1組で 1台の赤道儀を使用して，基本的操作技術の講習

イ、惑星の見分け方（輝く多くの星の中から惑星だけを見つけ出す）

ウ、金星の望遠鏡観察

エ、 土星、木星の観察

オ、月面観察

カ、北極星の見つけ方の実習

キ、北の代表的星座と星座物語の学習

ク、夏の代表的星座と星座物語の学習

ケ、駄の代表的星座と星座物語の学習

コ、テスト；北極星の見つけ方と夏の代表的星座

サ、月の満ち欠けと実天での動きについてのモデル学習（室内）

00後期の評価00
・目の設定が的中し，夜半過ぎまで霊一つないみごとな星空となった。全員が初体験の実

天観察であり，一つ一つに歓声をよげて感動していた。惑星の見分け方，惑星の望遠鏡観

察，北の星座と夏の大三角形，七夕の星などを知ったことで，この体験への学生の評価は

高かった。

内

ypo
 

10 



5 .本学でのフレンドシップ事業構想

科目も選択幅を広くして何コースも立ち上げ，もっと学生や大学が主体となって子供たち

を招いての触れあい事業を進めたいという願いはあった。しかし，本学が山際に位置し公的

交通手段が乏しいこと，大学周辺の交通が激しく交通事故等の心配があること，全学的理解

が得られていない段階にあり，予算面や仕事面で一部に負担加盟となる心配もあることから，

一歩踏みだし，徐々に発展させるということで，下記のように構想した。

選択履修であること，自然という狭い体験であることから，フレンドシツプ事業としては

認められない心配もあるが，本学としては，まず，このような形でスタートを切ることにし

た。

総合科目

体験学習Aコース

2単位履修年次 1' 2年
1 授業概要 ・目標

学校教育に必要とされる実践的知識 ・

技能を体験をとおして学び，学校，各種

サークル活動に参加し，活動を通じて児

童と触れあい，児童の理解を深める。

2 庖修条件・ 注意事項
・A及びBコースを共に履修すること

はできない。

3 授業計画

学校教育と自然体験の意義

く実施体験＞

－栽培体験

・自然観察体験

・天体学習指導体験

．伝統料理作成体験

・手作り工作体験

体験学習Bコース

2単位履修年次 1' 2年

1 授業概要 ・目標

学校と地域 ・社会の連携を図る幅広い

体験活動を学び，社会教育活動を通じて

児童との触れあい，児童の理解を深める。

2 履修条件 ・注意事項

・A及びBコースを共に履修すること

はできない。

3 授業計画

社会教育の自然体験の意義

＜実施体験＞

－レクレーション指導体験

．野外活動体験

・救急法体験

・伝統遊び体験

・手作り工作体験

野営体験の指導と技術（ 1泊2日） ・

・キャンプの指導と技術 合同

－学校の教育活動へのボランテイ

ア参加

（上越市，中頚城郡の小学校）

－新井市青少年学習センター主催

の各種サークル活動への参加

社会教育活動への参加

上越市教育委員会社会教育課

．妙高村教育委員会社会教育課

．妙高少年自然の家

平成11年度以降は，各系でコースを立ててもらい，選択幅を拡大していく予定である。
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「学外活動体験Jの実践ーその内容と運営ー

小泉秀夫 （横浜国立大学） 山本光 （横浜国立大学）
hig1508@ed.ynu.ac.jp kou@ed.ynu.ac.jp 

〈キーワード〉学外活動体験、実践体験、国大わくわくサタデ一、ホームページによる支援

経緯

横浜国立大学においては、平成9年 10月l日より、教育学部を改組し、横浜国立大学教

育人間科学部として発足した。学部改組に伴いカリキュラムも改革し「教育環境科目群j

を設け、その科目群の1つとして 「学外活動 ・学外学習J科目を設定した。この科目を推

進するために学外活動関連専門委員会を発足させ、本フレンドシッブ事業は本委員会が取

り組んできた。

【1】基本的な進め方・考え方

フレンドシップ教育の基本的な進め方 ・考え方として、次のような点を確認した。

1.教育や教師の仕事および児童生徒の理解につながる体験を重視する。

2.教職に夢や意欲を持てるような体験 ・活動を重視する。

3.ある程度の活動の継続性の維持ができるよう努める。

4.大学における学習 ・研究としての位置づける。

5.教育実習とは異なる性格であり、補助的活動を通しての体験と位置づける。

6.なるべく学生自身による主体的な活動を重視する。

【2】活動の概要

1.活動内容と目的

次に示すような数種類の活動を企画 ・推進してきた。

(1｝実践体験

－学校における様々な教育活動に補助的に参加し、子ども ・教師 ・学校の実際の様子に触

れ、 教職に対する関心 ・意欲を高めるとともに、学習への問題意識を喚起する。

・また、児童生徒に対する学校以外での様々な教育 ・援助活動を体験し、教育をより広い

視野で考えるとともに、様々な場面における児童生徒の理解を深める。

－実践体験では次のような活動を準備した。

① 学校教育に関する活動 （ア）教材作成や授業準備の補助

（イ）授業観察

（ウ）学校行事等、特別活動に関わる補助

小学校、中学校、養護学校の中から2種類の学校での体験をする。

2つの中で、メインとサブを選択する。

②社会教育に関する活動 社会教育活動等の指導補助員としての体験等

「1兵っ子ふれあいスクーjレjでの指導補助

(2｝「国大わくわくサタデー」

・学生の特技 ・アイディア ・専門を生かして子どもたちにミニ授業を行う。指導の内容は学

校のカリキュラムには限定しないで、 l回毎に完結できる、 ものづくりや実験教室のよう

なものにする。 具体的企画 ・実施については学生の主体的な活動を重視し、学部教員は必

要に応じて助言する。この活動を通して、教材開発の仕方や工夫 ・苦労、子ども理解、授
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業の楽しさ等について体験する。

2.活動場所等一上記活動について、本年は次のように進めた。

(l}-Q)については、附属学校において実施

(1ト＠については、教育委員会を通して依頼（公立小学校32校）

(2) については、教育委員会及び校長会を通して依頼（公立小学校i校）
3.授業科目として

・科目名： f学外活動体験J 単位数（2単位）

「実践体験」及び「国大わくわくサタデーJ、それぞれの活動に関して、所定の時間数に亘り

活動を行い、所定の成果が認められた場合。

・活動内容、活動時間

(1）実践体験

①学校教育に関する活動

（ア）教材作成や授業準備の補助

（イ）授業観察

3時間×4日＝1211寺間

（ウ）学校行事等、特別活動に関わる補助

2時間×1日＝2時間

211寺問×3日＝61時間

4時間×4日＝16 ll寺問l②社会教育に関する活動

(2) 「国大わくわくサタデー」

大学における講義

計

2時間×5日（準備） +8時間＝1811寺問
2時間×3日

60時間

4.参加学生の決定、事前 ・事後指導及び成績評価

－参加学生の決定、事前 ・事後指導及び評価については、学外活動関連専門委員会が行う。

・なお、成績評価をあたっては、実際の活動時における指導 ・助言者の意見を尊重する。

5.フレンドシップ教育運営協議会の設置

学部教員、附属学校教員、教育委員会代表で構成し、基本的な考え方 ・進め方や実施して

いく上での協力体制について協議した。協議会の設置により、公立学校等における実施が

円滑に進められた。

6.傷害保険

参加する学生は、｛筋書保険に加入していることを要件とした。

【3] 「学外活動体験Jの実施にあたっての注意事項

実施に当たっては、次のような点を特に注意するよう参加学生へ指示をした。

「責任感ー約束は守る。仕事はきちんと行うJ

f傷害保険への加入の確認J
f安全には十分注意するJ

f連絡を確実に行うJ
参加人数は32名

【4】学校教育に関する「実践体験Jの取り組み

1.各附属学校に学生が参加可能な活動（メニュー）の提出を依頼した。その際、特に基本的

な考え方 ・進め方の第1項、第2項について配慮してもらうよう依頼した。

2.活動内容の記入表の作成

以下のような枠組みを作成し、表への記入を依頼した。作表の意図は、情動の内容が一部

の領岐に偏らないように、バランスがとれるようにすることである。

・教科に闘わる領域 一教材作成や授業準備の補助、授業場面での補助 ・観察

・特別活動に関わる領域一学校行事や学級活動の補助、授業場面での補助 ・観察

．その他
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想定しうる活動領域等 （参考として用意した内容）

．教科に関わる領域

教材作成や授業準備の補助

各教科 実験 ・実習 飼育・栽培

見学 ・調査などの引率補助 （含、生活科）

児童生徒に関わるもの

ノートの記録の整理 ・分類 ・特徴の洗い出し

つまずきゃ誤りの原因の考察 ・分類

提出物の整理 ・分類 ・特徴の洗い出し

綬業中の児童生徒の様子の記録と提出

．特別活動に関わる領域

校舎内、体育館などでの活動、学校内での活動、学校外での活動

授業時内での活動

授業時 ・授業観察

休み時間 ・給食 ・消掃の1時間

放課後の時間（部活など）

－授業とは異なる場面での児童生徒の様子

3.連絡体制の擁立

f実践体験Jを円滑に進めるためには、連絡体制を確立しておくことが特に重要である。

箆数の方法により確実な連絡が可能になるよう意図した。

(1）附属学校からメニューを提出してもらい学生に示し、附属学校と学生の打ち合わせの会

を設けた。

(2）個々の活動の実施に当たっては、附属学校の責任者は学生の連絡責任者または参加する

学生本人へ直接連絡する。

直接連絡を主とするねらいは次のような理由による。

．予定の変更などに臨機に対応する。

・予定の変更を柔軟にできるようにする。そのことにより学生の補助としての役割が

より効果的に果たせるようにする。

(3）ホームページによる支援ー別に示すようなホームページを作成し、ホームページ上で連

絡ができるようにする。上記、 3ベ2）に記した柔軟な変更と対応にも対処しうる。

(4）連絡ができない場合は大学キャンパスにおいて掲示する。

【5】 「国大わくわくサタデーJの取り組み

平成9年11月15目、横浜市内公立Y小学校で実施。

オリエンテーションを基に学生自身で企画を提出し、グループを構成し取り組んだ。

【6］今後の検討事項

－学校教育に関する活動を公立学校で実施する場合の連絡体制

「国大わくわくサタデーj を大学キャンパスで実施する場合の諸問題

．大学の授業との調整

．単位取得と参加形態
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ょうこそ！

フレンドシップ教育活動のホームページへ

一一……………………………………J9.• .¥.¥ ... J9.¥,.,.lt.,.N＿，………………………m… 
や義組主主主

命活動予定表

・附属鎌倉中学枝

・附属鎌倉小学技

・附属横浜中学校

・附属繍浜小学校

・附属饗種学技

争参加学生情報

言語宜盟箪

!'::": •• ！＇：！＇：！＇：！＇：！＇：：＇：！＇：！＇：~ 

このページに関するお問い合わせは下記ヘメールでご連絡ください．

friendshio@ed.vnu.ac.io 

質問箱

名前：

E-Mail : r 

タイトjレ：｛
内容： も－

質問箱名前：こう 97年10月03日22時44分

これは質問箱です．

自由に質問してください．

行－



附属 小学校予定表

登録したい活動のボタンにマークをつけてから［登録］ポタンを押してください．
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U ... ,,lj,.-.,f!クラブ活動の補助（第1以外の火曜日） 4～6年連動系クラブでは記 。i H 
I! M 》J.""J.録者及，＜：！，警判など文化系クラブではアドバイザー ti.. l .. 
II b 6!1n !I授業観察、教育実習時の歩観教材研究との絡みで短当教官との酬の ：！－ 11-
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区分の記号の意味

・a：教材作成や授業準備の補助・b：授業場面での補助・観療
• c：学校行事・学級活動の補助・d：その他

鐙録者のうち、付属の担当教官から許可をもらった人の学生番号は、赤色で示してあります。

トップページへ
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保護者向けプリント用資料

1 .趣旨

横浜国立大学においては、教員養成系学生の児童理解、基礎的な教育実践

力の育成を目指して、本年度から学校教育・社会教育の場面に学生を派遣

する『フレンドシップ教育』を企画・実施することといたしました。その一

環として、学生の自主企画による 「国大わくわくサタデーJを本校で実施す

ることになりました。

2. 日時：

（雨天の場合も実施：内容は若干変更あり）

3.場所：

4.集合時間・集合場所：

5.参加申し込み

・参加は事前申込制（右ページの申し込み用紙で）

・提出期限：

－提出先：

6.主な活動

①人形劇の公演（低学年向きの創作劇を 3話、各15分、所要時間は約1時

間）

②ゲーム

③シャボン玉（

④指人形づくり（

⑤ペッ トボトルロケット（高学年向き、

⑥牛乳パックを使った紙すき（

⑦牛乳パックでつくる望遠鏡（高学年向き、

po
 

nγ

，
 



広島大学学校教育学部フ レンド シップ事業

愉快な土曜日

広島大学学校教育学部附属教育実銭総合センター 高橋超

stakaha@sed.hiroshima-u.ac. jp 

キーワード

自然体験，勤労体験，実銭的指導力，生きる力，地域づくり

1 .趣旨

教員養成学部の学生と地域の子どもたち，住民が自然体験や勤労体験等の直接体験を通じた活

動を継続的に行うことにより， 学生が教師としての豊かな資質を培うと同時に，子どもたちに豊

かな生きる力を育て，地域住民と児童、学生の交流を深める。

2.運営組織cc凄員長＊柑蛾住民）

本事業を進めるに当たり，本学部では， 「フレンドシップ事業実行委員会Jを中ι織している。

伊藤圭子（学校教育学部助教授，生活科学教育：家庭科〉

上田邦夫（学校教育学部教授，生活科学教育 ：技術）

＊植田是賢 （下見総区長）

＊木原寛治（地区民生・児童委員総務〉

＊日下研介 （三井建設：地主）

＊河内昌彦（東広島市社会福祉協議会専門員〉

＊河野孝行 CJA下見支店長）

白根福栄（学校教育学部教授，教育実践総合センター〉

＊菅原 茂（農業 ：住民代表）

＊高藤秀信 CJA広島中央営農センター）

高橋超（学校教育学部教授，教育実践総合センター〉

＊竹岡訓子（東広島市教育委員会指導課長）

-177-



0土井利樹（学校教育学部助教授，学校教育 ；社会教育学〉

林 孝（学校教育学部助教授，学校教育：学校経営学）

林武広（学校教育学部助教授，理科教育〉

＊藤島達則 CJA広島中央営農センター〉

＊析形守（下見財産区議員）

＊光本充晴（下見振興協議会事務局長）

若元澄男（学校教育学部助教授，美術教育）

＜オプ、サーノ〈ー＞

木上尊子（学校教育学部事務長補佐）

灰田郁男（学校教育学部会計係長）

松浦邦男〈学校教育学部教務係長〉

3.連 携 機 関

本事業は， 下記の各機関 ・団体との連携のもとに行っている。

広島県教育委員会 東広島市教育委員会 J A中央

広島市教育委員会 東広島市社会福祉協議会 下見振興協議会

4.該 当授業名

本事業は， 「社会教育演習 Cl単位， 2セメスター開設）Jの一貫として行い，参加学生数は

6 0名である （うち，単位取得を希望する学生数は， 3 0名である〉。

5.事 業概要

本事業は，学校5日制によって休日となる土曜日を活用して，以下のような内容の活動を行っ

ている途上である（各国とも，原則として，午前10時から午後4時まで〉。

0 9月27日：開講式 「みんなでなかまになろう」

01 0月25日：「工作で遊ぼう：相手は大空か，風かJ

01 1月 8日：「秋のしゅうかくを楽しもう。ほりたてのいもを味わおうJ

01 1月22日：「秋の味を楽しんで，星を見ょうJ

01 2月25日： 「早く来い来いお正月J

0 1月24日： 「ゆかいな工作となかま遊び。木はあたたかいかJ
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02月 14・15日：「社会見学と野外活動J （希望者のみ）

畑については，大学周辺の住民から休耕田の提供を頂き，6月末に実行委員（JA）が耕し，

参加希望の学生も手伝って，そば， じゃがいも，小豆の種まきを行った（「フレンドシップ農場

Jと名付けている〉。

6.参 加児童

本事業に参加している児童は，東広島市内の小学生4年生以上の12 0名である。参加児童の

募集は，以下の手順で、行った。

①東広島市教育委員会への事前説明（8月下旬）

②教育委員会から市校長会にて，本事業の概要説明と協力 ・支援依頼（9月上旬〉

③各学校を通して，案内パンフレッ 卜を配布 （9月上旬〉

④保護者を通して参加申込み（葉書〉を行う（9月中旬，最終希望者総数は， 3 5 5名〉

⑤先着順に参加者を決定し保護者宛に連絡 （9月20日〉

参加の決定した児童の保護者には， fスポーツ安全保険」への加入，及び参加誓約書の提出を

求めた。

7.活動の概要

開講式終了後に，児童を12班に分け，各班に学生を5名ずつ配置し以後の活動は，原則と

して班を単位として行っている。各回の活動が終了した際には， 「ニュース・レター」を作成し

児童が持ち帰り，保護者に各回の活動の概要についての理解を深めてもらっている。

8.今後の課題

現在，事業が進行中であるが，全事業が終了した後，参加学生，児童，及び保護者を対象とし

た調査を行い，成果の点検を行うとともに，問題点等を明らかにし次年度以降の改善を図るこ

ととする。

ハ日々
t



資料 1

広島大学学佼書生育学部では、学生と子どもたちと組員誌の人身が一緒になって活勘するフレンドシッ

プ事業を実施することになりました。
この事業は 教員委成学留の学生と地域の子どもたち、地続住民のみなさんが自然体験・勤労体重量

寄与の直後体昼食を通じた活動を行うことにより、学生が教師としての霊長かな資貨を釜うと同時に、子ど
もたちに隻かに生きるカを育て、地域の人々と児童E、学生の交流を深めることを目標として行うもの
ですeできるだけ、児震の主体性や自発性を大切にしながら、人や自然、文化との体験をJiかにして

いくための事業ですs

著書加資格は東広島市の小学校に在学する 4年生以上で、定員 10 0名です。
多加希望の児涯の保穫者の方は、表の事業計函及び下記の応募要項をご.照の上、 9月 16 8まで

に官製はがきでお申し込み下さい。 （先着 10 0名で締め切らせていただきます。）

「愉快な土曜日」のご案内東広島市各小学校児童の保護者の皆様へ

（登録済み）
1 0 0名程度
6 0名程度

有志の皆さん

重喜加者
東広島市小学校児jf4年生以上

広島大学学校教育学部学生、教織良

東広島市下見地区有志

工頁

多加できるのは東広島市在住の4年生以上の小学生です。

~加は、病気などを除いて、原則として第 i 固から第 6 固までの毎回に容加出来
ることが条件です。 （第7回の「社会見学と野外活動：江田島青年の家で野外活

動とボランティア体験 ：2月 14 8 1 5日）｛ま自由怠加です。
多加者は、原則として午前10時から午後4時までの過しで著書加できること。

活動は広島大学学校教育学部及び大学近くの畑で行いますe

いつの場合も、児童の集会・解散場所は広島大学学校数育学部玄関前です。

~加児童の集合 ・ 解散場所までへの移動i立、保緩者の貨任において、公共交通、
自家用車、徒歩等を利用して下さい。
最寄りのバス停留所

西条駅一広島大 学線 広大北口 徒歩3分
八本松駅ー広島大学緩 広大二神ロ徒歩3分

l l月22日の「第4回 秋の味覚と星を見る会」 は午後 l時から始まり、午

後 8＆寺に終わります。必ず、保筆者が迎えに釆て下さいc

＃加者は全員スポーツ安全保険に加入していただきます。
本フレンドシップ事業中に起こった事故については、救急措置以外については、

基本的にスポーツ安全保険の範囲、限度内において対応します。

〈続＇;t金40 0円、死亡後遺障害2. 0 0 0万円、入院 184.00Q円、透院 I. 5 0 0同〉

要募応日J曜土な快「愉フレンドシップ事重量

① 

② 

＠ 

① 

① 

＠ 

① 

① 

＠ 

~加資絡

活動・集合
士長所

唱的日手段

保険

'5加者費用は全体でl、50 0円を必要とします。
内訳 ；食費 l、10 0円

スポーツ安全保険 4 0 0円

貸用の払い込み方法につきましては、参加が決定した段階でご途絡します。

① 経費
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② 

自由華E加活動①

活動l主、児童10名、学生6名、下見地区の有志・広島大学教職員若子名を iグル
ープとして行います。 原則として、保護者の多加はご遠慮騒いますが、事情のある
111まご相絞下さい。開続式への保護者の著書加はこの限りではありません。

① その他

著書加希望の方は次の8つの事演を明記の上、下記まで官製はがきでご応募下さb、。

兄第で応募の際は配慮しますが、 l名ずつご応募下さい。

① 小学校名 ② 学年 ③ 児盆名 ＠ 性別
＠ 保緩者名 ＠ 住所 ① 保護者逮絡先電話番号

応募方法

兄弟姉妹応募者・の有無③ 

7 3 9 東広島市鋭山 l丁目i~ l号
広島大学学校教育学部 フレンドシップ事業委員会

応募先
街中

（ただし、先着順 10 0名になり次第絡め切ります。 〉平成9年9月 16日締め切り

9月 17 8中に決定書、朗読式案内の文書を発送します。著書加決定者には、

広島大学学校教育学部 フレンドシップ事業委員会
電路08 2 4 -2 4 -7 l 9 5. 2 4 -7 l 9 8. 2 -i -7 l 8 2 
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資料2

参加誓約書

私は下記の事項を承知して、広島大学学校教育学部の行うフレンドシップ事業に児童を

参加させます。

記

1：広島大学学校教育学部は、不慮の事故 ・けが等が生じた場合、救急措置以外はスポー

ツ安全保険の範囲内において対応すること。

2：集合まで及び解散後の児童の交通手段については、保護者の責任にあること。

3 : 1 1月 22日の第4回には、保護者が夜8時に必ず迎えに行く こと。

4：天候や作柄など、 やむをえない場合の事業内容の変更がありうること。

5：病気など、やむをえない事情で欠席する場合は、当日事業が始まるまでに必ず連絡す

ること。

広島大学学校教育学部

学部長間 田泰 弘殿

保護者氏名

参加児童名

保護者住所

保護者自宅電話

活動時間中の連絡先電話
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広島大学学校教育学部フレンドシッブ事業

資料 3

ゆかいな土曜日 ニュースレター第l号 （1997年9月27日）

今日から．いよ いよゆかいな土曜日 が始まつました。

受付をすませたあと．開講式が行われました。開講式て・は．東広島市教育委員会中内教育

長．広島中央農業協同組合の谷光次長．下見地区代表の菅原さん．および学校教育学都の

問田学都長があいさつされ．ゆかいな土曜日にあつまった皆さんに．楽し く活向するよう

激励されました。その後．実行委員の紹介．これからの活掛の説明．および諸注意があっ

ました。

開講式のようす。みんな．真剣に聞いています。

開講式の後.i'JIごとに．畑にあいさつに．出かけました。畑では．真っ白いそばの花が満

開でした。豆（'J、豆）の花も咲いていました。新しい友達とも仲良くなれたようです。

その後．みんなで．大学食堂に行って昼ごはんを食べました。

~－－·~ ... 一一～.. , .... ，－，，苦五＞－＇ ず主．．． 

広い食堂だ ！おいしいぞー！

内

L06
 



シンポジウム報告一子どもを媒介とした大学と地域社会の連携ー

北信濃の秋が深まり行く 1，月28日（金）、 fフレンドシップ事業は随れた教師を生み出

すかj をテーマとするシンポジウムが教育学部第一会議室を会均として開催された。

参加者は全国 16の教員養成大学 ・学部の教官31、学生18、教育委員会関係者 12、教員

11、事務官 2、一般市民 5の合計 79名であった。他大学からもたくさんの参加申し込みをい

ただき、ながのコンペンションビューローのご協力を得て、長野駅前と教育学部前に案内看

板をたてた。

漆戸邦央教育学部長の挨拶のあと、教育職員裳成審議会臨時委員をつとめる小林開fi・信

州大学：教慢から 「教員養成とフレンドシップ事業Jと題する講演が行なわれた。官頭で津軽

三味線の継承にまつわるエピソードを取り上げた同教授は、教育学部改革においても、退路

を絶ち背水の陣を敷いて、新しいものを創り出していこうとする確固とした決意 ・信念なく

しては活路は開かれないと厳しく訴えた。次いでフレンドシップ事業の意義として、実践的

指導力の基礎を育てる有効な一つの手だてであること、連携 ・協力体制の榊築作業を通して

地域社会の教育ネットワークが推進されることを指摘した。 －}j繰題としては、教育機関と

の連悦 ・協力体制をどのようにして構築するか、フレンドシップ邪業と単位認定の問題、学

生の自主的－自発的活動をどのように支援していくかの3つをあげた。結びに今年度から始ま

ったフレンドシップ事業の火は今はまだ小さいけれども、 21世紀の新しい凶を開く活動とな

り、教員養成カリキュラム改善への炎となることに期待を寄せた。

次に行なわれた8本の実践報告は、それぞれの大学のおかれた状況の泣いにより、段業科

目も綿々であり、どの取り組みも個性的で大変興味深い内容であった。小休憩のあとこの実

践報告者をパネリストとしてパネルディスカッショ ンが行なわれた。フロアから出された質

問・意見の大要は次のようなものであった。フレンドシップ事業実行委員会に地区住民や JA

が関わっているのはどういう意図からか。 YOU遊サタデーは今後どうありたいと思っている

のか。地域の子ども会にも大学生に入ってきてほしい。大学の教官の中に学校現場での教育

経験を街する者を蝶用していく必要があるのではないか。フレンドシップ事業が大学改革の

一環として根づいていってほしい。学生たちには幼稚闇児とともに遠足に出かけたり、運動

会で汗を涜すことによって見えてくるものがある。また、このような関わりをしている学生

たちを見る地域社会の見方に変化が生じてきている。附属学校聞のこれからの在り方を考え

る上でもフレンドシップ事業は重要である。 f優れた教師を生み出すかJという題がついて

いるが、むなしいものを感ずる。学校現場の実情を見るときあまりにも悪しき教師の姿が多

い。先生たちに現実の子どもの姿が見えていない。そのような先生のもとで過ごさなければ

ならない子どもたちがかわいそうである。優れていなくてもよいから、せめて子どもの心が

わかる先生がここから育っていくように、大学の先生方に頑張っていただきたいと思う．

これに対してパネリストからは、次のような発言があった。これからの学校の教師にはー
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人の人間として、地域づくりにも参画できる力を身につけていくことが望まれる。 YOU遊サ

タデーは一応の形ができてきたがマンネリ化してはおもしろみがない。後輩たちには敢えて

新しいことに挑戦していってもらいたい。大学キャンパスを出て地域に出張したことによっ

て得たものは大きい。学生たちはその成長過程において地域占切れることによって大学まで

進んできているという現実がある。フレンドシッフ事業を通して学生が子どもたちと関わる

ことは、少年期時代を取り戻すことにもなっている。様々な体験を通して学生に自信がつい

てくることが重要である。フレンドシッフ事業の内容としては、学生と子どもたちが一緒に

よろこび、一緒に発見するものがよい。教育実習では学生は教える立場になり、指導案を立

て計画的に取り組むことになる。フレンドシッフ事業では体験を重視し、学生が子どもと一

緒になってやることによって、子どもから学ぶという姿勢が大事になってくる。

最後にコーディネーターの藤沢謙一郎 ・信州大学教育学部附属教育実践研究指導センタ一

長から次のようなまとめが行なわれた。

「本日のシンポジウムを通して教員養成学部に投げかけられている問題の大きさを改めて

自党しました。フロアから出された貴重なご意見を大学として真撃に受け止め、フレンドシ

ップ事業を教育学部改革、カリキュラム改革に結び付けていくよう新たな決意で取り組んで

まいりたいと思います。良い教師を生み出していくという教員養成学部に課せられた大きな

使命は、大学の力だけで果たせるものではありません。フレンドシップ事業を契機として大

学と地域社会の緊密な関係が構築されていくように、これらも皆様のご協力をお願い申し上

げます。本日は本当にありがとうごさ．いました。 J （文責 土井進）

-18.J-



















あとがき

新設された f教育参加Jの授業は、関係協力機関の温かいご理解とご協力により、無

事 2年目を終えることができた。平成9年度から文部省の教員淀成学部フレシドシップ

事業が始まり、本学部では「教育参加lJがその対象となったのを機会に、長野県教育委員

会生涯学習課ならび1こY.~1J、1 6 つの青年 ・ 少年自然の家と国立信州高速少年自然の家との連

携が始まった。 これにより七II程日・臼II躍臼の f教育参加」メニューが大幅に地）Jllし、教員

養成カリキュラムとしての内容が充実してきた。したがってこれからの第一の課題は、大

学と地元教育機関との連的を大事にし、一関緊密にして、学生にとっても受け入れ倒ljにと

っても有意義なカリキュラムとなるように共同研究の態勢を：！控えていくことである．

第二のAA!題は、 平成8年度に入学し f教育参加j の最初の受純生となった学生が平成

10年度に 「教育実習Jを行うことになるので、 「教育参加Jと「教育実習Jが述動する

ように工夫していくことである。そのための第一歩として「教育実習事前・事後指導Jに

おいて「教育参加Jレポートを学生に返し、教職への志向と一体感の形成に役立つように

したいと考えている．本学部における f臨床経験Jを重視した「教育参加Jという授業が、

果たして学生の教職志望度にどのような影瞥をもたらすか、 i架い関心をもって見守ってい

きたい。

平成9年 10月3日の第5回目の全体会において実施したアンケート調査（303名の回

答）では、 「教育参加は学生にとって有意義な授業科目であると思うJという項同に対し

て「非常にそう思うJと答えた者が165名（55.1%) 「そう思うJと答えた者が80名

(26.7%）であった。 80%を超える学生が有意義であると感じた理由は一体向なのか。

第三の課題は、 「教育参加Jのメニューごとに学生が「子どもの路子J f教職員の様

子」 「学校や社会教育施設の隙子Jをどのようにとらえたのか、また 「参加して得たこ

と」はやjであったのかを分析することによって、 f教育参加Jの教員養成カリキュラムに

おける意義を明らかにすることである。

最後に、この報告•＇fをまとめるにあたり、年度末のお忙しい中原稿をお寄せ下さいま

した関係協力機関の皆保に心から御礼申し上げます。

編集委員 藤沢謙一郎（附属教育実践研究指導センター長）
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